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本橋は、北陸農政局計画部計画謀。『「富山平野地区土地改良事業長期綜
合効果調査J（／＿）一環として、なこなわれた実態調査報告である。
第 1編は昭和 39年度。実態調査によるものであ D、砺波市鷹栖と射水
郡大島村K卦ける、戦前（明治時代後期を中心として） （／＿）上位土地所有者
層（地主）の推移と他産業との時速を追求したものである。第 2編は、昭
和 40年度。実態調査κよるもりでるb、中新川郡ο舟橋村、立山町、上
市町に砕ける、上位土地所有者層。推移と他産業との国連を追求したもの
である。
なな、組和 39年度。砺波市l驚栖での調査を機縁として、！日鷹栖村ο公
文書出係。貴重な文書 16 0 0余点。寄贈をうけた。本研究助では、この
1 6 0 0余点。文吾を笠麗して、。婿楢文庫。を訟最したことを、るわせ
て記して訟〈。
1 9 6 6年 5月
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第 1主 l駕栖、 大島地区地主層と他産業との関連
倣磁波地方は、語審時代以来加賀藩の穀倉と称せられた米作地帯であ b、と（ R鷹栖村は、、と。
嬬波地方κぁnても、加賀藩でーこをあらそう大きな草高（え70 0石〉の村であ司た。との鷹栖
村は明治朗κ入，＇＂＂・ても、豊かな米作を誇 D、と〈にβ清戦争前後から、明治 40，.年代にかけτは、
活気κみちた村であれ大地主たちは積樹は他産業κ乗D出していη た。明治時代の鷹栖村の地
主で、村の政治、経済、社会、文化の各方面にむし代決定的な千嬉ijを演じたのは、村内最大の地主
大矢四民民衛であ円九大矢｛先たんに鷹栖村を代表するメ地主であ円たのみeぢ丸彼の社会的
活動は、全編波的規模のものであのたいまた政治家としては、県会議員、県会議長、また衆議院
議員（当選四回〉として、その活動は、全｝果的κ顕著なものがあった。
ζの大矢四郎浜衛の運命をかけ℃の大事業は、明、冶26.年κ発案され、 29年6月κ着工し、 31
年 1月に城端一高岡聞が開通し、ついκ33年には高岡一伏木間が箔註した中越鉄道敷設の事業で
あη た。 鷹栖村随一の大地主・大矢は、との中越鉄道κ彼の選命をかけ、かゆとのために私財を
なげうち、没落する悲劇の主人公の役割を演ずるのである。との中越鉄道の域端一高岡間の敷設は、
西から延びてきた官営の北陸鉄道の富山県の福岡、高岡までの開通が、明治 3 1年 11月の ζとで
あるから、ぞれよ Dも早い開通をみたわけであ九当時としτは、驚異的な出来事であった。との
中越鉄道敷設のために大矢四郎兵衛は、彼のすべ℃をかけあのであゐが、 ζの事業はたんに鷹栖村
の大矢一人の事業ではなか円た。
明治26 &j三？月、出町でG最初の協議会にむいて、挙げられた発起人の 32名は、当時に訟けJ己犠
波地方を代表する大地主たちを集めτいるいまた高司、伏木の有力者（大商人、大地主｝ .も名
をつらねている。実κ中越銑道敷設は、全確波と南湖、 J伏木の政治、、経済上のれ；差是者たもの力を結
集し之の、大事業であった。この大事業にないて、当時κむける地主の他産業との関連合一つの典
型的事例をみふ ζとができふのである。
中越鉄道敷設のζの時期は、ちょうど日清戦争前後の、同本資本主義κとっての第一次産業革命
の時期であ巧たが、 ζの時期κおaいて、暗波地方では、泉下の他地方をこえる規模で、井波‘城端、
福野、出町、鷹栖‘戸出、福岡の各町村-c~ It,'.>＜つかの地方銀行が続出しτいる。とれらの地方銀
戸行のうちで、最大規模のものは、明治27年｛と出町にむいて設立された株式会社ゆ越銀行であった。
出町は、地理的Kほほ全潟波の中央κ位すゐと ζろにあ D、 この中越銀行の発起人θ大半がまた、
中越訴追の発起人3 2 名の中にその名を見出す ζとがで~ゐ内つ玄白、中誠銀行の主主記入売払L
璃波地方の代表的大地主たちであr)た。中越銀行以外の、丹波、城端、福野、鷹栖、戸t位、福岡の
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各町村氏設立された諸銀行の発起人たちも、当時の各町村の代表的な大地主、大商人またはマιユ
アアクチヤ経営主たちであnた。
F れらの劫f;童財子は、それぞれの町村の経揖刀を宵主主として、~れたのであれかつま，た、それ
ぞれの町村の産業のいっそうの発展のた治氏設立されたものであη た。 ζれら町村のうち、と〈に
山ろ〈に位置する城端、井波、福野、福光などt.当時に歩ける県下の先進的な織物業地帯でる九
数多〈の小マニユフアクテャ工場が経営されτいた。とれらマエユフアクチヤ工場の経営者、また
はそれへの投資者として地主者はいかなる役割をはたしていた治、この点も呉味ある課題である0 ; 
とうしτ、日清戦争討がら、とくκ戦後の璃波地方は、農業κ沿いては県下最大の穀倉であn た
いまた当時の主要工業としτの織物業（生糸、絹、月末、綿銭物業〕 κ訟いても、他地方向憂越
する位置を占めτいたのであ b、農工をフうじての、 県下の先進地帯であ円デヒ。この先進地帯・
縫波地方の代表的左町村であゐ、域端、福光‘福野、出町、戸出をと、当時の県経済の中心地である
商業都市高岡むよび伏木港κ直結するものとして、敷設されたの治込中越鉄道であoた。
ととろで、副議波地方と高岡市をよび伏木港の経済的関係は、いかなゐものであnたか。
当時の県経済む死命を僧！ーする T重要産業はそ！？宅業であったし、また富山県農業にとnτ、
極言すれば、米作とそが、そのすべてであnたといえゐ。でω尽.a、県最大の穀倉であη た稿波地
方κと乃て出なシさら痛切であ..－，k.oとり穏波地方の年々の米の価格は、高岡米商会所κ辛子いて
投機的に決定されτいたのであれまた、米の県外輸出は伏木港からでありた。逆にまた、米作の
ための肥料としτ、当時、最大の比重を占めτいたにし八民、遠〈北海道から、伏木港κ輸入され、
ここから高岡の肥料取引所にはとばれ、 ζ とで価格決定がなされて、高岡の·~~料問屋をと；］；.＞して、
嬬波地方、また射水地方に販売されたのである。
こうして、嘱波地方、また射水地方の農村は、高岡の米・肥本繭会所を支配する高時商人たちに
よって、米と肥料を完全に掌握されていたのであho この荷重波地方と高閥、伏木を直結まるものと
し℃、中越鉄道が敷設されたのであ九またと＠畿道は、当時の県工業の先進地帯としての、悩波
地方の山ろ〈の井波、域端、福光、福野らの織物を、高問、伏木氏結ぶ窓来をも円ていたのである。
以上の ζとが、t本稿にむいて、鳥栖村の地主制の推移と他産業との関連を追求する楊弘、分析刀、
鷹栖村を含む全編波地方と、高閥、伏木との関係氏まで、』えtまさざゐをえなhゆえんであゐ。
次に大島村と高岡、伏木との関係はどうか。
大島村の地主制の推移と他産業との関連を追求するとき、乙乙℃は、臨柏村の場合とは呉ハて、
地主の他産業への進出は、特殊な例外をのぞいては、皆無であ司たといロτよい。次に大島村の場
一色一
合、とれまた鷹栖村とは巽nて、不在地主の数が多〈、ぞの数と土地所有規模は、ほほ村内地主に
ω匹敵するほどのものであ巧た。こθ不在地主の大半は、高岡市なよびその周辺の地主たちであるこ
と、との点に辛子いて、まず、大島村と高岡市との密接左関係をみることができる。上述のごと九
とζでは、地主慌の他産業への進出は、まった〈の例外であったとみてよいが、一方、農民側の副
業として、最大の比重を占めていたのは、売薬売子とし℃の出稼であ円た。売薬売子たちは、小杉
と高岡の涜藻元締の売子として、出稼Kでたのであヘる北高岡での著名な元締は、高岡の代表的大
高人・大地主であ円た菅野伝右ヱ門であ円た。
とうして、大島村と高間市とのi関係は、大島村は、米、・肥料の価格決定と売買κi≫¥Aτ、高岡商
人代掌接されていたという点にないては、務波地方と同様であ，，..，t包刀、偶波地方と異なる特殊性と
しては、大鳥村の農民たちは不在地主としての高岡商人、地主陀支配され、かっ、売薬売子として
も高間の麦藻の元締たちの支配下κあハたわけである。したが円て、大島村の場合も、鷹栖村以
上に、高岡との関係を無視しτは、その経済を語りえないのであ為。
与ti:の点からしえ本待窃主管1章司会咋平（昨春日日明の実態調査Kもとう司え賠栖、大島河村の地主層
の推移と他産業との関連を、両村におけh資料、関取調査の点Kないで追求いその上での両村の
発展段階の相違を検討したい。なな、 j鷲栖村の場合は、特殊な地主・小作関係としてο、氷小作権
問題~~ぞの確立の過程にむいて、決定的な設割をはたした、大地主・大矢田直r1兵衛と小作指導者
・萩原正清の複雑、微妙な関係をめぐって、検討すみ。
第2主主では、対象の時期を、明治時代、と〈 κその後半期に限定しτ、関波地方の地主制と他産
業との関連を、高問、伏木との関係にないて追求しようとするものであふ。と〈κ、それを中越鉄
道敷設問題を中心として、検討したい。
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第1鮪 l地主層の土地所有説説。推移
1項鷹栖地区
第 1 表 鷹植村地主績の推移
一一訪日目 障午
島田事暴Ia五5ド問713・ l吋おμ可苧一竺竺竺竺1 J 一一
｜吉鼠弓濯II 52.0 or114.1' 111ι231吋j山戸 1190.217,17呪9291179.9引問60.
暗：ニtfr4~ .~；；口一一1 耳帯孟：［十1 ト弓二； 
「一錦町：：：r~~：： f ；~ιι~U:lP＝~~~~m 竺堕1土1ーと：Lご1三：：出立U思J貫主ト一一一一一十
｜叶-m~~－；~－·~－ r6閉ざ叫ぶ鴻斡円一中市主再ヰ：市戸中~©立i士一
一品工~-3:~再再司五~二二；！中HI ~ ~－青空 I 1 3山川口！品64 83 5.8111 45.0:0150.81つ話器～~－－－：~：ι；；~ :;1 ; j ~：；＼：：；；山山；：：~~11~~；
3. 0 O' 34.15 3a45 41.211 
?…?38.417 3a417 I 38.415 39. 205 7.01i 10.67 481 33.521 話再2 42. 230 
94.114 ¥ 13t.707j 173.44'7 
40.217 I 39. 819 l.j~~~4 
刀ミAl認。
4t 028 
021 I 2.1~雇＼日降
0.613 ¥ 292.2021280.8011250.8021232.703 ¥204.303 佐藤防L郎
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第百表 注1. 本壌の文化 5年の分は、腐植村の郷土史家で、『鷹栖村史Jの著者、中関宗平
氏より、教示されたもの。 Jj処冗年‘明治8年分は、 I z烏娃元年甲三月己足、慶J日E年改、明治8
年 8月弘役高帳Jょb。明治32年以降の分は、室長者刀、蹄栖公民館所蔵の地租名寄帳工り作
成したもの。
注 2. 小倉「金右エ門、小倉政五虫丸田中次平t込不動島村vc所属し、不動島村は明治22年村
制実施。時、，腐植村κ合併された。ぞれ故、との5名については、明治33年以前は不詳。しか
いとζ氏、上位土地所有者としてかがげたのは、寄っκは、中関主義子子氏からの間取tr~· ,l，るの
ふまた、明治24年以降のと司ている『鷹栖村、村会議決書』の中氏、戸数割各自課税額の等
級分のうちで、小倉金右ヱ門、田中次平は上位Kあるから。明治2'4年事数割各自諒額では全
戸 4 2 9戸を1等から 22等までと、等外免除κ分けているが、白中次平は5等ぬ小倉金右ヱ
門は 5等の等級κ入門ている。と ζろが、明治3D年の分では、すでに日中次平は品等級U亡、小
倉金右ヱ門は7等級κ落ちている。小倉政五郎については、明治 32年以前は、ぞれ以降よりも
土地問有税穫の少な凶ζとは、戸別罰各自諜語。推移からわかる。ず念わち、小倉政五郎沙2、は
じめて 8等級κ入るのは、明治31年のととであり、ぞれ以前は、 8等級以上には入門ていない。
在 3. 明治25年κついては、 「明治25年中谷荘平じ針長）調書v併割政正根帳J；まり。
N!t栖村l昔、再認波地方の中央部に位置し、庄）Iiを水源とする庄Jii扇状地の左岸中流域vrある。耕地
は約35 0 !lj歩の乾団地骨子であり、戸数は約40 0戸であり、！日藩時代は、革高3,.70 0余石で当
時嬬波郡で並びなき大村であηζ。
鷹栖村の上位土地所有者。推移をしめすのは第1表であるn この第 1表κよれば、文化5年
( 1. 8 0 8年〉から農地改革時までの、約 14 0年間の推移がみられる刀、 ζこでは文化5年、万
揺元年の分は碕象して、明治8年（地租改正の時期〉以降を検討する。時代ι分を－J;t_ふつぎのよ
うに分ける。
第1期（明治B年より明治 30年代まで）
との第1期は、明治8年の地租改正よれv 日清戦争後までの時期である白 ζの中聞の明治.25年
氏、当時の村長中谷荘平調書の『畔割改正根i援』κよる各自の所有規模があるカ込 ζれは単位が歩
とな円て会台、 ζれと、石高との関係が不明であるから、この 25年の所有歩の大きさを他の年次
と比較することは不可能である。ただ、付先0著者、中明院長平氏，liL，よれば、歩と石高との換算はで
きな片方、歩高は各自の土地所有規模に比例しτいたというから、この，25年の h半割改正根帳』
一？ー
の分も、周年に沿ける所有規模の願位をみゐとんができる《 ζれを明治 8年、 32年の分と比較す
五人的石王見碍の順位は大き t袋内τはい念いが、ただ、大地主のうちで、顕著な変化dみられる
のは、大矢田1':!5兵衛の場合である。すなわち、大矢は、明治 8年の時点では島田円七κつぐ第二位
の土地所有者であnた仇この明治25年κは、島田を抜いて第一世にのし上円ているc
（凶鷹栖村では、明治初年以来、最大の土地所有者は大矢四郎兵衛であるとされ廿%減κっ
ぐものとして、島出同寸と語f1rt；嘉作があn たとされ、鷹栖村の地主に言及する場合一つねにその
説がとられていた。（たとえば、農政諦査会『富山県紙波地方にむける慣行小作権り構成と農地
改革』、大阪市大文学部『議波数居村の研究J、『鷹栖村史J）ζの点、中村宗平氏にも再三賀。
問した刀、中明氏の答では、氏自身の記憶でも、村内での言いったえでも、老人遣は、大矢様5
の 0
o aね川虐巨ifさ50 0石、円七さ〈島田円七〕 4o a石といη て、大矢には「様」がつき、他の
人には「さJをつけて呼びならわしていた、とのことである。とこる刀、資料でみるかぎ D、上
述のどと〈、ヌごたは明治 δ年の時点では、第二位でる担、第一イ立になるのは明治25年からであ
る。中明氏も、明治初期qた矢の土地所有規模κついては f孤に鼻をつままれた官、いであゐ」（私
信〉ともらしている。なな、ど〈最近の中明氏からの私信Kよれば、丈夫は、野尻村や本証村κ
多くのm作品をも円ていたりしい刀、て心掛作高の大きさはわから念いらしい。ぞれで、本稿で
は、村内κむける土地所有規模では、明治25年の時点までは、島田につぐ第2位。土地所有で
あることを前長として考察をすすめる。
明治 25年の土地所有規模h 明治8年沿よび明治 32年と上撤しえないので、 ζの明治8年か
ら32年までの中間期でどのよう左土地所有規模の変化があ円たかはわから左いが、中明氏からの
間取白によれば、腐植村の 1a G石以上の力也主たちが、他産業に積極的κ手を出いしかもその
ほとんどが失敗してい〈のは、自清戦争前後、と〈κ、戦後から 3a年代κない℃である。ととろ
が2・3a石以上、 1"0 G石までの土地所有者は第1表でみると、ぞの大部分は、との明治8年か
ら32年の時期に土地所有規模を拡大している。ぞとでと工の時期を、，一応明治20-!t手を携に，じて、
その前後の二つの時期托わけて考えたい。というのは、全国的にみてい明治6年からはじまのた
地租改正から、明治 1a年。西南の役を契機として、インフレがすすみ、 13年からは松万財政受
理の過程で、急速なデフレーシヨン代転じ之、農民J曹の没落がすすむカ込との松万デフレο原始的
蓄積の過程で、鷹栖村でも自作農は急速κ没落いぞの土地が、上位土地所有者に集積したものと
考えられる。それを示すものが、第1表κ会ける、 10 0石以下～23 0石の土地所有者の所有規
模の拡大であると忠われるし、 1・ao石以上の大地主0場合h 後らが他産業に手を出して、所有
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規模を縮少するのは、自清戦争前後からであり、ぞれ以前は、とれら大地主も、所有地を縮少する
のでは~（、犬矢田郎兵衛の場合に顕著にみられるどとし l 逆に土地所有規模を拡大しτい円たも
のと考えられる。
以下、 ζれらの点、を考慮しながら、土地所有規模の変化。顕著在者たちを類型別に検討しよう。
没港地主
1. 大矢田虫浜衛〈後述、経歴参照）
村会議員、村長、郡会議員、県会議員、県会議長、衆議院議品中越鉄道社長中越銀行発起人、
腐栖銀行発起人
土地所有規模、明治8年の地租改正の時点では24 8石で、村内では島田円七につく・第二の地主
だったのが、明治25年κは、島田円七を抜いて第一位と左白、明治32年6Jl 1臼の所有規模は、
2 9 6反で約30町歩の村内随ーの地主であ円た。明治8年から 25年にかけτ、土地所有規模を
拡大したのは、蛇方デフレの時期氏、土地を手ば乏した自作農たちの土地を集積したものと思われ
る。ぞれが、明治3.2年の29 6反から、明治 34年7月3日κは55反と急激に大部分の土地を
失う。 ζれは、中越鉄道敷設にすべτをかけ℃失敗したがゆえである。また大矢が政界から姿を消
すのは、第四回目の衆議院選挙陪甥し（五月 1.El）、ぞれが開院式当局にないて解散される明治36
年である。明治36年 1Q月11:3の土地所有規模は 5る反であり、ほとんど全部の土地を手放して
北海道K移住する。大矢の土地の大部分は、東磁波郡柳瀬村の大地主、／佐藤助九郎のととろへ移る。
この大矢四郎兵衛の場合刀、尉栖村の大地主のうちでず他産業に乗り出して失敗した、一つの典
型的左例である。
2. 'I:雇師嘉作
村会議員（第1回、明治22年5月2日より明治25年4月29 B。第2回、明治25年4月五O
白より明治 28年 5月3a民転出により失格）
金沢で米相場をやD失敗。明治36年北海道へ移住。
三虐師嘉作の場合も、明治8年の53石（ 5 3反）から明治32年の 13 7反と、一大土地集積を
しているが、虐師は金沢に沿いて米仲買業をしていたζと瓜明治28年度の村会議決蓄にみえて
な砲、 bそらし米仲買業による収入治、，土地集積の資金κな司たものと考えられる。と ζろ刀、
明治 32，年以降は急激に土地を手放・L. 明治32年の 13 7,.反刀、明治 36年には 27反となり、
3 7年氏はq.a 9 a反とほとんど全部の土地を失nている。これは、米相場の失敗κよるのであり、
3 6年κは北海道に移住している。
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3. 中西甚太郎
村会議員〈明治22年5月2白の第 1個以来、第5閉まで連続当選。明治39年五月，1命日辞職〉
I!J1'.支（明治30年5月五自～34年五月 30員、明治 34年 5月 1白～38年4月30β 〉、郡会
議員（明治32年？万 30日～36＇年 9~2.9β 〉
犬矢田郎兵衛と同時期に金沢竹下熟に学ぶ。 β清戦争前後に蚕糸業をなこし’E；失敗。
明治 8年 1 3 0石
明治 32年 6，月 18 4 2.反
明治33年 10月1日 2 8反
明治 3.s年 11月18 a. a o.s反
4. 島田円七
村会議員〈第小田、明治22年5月2日～28年5月1.3凶〉
明治8年に34l石（ 3 .4 1反）だnたのが、明治32年院は 23 6反比九約？の土地を失
rコτいゐ治、これは 20年代になける米相場の失敗と費用倒れによのτである。ぞれ以後息子の寿
吉良！）が想統し、農地改革当時1までの約50年Fa'h上機的安定した、村内最大の地主の一人としての
地位を保つ。ただし、昭和初期の自作農創設の時期比は 4町歩、 ななまた戦時下V'l:.4ffiT6反の
縮少をみている。
島田寿吉郎は、村会議員、 J村長、郡会議員を歴任し℃いる村政ο重鎮の一人。 また明治30 
年設立の搭栖銀行発起人の一人。東京ド！＇／. y学校の出身者。
5. 小倉金右ヱ門
村会議員（明治＇ 34年4月30 a～4 0年4月29日、明治40年4月30 1:3～大正2年4月29
向、大正る年4}j 3,. G白～大正 10年4月29白）鷹栖銀行発起人の 1人。
6. 田中次平
村会議員（明治 22年5月2ゆ～ 28年5月18 ..明治28年4月30同～34年 4J.j30)
鰐栖銀行発起人の一人戸、
両者ーはともに不動島村氏属し、不動，島村は明治22年の村制実施の時κ嬬栖付に合併された。ぞ
れゆえ、両者の明治8年の土地所有規模は不明。しかしト明治24年度の村会議決書κよれば、田
中次平は戸畿日各自負担額の5等級ぬ小倉金右エ門は5等級に所属している点からみ之、両者は
．上位土地所有者であったζ とがわかる。中明宗平氏からの関取白によれば、両者ーとい明治20年
代κ鉱山〈医王山〉 κ手を出して失敗い小倉の土地（ 1 0 0石〉は佐藤前九郎剤、田中の土地
( 1 0 0石）は半減したが、ぞれ以後、農地改革まで4～5町歩の規模を持続する。
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以上、大矢四郎兵衛をはじめ、鷹栖村の大地主（ 1 0 0石以上〉たちは、吉国七次郎の場合を唯
一の17!&1-として、ほとんどが農業以外の事業（鉄道、銀行、蚕糸菜、鉱山）や米相場κ手を出して、
．失敗している。しかも、ぞの時期は、いずれも明治20年代と 30年代、つまり、自清戦争前後の
時期である。
~:Jo－.. ζ のような大地主の没落と対照的念のは、 2 ～5 町、 4～ 5町の土地所有者たもの上昇で
ある。これらの上弁の時期は、資料的κは、明治8年と明治 32年がわかるだけで、ぞの間は不明
であるから、はたして何年どろであのたかは明確では7まいが、上述のどと〈、松方デフレの 10年
代κ、一方での自作農の没落民対応しての、これら土地所有考の側での土地集積でるろうと考えら
れる。以下、上外した者をみよう。
音白七次郎、池田甚右ヱF＼樋掛愛次郎、議師孫太良E、砂回善風渡辺栄ど《郎、四谷儀平、小倉
政五郎らである。このうち、吉弘池田、韓師、砂田、四谷、小倉山いずれも；蕎相離行の発起人
である。
ζれらの人たちは、明治8年～ 32年の間K上昇過程をたどり、ぞれ以後仏大体明治末期まで、
上昇過程を持続する。これら上昇した者のうち、吉田七次郎は、勤勉でる旬、米貸、ー高刑貸や不在
地主の番代もや円て、着実κ土地所有をのばしていハた者で0h ぞれ以後、農地改革まで最大の
地主の一人で、あのた。村会議員、村長を援昆
壊師孫太郎は議鍋ゐ生善油属議造業をや0 '"(. ;j;• D、村会議決書の営業税の項によれば、明治23年一
8 0銭、明治28年一70銭、をた1¥封告 32年一 70銭の官業税を支払n乞いるととから、 ζれら
の営業による所得によハペE土地所有を拡大したのである＂＇~公．仮は上述のどと〈、 til，柏銀行の発
起人の一人であり、明治31年4月30βから、大正 6年4月3OBまで、連続4期村会議員をつ
とめている。また明治 39年 K初代の設業組合長をや。ている。明治8年一一 25. 8 5石、明治 32
年－ 64.512反。
妙回善蔵は、大工をや司てお.!J ..明治23年度には、大工として 30銭の税金を支払円ている。
彼も局面栖銀行の発起人の一人。明治8年一 30. 1 4石、明治32年一52反。
渡辺栄次郎は、 ~E牧ら米商を営み、営業税として、明治 2 3年－ 1円、明治29年－ 1円とiA? . 
最高クラスの額を封ムnτいる。彼は、明治28年 11月30βκ補欠選挙で村会議員氏当選して
いる。明治8年一.5 0石、明治32年一－ 6 9反。
ζのように、止弄した者の多〈は、勤勉で、小規模友製造業や商業‘または高1良債左どで産を念
し、そ・れで土地所有を拡大した者たちである。念事載らは、純然、たる地主では念仏農業κ:Jo・I/>τ 
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も、 2～5町規模の手作包であ砲、 ζの幾莱の他κ、小説模念、家康労働を恥心とする製造業や商
業を営んぜいた者たちでる白、りわψる、 「下からJの生産者出身の者たちl!いえよう。
それに反しτ没落したのi右府栖村の代表的左大地主たちであ b、野心的左大事業（鉄道）や中
小事業（蚕糸業）や投機的な思惑（鉱山、米相場〉に予を出して失敗している。
このように、明治2t 5.0年代は、大地主たち刀、他産業κ積極的κ来む出して、失敗はした刀、
活気Kみちた時期であ。たといえる。 ζの時期に、 E号治30年、編栖銀行刀、村内有力者たち（そ
の大部分は地主層〉κよ円て設立され、 37年には農業組合も発足しτいる。（ただし4ζの万vi,.
あ1:!'J活ばつ1.l:活動はしていない。）また、 27."J三には、村内κ二つのねん糸工場ができ、現在κ
会主んでいる。経営者~ tJ.十長衛と富田七三郎（『県統計書』明治41年）でる担、いずれも、
雇用労働者数は、 ) 0人前後の小規模なマニユフアクチヤ工場でるる。とのうち、富民七三郎俗、
明治8年の土地所有鋭模はる 1石2斗？チトであ h 旭f!J次郎は 35石5斗6升である。 (:h品十兵衛
の名ではで℃＼／＞t.; ぃ）。すをわち、宮田もI!且も、中国甚太郎（現治8年－13 0石〉ほどは大きな
地主では念いが、いずれも、手作タを中心とする小地主であったと考えられる。
この池宮田φねん糸工議中西の蚕糸業とも関連することである札明治20年Kは、大矢田
虫！浜衛力、養蚕業を推進するためκ、私財を投じて桑苗一万株を踊入して、村民に無償分与したと
とが知られているいまた、小作人の指導者としτ著名念荻原正清（後述〉も、農業の副支ーとしτ
養蚕を経営して、人々氏も勧めたこと刀、 f村史』κでτいる白さらに、大矢が推進者と念円て、
2.0年ど5うに、出町一浮沢fぬ青島一品杷一石動間の道路の改修がすすみ、まによりも、中越銑道
（域端一福光一福野一臨時一戸出一高同一伏木）刃、大矢の生涯の大事業として、明治2晶年氏発
起人会をもち、 31年3月には、城端一高両簡が開通し、 33年には高尚一伏木間が開通している。
乙のように、明治 20年≪み 30年代は、雨柏村にと円円Eは、大小の地またちが積極的l'C他建策に
予を出 L.工場ができ、銀行が設立され‘道路は改修され‘また米相場や鉱山にかけをすることが
盛んな、活気にみちた時期であった包括気にみちたといえば、たんに持栖村のみならず、綴波地方
全体としτh拐治30年前後に、非波、紙端、福誌出町、福岡の各町村に、地方銀行が続出い
また、弁波、城端、福治、福野などK主市丸生糸、絹鶴臥麻織物、綿織物の中・4、のマニユフ
アクチヤ工場が引続いて発生ナるのであnτ‘一つの産業革命の時期でti~tt と恥えるーただ、乙
の犠波地方κ会¥A-c. [l喜；植村をして、特に強烈κ印象づけるのは、 ζの時期ぬ長選栢村の代表的人
物でるる、最大の地主大京国民i浜衛の活動が、絶頂期にあnたζとh また一方、小作人の指導者
としtの説原正清の活ばつ~活動のあ円たことである。明治 3 1年広一地主樋掛愛次労刀、自分
の所有地を小作人から取り上げようとしたことに端を発しτ、一大小作争議がもちより、小作俊iは
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荻原正清の声導により：t:勝利をbさめ、 ζζκ、71<小作権が最終的に確立するのであ，.，＂（＇，、小作人
の生活の安定の基礎が確立するのも ζの時期である。一方、 ζわ活気Kみちた時期κ~いτ、貧国
化がすすみ、北海道への移住が多〈記aまされτいる。
政界κ沿いτは、大矢四郎兵衛刀、はじめτ県会議員.ti:当選するの刀、明治21年（ 5 1才）で
あり、明治28年には県会議長に当選」現治51年κは衆議院議員舵当選い以後明治56年ま
で、連続4国衆議院議員に当選する。しかI.,.犬矢が中越鉄道敷設のために私財を投げ打つのが明
治35与であ段‘ ζの時期までが、大矢の活動の絶頂であタえとみられ、 衆議院議員とし
τ、当選4回のうち、はじめの2回（第百回目、明治51年5月15白、第2回目、明治31是正8
月， .0ta）治、， ζの絶頂期のうちκ入るわけである。後の2回は、すでに中越鉄道で私財をうし倉
町 τしまnた後わ乙とであ恥彼の没落過程κbける政界活動といえる。第4回目の当選語、明治
5 6年 9J:lの開院式に台付る、河野広中議長の奉答文事件に主る解散によnて、大矢の政界活動は
暮を閉じるわけである。乙のように、明治36年をも門τ、大矢の政界活動低終る刀、大矢の県会、
国会での活躍によ。τ、当時の鷹栖村山金藤波の代表的~地位を占めていたといえる。
また大矢らの誘致運動によnτ、磁波中学が腐栢村に設置されるのは明治42年凸やや:1≫ （れ
るが、とれば50年代の活気にみちた庶栖村の隆盛期の副建物でるのたといえる。
大失刀、政界から引退した明治56.年以後、県会議員としτは、大正4年に四谷与ーがただ一回当
選するのみであ白、昭和6年に吉田六佐（七次郎の子）が立候補する刀、落選している。すすわち、
広湘村のスクールをζえて、全象的に活撮する人材はるまりみられ念（；7っているのである。ただ、
小作人的指導者萩原正清治、全県的含活動を一貫しτつづけτいる。しかしζれは、いわば「大矢
一萩原J時代の延長として考え得るものである内
第2期〈明治末期～大正中期）
ζの時期にbいて没落した地主は以下のと$－＂。（第 2表参照〉
1. 寺島六兵衛〈為次郎は長男）
村会議員《明治28年5月2自の補欠選挙で当選）
土地所有規模
明治32年 6月18 8 4反20 2 
明治4.2＆手4月 1.J：ヨ 6t7 &2 1 4 
大正5年 6月.1513・ 19&811 
昭和5年 5月官民 1 5反50 8 
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明治末期から大正校臓にかけて、土地所有規模は急激κ按少している。これは一つには、長男の
為次郎と次男。説明に土地をこつに分けたととも関係しτいるが、（大正2年κ説明、分家一『村
史』〉また一つには費用倒れで土地を縮少した。
2. 多国茂三郎（正次は長男〉
茂三郎、村会議員（民治 25年4月30白～明治31年 4月29良、明治 31年4月30民～37
年4月29日〉、鳥栖銀行の発起人の一人。長男の正次、村会議員（明治 43年4JB o尚～大正
2年4月29日、大正6年4月30 13～ 1 0年4月29日）
多間家は、村肝煎をしτ¥Aた名門白土地所有規模も、文化5年（ 1.8.08年〕には、 14 1石5
斗で、当時としτは、大矢田郎兵衛の家κ次九第二番目の大地主であのた。ぞれ治、明治 8年－
4 7＆明治32年－ 6 7 Jj弘明治 42年一47反と念 h 明治末期の 43年には、 17反ふ急
速κ没落している。息子の正次の代κ念円τ、大正7年κ名省屋へ移住し乞いる。多国正次は浪費
家であ也、また骨とう品鑑定に卓越した限をも司τいたといわれる。〈『村史』 17 8頁）
3. 渡辺栄次郎（栄五郎は長男〉
栄次局、村会議員（明治28年 11月五 G日補欠選挙で当選〕
栄次郎については、認の時期のところで述べたとと〈、肥仇米商を営み、明治23年～空宇年
には、営業税支払κ辛子いτは、上位にあり、明治 32年頃までは、わずかに土地所有規模を拡大し
ているが、大正末に没落。尿図は、米相場をやっ℃いる刀、それで特別大き念蹟をしたということ
は念加。（中尉民の主張）。結局tt..費用倒れ。ぞれと、中越鉄道開通後、肥物商自体が衰退して
い〈が、ぞれとも関連がるるう。
明治32年 6月 6 9反 10 1 
明治 43年 7月 5 3反 40 0 
大正 13年10月 6 4反 41 3 
大正 14王手11 月 2 0反 71 3 
4. 櫨掛愛次郎（純忠は長男〉
樋掛愛次郎は、明治31 ~三に、自己の所有地の小作人 3，.余為的小作地取上げを通告して、それ
が発端と念。τ、萩原正清を指導者とする小作組合〈明治27年結成〉と対立し、一大争議と念担、
結局、小作地取り上げは取り止めに念った。
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土地所有規模の推移は、次のとな !.> 0 
明治32年 6月1白 6 6反 92 8 
明治39年 10月1白 8 9反 11 9 
明治44年 7月1白 8 3反 62 4 
長男範忠は、大正5年、金沢へ移住。
5. 原田与吉
村会議員（明治~ 4年5月10日～25年4月29日、羽治25年4月30日～31年4月 29 
日ハ鳥栖銀行の発起人の一人。
土地所有規模の推移
明43年 7月1日 41反31 7 
大 2年 11月1白 10反42 5 
大五年五月 1尚 5反02 8 
とのよう托大正初期に、没落しτいる。 ζれは、周桔村の人で、舞鶴にないτ請負事業をしてい
た人氏、出資して失敗したことによる。（中明氏よ bの間取り〉
6. 村中五郎平（常治は相続者）
村中家は、文化5年（ 1.808年〉当時には、大矢、多国の両家につく、村内第三の大地主で、
1 3 1石 65 <7.)石持であoた。それがしだいに土地所有規模を縮少し丸大正末には、 25反 11 2 
にまで念る。
明治末期からの土地所有規模の推移
明治45年 5月1自
大正 5年 2月1同
大正 5年6月15白
大正14年 5月1臼
4 2反 50 1 
4 .2反42 l 
5 0反81 2 
2 5反 11 2 
以上、寺島、多国、樋駄原田、渡辺、村中の 6人の地主F枝落は、渡辺‘村中の2人以外は、
いずれも大正校朗においてであeた。この大正初期比地主層没落の第2期であったといえゐこ
れら没落地主の没落の理由は、明治2, 3 0年代の場合のように、積極的に他産業κ予を出して失
敗したとい 5のではな〈、その大部分は、費用倒れ也、浪費によoてである。その点明治2,30
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年代。場合と、大いに桑をる。
第5期〈大正末期～農地改革時J
大正末期以降には、農地改革までの 20年間という比較的長い期間に.:l>-V>τ、没落した地主はi"i
とんどいをい。逆氏、との時期にがいτ、盛ん念土地集積l'E:.ょっτ、大地主化した顕著を例としτ、
林良吉と砂田清三の二人がいる。この両者は、いずれも医者であり、村長もやっている。（砂田清
三は、村会議員を何回もやハτいるカ込林良吉はやoてh念加。〉
この二人の土地集麓躍をみτ特徴的念のは、林良吉の場合は、大正特目以降、ほほ向じペース
で着実κ土地集積をすすめτいるのにたいしτ、砂田清三は、大正末から昭和6年陀かけτ一拠に
集積しτMる点でるる。
林良吉大正中期 3 0反5
大正末期 7 1反70 1 
昭和るま手 9 4反 11 4 
昭和 12年 a 3 6反70 7' 
農地改革持 1 7 3反44 7 
砂忠清三大正末掛 4 8反70 7 
昭和品年 l 1 9瓦41 2 
農地改革時 1 2 4反 1,1 7 
とれは中明宗平氏によれば、林良吉は、堅実一本の医者であり、つねに患者がたえ念い有様であ
りたのにたいして、砂田清三は、事業家JlL1入山氏手をだし℃、当っτ大もうけをしたことがある
とのζ とて‘それとも関連していることであろう。
次U亡、大正末から昭和初めにかけての自作嘩創設の動き℃ある凡この嚇与に所有規模を縮少し
τいるのは‘島田寿吉郎と、最大の不在地主である佐藤助九郎である。
島田寿吉郎大正 ？年 7月15 2 2 9反50 8 
昭和 る年 4月 1 1 8 8反51 5 
倍佐藤助え応大正1.0年 J月 15 2 8 0反 80 Q 
昭和 Z年 7 fl 1 2 5 0反 80 2 
昭和る年 4月～ 1 2 3 2反70 3 
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儀後に、日支識争のはじ室内た昭和 12年から農地改革までの時期には、大多数の地主たもの土地所
地所有規模は変化してい~い刀、例外的に所有規模を縮少したのは、島白寿吉郎である。
昭和12年 J. 7岳民5) 8 
農地改革時 1 3 0反 61 9 
島由。場合は、地主一本であ白、他の収入はまかったので、彬持下の二重米価命uの影響が強か。
たのであろう＠
i蛍t乞‘この時期に規模を拡大したのは、上述の林良吉の他には、小倉政太郎と宮本宇太郎がある。
（第 1表参照）
念会、最大の不在地主・佐藤効九郎氏ついて一書すれば、佐藤は、明治32年る月 1自には、 o
反61 3 ci所有だ円たの泊玉、小倉金左ヱ門と大矢田出兵衛の土地を予に入れたとと念どにより、す
1ごに明治33年 12月1良には、 15 3反5の対色主と71-っている。ぞれ以偽ずっと最大の不在
地主の地位を持続するのでるる。馬借村の不在地主についτは、この佐藤助九fむの場合を唯一の例
外としτ、その他には、大規模お不在地主時い1.:い。この点刀、大島村の場合との大き1.:相違点の
一つである。
佐藤助九時は~ iW主主主君日柳瀬村の地主でch!J ..請負業者として、巨大念E蓄をきずいた人である。大
矢四郊共衛が中越鉄道で失敗した時、その土地の大きを部分を手κ入れるのである泊、佐藤は中越
鉄道の敷設事美κ一切関係しτぃ~い。後述するどと〈、当時の鱗波の代表的走大地主は、絹縫的
l't発起人としτ参加しτいるκもかかわらず、彼は参加しτぃ念tハ。
佐藤家が、請負業以外の他の事業κ関与するようにきるのは、二代包助九郎からである。ー特包
助九時（明治 37年没、 5 8才） β、請負業一本で巨大合憲をきず〈のであり
佐藤家は、明治 33年以降、大正、昭和をつうじ℃の富山県最大の多額納税者の一人である。
一代目助九郎の著名念請負工次は次の通り。
明治 5年盆沢7聯隊工事
明治 6年 手取川筋堤防工事
明治 10年 西南戦争の工事長ま長
明治15年 九頭竜JI胎水工事
明治 18年 東海道、沼津一富士川「北鉄道工事
~治 2 2t.t: 金沢第4高等学校建築工事
明治 25年 常願寺J1大改修工事
1 9←喝
明治 57年 軍命で、朝鮮馬山浦線工事
二代目助九郎〈昭和6年没‘ 62才）は、富山県農工銀行、高岡共立銀行、立山酒造、富山電気
軌道．富山鉄道、富山県僻助模範工塊第一ラさー紡緩、立山製紙、東洋絹献物、神通川電気高
岡銀行、中越電気、高関電灯、北陸送電~どに関係している。
明治44年6月30日、貴族院議員κ当選。
大正13年の貸付規模は、 13 9町で、呉商では第7位。巨大地主である。
第2項大島地 l込
第 2表
大島村地主 i習の推移
昭和 6 年 昭和 11～13年 昭和 19. 2 0年
反 反 反
津田長三郎 171.305 1 0 4.3 1 3 110.014 
津臼泰吾 77.155 77.225 8 2.5 2 6 (11.7.1) 
島崎ニ作 137.022 9 7.3 0宇 '4.5 2 4 
島崎俊一 40.6 1 u 3 8.6 26 27.510 
萩行差扶郎 10.617 9 4.9 2 5 9 8.20 8 
金村甚六 87.514 6 6.2 5'0 84. 90 2 
安元 作右ヱ門 7 4.4 2 4 64.3 2 0 73.7 12 
71.0 1 0 
佐々木仁右エ門 (8.1.10) 7 2.3 1 7 7 4.8 2 6 
福田嘉 作 70.0 1 8 58.9 2る 6 2.1 1 3 
林 仁右エ門 67.115 6 2.32'2 67.116 
官接一審＂＇－）＇（ 5 66.206 5 6.4 1 4 Jる5.00 4 
吉田太平 58.0 2 2 56.8 2 a 5 5.9 0 5 
イ中 西 1恒太郎 55.41 5 52.2 2 9 5 0.1 1 9 
佐々木宿泊i 5虫959 59.01 5 59.618 
遠藤安太郎 54.72 5 50.722 5 4.7 2 5 
道奇数右こE門 50.70 0 4 a6o 1 50.2 2 2 
信己h本主主 色 47.704 42.6 1.4 4 5.52 7 
矢野伝共衛 46.8 0 3 32,9 0 8 33.902 
津田鶴次郎 43.6 1 0 43.21 3 4 4.12 2 
徐長新四郎 36. 50 0 35.828 3 6.1 0 8 
吉臼元吉 39.514 3 4.32 1 3 6.90 1 
西国弥八自己 2 6.7 2 6 29.218 27.510 
新弁政次郎 21.102 40. 96 i 21.1 02 
訟表謙三 17.324 16.2 (]3 17.429 
亀谷栄一 4立923
（前大島村、「雌名寄帳J.t !'J作成 - 20 ー
助役、村議
’村議、村長
村議、村長
村議、村長
村議
村議
村議
助役、村議
村
村議
助役
村議
村議
村長
l 村議
！村議
村議
村議
大島村は、射水平野に属し、庄J1下流右岸κ位置い耕地 51 0町歩のうち大半は庄川を水源と
するが、一部は庄司I1＞支流、和田川K朋水を求めている。大島村は、庄J1扇状地とは異円丸和国
JI l下条JIIの船積土が海水線を徐々に後退させて乎陸化させた地形上にあるため、現在℃も放生津
潟κ近ず〈と、 i墨田地帯℃、ある。
大島村になける上位土地所有者の推移をしめすのは、第2表（村内地主）、第5表（不在地主j
-r:ある。
まず、大島村の没落地主について。正イ中西助役よりの間取りによる）
小jI l善三郎
明治22年 8月1s～明治 36年 8月24白、 1,2,.3,4,5崩の連続村長。その他κ村会
議員。県会議員には一回当選（明治 28年1月～29年 6月）
土地所有規模は 20 G石丸酎台活1Djて土地のほとんど全部を失a/<:0改進党員。
念丸明治 21年調査の射精2役所による、 「戸糟金高下請君主Jィ（注Yeよれば、当時州、j1養三
良f)IZ)無所縁額は、 3a 0円で、その内訳は俸給 11 a円、土地収入 19 0円である。地租は 13 5 
円を支払nている。この地租面積を換算すれば次のと必白。
地租総額
面積E 一一一一一一ーァ一一一一一一一一一一
反収×石当米価× 10×0. " 2 5 
当時の高岡周辺の反収は 1石 5斗～1石 6斗。石当米価は大島村で2円7.6 2 （『大島村』） p
3 9 9 ）。‘したが司て
地租面積土地面積唱一一一－~ - 一一一
1. 5勾忌？マ× 2,7 6. 2円ι × 1 0× 0. 0 2 5 
とかで小）lj善三郎の土地面積を計算すれば 13 s~7 to .3 9弘田 12. 1町と材。〈ζの土地
面積の計算につい℃は、本調査の共同研究者の一人‘北陸農試の斉勝英策氏の教示をえた）
（在）明治 21年度の射相官役所調査の「所得金高下調書」民高岡市横田氏在住の郷土史家・飛見
丈繁氏所蔵の資料てある。 ζの貴重念資料を、告用できたことを飛見氏κ深〈感謝するものでる
る。
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中谷吉三郎
村会議員〔明治22年5月から 2期連続当選）。郡会議員、大正 12年5月31晃κ、郡1りは廃
止された治元 ζの当時κ都会議員をしていた。
土地所有規模は 20 0石といわれたが、政治で土地を失atヒ＠
溺民安2民話
村長〈第6期、明治37年 8月25白～ 40年5月 18日、第8期、民治 44年6月 19β～大
正4年 4月14臼〉、改進党員。
土地所有規模は 30 0石といわれた治、やはむ政治で土地を失う。伏正 10$頃）
衡田弥八郎
村会議員（明治43年 5月入助役〈昭和5年？月 22日～7年？月 21 13）、郡会議：員〈時期
不詳）
土地所有規模は 10 0石であη た刀、政治℃財産をつぶして没落。
以上、大島村では、間取り調査によれば、没落した地主ρほとんど全部は、政治で失敗したとと
によるのであ。τ、事業に手を出して失敗し免もρlぜい宕い。この点で、！篤栢村と決定的に集って
いる。また米相場で失敗した地主もいをい。佐々木四郎は米相場を好んでやったが、むしろもうけ
た方でるる。中小地主（ 5 0～ 6 0 石）で、米相場で失敗したのは、ヰじ野音~落の橋本、小倉の向及。
大島村では、このように、農業以外の告援業に手を出した地主は、昭和 10年どる室℃は、ほと
んど君子かのた刀、唯一の帆叫といえるのは、新井政次郎の場合である。新井は地主といえるほどの
土地所有はなかのた刀、事業家としては成功している。彼は、大；度主事業者であ円た。シベリアから
生皮を輸入しτ、大門駅前の！日国道筋κ皮革工場を経営し之、左めし反を関西方面、また海外輸出
もしτいた。彼は大正14年調査の県多額制緒氏名を遂らねτいる。（ 1 0 0名中の 85位）大
島村氏＜：＼多額納税者/IC名をつられたのは、との新弁の場合が唯一の例である。念会、彼刀弘皮革
業を経蛍 uたの向L特殊念事情がる九この鳴殊事情によ白、農業以外の他産業に手を出したと凶
うとよ-eibる。このことからし℃h 大島村の場合、地主や農民の、他産業との関連がいかに稀薄
であるかが逆κ強〈印象づけられるのでるる。〈売薬売子κついτは、後述）
ζのように‘大島村の地主属は、他産業との関連は稀薄で、もnばら、地代収入にの:7t頼ハ τ~
たといえる。このζとと関連し℃、大島村の地主層は、政治に手を出し℃失敗した者以外は、明治
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以来、安定した地位を保乃τいたい土地部有銃模にも顕著念変化はみられず、停滞的であロたと
いえる。そD点が、鷹栖村の地主制わ変遷と比較して俗特徴であるo （第2表参照）
大島村地主題の推移（2)
第 3表
不在地主
昭和 6年 昭和 11～13年 昭和 19.20年
谷道五郎二 144.917 1 3 1.5 1 0 133.716 野村三女子24 2 
大橋八郎 11Z220 106.027 100.60 5 高岡市木町 18 5 
松長繁次 88.315 88.4 0 0 88.40 0 小杉町三ナ Z29 
篠田 滑 8 6.2 1 0 8 0.41 9 79.11 5 大門町大問新
洞令久二 83.6 2 9 7 8.4 0 5 78.003 ， 2 7 2 
鈴木外雄 64.5 3 7 58.8 2 8 59. 20 0 If 3 1 . 
金・白眉丈 59.620 5呪200 5 2.9 0 0 高岡市塩倉町'[38
鈴木長造 4 4.8 0 8 4 1.80 4 42.5 2 3 大門町大門新31 
穂日安太郎 42.120 4 2.120 42.12 0 高崎市守山 16 
野村太三次郎 4 2.1 16 40.527 41.510 高岡市定塚町 12 4 1 
木倉虎松 40.406 38.113 4 0.7 1 8 ニロ村南中村
本林 均 3 6.0 2 7 3 6.0 2 7 3 6.02 7 作道村殿村81 1 
佐藤亮造 3 3.126 3 2.1 2 a 3 2.1 2 0 イ＃町戸破42 3 0 
赤塁走亀次郎 3 2.0 1 9 30.905 3.0 0 6 小杉町寸＃三ケ 33375
呉羽紡績邸 131.171 
(16.7.1) 
7~052 
北陸銀行 ( 1 6.5. 1 9) 7 5.50 5 36.42 
件）大島村地租名寄帳より作成
大島村の不在地主
大正初め頃から、没落する自作農の土地が、不在地主へ集積されたが、第5表をみて、注目され
るのは、腐柏村¢暢合に比較しτ、不在地主の数が多いこと、またその土地所有規模抗馬栖村の
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佐藤助九郎のようなずば向けた大地主はい念いとしτも、村内地主に匹敵するよう合数と規模の不
在弛主の存在することである。大島村の村氏κと。τは、いわば、村内地主と不在地主は、ほ陪匹
敵するよう念数と力℃、彼等を支配し収奪する存在としてあoたといえる。
以下、個別的κ主だりた不在地主を検討しよう。
谷道五郎二（射水郡野村三女子24 2 ) 
野村三女子i立、高岡市の近郊であり、谷道はそこの地主で~ b .息子は高岡市の市会議員をやさ司
たことがある。念会、谷道の大島村℃P土地所有続模刀、昭和る年で 14 4反 91 7というのは
村内地主の所有規模と比較し℃い昭和 6$＇.で第一位の津田長三郎の 17 1反30 5に劣るが、
第二位の島崎二作の 13 7反を上廻る規模である。
大橋八郎（高関市木町 18 5 ) 
大橋八Emは、高岡市の名門、大橋十右ヱ門（高両市の代表的政治家のーノ、己主進党）¢トー門の
人であろう。話I電々公社総裁の家。~科大橋十右エ円。土地所有競械を明治空 1 年度の「所得
下調Jから計算すれば、当時で54‘5町歩の大地主である。
松長繁次（射水郡づ＃町三ナ 22 9 ) 
小杉町ゎ！日家で、江戸時代』ては、同町最大の地主の一人で、 2～30 0石の石持といわれた。
『d杉町史Jiては、 「小杉小区ρ戸長海内呆は、同志と啓蒙結社として相益社を設立」機関紙
相益社設を不定期干liJとして出臨したとるる刀、この同志の中に松長太作の名がみえる。（相益社
の設立は明治 10年で、当時としては、最も早い時期のもの。『小杉町史.J8頁）松長太作の父担
斉は、文化 13年？月 11:3小拶に生れ、射水郡山語む役、代官御局、御蔵封切と相見入等の話役を
拝命し、嘉永5年5月没、 35才。 （『小杉町史』）
念会、松永太作の土地所有規模は、明治 2HJ三度σ、所得下誌の地租80 8円から計算すれば、 7:8 
町という大地主てる白、また明治33年設立された小杉銀行の取締役の一人である。（『小杉銀行
沿革誌.J）。また松長茂は小杉田長（大正 12年 11月18同～大正 13年 10月10β ）をやm℃
いる。
篠田清（大門前I大P＇新〉
大門華子閣局長、大門町長（昭和3・4年どろ〉
河合久二（大門町大門新）
士官主1ご、戦後の農地改革で没落。明治 12年4月～鋭治 15年 5月の県会義員として河合嘉平
（大門新jの名がr富山県政史』κで℃いる説、こ向可合久二との関係は不明匂（河合久こはM
合嘉平の？門か？〉
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鈴木長造（父）、外雄（養子）（大門町大門新）
いずれも地主。
金田届丈〈高両市塩倉町 38 ) 
大正 1 綜の50~歩以上貸付地主のうち、呉羽最大わ地主丸 1・ 7 5町歩の貸付耕地の所有者む
また大正14年調査の県内多額納税者 1Q Q名中の26位。また昭和 7年の県内多額納税者 1G 0 
名中の 30位。金田はこのように、大正13年の時点では、呉西最大の地主であれまた太物商を
営み、明治 31年創設の神沢銀行（出町）の取締役の一人。（『神沢銀行沿革史』）念会、金田属
女は明治21年度の「所得下調」では、地租76円とあり、これは、前述の方法で計算すれば、
7. 3 4町である。したがo1：、金田は、明治21年度の 7.3 4町から、大正 13，年の 17 5町へと、
その間に巨大左土地集積をしていること刃おかる。
野村三太郎（高時市定塚町 12 4 1 ) 
野村は昭和7年の県内多額納税者10 0名のうち第51伎であった。（雑貨商〉
木倉虎松〈射水郡二口村南中村入地主。
佐渡亮造ぐづ彰町戸被4・2 3 0 ) 
明治21年度の射水郡役所による「所得下調」 κよれば、佐渡美成わ地穏は 17 l円でso.こ
れは、 16. 4町歩κあたる。また佐渡美成は明治31年創立の小杉銀行の取締役のー人で、その点、
松長太作と同様であるィまた明治27年 4月？白より 4期連続可長。
本林均（作道村殿村 g1 1 ) 
本彩鴎は、明治21年度κは、地租 51 2円で、 ζれは49. 4町歩κあたる。第 2回衆議院議員
挙選〈明治25年2月15白〉氏改進党から立候補し吃蕗選Lτ刷る。（この選挙は、品川弥二郎
内相れ下℃の有名＊干渉選挙であり、富山県でも野党側の候補は薪＊みK落選している。）本林均
は、大正 13年の 50町歩以上の貸付地をもっ地主のうちで、 51町歩の貸付耕地をもnτいた。
赤壁亀次郎（イ幡町三ク33 7 5) 
地主で、その他に醤油醸造。息子の代κ没落。赤壁篠乎は4駒治 21年度d同特下調dでは、
地程12 3円を支払ヘこれは 11. 9町の土地所有にあたる。、また明治31年創立のづ杉銀行の取
締役の一人であ弘明治 41年8月 27白～44年 5月 15臼ρ町長であnた口
こうしτ、昭和 6年以来の大島村の不在地主わうち、大半は、高岡市または高岡市近郊の地主で
あるζとがわかる。また関取！？ lCよれば、大正初めどるの不在地主の大き左者とし丸高両市の金
物蕗・塩崎2利子と、毛皮高木下氏とがあnたζとがいわれτいる。これら高岡なよびその近郊の地
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主のほかに、顕著念もわとし"Lは、小杉町の地主がるる。小杉町の松長、佐渡、赤壁の三人は、い
ずれも 10町歩以上の地主であり、と〈κ松氷は78町歩の大地主である刀、三人とい明治31 
年創立の小杉銀行わ取締役であるのは特徴的である。つま担、 ζの三人は、小杉町を代表するよう
含有力者であ白、彼らはともに、大島村伊不在地主として、力をふるo℃いたといえるφ之ある。
こうして、大島村κは、村内地主にほぼ匹敵するほどの数と土地所有規模の不在地主があoた刀、
それ大半は、高岡なよびその近郊の地主と、一五小杉の代表的地主たち℃る九これらの不在地
主たちkてよ。τ、大島村ゎ多〈の農民は支配され、収奪されτいたのである。
まね大島村の不在地主とし之、いま一つの特徴点は、以上のよう宏個々人わ不在地主ゎ他ぬ
法人の地主とし丸昭和 10年以降、呉羽髄績と北陸銀行があη たことてある。戦時体制下に入伐
τ以来、大島村P場合は、鷹栖村と呉円τ、外部から既存ゎ大企業が進出しτ〈るわである刀、そ
れとの関連κ沿いτ、ぞれら大企業刀、大島村P大地主とし℃の地位をもつことvr1:rのたのてある。
次κ大島村の農民にと円t、重要念位蛍を占める売薬κついて述べよう。
小島部落の売薬として成功した紳商与三次郎事訴.tび材。助役からの関取。κよれば、売薬は明治
からはじまり、大~昭和時代Kかけτ盛んt'L 1;r h 最盛時（昭和 10年代〉には、大島村から
, 1 0 0人るまむの人刀、農閑期を利用して充義に出τいた。現在では（昭和 30年代） s a人程度。
夫議で産を念したのは、吉田太平、仲西与三次法九西多友、花崎新太良I~ 高弁仁古石黒三郎、
山崎和夫、吉田太八らである。これら売薬で産を1Zした人たちを含めτ、大島村では、売薬の元締
に含円℃自己の配下κ多〈の売子をもnていた者は右〈、大き念売薬の場合すいせいぜい2～5
人の売子ととも九自分も売薬事ζ品かける自家営業程度の規藤にすぎ念かoた。たとえば、西多友
は、親子の他κ2-.3人の売子とk また併腐与三次郎は親子の他κ1～2人の%子と、花崎、山崎
のいずれニ丸 2～3人の売子とともに売薬に出る程度でありた。最盛時κは、 1 a o人以上もすた
大島村わ売薬たちの楽の仕入をする冗締たちは、小杉と高｜渇にいた。主義民の差是関期にまPける、ほと
んど唯一、最大の副業である東灘で行商に出た人の約半数臥イ彰にあハた法人組織厚生j風天堂
〈明治 16年皇位〉の売子とフ音色、 2～5割は、高出の大売薬業者、菅野伝右ヱ門ゃ、ぞれよ担も
小規模わものとしての同本清右エ門の売子と念白、残りの2割ぐらいの者たちはv富山の広貫堂わ
売子と1.i"，.，τいたのでるる。
仲西与三次郎氏の言によれば、大島村の小島部落だけでも、高闘の菅野伝右ヱ門の売子(IC1.i"円℃
いたのは 16人ぐらい℃ありた。菅野へは、権利金を 70円入れ、売上金の7～8分を支払。τい
た。この7～8分の支払というれは、当時の一般の水準が1割前後-cih，.たから、若干低呂でihn
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たという。乙の7～8分の支払にたいしτ、官野からは、売薬のための行李、ふろしき、着物等は
支給された。
こうし丸大島村の最大の副業である費諜κbいτ」不在地主の場合と同様vc、小杉町と高岡
市の売薬の元締κよ円て、掌握され、支配されτいたPである。
こうして、大島村わ地主または農地で、他産農にわりだした者は、特殊事情κよる仔汐H新井政
次郎の皮革業）をのぞいて、ほとんど念仏また農民の側の副業としτ最大わもPである、売薬行
商もそが大多数小者は小杉や高岡わ’売薬元締戸支配下Kあoた売子l'rすぎ宏か円た。 ζわ大島村
わ農民を支配しτいた‘高岡やイ婚の不在地主や売楽小:7E締たらわ性格としては、売薬わ元締たち
はもちろんσ、乙と、不在地主ゎ場合h 純然たる農業一本の土佐主はむしろ例外的で、ほとんどが他
産業κ手を出して:1;~ !hそわ点、農業一本小大島村P地主たちと性格を集Kする。たとえば、小杉
町小松長、佐渡、赤霊童わ三人は、大地主であゐととも瓜小杉銀行創立の発起人、取締伎であ乃た
L, また赤壁は醤油醸造業者であハた。高岡市（！）菅野伝右ヰ門は高岡を代表する大商人であり、ま
た大地主であんた。また高岡市わ傘宙局丈も大地主であるとともに、銀行L神沢室長行）'1、取締役で
あり、呉服商¢経営者であnた。こうしτみると、距離的K高岡市と小杉町戸ちょうど中 t間舗に位
置する大島村は、不在地主と弐蕗関係といラ二つわ点κbい丸高岡とづ＃κよって掌接されてい
たわであり、さらK位米と把料のイ酎叡染症と売買と加う点で、米・肥料商会所ゎ存在した高岡ゎ荷人た
ちによわτ、完全κ議室援されτいたといえる。
以ム 2項全体町、検討からして、腐格村と比較した場合、大島村は、高聞の米、肥料商会所κょ
円て、米と肥料の価格決定と売買をKぎられていたという点では同様であοた刀、鷹松村とは異念
。丸不在地主と売薬関係という点でい高岡（会よび1H多）κよnτ支配されτいた'1'-C ih 1->o 
者台、両村を比較した場合、鷹稲村ω場合は地主の緩極的役他産業べの進出語、すでK明治2' 
3 0年代の白清戦争前後にみられ‘きた村内の社会的分業も相当広汎κナ：ずんでいた（民事栖村村会
議決蓄の営業税κみられる）。ぞれにたいしずし大島村の場合は、地主の他産業への進出はほとん
ど念かnたし、またみるべき村内分業の展開も念かnた。乙うして、明治後溺はもちろパA 大正期
をつうじτ、昭和 10年どろまでは、明らかκ、大島村は除栖村κ比しτ、経済発展段階は低かり
たと判断して間違い念かろう。
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第2節地主小作閣係
H貢地代水準の対比
第1郁κ沿いτは、 fお栖村会よび大島村氏沿ける地主層の推移と他産業との関連を追求した刀、
本節に沿いτは‘両村κ会ける地主・小作関係を、地代水準を中心として検討したい。ここでの問
題の一つは、この地主・小作関係に会ける地代水準というもの泊、地主P他産業への進出ぬどう
関係していたかという点である。
ます胃村に草子ける地代水準をみよう。地代水準は、それぞれ、 fl議栖村史』『大島村史Jに沿い
てみることができる。地主の取分としての、合盛水準は次のどと〈である。
隠栖村小f博｝（合齢長） 7斗 8升4合／高 1石（ 2 4 0歩）
大島村小作料〈何盛長） 7斗5升 1合／高1石（ 2 4 0歩）
ζの両村の合盛長は、明治8年の地主昼改正時κをける基準であり、乙の額は、農地改革までわかn
てい7をい。
この固定した額である合盛米にた泊して、明治以降の各時期の反当収量が呉1i:れば、小作人の取
分tl異なるわけであ白、その点を検討しよう。。明治元ミ町大正初期（明治 41年～大正5年）の反収は問村の村統計によれば、
罵植村 2.7石 ・大島村 2.3 2 2石
したがりて、間村での小作の取分は、
関桔村 2. 7石一0.7 8 4ロ 1石？斗 1升 6合
大島村 2. 3 2 2石－0.7 3 1石田 1石5斗ヲ升1合。大正末（大正13年～昭和2年）の反収は両村の村統計κよれば
踏柏村 2. 1 1 8石
したが円て問、村での小作の取分は
腐柏村 2. 8 1 4石－U784石田2石 03 
大島村 2. 1 1 8石..－a.7 3 1石田 1石 38 7 
。昭和 12～ 1 3年の反収は、村統計κよれば
尉商村 2.7 9 2石大島村 2.3 6 1石
したがのて両村の小作の取分は
鷹栖村 2. 7 8 4石田a784四 2石 O0 8 
大島村 2. 3 6 1 -0. 7 3 1石田 1石 63 c 
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以上の数字からして
①地主の取分については、合掛択は、隠栖村7斗8升 1合／高1石、 7i'のにたいして、大島村7
斗5升 t合／高 T石、と決定して辛子九この額は反当収量の増減にかかわらず一定であnたから、
この合島民の額κついていうかぎ九隠栖村の地主の方が大島村の地主よりも有利でるn た。
（夜）ただい地主はこの合献による米価臥から組を支払わねば左らずパの地租は地価械
提として定められていたから、この念盛米の額のみをものて、再村の地主の，地代収入の矛込不利
を決定でき念いわけである力、いをはその点κふれ念レ可。
②小ff•巳人の取分について’位、高 1 石での収獲米から地主陀収奪される合盛米水準泌腐植村の方が
高いわであるから、もし反当収量が両村で同じであるとすれば、大島村の小作入門方が有利である。
しかL,.・ 上の数字からもわかるどと九鷹栖村の反当i佼重量的大農村よちはるかK高か円た結呆
三つの時期をつ5じて、小作人の取分K沿いても、熊栢村の方が高か円たわけてある。
ただし、小作人の取分については、次の点が設な検討されねば会らぬ。
≪H番代科の問題
隠栖村では‘弓荘地主の土地の番代人の番代料はとnていをか円た北大島村万は、小作人は合
盛米自他沈、念会番代科として、旧歩（ 5 0 0～5 5 0歩）について米 2斗位を支払円ていた（新
開発部落では4s:ト位）。乙のととは大島村の場合、不在地主の土地を耕作する小作人は不利であっ
たことを示す力、地主の取分κついては、関係は念い。
(2) 分与米の問題
3 ' 2. 5 5露栖村の場合、明治 10王手陀地租が干す百から？σすに引下げられた時に、出町にないてB 農民
の蜂起事件がbζ 白、それを契機κして、小作人の支払う合勝決 1石氏ついて4升の割合で分与米
が与えられた。す左わち、小作人の支払う合感米 T石について、分場択の4斗刀、合齢長から軽減
されたわけてある。念台、この分与米は、臨波地方κ沿いて広V'L1-c与えられたのでるる刃弘射水郡
でも、分与米の与えられた部落が相当ありたが、大島村κついては、分与米信IJ度のあのたという ζ
とは、関取調査では聞かなかわた」 『村史』κもでていない。
（注）農政調査会『属高波地方κ長ける慣行小作権の構成と農地改革』 30頁κは、富山県κをける、
分与米制度のあοた部蕗数を各都別κ計算している。それによれば、明治 10主vc;j;＞いて、西婿
波郡 17 0部落、東璃波郡11 9部落．射水郡 45部落‘氷見郡 18部、落、婦負郡1部民言十
3 5 3部落てあ九段見蜂起のbζわた出町との関係もあ円で、踏波地方が圧倒的7i'比率をしめ
てν、る。
この分与米は、騰栖村では、~治 3 7年Kは半減され、明治AG年には全廃された。
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したが円て、明治 10年～36年の期間では地主の取分は次のとb りである。
7斗8升4合（合船長）ナき介1合5勺田 7斗 5升2合6勺
この7斗 5升2合 6勺でもなh 大島村の合盛長7斗5升1合よりも高水準-cあることにはちが
い念ν、。
{3) 文小作権の問題
大島村主比較して、鷹栖村の小作人にとわては、地主に支払5合盛米の額は高いtもかかわらず‘
反さき収量が大島村よりもはるかに高い結呆小作人の取分は、大島村よ b高かのた点は、上述のど
と〈であるが、関柏村の場合、永小作権の確立（明治31年〉によって、 rj俳人の耕i＇曜のみ1.:ら
ず、小作人による小作権の売買、また、又小作も行われるよう托念乃た。したが円で~ f.~G植村わ場
合、又小作される念らば、反当収量の増加が、そのまま小作人の取分の増羽私は合’らをいわけ戸であ
る。ただいこの叉小作田の面積は、会耕俳地の約 10%、小作関係戸数CD約 15 % vcすぎ7まか円
た。
以上のど．と仏両村κ;j;,~ける地主の取分を合盛米水準についてみるかぎり、明らかに腐梧村の方
が高い水準の合盛氏を収奪していたのであり‘したがmて前栢村℃は「永久作権の確立→小作人の
地位強化→地主心地位の相対的低下→地主の仕産業への進出」というシェーマは、少〈とも大島村
F地主との比較vcj;~いては、締命づけられ7まいであろうロ地主の取分という点でいえば、大島村小
地主の方が低水準であり、したが円て、地主の地代収入の大小のみから、直線的氏、地主の他産業
への進出の傾向の多寡をいうならば、［海艇村℃は念仏大島村の方刀、その程度が多〈なければ念
ら7をいはず℃ある。しかし、実際には、第1節1ご検討したどと仏大島村の地主で他産業κ進出し
たものは、ほとんど絶無であnた。したが巧て、地主の他産業への進出C要因としては、 ζの地代
水撃の高低とともに、他の点もあわせて検討されねばすらない。ところが、この点については、F 今
のとこる、まだ確たる結論をもつにいたη ていない泊、次ο諸点は考慮されねばなら念い。
①大島村κ比して、隠柏村では、 幕藩時代以長雨明治以後も一貫して、反当収量がはるかに高
九地主．農民ともに取分は高かったこと。この農業生君主力の高さを基礎として、その上で‘村内
1ごの社会的分業の展開が、大島村よ fJ<b.はるかκ進ん℃いたこと。
②I寄栖村が、 蒜経時代以降、加賀落す1 こを争5高い石高の大村であoた刀玉、この賠植村を
つつみとんでいる踊波地方全体刀、加賀最長江主穀倉とMわれていたどと〈、地味の豊か左米作地帯で
あり、農業生主主力が高かったζと。 ζの高い農業生産力を基礎として、隣波地方は‘その各都落問
κたいて、また各部落内1'C.金いて、県下の他地方κ比較して、社会的分業がより進展していたこと。
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と＜ vc:、機波地方の山際の弁民城聡福光、福野らκ主砕いては、明治2, 3 0・年代κ臥生糸、
絹職場込麻織物弘綿醗防等の中小わマニユフアクテャ工場が数多〈続出していた。
③ζうして、鷹栖村はもとよ h 嬬波地方全体として、商品流通、商品生産カミ、大島村よ Dもは
ゐかκ向い程躍で進展i.;てc:,.!.:J，.その中κ地主はもとより農民もまさ ζをお‘彼等の消費生活が豊
富、多様化していたこと。その消費生活の中で、高まる家族家計費・交際費〈冠婚葬祭）陀よnて、
地主の例jでも、費用倒れのナース刀、高い地代水準Kもかかわらず、数多〈みられたとと。
④ζの点κまで立ち至ると、他産業への進出の点で、大島村との対比の場合K第一義的念意味を
もた念治唱え地代水準の高低というとと力、あらためて問題κ左るのである。鷹栖村ゎ場合、大島
村K比して地代水準はよ b高か内たわは事実である刃ミその地代収入を上回る程度に生活規模ヵ膨
脹し、費用制jれの危険がせまnたとすれば、それを切白抜けるための収入わ増大をどζκ求めるか。
ζの際‘地主としては、地代収入の引上げに解決策を求めたいであろ 5ー しかいをさκζの地代
収入。引上げという点では‘永小作権の確立による小作人の地位P強化というとと抗越えがたい
障壁と~...，ている。したがnて、地代引担げ、または土地へむ投資』てよること地集積の方向では念〈、
他産業への進出の方向が指向されるということに念るわである。
⑤ζうして、地主P自が農村外＂＇向〈場合、そのととをひき b こした事情と裏腹の関係官、隠栖
村を含む縞波地方位、その各村内また村と村とわ聞での社会的分業、商品生産・流通の進展によn
て、大島村に比じて、はるかに多〈の‘地主の地代収入による資金の投資先カ玉、農業以外κ見出さ
れたという ζとである。 ζれら投資先わう弘恐らぐ最大のものJとして浮び上nてきたものは、全
磁波¢味h米作のための肥料、ぎた山際の井波、旗端‘福光ら＠織物をど5迅速化高岡市と伏木
海κ結びつけるかという意味で、鉄道敷設事業であoえるう。
芝項腐栖地区小作権確立の推移
陸新村守含む縦波地方κ会ける永小作権は、わが国の土地命!j度κかいて、極めて特徴的念もので
包る方、 ζの氷小作権S之、散居信弘’〈じ割制度との密接念関連のも正で展開されてきたものである
から、それらの点κも言及し~7.＞＇ら述べたい。念会、どの氷小作権確立の推移κついては、東磁波
郡東野尻村の；場合κついて、農政調査会＠『富山県磁波地方κbける慣行小作椎の構成と農地改革』
といっ調査報告があ白、廓栖村の散層制をや心とした調査報告としては、大阪市大文学部の『爾波
散村の研究』がる白、また中駒宗平氏の『鷹柏村史』Kもζの点での叙述がある。これら三つの労
作で、この間車κついて、ほほ研究しつ〈されているとい。てよい。
以下、 ζれら三労作と、中明氏からの聞取む調査を参考κして、その要点をのべよう。
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①〈じ都制度（団地割替骨折j皮〉
『ホ陣 Bκよれば、とのぐじ割制度κょ。て、当 D「高jが変。ても‘作田の変更をし念い申合
わせをしたこと刀、氷小f悼径の素因でるるとしていゐtt干す史』 19 0～ 1 9 1長J
〈じ割（団地割替〉は‘その第一回は、寛氷年聞に行われ偽それ以来20年どとκ行われるζと
に宕nていたが、一時中断され、新開地のみκ行。たζともあのたが、また行われるように念。た。
〈じ割の行われた年次は次のとb !:In 
元禄7年（ 1 ' 6 4年〉、寛政4年（ 1 7’2正記入文化？年（ 1 8 1 2年九天保5年（ 1 8 
3 2年入嘉氷5年（ 1 8 5 2年）
沼地割替の意凶。これは、珂等1j:徴収挙を実視すゐためのもPで、そのためκ確実宏検地κょの
て、回品をt番～10番まで決定して、割替を行。た。
この田地割替κ対して、鷹栖村では、当り「高」は変円ても、作田ゎ変更をし宕IA申合わせをした
の;O~、氷小作韓の素因でるるとして、その申合わせわ理由を、『村史』では、隠栖村が大村である
ことK求めている。す宕わち、鷹栖村のよう念大村では、田地割替K迷惑したからである。たとえ
ば‘本江境K耕作している者泊五、遠距離の神島境ゎ団地を割当てられたりh また菌加藤；κ耕作して
いる者刃、水島境の田地を割当てられたりした場合t丸耕作上大変不使であり、生産力の低下はま
ぬがれ念い。そζで申合わせて、持高Kたいする地方加何処に割当てられても、実際の耕作弛は替
え左いζとにして、肝煎が持高帳と耕作者を記した眠薄をもoていて、合船長で計算するζとにし
た。か〈して、耕地κたいして‘耕作人は、自作・小作の別念丸特別の事情の宕いかぎ仇変更
する ζと念仏耕作権の優位がもたれることκ宏司たのである。合砂長の確定したのは、嘉氷5年
( 1 8 5 2年）の田地割替の時からである。
このようκ、加賀藩の田地割替爺i~変κたいして、鳥栖村で叫作田の変更をし念いことの申合わ
せをしたとと設、耕作権の優位を危．もたせた素因であるとしてIAるiJ！.、ζζで作図の変更をし設い
申合わせをした理由として、上記のどとぐ鷹栢村の地理的念、大村であるというととがあげられて
いる。たしかに．鷹栖村のよう左大村で、田地割替κよ市て、遠距離の団地が割当てられた場合、
耕作治河三便で、生産力の低下がまめがれ念いととは間違い念かろう。しかし、作田の変吏κ応じ念
いというととのためには、単に大村のゆえに遠極離に念る不便という理由の他κ、今一つ、 bそら
〈それ以上κ決定的宏理由として、次のととが考えられる。それは、鷹栖村の土地積i度のもうーっ
C特徴点としての散居働！というととである。鷹栖村では、関村以来耕地は各自農家の周囲κあ白、
農家は陰樹に辛子治われ、 i日露戦争以前κは、細い用水路の両岸κ樹木や萱が繁担、家が二軒と見
通せず、森の中κ田があるという最鏡jであのたという〈『付史』 18 5頁〉。とのように、開村
- 32ー
以来‘耕色は各農家の周囲l't位鐘している数居制であ円たがゆえ瓜底地割替κよD家から遠距離
の作図を割当てられる ζと；；？；各農家にとって、信念はだしく不使、不利でありた．ーそのjことカ込
大村ゆえの遠距離の作自の割当てというととと重~nて、田地割替κたいして、それを肝煎の持高
帳にかはる、法自%形式的念変更κとどめ、実質的κは耕地を変更l.,71Inζとを申合わせた理由であ
。たと考えられる。
（注）ととろで、この数居制の起原κついてはーその理由としてこっρ主張が念されている。一つは、
それを加賀藩の政策に求めるものであ九牧野信之助『武家時代社会の研究』、農蹄局査余『富
山県婿波地方κ会ける慣行小作権の構戎と農地改革ι『鷹栖村史』はとの立場に立oて会夕、
いま一つは、嘱波の扇：出也帯という地理的条件κ求めるものであ九大阪市大文学部の『嬬波散
村わ研究』はとの立場をとoているa もちろん、いずれP立場をとる場合も、他の理由を全〈無
視するものでは念仏いわば、二つの理由P うち、いずれを重視するかという ζとである。その
点、農踊埼査会の調査の次の主張は‘そのととをよく示している。＜r散居制札小起状の地形や、
水の制約が念いという自然的念条件が前提Jであるκもせん義材守陀は、力市藩の政策として、藩
政の初期から一貫して強制実現されてきたものであるといt，竹るであろう。 J'( 1 8頁 J
本方高は、との点を検討するのが直接の目的ではをいから、深くは立入ら念ν功、もし、加賀藩
の強力念政策があ円たとしても、それを受け入れる自然的条件（扇状地による小起状や、水の第IJ
約の7まいとと）の？，：いと ζろでは、政策が実現されえをいのであるからi自然的条件てとより重視
する『婿波散村の研究』κある村松教授の主強を支持したい。
②小作地担保Kよる融資の発生
『村史』κよれば、明治2, 3年C両年、連続して凶作で、農民は大変困窮した。そζで、時の
肝煎、多国茂三郎山小併出を担保として、弛主より小作人［＇（.融資をさせた。との事実 κよoで、
潜在的な耕作権の優世を、事実上認めさせるととκJI＂＇？ た。〈『村史』 ・19 1、 19 2頁）
③小作人による小作地売買の発生
明治5年、’荻原正清な虎杖川原を開墾して、住居をそとに移した際‘それまで耕作していた田畑
地の地表権を宝田与三松κ売のた。と ζろが、、との田畑地陀は、小作地もあ円たヌ凡小作地．κつい
ては買主は疑念をいだいたので、地主の承諾を条件として売買した。とれととがまた．小作人の小
作地にたいする権利を確認さ；せるζとl'Cなった←つの事情である0 （『村史：.!I1 9 3頁）。
（注）『村史』陀は、宝田与三松とを円ている札松村勝治郎『小作権K関する研究』 36～3 7頁
には、室氷文吉と念Aて凶る。
ついで明治 14, 5年どろよ夕、小作人。経済的窮迫の深まりによって、北海道へ移住する者が
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でてきたカミもとれらの人々は、負債整混と旅費調達のために‘小作権白充実を必要としたので、ぞ
れ＂%.求める小作ィへ側と、反対する地主たちが対立した。その際‘小作関係の移動 κ乗じて、若干の
地主z凡既得。小作関係をも侵害せんとしたので、小作人側は協議。上、小作権設定なよび小作韓
売買の許容を地主に家めて交渉し、粉斜を重ねた札 「大地主大矢四良県衛氏は時代の趨勢を考察
して、ついκ小作人の要求を容れ、小作権の設定を承認するや、他の地主も之κ異議を唱うるもの、
合くして同意するに歪」〈松村、前掲書36～3 7頁） ，..，た。〈この点、『村史』 19 3頁、農政
調査会‘報告3.1頁、参照〉。
ζの小作権の売買の発生κ沿いて、小作人の荻原正清と大地主の大矢四郎兵衛が大き~役割を果
している点は、注意すべきところである。
④百分三騒動と分与米
3 2.5 
明治 10年1月、地租引下げの農民斗争が結実して、地租がτ万五からI苛0に引下げられると、
乙の滅租額の処分をめぐ円て、地主と小作の問陀はげしい対立がbζnた。明治 10年 2月7白、
出町の真寿寺で、石川県権令f樫・大参事熊野九蹴込地租引下げについての講演をしようとした
時、農民が蜂起襲撃したので、熊野大参事は一時生命も危険κさらされた治元あやうく虎口を逃れ、
難を戸出の氷安寺κさけた。 ζの事件で主謀者らは刑をうけた。しかいこの一六騒動を契機とし
て、地主側も地租改正の利益の一部分を小作人に分譲した。これが分与米であり、鷹栖村では、合
盛米 1石κっき、 4升の割合であのた。
との分与米＠小作側への獲得という事情治、また小作人の耕作権の｜憂位を確認さぜるー契機とな
円たのである。
担）との百分三騒動については、『戸出資料』 42 1～？頁にくわし同左沿この点については
f村史』 12 9～3頁、農政調査会、報告29～ 3 0、参照、
⑤分与米のその後の推移
念事%との分与米は‘鳥栖村では、明治 37年に日露戦争のため、非常特別税法で、地担増微に
なηたのを契機として、半減された。戦後も非常特別税法が減額κ~ ら念か。たので、明治 4 0年
κ分与米は全廃された。その後、地租は軽減されたκもかかわらず、分与米市IJ皮は、つい氏復活し
7をか円た（『村史』 19 3頁〉。
この！滋栖村κbける、明治37年の分与米の半減、羽治40 年tc~けるsその全廃κついては、小
作人i憾の反対のあ円たという事実は開かない。その点、『村史』の著者中明氏に再三質問してみたが、
小作人側が反対したということは聞いていないとのととである。 ζC点は、鷹栖村の「地圭一小作」
関係κ会ける、一つの問題点であると思われる。筆者の解釈は後で述べるとして、この分与米減額
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κついて、鷹栖村以外の他むとζるてす之、どういう動きがあoたか。その点の顕著念一例は、農政
調査会の調査報告κでている、野村島P場合である（同報告、・ 33～3 4頁参照）。
野村島では、明治 37年の白露戦争の戦時増税を契機として、明治40年2月、何れも野村島村
に土地を有する不在地主の岡本八平〈五鹿屋村、当時86・7町所有入国上六太館〈東山見村入
宇野直次（井波町〉等が共同で、野村島村わ分与米廃止を申入れた。とれκたいして、小作人側は、
これを拒否するとともκ、更に彼等の団結を固めるために小作人88名κより「農業団体Jを組織
した。ぞとで‘全面的対立を憂慮した村内地主は、両者。妥協をはかる動きをbとして、ついκ分
掛え廃止。取入れを徹回せしめて＼／＼ 7.io これは‘野村島村κ台ける、〆j、作権が確立する乙とにV•たった
ζと額守事仲であった。鷹栖村のどく近くの野村島村κ主砕いては、分与択廃止の地主側g味動κたい
し！て、とのよう念激しい反対運動が念これしかも、反対運動は勝利をヰ訴さめているわ臥すぐれ
た小作人の指導者荻原正清のいる鷹栖村vr.沿いては、分与米内半減、また廃止Kたいして、全く反
対の動きcみられ左かnたのは、納得のいかない事実である。 ζの点の検討に入る"i.(.1'1'：、まず、
鳥柏村κPける、明治31年わ小作争議をみてなこう。
⑥明治 31年P小作争議と小作組合
明治 27 6倍、萩原正清が指導者と左n て、府柏村κ小作組合をつくり、小作権擁護をと念えむ
との小作組合の組織は、富山県下ではもちろん台ζム全国的Kも最も早い組織¢トつであ円む
ところ力、明治 31年、地主わ一人である樋掛愛次！13カ込自己の土地の小作人30余人の小作地取
上げを通信ー した。
これκたいして、荻原の指導する小作組合が中心と~九農民は一致して気勢をあげて強〈対抗
したので、樋掛の通告はついに沙汰やみとなタJ、作側の勝利κbわ円た。ぞれ以来小作田κ応じ
た積立金をし言、団結を聞くした。 この争議の時点では、小作倶ljゎ組織は、小作同盟余と称した
札明治40年どろよ九生産同盟会と改め、農業の改良発展を目標耳とすることK在った。
この明治 31年の争議にたける小作脚必勝別をもnて、鷹栖村になける永小作権が確立したもの
といえるわけであ九その意味では、との争議は重要であり、また小作保ljの指導者萩原正清の存在
の意味は”大きい（『村史Jl・19 4頁参照）。
位）中明氏の『村史』では、こかj、f悼齢、明治31年となっている北農政調査会の報告bよ
び『水島村史Jの84頁で・は、明治 34年と7堂内ている治、本稿では明治 31年説をと。てbぐo
な金、明治31年に氷小作権が「確立」したということは、 1;の時以後、小作権をめぐnて、地
主小作間vc全〈争が生じてい左.＼／＞という ζ とでは~い。たとえばー大正4 年K樋掛愛次館の息
子の範忠治、自作地と称して、売渡した土地の一部分の，小作権をめぐのて裁羽抄汰が生じている。
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また‘昭和のはじぬ農業恐慌の時期仇農弟組合治、小作者κ小fl轄を担保にして、貸付をい
とれが法的に認められた。したが円て、この時刀流小T調理主催立の時期で②ゐといフ王肢もあゐ。
（樋掛忠平氏。主張）
このよう瓜明治 31年以後にも小f離をめぐoて、いろいろ問題がなζっているぬ本調では
明治31年をもoて、一応「確立J(l)時期であるとして;i.~（。
とのような地主の土地取上げの動きは、単κ鷹栖村にないてのみ生じた誌のではなレ、明治3' 
年 V(:，は、地五仰とと唱κJ.owPi:波商会という土地会社が石動に設立され、小作権の侵害を行乃たの
で、鷹栖村の農民同盟会を中心として被害町村の小作人沙込反対運動をbζして、 43年ついκ溜
会を解窪させている。（農政調査会’報告33頁、 『野尻村史料』 44 5～4 4 6頁参照）。
ζのように、 f鳥栖干すの小作権擁護斗争は、単κ岡村内κ止どまらず、との地方κbける斗争め急
先金争と念 b、西宮島波の小作権の拡大・確立に大いに寄与している。その後、農民間盟会は、大正：9
年 11月、近隣各村の小作人組合を糾合して、 「米穀生産者同盟会Jと改称いその範囲は、一二都
にまたがる一大小作組合となりたカ込その指導者は荻原正清であった。
以上ゎょう念、砥波地方κbける小作組合の組織とその運動κbける、府栖村農民組合の占める
地位むその指導者萩原のことを考えると、明治 37年の分与米半減の時κ、小作側が何んらの反
対運動をしてい念いというととが‘ますまナ納得のいか左いととと君主る。中朗氏からの間取りκよ
れば、全く反対運動はみられ念か円たという治、小作人側がそれで満足していたのでをかウたとと
は、次の事実によっても十分κ推制しうる。それは、明治 40年 4月30日κ沿 ζ念われた、村会
議員選挙め結果である。ぞれまでは、二級の村会議員として、小倒則の和益代表としてでていたの
は、大体、荻原正清一人托すぎ左かった力、との選挙の結果、ニ級の定員4名中の4名全部設元地
主側で念仏小作人の利益代表とみられる人たちが当選しているのである。 ζの点に、小作人｛目~の
不満が表現されているとみて、間違いあるまい。
それでは、何故に明治37年の分与米半減にたいして、何んらの反対運動がみられ念かのたので
あろうか。以下、考えうる理由を検討しよう。
もともと嬬栢村では、小作1lfJわ権利治強か円た治、そのよ臥明治31年の小作争議での小作側
の勝利κょのて、永小作権が確立し、小作人の地位が安定し、反当収量の増加のきう討た場合は、そ
の成果はあげて小作編ljの享受しうること氏なる。それゆえ、分与米ィの半減f'C応じたことにつhては、
それに応じうる余力が小作i員ij!IC生込ていたことが考えられる。〈 ζの点は、中明氏も主張さ盛オじたと
とろである。〉また、との分与米半減は、一方的に小作人のみの犠牲となるのでは念仏そも：そも
日露戦争κよる特別増税が地主.ilUにかか九負担む分担を小作協にも求めたという ζとであゐから
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その点で地主1J'IJの要求に一定む根拠があnたのである。
しかいぞれκしでももすでに明治 31年わ大小作争議の勝利κよって‘小作倶IJの組織-/J｝伸び、
また小作運動が、府樋村を中心として、近隣の町村~まで波及しつつあった‘まさκその時κ、理
由は何んであれ、小作測の既得権を剥奪する分与米減額κ無抵抗κ応じたというのは、一つの謎七
いって主い。しかも、鷹栖村のど〈近くの野村島村に沿いて、問、冶40年』tは、分与米廃止の動き
に廊すする運動がかこれぞれが勝利しているのであるから‘念会きらそれは問題である。もゐろ
ん、周楢村C分与米半減は明治 37年の之とであ夕、野付島干すの反対は40年の ζとであるから、
野す島村の反対遼動による勝利!1l鼓揮されると凶うことはるタえ走い。しかい鷹栖村の場合はK
3 I年κ必げる半訳の偽 40年lζは更に全廃と追い打ちまでかけられているのであるから‘い主
¥/> J;:納得;0：いか乏いわけである。
そとで考えられるととは、指導者荻原正清の忠；忍二との立場と、その江妥bゎ性絡が問題K左門てく
るい乙の荻原とお也主大矢田良E兵衛の複雑念関係がf奇麗に71-....，てくるのである治主との両者の関
保？とついて：す、節をるらえJむ1て・a 追求しよう。
（丘）荻原田言。官、活上の立場とその運品。性格認ついては、富山来日産系わ農民運動の草分けのー
人で、 Jj·~ ！C 宮山県社会党顧問の増山直太路氏から炉問攻タを参考にした。左.：；－，，、大矢と荻原の関
係については、中関氏工タの聞取タを参考にした。
5現入泊主大矢~1'lfiE兵衛と小作指導者荻原、正市
明治時イ弘とくに明治の後半の践活村を問題！乞するとれ村の政治．経済．文化．社会の各分野
にかいて、大地主、大矢田館兵衛~＇存在を無視 L·cは何挙も諮れな凶とい円てよいほどκ、大去の
足跡は大きい。この大矢と密設、混雑記相4，なbあう存在としてあるのは当小作人指導者、荻原正
泊である。との（＞可老は、単：c郎潟村内で自社会的活誌のみまらず、広〈璃波地方全体、また全県的
提模でb活躍をしているのであ丸 fJA治後期の問栢村l去、大地主大矢四館兵衛と小作指導者萩原正
清6.;l;J者C存在：亡よ－.：1-c.，.全i器泣地方の先立立 i主立つていたといっても過言では左凶α 明治後期。l'J~
j商村(rJ~ 「穴元一荻原、」時代を形成しtt~ j:fl湯した~I’tであn た。
以下、大夫、沃尽の関 ：~会設討しよう。
荻原］fi宥は、中間.G.;rj)（冗戎の己主の民：這言lτ 口c：工語氷 6年 3j 9日σ下生れで、大矢四良15兵衛の
誕主臣、 50'・泊でるD、苅亡したr段、昭和20,: 9月27日で数え年74才の時である。大矢の死亡
したf、はる昭和5年？月 25白－c-, 7 2；まであるu つまれ大矢と荻原はh 全〈の同時代人として、
一人は文通主として、他は小作人指導者としてではあるカ込めざましい活躍をいほほ向じ頃κ亡
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＜~りているPである。
萩原は、生謹小作人として終始し、土地所有規模は大体、 2～5反規模？広、全くの零細土地所有
者であ円た。しかし、彼の経援をみて‘不思議κ恵、われるのは‘第1κ、彼は四谷儀平~末日算を学
部、またはるばる金沢め竹下熟までb もむいて、漢学を勉強していることであるLf狩史J1 'I4 
頁〉。第2には、『村史Jをみれば、彼は明治22年5月2日の町村制実施後の第1田村会選挙以
来、村会議員として連続当選~明治 2 2年から大正2年合での長期Kわたmて、村会議員。席を
占めているPである。とれは、恐らく鷹栖村村会κ沿いて、議員歴のもoとも長い例である。しか
も、萩原は、大正3年 1月4日から大正5年 5月30 aまでの品主村長をつとめ、その後‘大正8
年？月 30白から大正12年5月31臼までは郡会議員をやn て凶る。 ζの荻原の政治的活躍は、
｛駕梧村κかいては、大矢四良E兵衛Kつぐものであ九 ζの二人κ比較すれば、民：橋村の他の誰れも、
これκ追臨しうる活動をした者はい~い。零細土地所有の、生涯をづザ乍人としてと会した荻原;0;
とのように‘教育を身につけ、目ざま可しい政治的活動をしたということは、彼の零総出地所有とい
う点からすれば一つめ謎であるといoてよい。ととろがこの謎は、土地所有の点からでは念仏彼
の農業経営わ面から、空た農業以外の経営の溜からみるときとけるのである。すなわち荻原は‘土
地所有規模の点からいえば‘全くの零細土地所有者ーであるが、経営規模からいえば、けりして零細必
経営者ーでは芯かれた。それを傍証するもφは、ずでκ述べた荻原をめぐnて起円た、明治5勾三の小
作弛売買事件である。依は虎杖J1原κ2町歩わ土地の開墾κ成功し〈『村史J1 9 4頁）、
そにに移るYI:際して‘後の旧小作地C地表権の売買の問題が主？とnているn とのととからして、荻
原は、虎杖）I憾の 2町歩の開墾によのて、経営規模としては決して小さくない農業経営者であnた
ζと）したがって、荻原を零細土地所有の小作人であるととから予 i安織令に貧農であると考えるこ
とはでき7まいのである。
支え、荻原カ、貧農であ円たと簡単κ結論づけられ念ぃ、今一つの傍証は、次のととでるゐo fi. 
栖村のf村会議決書』φ明治23年度にかしqて、営業者各自謀税の一覧表の中κ、 E謀説得込 8 0 
銭、業目、桑、荻原正清Jという配下がある。こわ営業税の諜税署員回、て広三支払者41名のうち最高
は 1円 60銭κすき、ず、次κ1円、 80銭、 60銭、 40 銭と~，.，ているのであれしかも、最高
額の 1円60銭支払者は、 1名、次の1円支払者は8名である。したが円て、 8 0銭とV>う額は、
全支払者ヰ 1名のうちでは、決して低い方とはいえないのである。ナ左わら荻原は、農業経営とと
もκ、桑の売買をやn て;j?l:J~ その方からも相当わ収入をあげていたと考えられる。この桑の経営
という点では『村史』 19 4戸の‘も!fl百け「マきた奉者事実であり、一寸F余地κも桑木会植えて王室蚕
κ努め‘人ireも奨励した」という叙述に対応するものであ九彼は開拓者精仰の持主であったとい
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える。
開拓者精神ιいえV:f；.荻原カZ竹下熟κ学んだというととが、意味をもつのであ九 ζゎ点fr:I>•い
ても、大矢四銭兵衛との深い訪司かわタあいが考えられる。荻原の金沢竹下熟でわ勉学は惨彼の自筆わ
履歴書Kよれば、明治4年 1月から明治6年 2月までのととでる九荻原IT.'1 9才から21.才まで
の時期である‘大矢の場合は、その翌年F明治7年からであ九彼ゎ 17才¢時からであるα とP
ょうκ、二人の竹下熟での勉学c時期は相重つてはい左い7比連続した時期のことであ九いずれ
も多感念青春の時期kC.！＇»ける勉学であ担、 ζ こでの教育から強烈念影響をうけ、かっこ人~は強＼／＞
同窓生意識があ円たことが考えられる。竹下熟の熟主の竹下還は、実践を葺んずる王陽明学を講じ、
竹下自身、実践の人として、新聞を＝ーとし、大ぃκ時事を論じ、また桑闘を経営し、養蚕を奨E訪し
たことカ込中島桃太良15氏の『大矢四彫兵衛研究』の原稿κよnて知ることができる。
（任）昨年夏の臆桔村の調査以来筆者民メごた四応兵衛の人悶と事業Kひかれて、大矢Pととをあ
れこれ調べているうちκ、『村史』P筆者．中明宗子氏から‘中島杭大ms氏わまとめられた『大a 矢
四館兵衛研究JIID原稿を借bるととのできたdへは、大きを喜子びであnた。中明氏κよれば、中島桃
太郎氏は、昭和~ 0年代ぬ臨随村づ母校の先生をして凶られた時‘大矢四良E兵衛わ ζとを研究
ぎれたが、その原稿が出版されることすく、中関比Pとζウに保存されていたもわである。後k'Lか
がナる．大矢の経歴は‘その大部分は、中島氏の研究I[負うものであh ここK感謝必；主主を衣した
ν、。
大矢と萩原陀たいする竹下熱にがける影響がいかκ大き ;7もわであ円たかrl， 次の例でも知れる。
大矢四良E兵衛自身いすでに早く、明治 1p年 26 才の時~.出町で活販事三誌を創設Lζれが説在む
中耕印刷む前身である〕しているとふまえ明治 18年 28才の時κは、改進党C機関紙として
「ヰヒ民雑誌」を刊行しているとと、さらκ明治2Q年κは養蚕をすすめ、桑苗一万本を購入L,.村
氏κ無償分与しまた養認養豚を奨励していることからも推察される。もちろん、とれを全音弘竹下
塾にお・ける勉学¢影響κ帰することは問題である治、深い関連があ。たとみてきしっかえ~い。い
や－-i でた午ム約下草［！＼）－ の浮h闇係宇示す本のけ、つ九ー 矢はゲr下認の令熊、鼠三良Eを幼少の頃から家
vc.引取円て，A主育iA かつi実主主林字率業き＋士、耳鼻咽喉科の専門医として開業させているととであり、
ζの点からも、大矢が1凶かvc.、竹下熟の学恩を深〈感じていたが推測されるのである。大矢の場合
と同じく、荻原の場合の虎杖川原の開拓、養蚕家としての努力、また他。農民への養蚕の奨励とい
nた点κ、竹下熟での勉学の員長響をみることができる。つま九竹下熟とP関係託金いて、大地主
大弐と小作指導者萩原は、ほほ同じ時期の！司~生として、共通の同窓生意識をもοていたこと、ま
たこの竹下7与さにbいて、共κ開拓者精神を植えつけられたことか芳ーえられる。それぷ後の二人炉、
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密接．複雑な関係を考えるとき、この竹下熟の存在は無視しえ念加わである。
次κB鳥栖付の氷小作権確立の推移κ草子ける両者の役割を、な会立入。て追求しよう。
①すでにのベたどとく（ 2項）明治5年の、荻原正清をめぐる小作地売買の事件はも小作地＠地
表権託ついて、小作閣の（虚位を確認させるものとして、革委念事件である治、こうした小作人側わ
小作地売買行為にえいして、地主側は一波に反対の態変をとn た。とfころが大矢は、との点tr沿い
て小僧郊の主張を認める立場をとっているのでる九鳥栖村を代表する大地主・大矢のとのき工場が
永小作確立的推移に沿いて、大きな役割を来しているのでちる。
②明治31年の樋掛愛次臨による小作地取上げに端を発ナる一大小作争議とも if:U主を指導者とす
る小作側の勝科tl、J窃栖村kl::IS•ける永小作権確立の記念すべきものでごうhた。 ζの小f号事議を契散
として、府栢村のづ呼乍人組織、小作詞盟会を中心としてn 小作人組設が近溌町村記延びち社、r伝！！＇勤
の品j拐期を迎えるととは、すでに述べた。と ζろが、との加治 31 (c尽の地主禽右iH卦愛次長Eと小作側
との斗争κシいて、他の地主たちはいかなる態度をと円たかo I村史Jでは、 「小作組合は正対合的
i宅活躍し、選挙il:も地主l脅と争円た。ー との三本力：まるをどb恐いものがどう九地主寝の人も村会議員
l1'.出るために組合ょに加入した人もるnたほどである」（ l 9 4頁〉とでている。とのれす史』の叙
述から読みとれるどとく、明治 31年の争議、支えそれ以後。地主、小作。対立掲係に訟いては、
地主1luは一致して小作w：るた。てV>i.i'凶という ζとである。これには、 f島田村の場合地主、小作関
係が明確!IC両者が区別されていゐのではなく、大地主をのぞく、多くの長民；まえ江主主託自作兼小作の
三者の件格が相主主まりSoた場合が多く、単純[{C,地主鈎丸小作側¢ト一方の立場をとbえなかった
という事情がある。それに中朗氏からの間取bによれば、明治 31年C争議況は、大地主b 式決はh
地主i側ではなく、小f争点目の立場を支持していたという。つま bとの争議にふ、いてい、式決と荻原は
反対側にあ4 て対立していたのではなかnた。 ζP争議院沿いてわ立役者はもちろん渇小作指導者，
萩原でるる仇との荻原の立場を支持していねるるいは少くとも是認していたのが大地主ヲ択で
あnたといえる。大：地主でるる大矢がとのよう念立場なり行為にでた理由は訊闘のつきにく h こと
であるが、大矢7J＇ν対誌に地主的合考え方から技けでていたかを示すのは『対史.J＂三次の叙述でめる 3
「ある年釘：高持遠の間に分与米を廃止する話がもち上b会合した7J≫.翁は私立行かない並行けば
話をこわすことに7まるからといって、会合も話がついたととろ詑ひょnζb大矢翁が現を出して
『どん合話ほあh念りましたか』ときいた。 mfにいる人達は去年から分.t;.；伝な廃止すみこと応決円
たと告げた。大矢翁は『それはまたどうしたわけで・すか』と問うとも『それは小作人等法ナット
（毛布）を着るやら、木綿鼻緒の下駄をはくやらぜいたくさんまいの生活をしているから、分与米
を与える必妥はない』と答えた。翁は『 ζれまた伺としたことです。小作人が毛布てと辺、木綿長；3箔
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の下駄をはくまで生活が向上したととは喜ぶべきととで、もしも小作人等が生活苦を訴えた含らや
はP高持の迷惑である。今まで通b与えましょう』といnたのでーたん決。たのもたちまち流れて
しまnた。されば村人恭敬してやまず‘翁のためをら身命もかえ》み念いという人が多〈、衆議院
議員κ当選した時のどと色村人達は『大矢様白本一』とはやしたてて鏑b狂りた。」（ 2 0'4頁〉
このような探翻村の英雄、あるいは村のH 神様 である大矢を憂から支えていた刀P一つはぜ小
作人指導者で小作人たちを掌握して加え荻原正滑であnた。 ζれも中明氏からの関取りによるので
ある治込大矢が県会・国会の選挙κぅ。てでた時の選挙参謀の役割を果していたのか京原であnた。
ζρ点、樋掛忠平氏κよれば、萩原は、単κ大矢の選挙参謀であ。たκとどまらず、常時草鴻ゎょ
うを役割をしていたとのととである。 ζう考えてくると、大矢は大地主であ九萩原は小作人であ
bをがら、両者は同時代入、同年輩の間柄として、また何よbも若き自に学んだ竹下熟の同窓生と
して、密接合関係にあのた。
二人の関係V'C.i.'-1.nて、ぞれ以後の鷹栖村の地主、小作関係bよび村町政冶κ決定的ともいうべき
こつの事件が起る。
Jその一つは、明治 37年t'C$.＇－ける分与米半滅‘ 40年』てbける分与米全廃事件であh 他は、大
正5年iCたける村長後継事件である。
明治手 7年ゎ分与米半減事件については‘すでにふれた治主いを一度、犬矢・萩原の関係(IC.i.'-1/> 
て取とげよう。
ζの事件vc会いて、小作側が反対していをいというととは、第 1臥よ述のどとく、明治31年
の小f持議で、小作側が勝剰をbさめ、この勝剰を契機として、村内ゎ小作側の組織がのび、まえ
との鳥栖村の小作組識が拠点となnて近隣町村κ小作組紘運動の進展をみている、小作運動の昂
揚期にをいてとの事件がbこοていると＆第2κ、鷹栖村では反対運動がbζのていないカ込近隣．
0野村島村では、明治40年のととである刃込不在地主κよる分与米廃止の通告(IC反対して、結局
小作側の勝利VC.i.'-わmているとと、を考えると一つ¢謎であるとい円てよい。ぞとだ考えら:h；ると
とのでつは、～すでκふれたどとく、明治31年の氷小作権の確立によって、小作人の優位が確立さ
れ、小作側陀会いて分与米半誠κ応じうる経済的余力ができていたととである。しか」その点を
考慮しても~h 小作側が既得権の豪I］奪瓜何んらの抵抗をし念か円たというCは、依然として疑
問である。ぞとで、次κ考えられるのは、 ζの明治31年記は、分与米企廃ではまら半棋という
ζとであ夕、との点K‘地主側κかかoてきた戦時増税を、小作Kも分担させたのであb、両者の
閣で妥協がはかられたのではない治治というととである。それは十分考えうる ζとである；＆•‘しか
しそれをら比ついで明治40年κ$.＇－＼／＇＞て、すでに戦争が bわoてしま。た時点丸与分米全廃と
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いうt白抜ちに、何んら抵抗をしめていない、というのは依然としてわ ζる疑問である。
そζで浮びあがりてくるのは、大弐と荻原のこの事件に会ける立場とf支割である。
犬矢の分与米κたいする態度は、前掲の『村史.!I2 0 4頁からの引用でもわかるどとく、本来．
分与米の廃止κは反対でありた。と乙ろ刃、大矢は、明治 36年5月に第4回目。衆議院議員κ当
選いぞれが？月の開院式認沿ける河野広中議員のいわゆる奉答文事件で国会は解散され、 ζ副専
をもnて大矢の政界活動はまPわ九この年記、北海道岩内郡づ、沢村に 40万坪を借受け、開拓事業
陀従事するのである内とすれはL3 7 ci:j三以前の時点で、一明Fの地主層によ。て画策された分与米廃
止の動きが‘大矢の反対κif)＂.＇.＞てつぶされたが‘ 36勾三en大矢の北海道移伎の後を組内丸こ Q'.)~I 
年に分与米半減をやりとげたのでは在同治ーというととが考えられる。との考え方は、たしかκ筋
のと:I>-－：：＞たもので;_f:>h ぞれも大きな理由の一つであったであろう。しかいぞれのみが唯一の理
由であったとは考えられをい。
もlA 3 6伝の大矢の北海道移住の後を狙のてσゐ分与米半践の強行であるとすればミそれにた
いして、小作側から何んらの反対運動も主？とりていないのは、疑問である
そこで注意しをければをら設いのは、大矢の北海道移住、開拓事業従事は匂たしかκ明治 36年
の出来事κちがい念いがも大矢の場合は、他の寅農たもο兆海通移伎とは呉nて、花向車i'<:Dさき
η てしま円て、郷里句鴛悩村と緑が切れてしまうというのとは、頭を呉犯していたことである。中
明氏からの間取りによりても、大矢はたびたひ’隠栖村に帰。てきて主phζの36年以後κも、村
の重姿事件に大きな役割をはたしているのである。その顕著宏例は、明治 41年の鷹柏村への脳波
中学誘置決定であ丸また大正2年の後任村長推薦事件である。したがって‘明治 36年l'C大矢iJ'
北海遁κ移住したからといのて、 57伝の分与米半減事件vC式決が全く関係なか口元とは考えられ
をい白そζで、’との37年の事件のときに、たまたま大矢が北海道から帰省していたかどうかは別
とし七、（恐らく帰。て凶なかりたであろうが）、この問題について大矢がいか宏る立場をとるかと
いう ζとカミ重要であると居、われる。もともと、大矢は、小作人の不剥reなる分与民廃止には反対
の立場をとのていた力、明治37径の日露戦争という国家。非常事態にかいて2戦時増税とのかか
わbあいにbいて、分与米廃止iJ；問題l'tなるとき、依然として、〆ぞれκ反対するかど多かは、はな
はだ疑問である。とhうのは、大矢は国会議員として、すで托明治 34年1月22臼、山泉内舗κ
よって提出された軍拡のための増税案κたいして積極的賛成わ態度を表現しているのである。
（主） ζの増税案f吉田たいして、当時の県選出。野党（進歩党）の代議士のうち、大矢とは逆に、極力
反対じ、国会で時の大蔵大臣とわたり合うのは、富山市から選出されていた金岡又孟ヱ門であり
た0・との増税課にたいする意見の相違から、金問又左ヱ門と内山松t貨の両代議士は進歩党から脱
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党している。（ 2年後κ復帰〉（『富山県政史』第4巻、参照〉念会、筆者の考えによれば‘明
治後期以芳、大正時代をつうじての、富山県産業界の立役者は、 ζわ金岡又左ヱ門であh 彼は
新産業としての電力事業の基礎をきずお ζの電力事業を草子こすことκよって、明治末期、大正
時代をつうじて、県産業界κbける’金問時代 をつくるわである。大矢は、中越鉄J誌にすべて
をかけて失敗し、彼の鷹柏村κ訟ける政治・経済・社会的活動は、ほほ明治30年代で会わるの
でるるが‘大矢と同時代人である金問。社会的活動は、明治末期、大正時代をつうじて‘ー経上
昇の過程をたどっている。悲劇jの人物としでの大矢とも富山県産業界の願者と~る金岡の二人はB
明治34年の増税案Kたいして全く対照的念態度をとっているのである。との点κ‘その後の両
者の運命の相違が象徴的に浮彫されているようκ思われる。
3 4年の増税案κたいする態度からも知られるように、大矢は緊迫した国際情勢のもとにあ円
てはも困難κ処女るために、ぞれまでの一切わ国内の府級対立をこえ、一身の儀性をかえbみず、
民族、国家のためκっくさねば宏ら合同とするナシヨナリストであnた。大矢は、ひとたび、民族‘
国家のことが問題になる限九自己の地主‘事業家としての木容や計理の観念も後告をにしDぞいて
しまうといのたタイプのロマンチストであ。た。したがって、平時にあη ては、小作依IJl'C同調する
態度をとることがあったとしても‘ひとたび国難に直面すれはL地主も小作も相共κ一身の儀性を
かえDみず、国難民処すべきであるとV>5の力、ヌ決の主張であれ立場であったと考えられる。
ぞれ故κ、 3 7年の戦時増税を理由としての分与米減額κついては、大矢はけ内して反対し念かっ
円ど口、ろフ。 ζの大矢の考え方杭 36年のこA弐の北海道移住後舵も、鷹栖村κ生きていたとみ
てきしっかえを IAo
一方‘萩原の方はどうか。萩$｛D思想的立場んその運動の性格は、増山氏からの関取bからも
知られるどとく、本来、協調主義的をものであ九つねに皇室中心主義を強調L. 自作農主義と反
社会主義を方針としていたから、同露戦争を契機としての戦時増税丸小｛矧l]rてかいても一部分負
担すると凶うこと犯は、原則として反対しをかのたであろう。こうして、明治37年の鷹栖村の分
与米半減事件：~:t~いては、大地主・式決と小作指導者・荻原は、地主と小作と立場は桑っていた刀、
｜可じく民族主読者、皇室中心主義．協調主義者として、共通の場κ立っていたと考えられる。 ζ
うして、分劫長誠額問題κついては‘全廃というととでは念仏半減という妥協の上仇何んらの
反主'1~ く受けいれられたとみられるのである
以上、 37停の分与米半誠事件は一応‘納得が凶くとしても‘依然として問題なのば、明治40
字。分与米全廃事件である。『村史』によれば、 仁戦後κ1j:0 ても〈地租が〉誠額になbまかn
- 43 -
たので、現治40勾三氏は〈分与米は）全廃された。」（ 1 9 .5頁）と念っている。明治40年κ
は‘すでκ戦争は会わnて会九 37.年よタ以上の増税は念かnたちのであるから、分与米半減を
持続ナるのはわかるとしても、地主側からの追打として、全廃され‘ぞれκ小作倶IJが反対してい
をいというのは、問題でるる。‘ ζの点κついて出納得のいく答は見出じがたゅのではある語、
次の点は考慮さるべきであろう。小作側としてほ、ナでtc3 7年の分与米半減・e:i;.＇：） ζとで、第
一段n:沿いて譲歩してしまのているから，.＇ 4 0年K全廃という追打をがけられでも、有効念る抵
抗運動を組践しκ〈か円たのでは念いか。しか」伺ょg~~ 根本的κは‘永小作権確立κ ょ。
て、小作側の経済的余力が生じてbh 分与米全廃κ応じえたととであろう。小作側としては、
ζと小作権の取上げという死活問題にきれば、すべてをかけても抵抗する刃2、分与米の削減とI'¥
D点では、氷小作権が確立して凶ると凶う基盤の上では‘それほど切実在問題ではをかハたとい
うζとかもじれ者い。
次ぬ大丸萩原の関係κbける最後の事件である‘大iE2年の村長後任問題をみよう。その点
Kついての、 H村史』の叙述は次のどとくである。
I L島田寿育館村長は｝大正2年κは小学校わ彩擦を断ヲする句集いくつかの功績を残した。島
田村長の陰κは、今弁助役¢補佐＂＇力を忘れては合ら 1j:レ可。島田村長は、小学経新築落成を機会！＜.
勇退した。次期小村長わ候補附轟師孫太良E‘今好信平の二人あ九村会はいずれを選ぶかκ決しか
ねた。両人は同年輩であるが‘従来の経歴でI主張雲師氏が見分であれ力量手踊からいのて今井氏κ
銀持するもわがるnた。折しも北海道から大矢四良~呆衛が帰省していたので、村会は大矢氏.n:指名
を一任したが大矢氏は第三者荻原正清を推せんしたので、両者のいずれかを指名するものと窓bて
いた村会は意外κ思n た治、萩原正清が就母した。
与止の『村史JjCD興味ぶかい叙述にもみられるどとれ大正2年κbける、小作ん荻原正清を
推せんした‘後任村長事件は‘村の政治κと円ては、全〈鴬〈バき事件であnたと言。てよ)A：。1ζ
のζとからして‘大地主‘大矢と小作指導者、萩尿の関係が、いか記密接‘複雑念it:微妙であnた
かがうかfJ~われるのである。とのようκ、明治時代をづうじて、 「大矢ー萩原Jの二人ば村の地主
小作関係、また、政治．・経済・社会関係にbいて、大き念役割を呆してきたのであれをきκ、明
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治時代の鷹栖村は、地主の大矢と小作の萩原ρ「大矢ー荻原J時代であったと凶nて差支え左ν、
ζの「大矢ー萩原J時代として鷹栖討は‘明治時代κおいて、全縞波の先頭vs立円ていたといいう
るのである。
大矢≪＇（議栖村にのこした足跡は、この村長後任事件をも円て終タをつげる。後には、を b残され
た20年間の余生は！＞＂＇えが‘腐摺村との関係Kがいては、伝言iの人として生きることに7まるので
ある。
一方、荻原の方は、ぞえ以弘、も自ざましい社会的活躍はつづくaぞの点の一端は‘すでκふれた
た、荻原K指導される小f悼室擁護運動は、鷹栖宇すにのみとどまらず、近隣町村Kひろがb、両穂波
君・Eの小作権の確立・拡大に大いに貢献している。大正？勾二 11月Kは、近隣町村の小作人組合を糾
合して｛米穀生産者同盟会」と改称し、その範囲はこ郡にまたがる大組織とな九活発合活動をつ
づけた。その間l七、萩原は大正5年5月30日に村長を辞缶し、大正8年？月 3D日からは、郡会
議員として活躍」郡会廃止の大正 12年3月31白までその地世を占めている。
~ぉ、荻原のその後の活躍は次のとお盲 bである。
大正 12缶、神戸キリスト教青年会館Uてなけ右自本農民組合之創立大会氏、オブザーパーとして、
荻原正清と他1名が富山県米穀生産者同盟会から出席していーる＠昭和九 2＆£とるに萩J議は、富山
泉農業団体連合会を組織いその会長Kなっている。との迷合会は、平野力三等の臼本農民党K連
絡をつけ、中央の本部から専従者としてオルグが1名富山K来て、自本農民党の看板をかかげて活
動していたc 当時は、農民団体として最大の組織である、昭和 2' 3年どろの最盛期Kは、 1万人
以上の会員をもnていた。この富山県産業団体連合会〈略称グ農団ρ）の演説会i'C立、演濯の背後に
尚弁旗をかかげ、まず皇室中心主義であることを前置きしも自作是主主義去反社会主義であるζとを
強調したといわれる。この農団の組織の結成む会長就任力、彼の農民i筆頭l指導者としての活動の
最後と合る。伎の死亡は、昭和 2~三世月 2 7日、 74才の時であハたので、萩尿はその死亡の時ま
で農民運動家としてのは念ばなしい活動をつづけたわけである0 .での点で犬矢とは対照的であm た。
荻原の後継者の2代呂会長は、宮崎吾知蔵であ円た。宮崎は、議部の石田の人であ凡特進将校
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K念。f王、退役陸軍大尉。～ζのH 農団H会萩原てきをた 実際に牛耳のていたのはも番頭格¢桐原治
作であ円た。河原は宇域端町西新図。人でt明治40年むろ、社会主義的論調で町政:f｝闘をした
『中越評論』を城端町で発行している。 ζれは、青年間の人気を博していたが 10号をまたずに寵
刊したer城端町史』 10 6 2頁、参照）。
（尚宏九とのグ長国，とは}jljf国広全国農民組合に所属する富山県連合会抗昭和2～？年どろ
活躍。組織人数は最盛期でも、 1, 2 0 0～ 1, 3 0 0人。増山、矢偽樹九松沢博吉（石動の人
で中心人物）等が中心で、組織人員は少をか明た力、活動では、グ農団＂ (fC~ぢら念かnた，と同う
（増山氏よ!J<D関取bによる）。
安政 4年 12月19 t3
(1858) 
慶応 2年 1月18 1:3ぺ18 6 7} 1 0才
アζ’ 矢 四 路長 f草I の 経歴
父大矢四良B兵衛の 2男として誕生。幼名愛一館、見嘉一応 4，才。
父死亡・ ζの頃よ九峰村水島村の加茂庄左ヱ門の寺子震に学ぶ
同学の友 四谷儀平。
明治ず 4年 2月々 'I 5己嘉一応死亡
(1871) 14才！
明治 7年 5月
(1874) 17才
明治10年
(1877) 2 0才
明治13年 2月
( 1 8 8 0 ) 2 3才
同
明治 15年
(1882) 
生五
2 5才
金沢竹下熟に入門、同行尿回恵笑（正安寺〉中西甚太時 JI辺純三。
竹下選、王陽明学念講ず。治国平天下を誌ず。ー麗新開をゐとし、
時撃を論じ、桑園を経営し養蚕を奨励。
高瀬村三清の若杉覚太良5の長女ちせと結婚‘若杉家は代身代官をつ
とめた郷家、 らせ 13才。
母邦亡、忠僕長田清吉 18才から大正？年苑亡までつとめる。
議Z波郡囲憲主食所有区域会議員K当選（掛敷会器議倉金）。
明治20年4月再選. 2 3年騎楢村義倉会規定を説置、義倉舗も代
人に当選、当選5凪勤続19年。
北立社（稲垣示）、ヰ摂社（島田孝之入 射水郡の相益ネお高岡
の越中義塾〈大橋十右エ門）等の有志と越中改進党を組積。越中改
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明治 16年 5月
(1883) 26オ
向 6J 
明治 15. 1 6年どろ
明治17年
( 1 8 8 4〕
明治 18年 2月
(1885) 
明治 18年 ？月
明治20年
2 7才
2 8オ
(1887) 30才
明治 18～ 2 0年どろ
2 0年どろ
進党分裂後、島田孝之らと共に多数の同志をひきいて中央の改進党
に加盟o
野村島よ D石動町に至る宮川通船会社設立。
現波都連合町村会議員K当選、五1!B丸村の岡本八平氏と選挙で対立
ζの年5ク村（鷹栖、苦力口、五郎丸、鹿島、不動島村）の戸長に任
命されたが辞退。小野有次氏にゆずる。
出町κ活飯事業創設（中越印刷版の前身〕
村内金融機関として、資本金5.0 0 0円の分通社を創設（席栖豊尉子
の前身〕。銀行条例公布施行とともに解散、加入者大矢田郎兵衛、
大谷三郎、渡辺栄次郎、四谷与平、台国七次郎‘多田茂三郎、中西
甚太郎、中谷壮平、韓日醸作、師円七。
破波郡連合町村会議員κ再選。
大漏ート右エ門、島田孝之、能リ、！？の勝山修蔵‘熊野喜太郎、加州の猪
俣節太郎、平出雄6と、立憲改進党懇談会を高間市に開催。
U富山県独立後、祭会議員に当選（補選〉～明治21年2月まで。
1郡同志20 1 1名と連署して‘地租軽減。請願書を大蔵大臣三条
実美yて提出（ 1 .7年秋よb米価暴落〉。
庄川通選、下梨村氷上善三郎と懇談し、鉢噛仁子、島田j顕平、小fl§
武平、藤井長太郎、小幡直次、小野有次らと発起人代左れ庄川通
運創設、社長水上善三郎ー専務理事大矢。
第 1期工事、下梨村より青島金屋口までの障碍である岩石取除を計
図。激流のためflt捧困難‘計画杜絶。
改進党の機関紙、北辰雑誌を刊行。
長iJ業動切、養蚕をすすめ、桑笛一万株購入、村民lて無償分与、養潟、
養豚を奨励。
道路改修を主張、地方産業開発を企麗。
出町一津沢一北蟹谷（末友）問、青島一廟額一石動間の道路改修。
腐栖村の改良米調製所を道場として剣道、柔道の指南を招いて青年
iの街武の気分を鼓吹。
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明治21年 5月
(1888) 31オ
同 5月
明治24年
(1891) 34オ
県会議員、半数改選抽センにより失格。再選～25年6月まで
嘱波米改良組合を組織い組合長とな日質改良伏木港より深i
川大阪へ回漕し‘好評をは〈す0
1 1月20日、臨時県会（問年7月大洪水のため、土木事業の追加
予算審議〕
1 2月 15日、伏木議取調案に賛成。
明治 21年 5月 2日 ｜村会議員～25年4月29.日空でO
明治2s!i手 4月30日 ｜村議再選～31年 4月29図までo
r ’， , 7月14臼 i県会繍選上埜安太郎と競争して落選。
明治2ι年 ' i島田孝之、吉田茂勝とはかれ濃波と高岡を連絡する鉄道敷設を企
(1893) 36オ
明治27年 1月
(1894) 37オ
4月
画、一寸市、三郡の有志をつのり、？月出町で協議会開催。
発起人32名を挙げて出願。
吉田茂勝、原白金之箱、藤井能三、志摩長平、堀二作、高広次平．
小中番直次、島田孝芝、大谷彦次郎‘大谷次郎作、春田嘉一郎、山田
正景、野村辰太郎、岡部長左手門、荒木文玉子、松村和一郎、河合八
十八、矢後孫ニ‘菊野久太郎、佐々木擢次郎、西能源四郎、岩倉与
'B'f;G，安念次tr_ヱ門‘大井長平、大矢田郎兵衛、松島与信、桂耕白
八郎、藤井長太郎、長谷川孫三、田上六太郎、正村義太郎、中村林
造 （『出町史，Jlvcは桜井宗一郎も入っている〉
富山日報（改進党系〉社長就任
中越鉄道発起人会議の結果、創立委員として鳥田孝之、吉田茂勝、
正村義太＆G、大矢四郎兵衛、藤井能三‘堀二作、小幡直次の 7名を
選定（ 7月11白高広次乎を委員に追加）
6月30，日 I l薄栖村村長K就任～30年五月 13日まで。
岡本八平、安念次友エ門らと共V亡、出町V亡中越銀行を設立、当時資
本金2.0万円、昭和10年代55 fl万円。
現~~ ~~5 ；月 3 8才 ｜県議改選当選～29年 6月まで。
2月 1県会議長～29年 6月30日。
県知事徳久恒範カミ河川！の災害復旧に冷淡。その費用を産業、教育
に向ければよいとし県会にも代理官のみで、徳久知事は出席せず、
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明治28年 10月
1 1月
明治 29年 4月25日
(1826) 39才
県会と正面衝突し、県会解散、改選したのが今期の県会議員選挙。
大矢議長上京．内務大臣野村靖に会ν、‘知事更迭と治水費国庫補助、
三大河川国庫支弁を要請。知事まもな〈更迭（ 2 9年4月1日香川
県へ〉
自費にて関西地方の鉄道視察。
中越決選仮免許状、ついで本免許状。
創立総会を出町κ開催、会長K島田孝之、取和祈~Viζ大矢、島田、矢
後孫ニ．佐々木権次郎‘菅野伝右エ門、志摩長平、正村平太郎の7
氏、監査役に安田善四郎、正村義太郎の2氏選挙。
4月30日｜取締役の互選で大矢．社長に当選。
6月 ｜起工式を高岡市博労可で挙げ着工。
（高岡慨も〕 7月 ｜大敵、施工大困難K遭遇。
明治30年 ？月
(1897) 40オ
明治31年
( 1 8 9 8 ) 4 1オ
明治32年
(1899) 4 2オ
明治 33年
(1900) 4 3オ
庄川流水を利賀村栃原峠から井波瑞泉寺後杉谷へ引水落下ぜしめ、
発電工事を起しも一方その水を利用して合口用水とえ主し、東西明波
と射水の三郡の農民へ供給し， また井波町附近の荒蕪地を開墾沃 J
土（reする計画をたて‘工学士水木常信氏をして狽i置立案に当らぜた
が、実現せず。
村内有志とはかり、資本金 1万円の合資会社鷹栖銀行を設立。大正
2年ー 2 0万円、大正？年vc5 5万円十て増資、昭和6年 7月金沢銀
行へ合併。
中越鉄道‘ 5月4目黒田一括野間 10哩55、8月18臼福野一福
光間30樫 26、 10月31日福光一城端間 30哩 12、開通。
中選鉄道、 1月2日高岡一黒田間 10哩28、開通。
衆議院議員K当選、解散後．再度当選。
5月25日富山日報取締役K任ず、 35年7月15日誇職。
中越鉄道‘高岡一伏木40 ~堕 5 玉、開通。
中越鉄道凪の株価暴落（当初 1株 50円カミ 1 6円K暴落）払込延
滞者続出、資金不足．大矢氏私財を左げうち．一切関係をたっO
北海道岩内郡小沢村の未開地を借受。
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｜明治 34年
(1901) 
明治35 ij三
4 4オ
(1902) 45オ
8月
明治 36年
(1903) 
明治 36年 五月
4 6オ
4月30日
明治40年
(1907) 
明治 41年
℃1 9 0 8 ) 
明治 45年
(1912) 
大正 2年
(1913) 
昭和 5年
( 1 9 3 0 ) 
昭和る年
5 0オ
5 1オ
5 5才
5 6オ
7 2オ
政府提出の増税案十亡、憲政本党内賛否両論。
大丸増税案K賛成、主主問叉左エ門反対。
5月 13日夫人死亡。
第7回総選挙、大選挙区常止単記無記名、当選。
l桂内閣、東麗の風雲急、因坊計画、 1 0年継続事業として特別地租
増徴の5年間の年隈を廃止して、永久税K替える予算案提出、議会
反対、解散。
5月1日衆議院議えに当選。
！細郡J沢町 07J :t-'f a:t1:r受け l~iH'EKtIEt VL:従事。その後立候補ぜず。9月議会開院式で河野議長の奉答文事件で解散、
！腐栴村、 村会議員に当選。
！嘱波郡忙中学校創設の計画があると知夕、 JII上知事に面接、陳情し、
｜中学設置は鷹栖村に決定。村民と決議の上、義倉金3,0 0 0円を設
i立資金として寄附。残金は軍人分会K奨励金として賜h 義倉会は
自然消滅。
｜幡宮E挟道臨の発起にあたり顧問に推される。
i脚本す械の閲てっき萩原氏村昨日。
？月 25日死亡。
4月 17日薦縞村Uてないで、追悼会総行。
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第 2章 明治期の砺波地方と高i司と 0関係、
第 1節 明治前期（ 2 0年まで）になける砺波地万の富山県経済に占める位置
1項 明治 16年、富山県分県の事情
明治時代の車電波地方と高岡・伏木との関係を追求するl写あたっては、その前提として、まず、明
治 16年に王子ける、富山県の石川県からの分離の事情を検討するととが必要である。をんとをれば
明治 16年のとの分県は、政治・行政上の理由によるものであるととはもちもんである治、その根
底Kば経済的の理由があり、とのうち、嘱波地方と高向・伏木が大き左位置を占めてWるからであ
るn
明治元年以来の、越中の行政区商は、め全ぐるし〈変遷している 0 c注〉
（注）との点については、城宝教授の論文にくわしく（城宝正治『北霞行政豊富の改変とその沿草地
図』、宮大経済論集、第4巻第2号所支）。いまは、その点、に深〈立ち入らないで、？とだ、明治
1 6年分県の直接の推移と事情のみを検討しょう。 ζの事情については、『富山県政史』第2巻、
第4巻にくわしい。以下『県政史』を中心とし左がら、その他KIJ越中史料』巻四、 F高岡史
料』下、『小杉町史』、『城端町史』まどを参考lそし左がら、その要点をのべよう。
元来、越中一円のうち、茶器時代tては、摂波郡射水郡の全体と、新｝I聞の大部分は、方自賀吉万石
の領下tて属し、富山落10万石の領下に属してい免のは、婦負郡と新JI！郡の一部分bてすぎ在かった。
との主事務時代以来の長い伝統のゆえi’て、両者は、政治・経済的に鋭〈対立し、文化的きた感情的に
も、根深い対立意識があったQ その点は、現在にないても、ななじぐ富山県内であ lJ）ながらも、呉
羽山をはさんで、呉東と呉西の異和感と対立意識のしと bは、いまだK根強〈残っているといって
よい。
明治 16年氏、との対立意識と異キ印惑の板強刷、！日百万石領下と旧十万石領下が、統ーして一つ
の富山県として、石川県から分離したのでゑる。越中一円が、とのように、明治16年κ、その全
領域をあわぜて、富山県として分離するのであるカ弘明治時代K入ってから、 1 6年までの時坊に
ないても、明治4年 11月20日の新川県設置をでは、旧百万石領下は、金沢県K所属し、！日十万
石領下は富山県（第1次Hて所属し、幕蒋時代以茨の分割統治の伝統が引継れていた。越中一円が
新J1県としてで県の所属と在るのは、明治5年？月 27日以来のととであるが、明治？年4月1.8 
日lては、主た、との新川県は石川県に併合され、それ以後、明治 16年の介県にまでなよぶのであ
る。
ζの分県のために、明治15年夏、越中国内の町村の有志代表50余名が富山で会合して、分県
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決議をなと左っている。この有志、代表50余名は全越中を代表する人たちであったが、その中では
伏木の藤井能芝、嘱波の島田孝之、下新川の米沢紋三郎、田村権昌、富山の入江直丸高｜司の堀二
作らが中心人物であった。 ζのうち分権運動の委員長に米沢紋三郎、副委員長に入江直友を決定し
陳情文をもって、上京してwる。とのようV亡、旧百万石領下と旧十万石領下ρ両地域をあわせ？て、
富山県として、石川県から分離したのは、地理的、地域的には、当然の ζとといえるが、その経済
との理由につlハてはどうか。
越中選出の県会議員たちは、明治 15年の石川県会（そかいて、操当局や加賀、能笠選出の言委員た
ちと、激し〈わたbあってwる。越中｛測の主張を整理すれば、つぎの三点に要約しうる。第1には、
石川県当局の土木費計上の中心刀、官公署．学校（金沢法理学校設立問題）の建築なよび道路修築
Vてなかれてlハたのにたいして、越中側は、越中ーの河JIIの洪水、 ~[J，滋をふせぐための河川修築の必要
を力説した。つまり、県当局は、石川県全体を、明治政府の中央集権的政策の枠の中にいかに組込
んでいくかとしq うととが中心であったのにたwして、越中俣IJは、越中独自の地方的利害を中心とし
たので；！.り、とれは根本的＊対立であった。第2は、越中側は、伏木港対策の重視を主張したので
あ人との点も、県当局、主的自賀・吉踏の立場と町長本的に対立するものであった。第五点とし
て考えられるのは、 1、2の点ほど表面立勺た論争はみられないが、ある意味では、 1、， 2vc:劣ら
ぬ重要問題であり、富山県分県にあたって、高岡例！の態度決定にとって、決定的念重さをもっ問題
であった。それば、明治初年以来、高闘が米穀取引所の設l置を何回も申請じたととにたいして、そ
のつ戸、県当局から許可され左かったととである。とれば高向商人にとっては、耐えがたい事実で
あり、そのととが、高悶側の分県連動にたいする熱意を倍加したととは見逃すととはでき左い。
以上の三点からして、越中一円が、石川県から分離するととに意見の一致をみて、統一的在分県
運動をつづけたのである。との三点、のうち．第1の河J1修築という点は‘越中全体としての、共通
ずる要求事項であれその点、；石川県から分離するという ζとについては、越中内部Vてなける利害
の対守口をい。去とろが、第2の伏木港対策の重視と、第5の高階j米穀取引所設置問題は、呉東地
方には、直接に関係の左いととであり、務波なよび射水を背景としての、高岡・伏木の問題であ勺
た。 ζの高向・伏木の致命的な利害関係にないて、加賀・能登と対立したのであb、とと氏、！日百
万石領下にあり、ぞれゆえに！日十万石領下とは、利害や感情の対立意識の根強かった、高岡・伏木
が、呉東地方とともに、分県運動に積極的κ参加した根拠があった。もしも、高岡・伏木の経済的
要求カ込石川県当局に工って、好意ー的l之容認されていた左らば、明治 16年の介県は違った形をと F
っていたかもしれ念加。とにかく、呉西‘呉東の対立意識が根強かったから．両者を統一しての分
県運動をもり上げるには、その間に複雑念事情ややりとりがあったと思われるq そのととを示すー
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例として‘『堀二作翁伝JVてある次の叙述は興味勝、。入善の米沢紋三郎と高岡の堀二作の話合い
にないて、 「分県の暁V亡は、富山と高岡は…………挙泉一致の歩調をとるため比は、県庁の位置は
富山とし、高岡は商工業地の立脚点から、米穀取引所その他の商業機関ば、高岡K譲らしむるとと
の交換条件で、妥協を遂げたJとある。 ζの妥協策にみられるどとし高岡側としては、県庁の位
置を富山とすることで、行彦ζ土の中心は富山に譲るが、 ζと経済の点では、あくまでも高岡ゆ心と
いうのが‘一貫した考え方である。分県のときになける、両者の役割分担の考え方が、それ以後の
県経済発展にないて、微妙左尾を引〈 ζとに念る。す左わち、県経済発展の過程で、富山の方力、
商工業発援にt.~V>て、高伺の位置に迫まん両者の役割分担K変化が生じた場合、との点カ『問題と
在ってくるのである。
（注〉 分県の事情については‘ ζの他にい〈つかの興味深い問題があるカ、さしあたっては、
次の点のみを指摘してなく。富山県の介県をめざして、熱烈左分県運動がもり上b、上述のどと
〈、明治15年』て介県の決議をして、決議文をもって上京！凍情している。しかし‘ ζの分県にあ
たって、決定的念力とをったのは、明治15年の 5～5月の石川県通常黒会からi引続き、同年7
～1 2月の継続通常県会になげる、県当局と越中側議員たちとの激烈宏弁｝立・抗争である。 ζの
県会中に、越中側の議員．稲垣示（富山県自由党の第一人者であ!J.改進党の島田孝之とともに
明治時代の、県政界になけるこ大政治家の一人〉は、はげしく千立玉県令を攻撃したので、それが
官史侮辱罪であるとして．警察署K拘引きれ、実7刊を科せられ、議員を除名されるという．稀有
の事件がなとった。との事件は、全国守反響をよび、中央tてないては、東京府会議員等は、事件
を重視し、田口卯台、鳩山和夫、島田三郎等は、稲垣示擁護のために、積橿的K働L かくして
全国的左大事件V亡をで発展した。との田口、鳩山、島田等の動きκたいして、警視庁は事態の発
展をたそれ、彼等の活動の禁止を申渡したoとのように、石川県議会・開会中vc;kける稲垣示の
拘引事件カミ全国的左大問題と在ったととが、翌1 6 年の分県の実現~［ とって、決定的~影響を
あたえているととが考えられる。をた、 ζの 16年Vてないて、石川県令は、千坂高雅から岩符高
俊にかわって加るのである。 （『富山県政史』第4巻、参照）
2項 明治前期の富山県経済になける嘱波地方の位置
1項でのべたどとし明治 16 ~誌に、富山県は石川県から分県し、それ以後、行政区画は現援に
いたっているのであるが、当時Kなける、~寄波地方の県経済Vて占める位置はいか在るものであケた
か。その点、の検討にはいる前花、明治5年Kなける、患の農業以外の生産の大綱をしめしている’貴
重左数字であるので、まず，その点にふれよう。
- 53 
『越中史料』巻西には「県の管理vc係る諸般の事項を大蔵省に上申Jする上申書fてみえふ「明治
5年‘新川県よれ大蔵省御調理に付書上jのうちK、「諸建物一ヶ年出来高大綱見込Jがでてい
る。それを抜書しよう G
f新JII郡
人白木綿
九石灰
1、妙子鰯
九売薬
人煙草
1、生糸
璃波郡
人絹
T、紬縞
T、木綿縞
1、布縮縞
1、布
1、蚊帳布
1、麻苧
1、苧給
1 .石灰
1、合羽紙
1、傘紙
人中折紙
1‘蓑
1、校柿
1、菅笠
1、和田煙草入
人生糸
1 0 ,0万反言十
7 8万55 0 0貫目計
2 0万俵言十
旅稼共 11 3 7人
1 0万斤言十
5 0貫目計
3万 19 6疋言十
1 3 9 6疋計
2万20 5 9疋計
1万52 1 9疋計
5万60 4 7疋計
1 0 2 0疋計
但目形3 5 3 91巴言f 5 0 0呂ムイ百
3 7万給計
8 8万50 9 4貫目計
へ40 2 4貫呂計
l 0 6 4貫目計
1万4,99 0丸計
1 7 1 5枚計
五5万計
1 2 2万 08 0 0蓋計
2万20 0 G計
5 50 2恕計
イ旦、福光本す、今石動町、福光新町、井波町、五ク山元両組北川村等、久利須村等出来、
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内＞ 3 3 8 7把計
2 1 1 8把計
地払
他管下払
1、真綿 4 1 2貫 73 0白計
イ旦‘福光村、井波町、お！！村等4ケ村
内、 18 0貫 50 0百計他管下払
2 3 0貫23 0目計地払
婦負郡
1、紙 凡見図難相立
1、石灰 向上
1、売薬 2 3 3 3人計
1 ＇生糸 凡見図難相立
1、茶 向上
右書面之通侯也J ( 4 5～4 8頁）
との「諸建物ーク年出来高大綱見a込Jの数字が．どの程度に、当時の実惑を忠実につたえ～てW る
かは、問題であるとしても、少くとも、 ζの数字から各都の県経洛に占めるイケf雪づけは‘十分応う
かがえるだろう。
す左わち璃波郡は、新）1・婦負の両郡Vて比較して‘諸産物出来高の多様性Vて沿いて、圧倒的な優
位tてあるととがしられる。婦負郡の場合は、農業を別にしていえば、売薬行；－＆以外には、他にほと
んど見るべき窪業は左〈、婦負郡は、橋波郡との比較にないてはもちろんのとと、新川郡と比較し
でさえ、まったく問題にならえとい‘産業上の貧寒在地方である。つぎに、璃波郡と新川郡を比較す
ればどうかoたしかに、新j1郡には、嘱託手：郡に存症し1.cい売薬行言語、砂干鯨煙草をもっているし、
また魚津近辺の白木綿tてないて、祈川郡は著名であった。しかし璃波郡は、綾物業にないて、ただ
白木綿の生産をもたないとしても、生糸、真綿、絹、麻、木綿という多種多様を生産を誇b、をた
紙、菅笠、蓑等は璃波の特産物であり、全体として、璃J皮郡は、新川郡V亡比して、圧倒的左優位に
立ってiハたとみてきしっかえない。つまり、明治初期の璃波郡tt、農業以外の産業にないてい県
経済で圧倒的な多様性と豊かえk生震をしめていたのである。。
石川県から、分県した明治 16年の時点に必ける、璃波の、県経済｛ζ 占める位置づけロどうか。
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『富山県統計書Jは、分呆の翌年、 17年の分から全部そろってなれその点、県経済分析上で貴
重左資料である。以下、明治17年『富山県統計書』から、農、・工・蕗の情況を検討し Iう。
まず、農業生産について。
第4表によれば、明治17年K沿いて、璃波郡は、農家戸数は32. 8 7 5戸で、とれは全県の農
家戸数の 32. 7 %である。米（勝約の収獲高は. 3 5万石で、とれば全県87万石の 40. 5 %で
第 4 表 明治17年、農家戸数、米の収獲高、植付段別
梗 米 罵 米
農家戸数 」
収 穫 段 )Jlj 収 穫 段 男日
Fl 石 町 石 町
上新 JII郡 2 2,41 7 1 55,32 3 18,420 S,39 0 1,3 3 8.( 2 .3必） ( 1 7.9係） (2 7.3労〉
下新川郡 14.8 4 0 
78,719 呪020 6,9 5 5 1, 0 0 2 
( 1 4.7) （立05) ( 1 3.3) 
（両新J:i郡〉 37.25 7 2 3 4.0 42 27,440 15.34 5 2,3 4 0 ( 38.0) (27.0) ( 4 0.7) 
婦 負 郡 10,799 
9 3,69 0 7, 1 9 3 4,8 6ヰ 463 
( 1 0.7) (10.75) ( 1 0.6) 
射 水 郡 ‘1呪821
189,122 13,5 6 5 6.88 5 52 4 
( 1呪7), ( 2 1.8〕 ( 2 0.1) 
璃 波 右E 32.8 7 5 353,283 19,314 
2 2,4 4 9 1.32 0 
( 3 2.7) ( 4 0.5) (2&6) 
合 ， 一計 1 ~ 札752 870,138 67,513 4ヌ545 4.&48 ( a o.o) ( 1 0 .0〕 ( 1 0 .0) 
明治 16年合計 100,456 67,733 70,602 4.584 
（明治17年r富山県統計書』よb作成）
ある。との梗米の作付反別は、，1万8千町歩であれとれは、全県6万8千召了歩のz&6%にあた
る。以上の数字から‘璃波郡は、全県下の梗米収穫高の4割を占めているわけである刀、 しかも、
との 4割の収穫高を‘農家戸数では県下農家戸数のーで、をた全県下の作付反別の 5割κみた＊い
3 
作付反別であげているととがわかる。とのととは、璃波郡は、全県下K沿いて‘第 1(IC：、収穫高’の
比率にないて 4割κなよぷ大きさをもっているとと、しかも．第2には、との大き＊収穫量が、高
い反当収量でもってなされているととを、示している。との収穫量の絶対的大きさと、同時に高い
反当収量の、二つの点にないて、縞波郡が幕藩時代以来、加賀百万石の穀倉として著名であったゆ
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えんをみるととができるのである。その点を、他の郡との比較にないて、検討してみよう。
いき、上・下の両新川郡を、矯波郡との比較のために、両者をあわせて、新川郡として計算すれ
ば、つぎのとなbである。すをわち‘農家戸数は全県の 37 %，梗米の収穫高は 27 %~作付反別
では 40. 7 %である。したが勺て、新川郡は、農家戸数と作付反別では、璃波郡を ζす大きを比率
をもち左がら逆K収穫高の上憶にないては、璃波郡ょbも格段K劣る収穫しかあげてw在いのであ
る。つま九とのととは、新川l郡の反当収量のは創立だしい低水準を物語っている。
射水郡と日露波郡を比較すればどうか。
射水郡は、農家戸数は全県の 20 %、梗米の収穫高では 21. 8 %、作付反別では 20%である。
したがって、射水郡は、収穫量Kないで璃波郡の半分であb、をた反当収量も低いととがわかる。
ただ、射水郡の反当収量は、璃波君~vc 比較すれば低いが、 と述の新川郡ょ bは高い水準であるとと
は注意されねば左ら左ぃ。
婦負郡と璃波郡を比較すればどうかの
婦負郡は、農家戸数、収穫量、作付反男iJのいずれにないてい全県下の 1割である。したがって
その収穫量は璃波郡の工であり、かつ反当収量もはるかに劣るわけであるoただ婦負郡の反当収量
の水準は、射水郡と向水準であり、その点、璃波郡ょbは劣る力、新jI 信·~よ b も高水準にあるとと
は、射水郡の場合と同様である。
とうして官官i皮郡は、県下の他の新J1.射水、婦負の各郡に比較するとき、明治 17年にないて、
米作では、圧倒的左優位にたっているのであり、穂波ば富山平野の豊か念穀倉というにふさわしい
位置を占めているととがわかるのである。
工業生産Kついてはどうか。
同じ〈明治17年『県統計書』にでてV>る、工業生産の数字は、第5表のどと〈である。第5表
！＇＼＇.なける、各郡の位置づけをみれば、つぎのどと〈である。婿波郡は、麻布、絹布、苧総．菅笠｛そ
ないて、両新JII郡は、木綿tてないて、射水郡は、鋼、鉄君主漆器、苧絶K沿いて、をた氷見郡は畳
表に公いて、それぞれ目立っている。 ζのうち身材く郡の場合は、その特産物の銅・鉄器・漆器の生
産は、全〈高岡市街の生産によるものであり、との高岡市街をCぞいてみれば、射水郡の特産物は
苧維のみと在る。その点をふまえて、各都それぞれの特産物を検討してみると、璃波郡l昔、その種
類の多様性VてなWて優れる。その意味で、高間・富山または魚浄の市街色をのぞいて、郡別の比較
でわえば、璃波郡は、もっとも多様左工業生産をもっ地帯と称してさしっかえ左いのとの第5表に
みられる、明治 16・17年の有様は、上述の明治5年の「諸物産一ヶ年出来高大綱uvc示された
場合とほぼ同様であれしたがって明治初年J;,来、明治前期をつうじて、璃波地方は、県下でもっ
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第 5表
種類
トーー一一一一一一
木綿
郡
製造及び製造高 製作及び製作人員
名トーム一一一一一一一 一一一＿， 一一一一一←ー 」一一一
明治 17年 ｜ 明治16年 ｜ 明治 17年｜明治16年
上新川
下新川
再掲富山市街
????? ???
魚津市街
???
再掲高岡市街
鉄器
荷揚
漆器
畳表
苧殺
縫針
菅笠
去す 水
高両市街
下
射
??
璃波
魚津市街
高岡市街
射水
射水
再掲
嘱
射
再掲氷見市街
璃
波
水
波
反 i 反
7 7,2 2 o I 1 5 4.56 6 
1 6 1, 1 1 0 
3 4.0 0 0 
5 5.0 0 0 
59,147 
23, 1 00 
円
9 6,0 0 0 
9 6.0 0 0 
1 5.0 0 0 
1 5.0 0 0 
787 
3 2,5 0 0 
200 
787 
3 2,5 0 0 
11.001 
8,4 0 0 
994 
級
品、000
6,0 0 0 
'l 0, 62 s本
3 8 4.84 0 
7ヌ500
17,000 
1 3,0 9 0 
?
??????? ?
??
?
??
2 04.0 0 0 
3 6,0 0 0 
3る，00 0 
900 
41J,40 0 
500 
900 
?
、
?
?
?
? ???
?
??
2 2.0 0 0 
え18 2 
1 2,0 0 0 
1 2,0 0 0 
s,s si本
人
5.1 4 7 
2 2,64 9 
Z,2 0 0 
1 0,8 5 0 
1 1,1 9 2 
5.3 0 
1,0 0 0 
1,0 0 0 
400 
4 0 0 
37 
2 1 0 
3 
37 
2 1 0 
500 
4.0 0 0 
4,0 0 0 
1 1 0 
1 1 0 
6, 1 0 0 
人
5,3 7 3 
2 3,5 9 2 
2.5.る5
1 2,6 0 0 
15,1 4 2 
770 
1.5 0 0 
1,5 0 0 
500 
500 
40 
230 
5 
40 
230 
700 
2 8,0 0 0 
8, 0 0 0 
1 6 0 
1' 6 0 
’6.4 0 0 
（『富山県統計書』明治 17年より〉
とも多様左工業生産を誇る先進地帯であったといえる。
つぎに、以上の明治 16・17年の時点にお吋ナる、務波郡の農・工業の県経済K占める位置を、
伏木港を経由する商品流通の側面から検討してみよう。
まず、伏木港の東岩瀬港との対比でみた、輸出入物品の価額は第6表のごとくであるa富山県の
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港のうち、著名左ものは．伏木・東岩瀬・魚津であ b、『果統計書』明治17年には、輸出入の総
第 6表 著名港津輸出入物品の元俗
（『富山県統計書』明治17年よ !J) 
額のととるには、前三者ーだけが出ている。魚津港は伏木K比較すればまったく問題にをらず、東宕
沼港と比校しても、その輸出入物品の倍額は劣る。第6表iてついて、伏木と東宕瀬の問答を上倣し
よう。 16年 17年の両年κついて、年次に工って各港の扱うi適格が笈勤しているから、両者の対
比を確定的左比率で表わせ？をい力、輸出入のいずれについても、伏木港は東岩瀬港に比して5～る
倍の物品価額の取扱いをしてwたとみてよい。つぎに商港のなのかのについて、輸出入の比較をみ
れば、伏木港では、 16年・ 17年ともに、輸出の価額が、輸入の価額を大き〈上回っているのに
たいして、東岩瀬港では、逆に輸入の方が上回っている点で、 i南港は対照的である。 ζうして伏木
議は東岩瀬港に比較して、輪出入の価額のいずれにないても比較に左らぬぐらいの額の取扱いをし
ているのであるが、との伏木港は、落波・射水の両郡、とく κ繍波郡を背景として、その経済のた
めの物資の輸出入にあたっていたのである。
つぎに、両滋なよぴ魚津港の輸出入商品の内訳を検討しよう。
上述のように、伏木港は、県内随ーの上七率で輸出入商品を取扱う港であるが、取扱商品の内訳l士、
第7表のごと〈である。輸出品目についていえば、 トイ立10品自のうちで、とくに米は輸出価額の
圧倒的比率を占めていることがわかる。す乏わち、 16年では、総輸出価額の 65. 4仇 1 7年で
2 3 
は、 7 5. 5 %であれつまり、米の輸出のみで、総輸出のー左いし、ーの上i七率を占めているのであ
3 4 
る。との米にたいして、 1.6年の第2位にある銃鋳器は、上略V亡して、 5.2 6 %, 1 7年の第 2位
Kある売薬は 6.6 %にすぎ左い。また、東程淑と比較した場合、伏木港は、輸出入のいずれにない
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1 0品目のみ、他は省略〉（ー上位‘輸出入品目伏木港、7表第
一？｝
4コ
115Jう20
梱
334 
樹
604 
梱
1,408 
梱
991 
禰
2.775 
禰
3273 
梱
2548 
ダース
10βる？
匹
31β∞ 
????????????
?
???
?
?
???????
?
??
47, 997 116DOO 〔11.8ゆ
和洋
反物類
71,135 
c 4.8部）43200 恕麿
本
5253 
?
fh.988 32500 苧
反
555 I稼
栂｜
49 I薬
反
90,000 
52ρ45 
(22的綿
99,100 
(67需〉種
69,')73 13βDO 412171来日鉄洋
1m~I~、 53,591 11,450 ??
47, 970 器
樹｜石炭
899 I ' l'I由 26.660 15.300 
??????
?
?
?
楢
65 
? ?? ?????
22150 生
41,216 
21.645 
梱
i.ss2 I陶30,923 
綿
傘
荒
27, 130 ；句
〕内は、総額にたいする%。『富山泉統計書』明治17年ょ ！？ 0 
と〈に輸出Vてないては、 16年には
2 3 
との伏木港の輸出の－;iいしーは米のみ
3 4 
の輸出価額で占めているわけであるから、いかにその占める位置の重要であるかがかかる。
ても、東岩瀬港を大き〈上回っていたのであるが、そのうち、
1 7年には 7倍の翰出価額の取扱いであったが、1 0倍、
1 7年をつうじて、第1位は、1 6年、つぎに、伏木i替の輸入品目の上位 10品目のうちでは、
l 7年は材木類、和i法反物類と1 6年は薬種、唐穂、5位については、鱗左ど肥物である。第2、
1 7年の材木類は 12. 2・1 6年の薬穫は 6.7 ~語、唐紹は 4. 8%であb，、在っている。その比率は、
1 7年の数字からして、鱗
しかもそれのみで総輸入額の2割念いし4割を占めている
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仇和洋反物類は 11. 8 %と左っている。これら上金5品目の 16年、
左ど肥物は、両年をつうじて第1位で、
のに、第2・第5位は年次Vてよって異なb、しかも、それらの占める比率は、 16年には 1割以下、
1 7年にも、 1割を者干上回る比率Kすぎ左い。とうして輸入品目になwても、米作のための緋主主
ど肥料の占める比率の大きいζとがわかる。ただ、輸出品目第1位である米の輸出総額K占めるる5
%～7 6必という圧倒的左比率に比較すれば、輸入品目の場合は、同じ〈第 1位を占め、高い比率
でありまがらも、肥料の位置は低い。それはともか〈として、との明治 16年、 17年の時点にか
いて、輸出入品目の第1位、しかも圧倒的在比率を占める品自治込翰出品目の米と、輸入品目とし
て、うj(:作のための鱗左ど肥物であるととは、十分注意されねば友ら左加。
つぎに、東岩瀬・魚津両港について、輸出入品目の内訳をみよう。
；東岩瀬港については、総出品目で『県統計書』i'L記載されているのは、 5品8にすぎ念ν、（乏な
輸出 5品目の合計と、第6表の数字とはあわ左いので、さしあたり、比率ば、第晶表の合計にたい
する比率をとった〉。明治 16年、 17 I;手の両年をつうじて、米は第 1位、であんしかもその比率
第 8表 東岩瀬港、 輸出入品百 （『宮山県統計‘害』より〉
輪 出 入
（但し、輸出品自については、『県統計書』記載のとなりである力主翰入品目は、上位5品目の
みとした。な訟、輸出入の合計は、第5表の数字とはあわ左いが、そのままのぜてなく。）
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出、 、 ，
?
?
??
?
?
?
?
?
??
??????? ?
?
?
『
?
第？表
翰
魚浮港、輸出入品目
（輸出入品目は、『県統計書』の記載のとなり。）
ば‘ 1 6年は6る.1 9色、 1?q三ば 85. 7 %と宏勺ている。第2位は‘両年をううじて売楽であり、
とれば、両年とも総輸出額の 1割である。繁5位は、明治 16年は茶で、比率は 4.4 6 gるであるカミ
茶の 17年の輸出額はでてい乏いoつまP、東岩瀬の場合も、その輸出品目の圧倒的な比率を占め
るのは米できうれ第2位は売薬である。ととろが東宕瀕港の米の輸出額は、伏木濯のそれに比較す
れば、明治 16年で十 1 7年では志にすぎ左V>oつま同港の輸出は、いずれも、米の輸出
Iてたよってい念がらも輪出額の絶対量にがいては、東岩瀬港は、まったぐ問題tてをらめほどの量投
のである。
東岩瀕港の輸入品目の内訳Vてついてはどうか。第8表で、上位5品目をみれば、明治 16年には
第 1 金綿花、第 2 位薬種、第 5 位緋・笹 El~V、第 4 位食塩であれ 1 7年fては、第1位和洋反物、
第2位鮮、第五位食塩、第4位薬穫とえEっている。 17年での比率は、第 1位の和洋反物は ＇｝＿1. 3 
f匹、第2位の鱗は 1z 6 %であh 第5位の食塩は 3.3 6 %とけたちがいに低〈念勺ている。 16 
年については、第1位の綿花は 1z 3活、第2位の薬種は 10.ヲヲ5‘第5位の鮮は 8.7 %の比盗と
なっている。つまり、輸入品については、輪出品にシける米の場合のどとし圧倒的な比率をもフ
商品はなく、 17年の和洋反物、 16年の綿花にしても 2割前後の比率にすぎ念いし、しかも、 16 
年第1位の綿花も 17年κは輸入品目ねまあがっていないようなありさまである。とうみて〈ると
翰入品目で最も安定した上位の品目は‘米作のための把料としての緋というととに左るが、この鱗
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にしても伏木港の場合のように、 16年 17年をつうじて、第 1位では左いのは注意すべきとと
である。つまD‘東岩瀬港の輸入品Bのうち、う￥：作の肥料と友る鮮は、最重要品目の一つである点
で、伏木港とかわら左いが‘とこでは、輸入超過である点にもみられるようK輸入品目では、緋に
劣らぬ重要念品目があることから‘鮮が両年次とも第1位には在ってい念いのである。
次に魚津港の；場合をみよう。
明治 16年の輪出品目の第 1位ば、第？表によれば、綿布（ 4 4. 8労）、第2位は生魚（ 3 0. 6 
必〕、 ~3. 位l＇.！米（ 2 4. 6各〉と7まってなD、 1 7年は第1位、米（ 7呪 Oヲn、第2位、綿布（
2 1 .0労〉と左っている。との同年次を比較すれば＇ ',1 6年ではうたの輸出額は、綿布、生魚につい
て第5位と左っているのにたV>して、 17年では、生魚の輸出額はなく、第1位米、第を位綿布と
左つてな九両年次で．ば；をはだ異在った様相をみぜている。との明治16年の魚潜浴の輸出の様
相は、上に検討した、伏木．東宕；績の！i1i1警の場合と異在ったものであり、魚津港の背景ーををしてい
る新JrI地方の産業上の等質に対応するものであるといってよ加。ただ、 1 7年に;1:ると、との輸出
品目の順位は一変し、米が第 1位に躍進し、しかもその比率は約8割と走れとの圧倒的を比率t、
伏木・東宕瀬南港の場合と同様である。しかしとの 17年にないても、魚津港の特徴点は、魚法近
辺の特産物として著名7を綿布の輪出が第2位で、しかも、この比率が2割と、相当大き左割合を占
めてなり、とうした点に、 1 7~三Lてないても、魚津港の特徴がでていろ。
魚津港の輸入品目の内訳については、 1 7年には、第1位4綿花（ 5 0.4%〕、第2位、鯨（ 34. 
0 必入第5位、和綿花（ 1 4.6 % ）とをつてなD、 16年は、第1位、綿花（ 67.6%）、第2
位、食器（ 2 4. 0労）、第5位、縫目緋（ 8. 4ヲii)と左っている。との同年次の輸入品目からみる
と、魚津港では‘伏木、東岩瀬の両港と異なって、米作の肥料のため心緋の占める位置は、いずれ
も第2位で．ととでの圧倒的左比率を占めるのは、綿織物の原料であゐ綿花である。
以上、魚津港の輸出入品目の全体をつうじていえるοは、 ζとでは．米の輸出と緋の輸入ば、伏
木・東岩瀬の両港の工う在、圧倒的比率を占めていをいで、綿布の輸出と、綿布の原料たる綿花の
翰入が、最重要左位置を占めているととである。しかし‘魚津港にかける、綿布の輸出と綿花の輸
入の第 1位の位置つけということから、魚津港の後背地の新川地方が、伏木港の後背地である嬢波
地方よ bも工業生産』てないで進んでいるとするととはでき左V>oというのは、すでに擬ナした、明
治5年、明治 16・17年の時点での農工業の分析の結果からしても、それはいえをいのであるし、
立た、輪的入品目の価額からしでもそうである。まず第 1~亡、魚漁港の輪出入の価額の絶対量自体
が伏木の場合と比較して．ま勺たくjil守涯にをらない。明治16年の伏木港の輸出額は、魚津港の Z8
倍、 17年では、 1三4倍であり、輸入績は、 16年で 11倍、 17年で 11倍であるつつまん
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伏木港の貿易額は、輪出入のいずれfてないても、魚津港の大体 10倍の規模えとのである。つぎK綿
布輸出Kついての両港の比較をしよう。
明治16年の魚津港の綿布輸出額は 13万 6千円であh とれば、同議の総輸出額の 44. 8 %で
ある設、伏木港の綿布輸出額は5万2千円であり、 ζれは同議の総輸出額Kたいしてただの2教K
すぎない。明治 17年については、魚津港の綿布輸出額は2万？千円で、これは 21 %の比率であ
るが、伏木港の綿布輸出額は4万？千円であ.!:J2. 7 %にすぎ友加。つ安b‘魚津港にとっては、決
定的＊位ctfi:を占める綿布輸出額も、伏木港にとってr：しまったく小さ左比率にすぎ＊いというとと
であb、それほどに伏木港は、魚津港に比して、輸出品目の種類と価額が多いというととであれ
伏木港の場合、との多様念輸出品目のうちで、米の輸出額が圧倒的左比率を占めているというととで
ある。翰入の場合も間様のととが加えるが、その点の検討は省略するO
以上の明治16年、 17$f：の時点になける農業、 TI業なよび伏木・東岩瀬・魚津5港の輸出入の
検討から、われわれは、次のよう左結論を下し得るであろう。
①農業生援にかいて、璃波地方は、その米（綾米〉穀収量なよび反当収量Vてお？いて、他地方を
圧倒する位置を占めていた ζと。
②工業生産にないても、その多様性と豊かを生窪量（！［ t.~1ハて．璃波地方は、他地方κ比して先
進地帯と呼びうる位震を占めていたとと。
③ ぞれゆえに、との璃波地方（身材く郡をふくむが）を後背地として、伏木港は‘？｜その輸出と緋
の輸入を中心とし、その他の品尽の輸出入』てシいて、他。東岩瀬・魚殺の南港を引きはなして桁ち，
がいの貿易規模を誇っていたとと。
（注） 他に越中米の生産・翰出を示ナ資料としては、つぎのものがある。それは『高岡史料』
下31 1～3 1 2真に所i訳されている、明治 17年 6月16日に、富山県令国重正文tて提一出され
た．高岡米商会所創立願の中にみえる数字であるが、ぞれを引用してなf0 
1、越中全国戸数 凡14万る千百戸余
1、該国費消米 凡80万石
1、同産出米
1、間輸出米
内訳 3 0万石
6万石
5千石
凡 13 a万石
凡50万石
射水郡伏木港より翰出
同 放生津町よ b輸出
射水郡氷見よb輸出
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5万石 新川郡東岩瀬より輸出
5万石 同滑川町及び水橋町より輸出
5万石 同魚津町ょb轍お
2万5千石 同績山村より輸出
同石田村よ b輸出’
同泊町村より輸出
九売買収引米 凡積百万石
第2節 高岡米商会所長よび高岡商業会議所。設立と高岡商・人層
1 ~員 y 高岡米商会所の設立
第1節Vどないては、富山県が石川県から分県した明治 16年当時iぐなげる、富山県の産業をのぺ、
県内K名、ける璃波地方の位置づけを検討した。その結論として．璃j皮池方は、当時lぐないて．農業．
工業の両方面で、県内の先進；地帯であるととがわかった。との先進地帯・璃波郡、辛子よび射水郡の
農工の生産物の集散地は、当時の県経済の中心地であった、際高走者日市・高岡であった。との商業都
市高w,1てあって、穂波・射水郡の最大の産物である米の価格決定公よび売買の機関であったのは高
岡米商会所であった。高間米間会所の設立の沿撃にづいては、金沢市との間に複雑~関係、があ九
米商会所をめぐっての、高岡と金沢との利害対立が、明治 16年の分尽にとっての、一てうの重要在
理由であるととはすでKのぺた。以下、高間米務会所の設立のlハきさつについてのべよう。
（注） ζの点については、『高岡史料』下に興味ある叙述があるので、その点を参照し左がら
のべる。
幕務時代以来、越中は、高岡を含む呉1'§地方（璃波・射水〉の全部と、新川郡の大部分は、加賀
百万石の領下であり、呉東の婦負郡全部と新川'iflの一部分のみで、富山毒事十万石を形成していた。
高岡は越中一円の物資の集散地であり‘ i隠業上の特権地であった。（米・肥料・塩・煙草・酒・魚
綿布津） c 
〈注） ζの点Vて，ついては『高岡史料』下、『高岡市史』中、参照のとと。
『高岡史料』下 30 9頁によれば、明治時代に入り、地租改正後、産米は農民の手より直接販売
されるととK在ったカ込越中米の一年の収穫平均額は、事、よそ15 0万石であり、県内消費額を除
いた残額 70万石を県外』て輸出していたが、そのほとんど全額を高岡商人が掌握していた。との実
績にもとずいて、高岡商人は、米穀・肥料。定期取引をなと左わ戸しためK、公開市場の設立を明治
4年2月V亡、金沢藩庁へ出願した。 ζれκ対いして、長主沢藩庁では、従来、高周には綿場、金沢に
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は米場を特許しているの放をもって‘高岡にたいしてほう校場の設置を許さず、ただ肥料の定期取引
のみを許可した。高岡からはそれ以後、数百出願したがいずれも許可されず、商業界の不使不利は
ほえEはだしかった。その上、明治13年 11月にいたって、さきに許可『されていた肥料の定期取引
市場まで．閉鎖を命ぜられた。ぞとで‘ 「高岡商人はいよいよ奮起して、米商会所の設立を出願せ
しし友冬、歳月を魁墨して許可をうるをあたわず、すでにして明治 16年5月石川県を割きて、富
山県を震かれしかば、との機』て乗じて明治 17年 4月16日、時の富山県令国重正文に創立願書を
提出したJのである（同上、 31 0夏）。
とれにもとづV＇て、創立証書定款申合規則及び役員選定の認許がえとされ、つ加で 12月 18日K謂
業免許の下貯がる人翌 18年 1月4呂、高開通町1番地で開業し、同年 10月ヰ白、御馬出町 76
番地へ移転した。とのように、高岡米商会所の設立につ加では、金沢との利害対立によって、越中
が石川県に所属していた期間中ば許可されず、その実現をみるのは、やっと明治 16年の富山県の
石川県からの介泉の翌年vてないてであった。そのととが、克関商人をして、余県運動κ積極的たら
しめた担問である。
とζろで、との明治 17年 6汀 16 日付で、富山県令に提均された創立願~c名をつらねた署名考
は、つぎの 15名である。
小沢与三も米沢紋三PB、馬場道久、武部向志、堀岡普右エF号、八阪宣言平、折橋二策‘竹脇篤敬、
朽木清三子、鳥山敬二郎、大橋十希エ門、正村五エ子、平村王子兵衛、営林f安カ百円‘藤.it官長二－.~
設置さ当時の役員はつぎのとなb。
頭取、藤井能三、高I]頭取、宮林彦九郎
肝煎出納係、正村玉子兵衛
肝煎商議係、正村五平
肝煎検査係、折橋篤敬
上の署名者 15名を、その住所副Uてみれば、高伺の注入ば、鳥山敬二郎、大橋十右ヱ門、正村五
三子、疋村王子兵衛の 4名にすぎず、俄の 11ゴえは高岡J;政tの人たちである。とのように、高岡'fliJは、
1 5名中のただの 4名という数V亡すぎ＊いととが、まず注呂すべきととであるが、との 15名のい
ずれもが、当時の全泉的＊有力者たちであった。つぎに 15名それぞれの略歴をみよう。
小沢与三。下新Jl君Bi色町村の大幼主で、！日十村の家柄。富山県がまだ石川県，K所属していたとろ
の第一回県会議員（明治 12～1 5年）。
『富山県政史』第4巻にでてiハる、明治23年のj思多額納税者15名のうち第2位。また明治21
年4月tては、海防費献金によって、黄授主主をうけて円る（『越中史料J巻四〉。
－ιもー
との海防費款金によニって受章しているのはつぎの？名である。
馬場道久 5 0 0 0円、 小沢与三 1 5 0 0円、 中田清兵衛 1 3 0 b円、
関野善次郎 1 0 0 0円‘ 森正太郎 1 0 0 0円、 伊藤紘寛 1 0 0 0円、
竹脇茂三郎 1 0 0 0凡 八阪金平 1 0 0 0円、 正村義太郎 1 0 0 0円
ζの9名のうち、清場、小沢、八販の 5名は、上の高岡米商会所設立の出願書の署名者であり、
中田、調野の両名は富山（市〉の代表的有力者であり、森は馬場と同じく岩瀬の人である。伊東は、
小沢と同じ〈下新川郡泊町村の人で、明治 13年8月K県会議員となっている。竹脇は、射水郡堀
岡の人で、 との高岡米商会所設立出願書vc署名している竹脇篤敬の養子である。をた、正村義太郎
は高岡の正村一族の中心人物であり、高岡高人の代表的有力者の 1人である（後述〉。
米沢蚊三郎。下新川間入善町、旧十村の家柄の人で、県下の代表的大地主Q 時代は〈だるが‘大
正 13年調査の 50町歩i入土貸付地主の調査では、県下第 1位の 41 6 !ll了歩と V＞ う巨大~貸付地の
所有者。また、明治23年の県多額納税者 15名のうち第5位。 政治活動としては、明治 12年
～ 1 5年、石川県会議員。明治36年5月1日～37年五月 1白、衆議院議員（自由党所属〉
以上1コ点からして、米沢も小沢もともに、下新川郡を代表する全泉有数の；有力宮であるととがわ
かるO
馬主主品首久。上新川郡東岩3開丁、回漕業・肥料商、大地主。大正 13年の調査で、 ＇9畏下第五位の
2 0 7町荻という巨大を貸付地所有。
明治23年以来、県多額納税者のうちで、永年第H立を占めていた、県下、 a一、この高額所得者。
馬場家は、天保4年（ 1 8 3 3年〉に‘ 7代目久兵衛が、海運業（北前経〉をはじめ、下関、関
節、北海道を結ぶ日オ将毎貿易で産事；？をした。、はじめは 45 0石（ 45ton）の船 1斐だったが、明
治維新どろにば、すでに 16隻を所有。久兵衛の三男‘道久が当主に左：ったのは、新鋭蒸気船が北
前協路』てわDとみはじめた、明治 10年代であった。道久（也、所有のすぺての和船そ蒸気船にかえ、
経営方式も洋式に切替えた。明治 18・？年、三菱の日木海艇;trへの進出lぐたいしてi群小の北前
船主の大同団結をばかり、高岡・伏木港を根拠地に、越中商船会社を設立して、日本郵船（三菱会
社の後身） K:対抗し、伏木・直江津間の命協を確保した。
日清日露の戦争で、海運界は異常左好況に震支れ、馬場は全国の多額納税者のうちでも明治＜f:l胡
から約20年問、上位に 8位を保持していた。
ζのように馬場は、北前船貿易ぞ産を~し、ぞれをもと l'L して土地集積をしたのであ b 、もとも
との大地主でめったのでは左凶。
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経済界では、上述の越中商船会社の他に、高岡共立銀行・明治商業銀行・岩瀬銀行の頭取、ヰ躍
商業銀行・十二銀行・日本海上保険会社の監査役‘因島船渠取締役、富山米穀肥料株式会社理事等
を歴任している。
政治的には、東岩糠町長、呆会議員、貴族院議員（貴族院第1回議員として明治23年6月10 
日当選）、自由党系。
武部向志。璃波郡三浦2村。 i日十村の家柄の大地主。明治 12年～ 15.年石川県会議員、明治 16 
年～ 17年富山県会議員、明治 16年8月～17年6月、県会議員。自由党。
武部は、高岡米商会所設立出願には、璃波を代表するかたちで名をつらねているものと考えられ
る。
堀田善右ヱ門。射水郡伏木町。幕務時代以来、 「鶴屋J の屋号で聞とえた伏木港の代茨的~回漕
問屋。（作家、堀田善衛氏は、との家の出である。〉 明治21年度の射水郡役所Vてよる『所得金高
下調書』によれば、沼田善右エ門の所得とその内訳は次のごとくである。所得高 10 0 9円、内訳、
公債 42円、株式13 2丹、貸金23 7円、漁業5円、船荷35 3円、土地25 0円〈地租18 4 
円）であるのとのようκ、所得内訳は多様であるが、船荷の所得35 3円を第1として、ついで土
地．貸金．株式、公債の 4つにわけるととができる。と ζに注目したいととは、代表的左大田港問
屋である堀田の場合ふ土地所有と貸金の所得のそれぞれが、船荷所得の子前後を占めている点
であるo逆にいって、全所得の約土にすぎ左V>3 5 3円のみが船街所得で、他の与がそれ以外3 . 3 
の所得左のである。地租の 18 4円を
地租総領 地租総額
土地面積＝一一 一一一一一一一一一一－ ＝一一一一 一一
反収X石当米価x1 0 x 0.0 2 5 1.5吟 x2.762月会x0. 2 5 
で計算すれば、 1 7.7 l!f歩であ九とうして宇宙白は、明治21年当時、大商人、大地主、高利貸で
あったととがわかる。
八阪金平。射水郡伏木町の大地主、回漕問屋。八阪Vてついてい同じ〈明治21年度の射水郡役
所調の『所得金高下調書J(ILよれば、年間所得の総額は 1,2 9 6円であり、その内訳は、土地 636 
円、船33 0円、公債91円、株券92円、貸金75円、漁業48円、貸家24円と左っている。
械にとっては、総所得12 9 6円のうち、半額は土地による所得であんすは船による所得であ
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る。地租の支払額は 35 8円で、とれば土地所有規模Vとすれば、 34.5町歩Vてあたる。うまり八阪
は、土地所有が 5～ 40 0石の大地主であれかつ．船の所得33 0円をもっ、回漕問屋であると
とがわかる。
折橋二策。射水郡島村の人で．！日十村の家柄。明治13年～ 15年の県会議員。
竹脇篤敬。射水郡明神新村の人で‘旧十村の家柄司上J述の、明治 21年4月に、海防献金 1,00 0 
円によって、黄綬章をうけた、竹脇茂三郎の養父である。
明治21年の『所得金高下調書』によれば、年所得総額は 2.1 9 8円であれその内訳は、土地
1. a a.9円、棒絵23 0 1弓‘徐式50円、貸家 25円と在っている。をか地租額は88 8円であP
とれば 35. 7丑了歩にあたる。つまり竹脇は、旧十村の家柄として、明治21年Kは85. 7IRJ歩とい
う巨大地主で‘射水郡を代表する有力者であった。
朽木清平。との朽木清平のととは正確にはわかb左v-.il＞、『高岡市史』の著者‘和田一郎氏によ
れば、馬場道久の番頭であったのでは在V功、という。
また、明治21年の『所得金高下調書Jによれば、朽木清次郎の名がみえる。との雨考の関係は
未詳であるが、あるいは近親考では念かろうか。朽木清次郎の住所ば射水郡六渡寺〈伏木と庄川を
へだてた対髭〉である。所得総額は’54 1円である。その内訳は、船荷29 1円、土地24 9円、
公債 1円と在っている。地租は 17 8・円であり、とれFは 17. 2 ily歩の土地所有にあたる。つま D、
また、 2 0町歩ちか〈の土地所有をもっ大地主の一人であるわけである。もし、朽木清平が朽木清
次郎の近親者であるとすれば、朽木清平も大田機業者・大地主の一人と考えられる。
藤井能三。射水郡伏木町。明治初期の伏木最大の回漕問屋。明治20年ごろまでの富山県の代表
的実業・人であれ政治・経済・社会・・文化・教育の各方面にわたっての多彩左活摺は、先覚考とい
う名にふさわしいものであった。富山県の産業界Vてないて、明治初期から20年どろまでは、 ’藤
井時fむと称してもいいほどの広汎、多彩左活隈をしている。明治 12年4月～ 15平 5月の最初
の石川県会議員であり、富山県の分県運動の立役者の一人。高岡米商会所創立当時の頭取、明治26
王丸中越鉄道敷設の発起人の一人。北陸地方最初の国立銀行・第十二国立銀行創立（明治 10年）
の発起人の一人。明治 14手、三菱会社K対抗して、共同運輸会社の支店を伏木tてないて、はげし
〈競争するが、明治18年 10月．ついK三菱K敗れて、共同運輸会社は三菱会社に合併され、伏
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木支店は、日本郵船株式会社伏木支店となる。そζで藤井段、明治21年5丹に、 「地所、旧高千
百石余lJzび祖先伝来の財産売却iJ（能三‘自筆の履歴書〉するというととにをる。とれば、創生拐
の日本資本主義のチャンピオンにたいして、地方遊済の利授のためにたたかい、惨敗する地方資本
の兵型的左ータリである。
（注） 藤井：能三については、古関英明氏のつぎのすぐれた労作がある。『明治初王手の海運と藤
井龍三』（『越中史壇』 13号、昭和 33平）
ともあれ、藤井能三は、明治初期の伏木の最大の回漕問屋であれをた！日高千百石余（ 110l!ly
歩）の大地主であった。
営林彦九E~。射7.k'5E三日智桜村の Ili十村の家柄で凶漕業者。明治 12年4月～ 13年7月、最初
の石JiI祭会議員。藤井能三とともに第十二国立銀行創立委員。
会辛子、明治21王手の射水郡役所調の「所得金高下調』には、営林；を九郊の名はみえまいが、 i司じ
村K宮林伴二郊の名はでてなb、伴次郎は地租48 2円を支払っている。とれば土地面積46. 5留T
t伝にあたb、大地主であるζ とがわかる。もし、伴二郎がi彦九郎と近親者であるとすれば、彦九郎
も、回漕業者であるとともに、地主であったと考えられる。
以上が著名者 15名のうち、高間以外の 11名である。つぎに高間約lをみよう。
鳥山敬二郎。自活f業者（飛見丈繁氏からの南取りに工る〉で、明治21 j手の『所得金高下謂』に
よれば‘所存総額は 31 6円で、その内訳（ま、＊商24 0円、株式76円とな勺ておオ、米商をし
ていたととがわかるoまたこのがT得内訳からもわかるどとく、鳥山は土地からの所得はま勺た〈な
〈、す〈念くともKとの明治21手の時点では、地主では左ぃ。
t.J:辛子、鳥LlJは、高問の自由党（政友会）系の代表的政治家の一人であり、高岡市長、衆議院議員
を歴任している。飛見丈繁氏によれば、もともと鳥山は、松前から矯関までの日本海道協の船乗b
として産を在した。波は船乗Pとしての豊か左体験を生かして、政治活動全ゃったが‘結局、孜治
で財震を失った人であん高岡商業界の代表者でるる菅野家・木津家の政治的代弁者であったとい
うc
大橋十右ヱ門。越中改進党の草介けの一人で、県会議員、衆議院議員を歴任。大橋は、明治 1.4 
年 11月に梅原横田TVC，ト越中でもっとも早w私学の一つである越中義塾を開き、英漢の専門の教師
を招き、青年子弟を教育。
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明治21年の『所得金高下調JVてよれば、総所得55 0円であり、それは、すべて土地所得であ
る。地租56 5円であb、ζれは、 54. 5 Ii丁歩の土地面積にあたる。との点から、大橋は大地主で
あったととがわかる。飛見丈繁氏によれば、大橋家は‘高間の士分の資格をあたえられていた家存も
また、回漕業と材木でもうけたが‘米相場と政治で財産を失ったという。
正村五平O 正村平兵衛。正村家は．幕末以来、高間の綿の専売権をあたえられていた‘高岡商業
界の名門。
以上の 15名の顔ぶれをみれば、いずれも、富山県介県（明治 1 6 年）当時の、全県的~有力者
ばかりであれ大商人、大地主たちである。しかもこの 15名のうち、高岡側の人は 4名のみで、
あとの 11名は、高間以外の人たちである力、いかに全県的K有力者が顔を走らべているかは、次
の彼らのよ畏政界．財界に占める位置をみればわかる。とれら 15名のうち、県政界の檎舞台である
県会に名をつらねるのは、小、代米沢、馬場、武部、折橋、大橋、藤井、宮林の8名であり、また
衆議院議員と 1まるのは大橋‘鳥山、米沢であん策族院議員κ左るのは馬場である。また明治 23 
年の県多額納税者15名のうちには、馬場、 rJ、沢、米沢の5名が入勺てなれしかも馬場は第1位、
米沢は第2位、米沢は第5位という上位にくらしている。
高岡以外の 11名を地域的にみれば、璃波地方からは武部、新川地方では、下新川からは小沢、
米沢、上新川｜からは罵場がでている。また射水郡からは、伏木・新湊関係で大回漕業者である藤井・
堀田・八阪・宮林・朽木がでてお、れ射水の大地主としては竹脇．折橋がでている。とのようκ高
間以外の 1. 1名の地域をみると、上新川・下新川・射水・穣波というととで、ぞれぞれの地域を代
表ナる有力孝であるととがわかる。えだ．とこに注目すべきととは．とれら 11名の所属している
地域はいずれも、 IB加賀百万石の領下に属するのみであb、旧富山十万石の領下に属するととろか
らは、一人の代表考もでてい念いととである。す左わち‘とれら 11名は、いずれも当時の全果的
念有力者ばかりであるカ% とれらの人たちが集って、高岡米商会所創立願の署名者として名を連
ねτいる所K、当時の富山県経済K占める高間の位置を知るととができると同時に、富山県下lだた
だ一つの米商会所の創立Kあたって結集された有力者の顔ぶれに、ただ貯一人も！日富山十万石領下
から名を連ねてW左いと去が特徴的左のである。
つぎに注目すべきととは、高岡以外のとれら 11名の顔ぶれは、大別して、大地主と、大回潜業
者に二分しうるととである。す左わち、大地主は、下新川の小沢、米；凡嘱波の武部、射水の竹脇
折橋の5名であれ他の 6名はいずれも、伏木・新湊・東岩瀬の大国潜業者である藤井‘堀田、八
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阪、宮林ー朽木、馬主義でるるo＇との地主の 5名はいずれも、七九ぞれの地方を代表するような大地
主であるが、幕器時代Kないて、農民としては最高位の旧ート村殺についリていた家柄のものばかbで
あれいわゆる新興の地主たちは入ってい乏い（明治26王手の中越鉄道の発起人32名の場合は大
分色合を異にしてくるととは後述する〉。大田潜業者の方は、いずれも商人資本家であったが、彼
らはまた、一方では大き左土地集積をしている大地主でもあった。もちろん、中心は回漕業者とし
ての商人資本家であったが、商人＝地主の性格をもっていた点は注意されねば左ら念い。
このように、高岡米商会所創立には、高岡側の4人と、 i間以外の 11名が結集したのであるが
彼らのいずれもカ、当時の県産業の死命を制する物産である米と米作のための肥料としての鱗の売
買と価格決定κ運命をかける大地主と大商人（回潜業者、米穀肥料溺人〉たちであった。
2，項 日清戦争前後Iてなける、高照市の県経済Vて占める位置
本項では、中越鉄道の発案・計画から、着工・完成にいたる時期である日清戦争前後に沿ける、
高岡市の県経済に占める位置づけを検討しよう。当時の高岡市の位置づけを、当の高岡商人たち自
身がどう考えていたかを示すのは、つぎの文書である。それは、J明治26年に取引所法が発布ぜら
れ定款変更が必要とな b、同年7月18日付でi 高岡米商会所なよび高間取ヲi所（明治20年創設〉
の商代表の連名で、両所の改称の件を出店した内申書である（同年？月 26日認可〉。
との内申書にないて強調、力説されている第1点は、高岡市は、 ζれをで、県の米、肥料を中心
とする商品（米、肥料、塩‘石油、有価証券）取引の独占的地位を占めてきたし、今後もひきつづ
きその地位を保持すべきととの主張である。明治 16苧の分県当時にないで‘高岡市は、商業上の
独占的地位の確保を条件として、富山市に行政上の中心を認めたのであれ富山市には、経済的に
は売薬以外にはみるべき何らの産業も存在しえとい点を強調し、また伏木港については、伏木港単独
では無意味友のであb、橋波を背後地とする高岡市の付属物として、はじめて存在価績があるのだ、
という高岡市オーノレマイテイの主持が、傍茶無人の調子で主張されているのが興味ぶかい。
以下その点を若干、引用しよう。
「我高岡ノ：地ハ越中国高業ノ集合点ヲ占人四通八逮ノ頻繁ナノレコト、越中国ニ於クノレ他都市ノ
企テ及ア所ニ非ス。…
越中ニ於クノレ著名ノ物品ヲ売買取引シ公定相場ヲ平準スベキハ此商業ノ集合点ナノレ高岡ニ外ナラス
トハ、実ニ是レ越中実業人一殻ゾ与論ナリ。……
仰伏木ハ良港タルエ相違ナキモ距離僅少ニツテ高岡市場ノ埠頭タノレニ過ギズ、其商人エ於クルモー
ニゾ人ア除クノ外J、大抵小麗人ノミ。之ヲ・我高岡ノ内ニハ越中五部ノ花主ヲ相手トシ外ニノ、各地ノ
???
商売ト対持ッ取ヲ｜ノ大ナル商人多キニ比刃ロ区JiIノ鴇滴ニ於クノレガ如・ン。…...・ H ・－－－－－…・一富山ニ至
ツテハ売薬営業ハ感ナノレモ其他ノ商品ニ付テハ古来同地卜目スノレ者ハ之レナカノレベ‘ン。昔日何トナレ
パ同地〈我高岡ノ如ク伏木ノ良港、璃波ノ大都ヲ前後ニ控へ物貨集散ノ焼点タノレニ非ズo 富山ヲ ~8
ノレ二塁余東岩瀬港アリト難モ港湾不良ニシテ船舶ノ碇泊ニ適セス’。－
試ニ看ヨ富山ハ維新前加賀務支封ノ居城ニシテ其領地拾万右ニ属セリ大ナラズト云フベカラズ、然
レ共古来其封内ニ於テ一人ノ商業家卜称ス可キ者ラ出シタノレコトナ、ン……...・H ・.・H ・－。
明治九年新川県フ廃、ン、越中国ヲ挙ソ石川県ニ属セラレシヨリ、越中ノ人民之ヲ使トセズ、五郡ノ
有志者東馳西奔周旋ノ労ヲ辞セズシテ漸ク宮山市ノ有志者ト各有志者ト相謀リ、今ヤ分県ヲ請願ス
ノレニ際シ予メ将来ノ企図ヲ定メ置ク、富山市ニハ県庁ヲ置キ永ク県治総括ノ；地トナスペシ商業ノ事
ニ至リテハ高岡市之エ任ジ地方ノ発達ヲ言十ノレベキ事ヲ約セリ、是故ニ羽治17平高岡米商会所ノ創
立ヲ出願スノレニ際シテモ曾テ之ヲ宮山市人ニ謀リタルコ卜アラズ、富山市人モ亦進テ之ェ加ハノレヲ
望マズ。即此発起人中ニ富山市人ナキ所以ナリ。富山市ノ如キハ今日エ於テニワカニ進テ商業地タ・
ラント欲スノレモ形勢ノ許サザノレ所以ナリ…………・づ（『高岡史料』下31 4～3 1 8頁）
とのように、県内商業になける高岡市の独占的地位を強調するのは‘一つには、実状として‘高
岡市がとれまで独占的地位を維持してきたととにもよるが、また一つには、かつての後進地であっ
た富山市が、しだいに発展し、高岡に迫る状況と左りづつあり、現V亡、 ζの内申書にも暗示されて
いるように、富山市でも米穀肥料取引所の設置の動きが活ばつで、あったから、左んとしても．とれ
を阻f止して．高岡の独占的地位を保持したいという熱望のあらわれであろうのしかし．高岡市の他
V亡、富山市Vてないても、米穀肥料取引所設立が認可され、明治27年4月20日には、常盤町の仮
市場にないて開業した。かくして、高岡オーノレマイテイ性の力説・願望にもかかわらず．事態はす
でに商品取引所になWて、高岡の独占的地位の去ったととを示しているのである。しかしそのとと
は、高間取引所の圧倒的優位を否定するものでは念出（後述）。
内申書Vてないて．強調されている第2点はつぎのどと〈である。
それば、第 1の主張点である高岡の全県下になける商業的独占の保持の上にたって、米穀取引に
ないて、金沢市に対決する姿勢を示しているととである。金沢市との対決にあたっての‘高岡市の
意図するものは、幕藩時代の加賀百万石の穀倉であった嘱波地方の米の取引を独占するというとと
であった。そのためには明治 18年以来、高岡米商会所の図戎に入っていた古鐙の鹿嶋・羽咋の両
郡の金沢へのヲ｜渡しを条件として、会理署波のうたは高岡にゆだねるべきととを強調している。なそら
く高岡にとって、第1点の富山市との対抗らL土K重要であったのは、全璃波ωフ￥：を独占しうるかど
うかというととであったろう。以下、内申書の主張をき ζ う。
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「現高間米商会所受渡蔵所ノ区域ハ越中一円ノ外能登国鹿嶋、羽咋ノ商郡ヲ加ヘタリ。然レ共今
回出願セ・ン取引所定款ニハ能登国フ省キテ加ヘズ。最初能登国ヲカ日ヘタノレ所以〈唯七尾‘羽ぽ乍両港
ノ米ヲ市場取引ノ受渡ニ供スノレノ使ナノレヲ思量シタノレニ出タリト雄モ近来大ニ思考スベキ一事フ発
見セリ。越中匡璃波郡ハ高i問米商会所ノ受渡蔵所ニ属スノレノミナラズ‘又金沢米商会所ノ受渡蔵所
ニ属スノレヲ以テ、自然競争ノ弊ェ袷リ同一ノ米ニ於テ受渡上双方ノ品位格定ニ差異ラ生シ、其結果
〈米ノ改良ヲ計b品位ヲ一定セント欲スノレモ双方ノ格定不同ナノレ為メエ索乱セラレ・H ・H ・－－……今回
高岡米穀取引所ニテハ能登国フ省キテ加ヘサリシハ受渡蔵所ア越中一円ニit〆予メ璃波郡ノ覆轍フ
戎メシメント欲スルニ過ギズ。今後ノ企望〈金粉校穀取引所モ其受渡蔵所ヲ其県内ニ止メ同一ノ地
ニ於テ両取引所ノ蔵所ア並置セザラシムニアリ」（『高岡史料』下21 9頁〉
て1江、現実の米穀取引Vてないて、高岡の占める位置はどうであったか。明治27年に富山米穀肥
料取引所が開設されて以来の高岡米穀取引所〈明治36卒、改称〉との出来高の比較をしよう。第
1 0表Kよれば、富山取引所が開設された明治27年の出来高石数は、高岡の二倍近くの高さを示
してwる。その点を『越中史料』巻四ではつぎのようにのべていら 「4月20目、露山米穀肥料株式
会社取引所を常開了仮市場K開設す。米商蟻集し議価紛沓た !J0 Jしかし富山の方が高岡よりも石
数、金高のいずれにないても高いのは、特殊Vてこの 27平のみであれそれ以後は高岡は常に富山
の幾倍かの出来高を誇っている。それでも. 2 7年Kつづ＜ 2 8・29・30年の 3年間は、まだ
石数Kして、高岡は富山の2倍前後にすぎ1まいが、 31年以降はその格差はますます大きく走り特
(1[37.8年以降ば 5～6倍という大き在格差に在っている。 ζのようK富山取ヲi所が明治27年
に開設されても、 ζの平のみを例外として高岡取引所の断然たる優位はゆらいでい左いo しかしそ
れにしても、明治 18卒以来26年までは、県下で取引所はただ一つ高岡米商会所のみでまったく
独占していたとろにくらべると、富山取引所の開設によって県下に商取引所7；並存しているととろ
に高岡の位］をの相対的低下をみることができる。
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第 10表 荷取引所。出来高対比
高岡米穀取引所 I 富山米穀肥料取引所 l 
年 次 ト一一一一一一一一一了一一一一一一一一一ト一一一←一一一一一 一
石数十金高｜石数｜金高｜
トーー一一一一一一一一一一十一一一← ι 一一ー一ー斗一一一一一一一一一一一一一一一一一ー ト トー －ー→
石 ｜円｜石l 円
678,600 I 12.762,172 i 1.486.ooo I 10,573,259 明治27年 l ~，~.~~~ ! I
c 4 s.s ) i c 1 2 1 ) I c 1 o .o ) I c 1 o . o ) 
2 8 
2 9 
3 0 
3 1 
3 2 
3 3 
3 4 
3 5 
3 6 
3 7 
3 8 
3 9 
4 0 
一41 
1, 8 4 3,4 5 0 
( 20 4.2) 
1,968,200 
( 1 4空5)
1.8 32.2 0 0 
(129.6) 
1,244.400 
(3 31.0) 
1, 1 9 3,9 0 0 
( 2 79) 
1. 0 4 6. 1 0 0 
(237〕
714.6 0:) 
( 3 71〕
840,100 
( 3 7 6)
1. 1 6 3,7 0 0 
( 21 6) 
882.750 
( 5 60) 
1.2 9 9,5 0 0 
( 6 7 5)
1.2 68,2 5 0 
( 65 5) 
1,3.78,2 0 0 
( 60 2〕
1, 3 53,6 5 0 
( 6 6 1)
14,329, 5 7 3 
( 21 2) 
16.85 4.4 5 3 
( 1 5 0)
19,292.732 
( 131) 
12.988,723 
( 31 8) 
1 1.0 4 .7 9 9 
( 2 8 7)
11.180,758 
(245) 
7, 3 9 4.2 8 2 
( 3 8 5)
9,650,310 
( 43 6) 
1 4.4 6 5.5 5 4 
( 2 3 6)
1 0.376,682 
( 5 60) 
1 6.6 3史182
( 6l5) 
1 7,5 5 5.0 0 6 
( 6 4 5)
21.759,982 
( 6 0 )
20,049,003 
(640) 
『富山原統計書』工 b作成
5項高岡高人の性格とその土地所有規模
904,080 
(100.0) 
1, 3 1 4.8. 5 0 
(100.0) 
1. 4 14.7 0 0 
(100.0) 
3 9 1.1 0 0 
(100.0) 
440720 
( 1 0 .0) 
192,370 
( 1 0 .0〕
2 2.2 9 0 
( 1 0 .0) 
53.900 
( 1 0 .0) 
157.400 
( 1 [j 0.0) 
193800 
(100.0) 
228400 
( l 0 0.0) 
z~i・ b.i ~ 
6, 7 9 5.2 1 7 
(100.0) 
11,218,98 1 
( 1 0 . 0〕
1 4.7 2 7,5 1 1 
(100.0) 
4. 08 1.7 2 3 
( 1r0 0.0) 
三848,899
(100.0) 
4.5 5 7,1 1 2 
( 1 0 .0) 
1.919,710 
(100.0) 
221,501 
( 1 0 .0) 
612.35 5 
(100.0) 
1.853.206 
( 1 0 .0) 
2 4 7 4,20 6 
( 1 6' 0. 0〕
2.7 24.1 75 
c10'0.o) 
3.623,718 
( 1 0 .0) 
3.128.669 
( 100.0) 
つぎに、との時期になける代表的在高岡高人たちの所得内訳をとなして彼らの商業活動辛子よび土
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地所有規模を検討しよう。とのととは高岡商人の力量を示すとともに、側）おから高岡市の地位を照
らしだすのに役立つであろう。
当時の高岡の代報告務人たちを、網ら的K集めてWたのは、前述の米穀取引所かよび日清戦争後
の明治29年十てないて全高同夜撲界の力を結集して設立された高岡商業会議所であるo両者の役員，
委員は、大体にないで重i:.!Jあっているカミよ b網ら的κ有力者が結集されていたのは高岡商業会
議所であった。明治29平 5月31臼の薩諜会議所の第1回選挙で選出された会員はっき、の 30名
であった。
高岡米穀取引所（代表者、鳥山敬二郎〉 高開銀行（代表者、荒井荘稜）
高岡共立銀行（代表者、木洋太郎平〉
正村義太郎 菅野伝右ヱ門 堀井仁右エ門
志摩長平 盤若党兵衛 室崎間平
菅野庄太郎 梶村字平 ；間Ii伊兵衛
田上佐太郎 正村兵太郎 大場r生三郎
~次郎七 高岡漁業株式会社（代表者、松沢元吉〉
広i荷庄二 関与平 清水伊三郎
篠原善兵衛
本間常子宮
菅池貞次郎
神初太作
中条金助
塩崎利平
金森七郎
野崎佐七
平能五兵衛
志常三郎王子
なお、、明治42平（『高岡史料』脱稿のま手）までの、歴代治f演は次のとなDである。
菅野伝右：工門
正村義太郎
木津太郎平
荒井荘蔵
明治 29平 5月31日～33年 10月
明治33卒 10月～34年5月
明治 34：，：手品月～36平3月
明治 36平5月～40王手2月
木津太郎平（二代目〉 明治40年2月～42年現在
（『高岡史料』 P564～ 56 5 ) 
在職中死亡
転籍辞任
在職中死亡
病気辞任
（注） 会員として名を連ねている高岡銀行は、明治22字 7月の開業であり、との銀行の役員
の中心であったのは、正村家、菅野家であったが、商業会議所設立当時の代表者は荒井荘蔵ーであ
った。高岡共立銀行の開業は明治 28竿 12月25臼であり、高岡の木良平能、志摩、筏井、
橘、烏L1らを中心とし、高間以外では、馬場道久や婦負郡速星の代表的大地主の浅野清三郎、嘱
波地方のft表的対也主の高広次平、猪野久太郎、桜井宗一郎、佐藤助九郎、吉田仁子、蓑彦助ら
が、役員として名を連ねていた。
との会員30名のうちの主だった人たちについて検討し工う。
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まず、代表的高岡商人の一人である菅野伝右エ門について。
菅野についーては、すでVて大島村のととろで一応ふれた。大国潜業者で大地主で売薬の元締。高岡
電灯紡績会社役員（明治27年〉。高問i商業会議所・初代会頭。県有数の多額納税者。県会議員。
明治21平度の射水郡役所の『所符金高下調』によれば、所得総額は 2,0 0 0円で、その内訳は、
土地 10 6 5円、株式34 ・O円、船荷26 5円、貸金16 0円、船営業 14 0円、公債32円と左
っている。をな地租は 14 3 5円であり、とれば 13 8 3町歩の土地所有にあたる。との所得内訳
でみると、菅野伝右エ門は明治21年には、総所得2.0 0 0円のうちの半分を上回る所得を土地か
らあげているのであり、 138fily歩という巨大地主であるととがわかる。菅野は安政6年生れであ
九明治初期に回潜業者として北海道貿易で巨万の富をつ〈円たといわれるカえそれを土地集積に
まわしたのであろう。われわれは、との菅野伝右ヱ門Kないて、回潜業者として冒険的左北海道貿
易によって‘巨万の富を獲得した商人資本家治主土地集積して巨大地主化してい〈 ーつの奥組をみ
るととができる。左台、飛見丈繁氏κよれば、一殻に高間商人の集積した土地の所在地は、ほとん
ど高岡市内かまたはその近郊にあったという。大正13年の調査では、菅野の貸付規模は 16 8町
歩と在っているから、明治21年の時点よ九さらに集積を拡大したととがわかる。この大正 13 
年の 16 8町歩というのは、呉西地方では、同じ〈高岡市の金田屑丈の 17 5町歩につぐ第2者自
の規模である。
（注） 1、菅野がお毎道貿易で巨万の富をえたととは、→設にいわれているととであるが（たと
えば『高岡史話』下、昭和39年 10月1日発行入飛見氏に士、との点について疑問をもってい
るO すなわち、 「菅野は通称伊るめ伝，（飴伝〕といって、砂糖でもうけた。しかもそれは、大
阪の砂糖取引の仲間K入ってであん北海道貿易でもうけたとはいえないoJと。なが、飛見氏
も、菅野が米の定期取引でもうけた点は認めている。（氏よ Dの間取±！ ）。材育では、一応北海
道貿易説をとってシ〈。
（注） 2、菅野をはじめ、高岡の有力商人たちカミいかなる経路をへて巨大な土地集積をしたか
は、資料の裏づけが左加ので断定的左 ζとはいえ左いカ元考えられるのは次の点である。高岡高
；人が、商業活動で獲得した金を、農民に土地を抵当で高利で貸し、支払不能の際lて手を入れたの
では左いかというととである。とれば、品、そらく直接に土地を買収した場合よりも多かったので
は念かろうか。それを示すのは、例の明治21年の所得下調κ沿いて、有力商人たちの所得内訳
の左かに、その大部分の場合、相当大きな比率を占める貸金所得がみられるととである。をな、
高利という点では、明治 24年ヲ月 14日付で、 i臨自由党の提出した請願書中の「地租軽減」
の項目中にみえる次の文句は、一つの傍証と在るであろう。
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「かくのどとし農家（地主の ζとーヲ何者）の収利は（字わずかに玉歩る忠告なるK反し
て富山及び高間になける金利はいかにa土地を抵当とするもの富山氏て 1割2歩E雇、高岡にて、
1割 4歩2庫、家屋を抵当とするもの富山にて1割 4歩5庫、高岡にて 1割5歩5厘、米穀を抵
当とするもの富山にて1割 4歩左 bという（明治22 j手謂〉。」（『県政史』第4巻、 p3 5 4 ) 
ζζで一つの仮説としで考えられるのは‘明治21年度の所得下調で、高岡の；有力商人たちの巨
大左土地所有の多くのものは、高利で農民に土地を抵当として貸した金の支払刀込了度、明治 10 
年代の1公方デフレ期f亡ぶフ「かつて、支払不能と~ P、抵当流れとして集積されたものではなか
ろうか‘とwうことである。
平能五：兵衛。米の北海道貿易で大成功した回潜業者で、米穀.H酔↓商人。県有数の多額納税者で
るる。明治30年．県多額納税者 15名中の第 13泣。 33年、第？位。 36年、第品位、 37卒、
第7位。 39手、第8位。
明治21 ~三度の所得下調によれば、所得総額let 1, 3 5 0円で、その内訳は土地 61 8円、肥物商
3 8 0円、貸金30 0円、株式48円、公債4円と在っている。地租は 68 0円で．とれば 65. 5 
il!f歩の土地所有規模にあたる。平能の場合も、菅野と同様κ、北海道貿易で巨万の富をつ〈り、そ
れを土1也集積にまわして大地主と左っている。平能L その総所得の約半分は土地からの所得であ
れ残る半分［司、思物と貸金が大体折半した形に~つてなれ貸金K よる所得の大き仰ととが目を
ひく。（菅野の場合も貸金所得が16 0円あ勺た。〉とのように、明治21王手の時点では、平能の
訟を：所得1.3 5 0 円のうち、 4 分の亙は土地・貸金・株式所得と走って~＇!J ..直接の商業活動UE物）
(ICよる所得は、わずかに 4分の 1にすぎ左いのである。 ζの点、菅野の場合も、竿所得2,0 0 0円
とWう巨額のうち、給関係は 5分の 1にすぎず、 5分の 4という圧倒的比率は、土地所得を筆頭に、
株式・貸金Kよるものであb、平能の場合と同様である。菅野の場合と同様に、平能Uてないても、
われわれは、北海道貿易で巨万の富をえた大商人が‘しだいに大地主・高利貸・株式投資家＇［重心
をうつしてい〈、典型的例をみるのである。彼らは‘その所得内訳にみるとのレントナー化の強い
傾斜によって、菅野にみられるごと心かbk新しい企業活動（高岡電灯〕に手をだすとしても、
それにすぺてをかけるととがむずかしし結局、消寵的姿勢を脱しえ左1ハとwうととに在るのでは
~V>か。 ζのレントナー化への強い傾斜とともに、彼らが夜撲活動にないで、全県下で独占的在地
位を占める高間を基盤にして巨利をあげえたということが、かえって高岡商人たちを主体とする新
産業の確立され左かった有力左理由の一つであったと考えられる。
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正村義太郎。正村家は幕末以来、高岡の綿場の専売権をもっ、特窪商人の家柄であん明治初期
Kは、菅野家主 Pもと位K位置していた。明治21年の例の所得下調によれば‘総所得は 2.2 4 7 
円であり、菅野伝右エ門の2.00 0叶を抜いて、高岡随ーの高所得者である。との 2.2 4 7円の内訳
は、土地93 2円、株式73 0円、公fi¥1:270円、貸金28 0円、電信切手 35円と在っている。
ζの内訳にみられるごとく、正村の場合もすでに明治21平の時点では、土地所得が第 1位であD、
総所得の約半分そ占めている。地租額は87 9円であb、とれば85町歩の土地所有にあたh 正
村も巨大地主の一人であったととがわかる。との正村と菅野・平能とのヰ措は、菅野は船関係、平
能は肥料とそれぞれ商業活動による所得が、総所得の一部分を占めていたのKたいして、正村は、
その全所得l宮、土地所得を筆頭V亡、株式・公債．貸金と念つてなり、全〈事業所得を含ま左いので
あh 全所得が寄生化によるレンートナーとしてのものであるととが注目される。とれには、次の事
情も大いに関連しているであろう。す左わち、正村家は幕藩時代、高間の綿場の専売権をもっ特権
商人の家柄であったが、すでに明治21平の時点では、内地綿の需要の激減によって、綿取引がふ
るわ左〈なったことから、正村は急速κ寄生化の傾斜を強めたものと思われる。『高間史料』下、
3 1 3頁には、高岡米商会所とは別個V亡、明治2 0＂＇匹、高岡取引所が創立され、米、胴鱗、繰綿、
石池食塩、公債証言、有価証券の定期取引をなとをったが、業務ふるわず、や撲にいたったとじ
また、明治26年κは． ζの取引品目から「繰綿」が削除されたととが述べられてWる。このとと
は、米の定期取引をする高岡米商会所にたいして、米以外に重点を訟〈高間取引所の運命をしめす
とともに、古くからの朝寝的綿商人としての正村のレyトナー化への急速左傾斜と‘ぞれ以後の彼の
地位の低下の必然性を暗示するものである。
f,:;j;，，、正村は、明治23年の県多額納税者15名のうち第？位に位いしてなb、との 23年に、
県内 15名のうち高岡市からは、第五位の菅野と、との第？位の正村の二人のみが名をつらねてい
るのである。正村が、 23年以外に、県多額納税者のうちに入るのは、明治3.3年のみであり、そ
の時は 15名中の第 12位である。ぞれ以後は多額納税者のうちKは入ら念〈在っている。っき D
事業所得をもたなく左勺た正村は、次第に多額納税者の位置から脱落してい〈ととに左るのである。
（注） な1号、正村は、菅野VζつWで、第2代自の高岡弱業会議所の会頭をつとめている。しか
し、ぞの在識期間は全〈短期でお戸わってなり‘また辞職の理由としてあげられているのは、『高
岡史料』Kよれば． 「転籍辞任」と左っている。との点‘『高岡市史』の著者・和田氏からの関
取りtてよれば、正村は高岡市以外K移住したζとはないというととからして、その聞に、正村の
地位をめぐって、微妙念事情があったものと考えられる。
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木津太郎平。回1護教と貯斗言語で富を蓄積。明治21年度の所得ア調では、総所得91 9円で、そ
の内訳は、土地 64 5円、商実 18 0 円、貸金80円、公主主 'l4円である。 ζC木津の場合t'.菅
野、平能、聞と同様に、最大の所｛If項目は土地所得であれ納得の子を上回る巨大会比率を
占めている。地租は 54 1円であれこれは 52. llllT歩の土地所有にあたlJ＇木津も 50 !lT歩以上
め大地主で、あるととがわかる。との土地所有ーについで、木津の場合、商業所得は第2位を占め、こ
れは 2言リの比率である。なお＼大正 13年の調査では、木津の貸付地所有規模は 1哩？町歩であん
呉西諺 5位、高間関係では金田居丈（ 1 7 5町歩入菅野伝右エ門（ 1 6 8町歩〉、：橘清治郎（ 15 0 
町歩〉に次ぐ第4番目の巨大地主である。す左わち木津は、明治 21年の521llT歩から、さらに土
地集積をすすめ、大正13年には 14 9匂A歩玄でのし上っているのである。 7をな. 2代白木浮太郎
平は、明治 43年と大正4竿に衆議民議員rc当選している。
以上の菅野、予定見正村、木洋iζフ〈・有力者としては、篠原、警兵衛、筏井甚兵衛、室崎間平、塩
崎相乙、吉野治エ九疋村兵一太郎、尼子事仁右エ門、金森七郎ら、なよび志摩，良子、荒井荘蔵、菅池貞
次長Bらがあるつ
篠原挙兵衛。呉服商で、明治7.1年度の館所得は 45 8円で、その内訳は、土地37 3円、呉服
8 5円であh 土地所得が圧倒的民：率を占心ている。地租は 28 5円であり、とれば 27. 5町歩の
土地面志！？にるたP、大地主の一人である。
筏井基兵衛。筏j中は、商業会議所の第 1回会員κ：すなっていないが、会議所設立の発起人16名
のうちに入っている。呉服慌で、明治21午－!fの総研符は 50 0円で、その内訳は、呉服25 9円
土地24 1円であb、ちょうど両所手与が半々である。地租は 18 6円で、とれば 17. 9町歩の土地
所有にあたti' 2 0町歩近い大地主の一人であるd
室；1:nup子。明治21年度。去を、所得（';J:5 8 7円でぞC内訳は貸金 26 0円、土地 10 7円、船荷75
円、株式80円、公債 35円、呉服30円とt:っている。との宮守の場合も、広諜活動としての泊
荷75円、呉服30丹の言十 10 5円（！［f，こいして、貸金、土地、流式、公僚による所得がt8 2 F3でも
あれ 5倍ちか〈の上と~を占めている点、では、上述の菅野L 平能、正村、木津の場合と同様である。
地租は78円であ lJ.とればス 5ffiT歩の土地所有にあたり、ぞれほど犬きな所有規模ではをいo念
な、室崎は、すでにふれたどとく、菅野イ正村、荒井、吉野ととlもに、明治2'7王手創立の高岡紡稿
電灯会社化関係している。
塩崎利王子。代表的金物商の一人で、明治 21不良の総所得は32 0円で、その内訳は九金物 11 5 
円、貸主主 T1 5丹、ニ＇－ 24 0 f号、公 ft~ 3 o円、株式20円である。つ全り室長切と貸金による所得の
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なのぬが、総所得の÷す・つを占めて叫のであれ貸金｛〈よる所得。大きいととが注目される。
ぞれとともに、代表的金物商である塩崎の場合も、明治21年の時点にないては、金物による所得手
2 '" < －ちがまさ、所得の 7 の比率しか占めず、仰のーかレJ トナー的所得にある。左な地租ば 45円で、 ζ3 ~ ' 3 
れは 4.4 IT了歩の土地所有にあた九所得規模は大き〈左V>o
吉野治平。吉野は筏井と同じし商工会謬汚の第 1回会員では7まいが、会議所設立の発起人 16 
人のうちの 1人であるo明治21年度の総所得は 47 5円であ払その内訳は、公演45 0円、呉
服25円となってなD、土地所得は左い。
正村平太郎。明治18年～21 ifの県会議員。明治21年度の総所得は 52 8円で、その内訳は
土地 34 0円、俸給 18 0円、公債8円でsl:J，土地所得が大半を占めてなb、商業活動による所
得のないのが特徴的で、正村義太郎の場合と同様である。地租は、 20 6円でとかは 19. 8町歩に
あたり、約20町歩の大土地所有者であるととがわかる。
場井仁右ヱ門。明治21年度の総所得が、 40 0円で、その内訳は、土地 21 5円、呉服12 0 
円、貸金 35円、利子 30円とてEっている。とのうち、貸金と利子とはどう異在るかは不明である
が、堀井の場合、問得の半分が、土地による所得であれつぎが呉服による所得でそれは士強で
あるO 地租は 18 5円で、とれば 1z 8町歩の土地面積にあたり、 20町歩ちかい大土地所有者で
ある。
金森七時。明治 21年度の総所得は 54 1円で、その内訳は、金物52 5円と土地 16円になっ
ている。このように、その総所得のほとんど全部がも金物商からあげられているのであるが、乙の
金森の場合のようたのは、高岡商人では、むしろ例外的左ものであるといってよい。
つぎ代志摩長子、 J昔：池貞次郎、荒井在蔵らである力、志摩と管池は米柱鴻師として代表的左人た
ちであった。とくに志津ば、全｛豆首守fてその名を知られた大桔場師であった。志摩の明治 21年度の
総所得は 45 0円であれその内訳は、金物30 0円、貸金15 ［］円と念っている。つ空D、志摩
も明治21年の時点では食物商をしでいたととが知れる。虫色所得はでてい左加。
（注） 左な、荒井：；＇tJ:)W：につ加では．詳しいととは判から7まい。ただ、ヰ防本音弘氏の「;jうる声t績
工場の創業J（『越中史；壇』 13号、 1 9 5 8年5月）によれば、高間紡績電灯株式会社の発起
人（常務〉であったし、高岡商業会議所第1回会員としては、 i寄同銀行の代表者となっている。
明治21年度の所得金高下調によれば、総笥30 1円であり、内訳は貸金12 （）円、公債 93円、
株式88円となってなれ貸金の多いととが§reつく。しかし、所得総額30 1円というのは、
潟両商人としては、けっして上位の方ではない。つま Dとの明治21年の時点では、荒井荘｝裁は
空だ上位の所得者でないととがわかる。
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以上が、明治29年の高同夜諜会議所の第1回会員、公よび発起人として、名をつらねて円る、
当時になける代表的な高岡高人たちであ勺た。
なな、 との他、有力者としては、同本清右エ門、橘清治~B、金田眉丈らがある。以下、禅寺主Kふ
れよう。
岡本清右エ門。岡本は幕藩時代からの、高岡商人の名門で、肥料、綿の特権的問屋であった。一
般に高岡商人の場合、，その栄枯盛衰が激しく、幾代も持続して栄えた倒は稀であるが、岡本家は高
間でも最も古くからの家柄であD、正村家ょ bもぞの歴史は古い。土地所有規模も巨大であって、
天保改革の時に穫に没収されたものだけでも高 1,0 0 0石ぐらいあったと加われ、その他にも 10 0 0 
石［ぐらい残っていたという〈和田一郎氏、増山安太郎氏からの間取り）。しかし、明治蒋代に入っ
てからは、その地位は大分低下しているとみてよい。ぞれを示すのは、明治21年度の例の所得下
調であD、これによれば、総所得40 0円で、そり内訳は、売薬 14 0円、貸金11 6円、質 10 0 
円、土地 40円、公債40円となっている。す1.i:わち、明治21 i手の時点では、綿、肥料による所
得は左し落議所得としては売薬の 14 0円であり、残Pの26 0円は、貸金、質、1 土地、公債に
よるものであり、同友も νントナー的性格をつ工めていることがわかる。なj九地租（d3 6円で、
ζれは 3.5町歩の土地面積にあたり、幕末でもし 0 0 0石といわれた巨大左土地所有の大部分をす
でκ失っているととがわかる。岡本は、明抗日 31卒、高岡市会議員に当選し、 34.'ip6月ベ同年11
月20日まで議長をつとめている。
橘清治郎。回漕業、肥料商で富を蓄積。橘は、？発見丈繁氏からの間取りによれば‘米穀と肥料の
北海道貿易でもうけて震をなした人であ九もともとは小矢部J1の舟還の舟をといでいた、全くの
零細君主回漕業からのびてきた入である0 7.J:jヘ橘が高岡の蕗業界の上！警によってくるのは、菅野、
平能、木淳，らよ Dも大分台〈れている。ぞれを示すものとして県多額納税者K名のつらさEるのは、
明治 44年Kはじめてであれそれ以前はでていないα この44年κは、 15名中の第 13位であ
れ橘以外の高間関係では、菅野は第5位、平能は第？位κある。また、明治21年の身、排ctIB役所
の所得下読には構つ名はみえてい左ぃ。
ととろが、大正 13年の 50町歩以上貸帥也を有する地主の調査では、橘清治郎ば 15 0町歩貸
付とあん呉沼地方第4番目の巨大地主となっている。（木津との類似を注；をせよ。〕
金田屑丈については、第 1主主の大島村のと ζろですでK述ぺた。大正 13年の50町多以上貸付
地を有する地主のうち、金田は呉西地方第1の大地主で 17 51ltf歩の貸付地をもっていた。
在主子、時期は下がるが、大正 13年の時点で、呉西地方になける 50町歩以上の地主は 24名で
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あるが、そのうち高間関係は次の？名である。
第 1位 金田属丈 （商〉 1 7 5町
第 2位 菅野伝右エ門 （商〉 1 6 8町
第 4 位 橘清治郎 （銀行〉 1 5 0町
第 5 位 木津太郎平 〈商〉’ 1 4 9町
第 12位 南慎一郎 （弁護士： 6 9町
第 13位 荒野権四郎 （酒造〉 6 5町
第 l4位 南村仁十郎 （農〕 6 1町
第21位 岩脇孫八 （銀行〉 5 4町
第23位 今井兼育 （農〉 5 2町
このようκ、高間関係は、上位5名のうち第九第九第4、第5位と 4名を占め、また、全呉
西地方（高岡市・両穂波・射水．氷見JiB)2 4名のうち高岡市のみで？名という巨大左封俸を占め
ているのである。いかに、高岡市に医大地主（大商人）が集勺ていたかがしれよう口
とつして、明治26平～29王子の日清戦争前後の高岡市には、高岡商業会議所を中心として、高
岡米穀取引所がよび高同銀行、高岡共立銀行らの主要な役員、会員として、高岡の代表的念米穀商、
肥料商、回漕業者、呉服、太物商、金物商らの豪商たらが集って、活躍していたのである。しかも
とれら豪商たちの多〈｛也、一面巨大在土地集積をなこ在った大地主たちであったし．また大き在高
利貸所得なよび株式・公民所得をもっていた。大地主としての土地所有規模は、明治21年の時点、
では、上述のどとし官腎伝右エ門 13 8町三人正村義太郎 85町歩、平能五兵衛 65. 5町歩、大
橋＋布エ門 54. 5町歩、木津太郎平 52町歩、篠原苔t兵衛2z 5町歩、正村平太郎 1呪8町歩、筏
井甚兵衛 17. 9町歩、沼井仁右エ門 17. 3町歩等々と刷った巨大をものであった。彼らは、とれら
巨大な商業所得、地代所得、：株式投資所得を獲得すみととによって、県多額納税者のうちの上位を
占めていた。とうして、彼ら大商人＝大地主たちが中心と左って、高岡市の経済を支配していたの
であるが、たんに高岡市のみをらず、高岡米穀取引所に公けるう｜毛、肥料の価格決定と売買、さらtて
ぞの程度は劣るが、相、綿、麻続物の売買を通して、呉西地方（璃波・射水〉の経済に支配権をふ
るっていたし、また呉東地方tてたいしても支配権が亙んでいたといえる。
第 5節 中越鉄道敷設をめぐって
1項中越鉄道敷設の 32名の発起人
第2章の第 1節では、石川県よ D分県当時の富山県の経済を、璃波地方を中心として検討すると
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とによって、当時、璃波地方は農．工にわたって、県内の最先進地情であるととを知った。第2節
では、分県後にないて、はじめて設立をゆるされた高岡米商会所の県商業界K占める位置を検討し
た。 ζの米務会所、なよび明治26王手に改称された高岡商品取引所は、米、肥料を中心とする商品
．証券の定期取引Kよって．たんに高岡市のみ左らず、全富山尽とくに呉西地方（璃波。射水地方〉
の経済に支配権をふるっていたととを知った。また、 ζの第2節では、高間商人の土地所有規模を
も検討した。
本節では、 ζの高岡市と璃波地方の有力町村なよび伏木還を結ぶものとして敷設された中越鉄道
をめぐって、その敷設にあたって、当時の璃波・高向・伏木の地主、薦人たちがいか在る役割をは
たしたかを検討しよう。
中越駅選抜設について、参考にしうる文識とじては、『中越鉄道開業20周年誌』〈大正5年 5
月18印刷〉、なよぴ、との『 20周年誌Jを中心として展開された1防本育弘氏のすぐれた労作「
中越鉄道創業史J（『越中史壇』 10号、 1 9 5 7年5月〉がるるoとの他Y亡、敷設問題に言Eし
たものとしては、前掲、中島桃対日『大矢田郎兵衛研究』、中明崇平『腐栖村史』、『堀二作翁之
生涯』があれ 7.1:主子、『出町のあゆみ』の中（／［も、－，ことの問題にふれられている。
（注〉 『出E了のあゆみ』を別にすれば、らL上あげた5つの文献は、中越決道創業の発案、企酒
者について、それぞれ力点のなき方を異にした叙述をしていて興味ぶかい。（りヤ明氏の『村史』
によれば、中越鉄道の発案から、敷設にいたるまでの一切の中心が大矢四郎兵衛であった、とい
う立場をとっている。す念わち、中越鉄道敷設は、大矢の思いつきであるとして、彼は「夜を昼
についで有力者を訪い力説したのでm 鉄：色気遣いとよばれたが．ぞの熱意によって諒解する人も
でてきえJr大矢翁の計画は奇想天外の夢物語と一投の者は聞き流し、専をかすものは左い。ただ
島田孝之のみは賛成し会をはげましたjとして；いる。 ②『 20周平誌』では、銀過に経験のあ
った吉田茂勝が発案し、島田孝之；℃謀担、二人で「高岡・射水・東西璃波の一市三郡の資産家、
有志者を訪問し、説いたjので賛意をえた． と＼（）うことに在っていゐoZ主主ヘ北林氏の研究は、
ほぼこのIf2 0周年誌』の立場を、ぞの安全とってなられる。③中島桃太郎氏の研究によれば、
大矢は、島田孝之、吉田茂勝らと謀九有志者ーを説いたとしてtハる。③『堀二作翁之生涯』によ
れば、中越歩道の敷設を思いつV＞たのは、当時、泉土木課に勤めていた野口という人であれ彼
が沼二作を訪ね、ぞの必要を力説したので、堀はそれに共鳴した。そとで堀は、自分は政友会で
あるから、反対党の根拠地である璃波地方K咲道を敷説するのlに自分が主唱したのでは、妨害
される訟ぞれがあるとして、野口をして、島回家之に話をさせ、つ’ので島田をして高広次平を説
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かせるとと、また伏木の藤井能三tても歓誘させるととにしたとなヮている。つまん堀は主唱者
として表K立たなかったが、舞台裏の演出者でるったとして、あたかも鉄道計！賓の功績の一切を
自分Kきするように主張しているが、その点は疑問である。
以上．四つの文書では、発案・企図者ーについて、微妙を本島きがみられるが、誰が最初の発案・企
画者であったかという点では、大矢、吉田‘主たは島田、堀‘t野口のうちの特定の一人と同うと
とではなく．これらの人たちが推進者と左って、計画をすすめたというととであろうuただ、
誰が、中越鉄道の敷設事業κ私財を左げうって注との事業を守りとなしたかといえば‘それは大
矢四郎兵衛であったといえる。その意味にないては、中越鉄道敷設は、大矢の事業であったとい
って差支え左いのである。
（注）でのべたどと〈、誰が発案・企画者であったかは問題であるカ元特定の一人では左〈、大
矢、吉田、島田らの人たちがや心と左し彼らが推進者と在って、 －T有三郡の有力者を説き、明治
2 6 '9三9月に璃j皮の出町κ沿いて、会社創立の協議会が開かl'た。との協議会にないて‘発起人と
してあげられたのは、つぎの 32名であった。
吉田茂勝 原田金之祐 藤井能＝ 志摩長玉子 堀二｛乍 正村義太郎 高広次子
大+l：長平 矢後慎二 島田孝之 松島与信 小幡直次安念次左エ門大矢四郎兵衛
藤井長太郎 山田正景 桂井他八f~ 西能源四郎松村和一郎 河合八ナ八
中村林造 佐々木権四郎荒木文平 岡部長左ヱ門 大谷彦次郎 大谷次郎作
春旧嘉一郎 菊野久太郎 田上六太郎野村辰太郎 岩倉吉郎 長谷j1孫三
ζの32名のうち、高岡市関係は、堀二作、正村義太肱志摩長平の玉名であP、伏オ守工藤井能
三、原田金之祐の 2名である。吉田茂勝は、中島桃太郎氏によれ!cf，富山市諏訪川原 17の人ー であ
り、明治 30年2月28日認可の富山県農工銀行の株主人名簿K沿いても、富山市のととるに入っ
ている。吉田は『開業 20周年誌』によれば、鉄道K経験のある人となってなh f皮Vて「繍耳与の路
交並に出願の7認に当らしむ・j(P2.）とあれかっ、彼の踏査活動にたいしえ「予測費として金一
千円を支払いたり」（ p 6）と誌されている点からして、彼は鉄道工事K経験のある技術者であっ
たとみられる。左辛子、『金問又左エ門翁』によれば、富山市より美濃国太田町に通ずる飛越鋲遁の
企画が念され、明治 29年7月28臼、富山市総曲輪で創立委員会が開かれた時の顔ぶれの中に、
安田茂勝の名がみれる。とれらのととからしても、子守田は、他の 31名とは桑f.i:って、富山市の人
であるととがわかる。以上の高岡5名、伏木2名、富山 1名をのぞく、 26名は全部、東西嘱波の
人たちであった。
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以下、吉田茂勝をのぞ＜3 1名Kついて、当時の呉西地方、または全県下になけるも彼らの社会
的地位を検討しよう。
まず、高間関係について。
堀二作。高岡市の代表的政治家で、自由党＝政友会の人。射水君撤回村村長、高岡市長c2回〕
祭会議員、県会議長を歴任。堀家は射水郡横田村の農家で、堀ニ作のー伶で高 10 0石ぐらいから
1・ 0 0 0石以上に土地集積をとげた。明治21年度の例の所得金高下調に主れば、総所得8.0 0円
であ九その内訳は土地57 3丹、俸給17 0円、貸金38円、貸家 19円であれ土地所得が全
体の 7割以上という大き 7l比率を占めている。地租は 42 0円であり、とれば 40. 5田了歩の土土面努
有Y亡あたり、すでに明治21年の時点で巨大地主に念 D上っていることがわかる。このように、堀
の所得内訳をみると、その大部分が土地所得であれ他に俸給として 17 0円あるが、高岡高人の
場合に一般的であった株式・公債所得が、まだζの時点ではみられ宏い。 ζのととから、高岡近郊
の地主である堀二作は、地主としての所得:0＇圧倒的比率を占めるとともに、彼の場合、役職者とし
ての所千与が重要な位置をしめていることに注意されねば左ら泊。左:J;－，多額納税者としては、大正
1 4年vc1 0 0名中の第 62位、昭和1年には 10 0名中のmzs位である。
ところで、堀が、第1回自の高岡市長になるのは、明治25平 11月8日であ九ぞれ以後、明
治31年 1l月7日空で、満6年間在職している。中越鉄道敷設が発案され、城端一高岡間の開通
をみるのは、彼の市長時代と重在っている。
正村義太郎、志摩長平の両名については、すでK高岡商品取引所の第 1回会員の検討のと ζろで
述べた。正村は、幕末以来、高岡の綿場の専売機をもっ代表的~高間商人の一人であ払第 2 代自
の高岡商業会議所の会頭をつとめる。また、正村は、一面、明治21年に、 8 5町歩という巨大1.!:
土地所有の大地主であった。志摩長平は、高岡の代表的f.J:.米相場師として、全国的に名のひびいた
人であった。
堀二作、正村義太郎、志摩長平の 5名で、当時の高岡市の致・財界の代表者汎との中越関電敷
設に名をつらねて加ることがわかる。
伏木関係。
藤井昔話三。藤井のととはすでK述べたが、明治17年申請の高岡米商会所の発起人の一人であ担．
明治初年の伏木最大の回漕業者でるh 明治 10年代の富山県を代表する実業人であった。しかし
明治26年の時点では、経済的にはすでに、往年の力はなかったカ元社会的影響万の点では、をま示、
伏木のみならず、県下有数の人であったろう。
- 86 
原田金之祐。伏木祷町の人で、明治21’年度の所得金高下調によれば、開芳得2,2 3 5円であり
その内訳は俸給 18 0 .0円、株式40 8円、土地 15円、貸金12円と念っている。 ζの所得をみ
て、ます気のつくのは、総所得の 22 3 5円という巨大な額である。とれば、高間の代謝令豪商で
ある、菅野伝右エ門の 20 0 0円をも上回るものであれ正村義太郎の22 4 7円よ bわずかに下
回る所得である。つまり、全射水郡の、上位所得者中でも一、こをあらそう大所得者であるととが
わかる。しかも、その内訳をみると、その大部分を’占める 18 0 0円は俸給と念って名、b、との大
きさにも驚かされる。原因はいか左’る役職Kついていたかは未詳であるが、台そら〈、当時になけ
る県下有数の高給をとる、重要な役職についていたので6ろう。（それKしでも、との俸給額は、
あま.！HCも大きすぎるので、との点再検討を要するであろう。）いま一つ、大きな項目として、株
式所得の40 8円がるれ株式投資所得の大きかったととがわかる。とκ角．伏木湊町の原田金之
絡は、伏木随－，県下有数の高給をとる有力者であるととがわかる。
それ故に、藤井能三と原因金之祐のこ人が伏木から．発起人として名をつらねていることは、伏
木を代表しての参方町であると考えてきしっかえ念い。
次fて、東西嘱波関係をみよう。嘱波からは・， 2 6名の多きが発起人と在っているので、以下、高
岡から城端への中越鉄道の繍洛ぞいV亡、戸出ー出町一福野一福光一城端、井波の1債をたどってのべ
ょう。
まず、戸出町関係。ととでは、たんK戸出町のみ左らず、その近隣の町村をもふくめての発起人
を検討しよう。
大井長平。（東嘱波郡北般若村＝育住村（現戸出町）
犬井は、嘉永6年、補田村の桜井家K生まれ．（長兄・宗一郎）、大地主・大労家の養子と在る。
明治6年 10月なよび 13年4月V亡、それぞれ戸長＇ f'(、 30年 10月Kヰt般若村村長に就任。明治
1 5年一島田孝之が改進党の組織を唱道したのにたいして、共鳴賛同して、同年12＇月入党。
産業関係。明治初年よ＇ !J酒造業をはじめ、 24!i手K廃業。明治25年K製糸業をはじめ、鵡蒸殺
所を設置して、生産Kづとめる。
明治 22年、 「戸出ー中田」間の橋梁設置に努力。
経済界でのf受験。戸出貯金銀行取締役、共通銀行常務取締役、中越銀行監査役を歴任。
以上の略歴は、明治36年 11月発行の『現今北国人物志』を参考にしてのぺた。との略歴から
してもわかるどとし大’井は戸出町近辺の大地主として‘政治・経済・社会の各方面に多面的を活
躍を．した有力者であった。と〈に大井の場合、注目すべきととは、製糸業をはじめ、新設備を導入
? ?? ?
して、経営K打込んでいるととである。との点について、『現今北国人物志』工P引用すれば、次
のどとくである。
「明治25卒、君、製糸業を創め、繭共同蒸殺所設置あるいは繭共同買入所の議を首唱し‘福光
地方の同業者と謀る所あるも、今をな実施するに及ばず、君、国型て独立して鶏蒸殺所を設け今に
玉三るまで裂が業に従事す。J
念な、 『富山県統言博』明治 34年によれば、大井製糸場の創業平月は明治20年 6月となって
なれ製造品震は樹戒細糸、職工数は 14オらL上の女子24名、 14オ未満の男子の従弟5名のマ
ニユブアクチャγ場であると止がわかし I－の』域今北国人物志JIの叙述が、ほほ事実に合致して
出るととがわかる。
われわれは、との大好長子氏手、同て、 jコ出回J;t江メlの大地主か、マニユアアタテヤ性宮土とし’h
調禁κ経営にのりだしている顕著走 1例をみるのである。
矢後孫二0 （西璃波郡醍醐村大字横越村（現戸出町））
失後家は地方の豪農であり、孫こは明治27年 7月～同年 12月の県会議員（自由党〉。立た中
越銀行発起人の 1人。息子の孫人は、明治2ヲ卒 7月、西現実波郡会対自主議員となん明治32平
？月～ 36年？月、 36平？月～40年？月の二期連続県会議員。
ζのように矢後孫二ι醍醐村t1Lj託ける大地主であり、県政界に沿いても県会議員とを九また、
中越鉄道と中越銀行の両者の発起人と左っている有力者であった。
島田孝之。（東議波君B島新村＝滝村）
長田は、明治時代の富山県の代表的政治家であり、泉改進党の創始者で、その首領であった。県
自由党の創始者である射水郡の稲垣示とともκ、明治時代の県政会を二分していたこ大政治家の一
人。県会議員、県会議長、衆議院議員（当選4回〉。璃波地方は、 ζの指導者島田の影響で‘改進
党の強固左地盤であったし、中越鉄道敷設当時は衆議院議員であったから、島的が発起人κ入九
その中心人物とをるととの意義は大きかったQ 彼は明治28年4月25日、出町で創業総会Vてない
て会長に就住している。
また彼は、富山県農工銀行の設立委員であh 頭取に就任（明治35年1月）し、在職中K死亡。
『富山県政史』第4巻V'Ltt、明治40年 1月15日の島田の死亡にたいして、全〈異例のことであ
みが、実κ1 1頁になよぶ長文の経歴杏？のぜている。とのζとからしでも‘彼の東攻界Vと残した足
跡の大きさがしれる。島田は、大地主の出身では左〈、中農出身であ勺たカミ官界で名を挙げ、の
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ち政界V亡投じた人であった。
出町近辺の発起人をみよ 5。
ノj、幡直次。（東璃波郡出町（環礁波市〉〉
1J＂憶については、詳しいととはわから乏いが、『越中史料』巻四の22真には、 「明治5平、新
川県より大蔵省縮局理に付書上jの文書中の同様之事Jの項に璃波郡借蔵として
「27 7 7石余杉本新町 小幡直次蔵Jとあることからもわかるように大地主。
また小幡は中越銀行の発起人でもあったし、明治29平8月～32年7月の県会議員。
安念次左エ門。（東璃波郡太田村（現瞬歩、市〉〉
安念は、県会議員、衆議院議員を歴任。改進党であった科大矢田郎兵衛とはライグアノレであっ
た。
安念の明治時代の土地所有規模はわから左い治、大正 13王手の例の調査では貸付耕地 52町をも
っ大地主であ「ftoまた大正 14年の県多額納税者 10 0名中の第10 O位であったし、昭和7年
には第 71位o
とのように安念は、呉西地方有数の大地主で、県政界にまずいても県会・衆議院の議員として活躍
し、また中耕鉄i首の備にも中走塁銀行の発起人として名をつらねてV＞た有力者ー であった。
藤井長太郎。（東璃波郡中野村（現穂波市））
明治27年 7月～同年12月、 2 8平1月～2.9竿6月、県会議員、中越鉄道のみ念らず、中越
銀行の発起人Kも名をつらねている。土地所有規模は未詳である力、県会議員をしていると，とろか
らみて、相当の大地主であったと考えられる。
松島与信。（東璃波郡検檀野村大竿帯正寺（現稿、皮市））
松島家は代々の対役人の家柄で、与信(r;t慶応元年生れ。桑園を開き養蚕、キ酎木、耕牛飼育等につ
〈ナ。「出町一長沢一富山j間の道路改修K尽力。明治24年璃波水利土工会議員。 28年、庄東
織物合資会社社長。 29卒、中越銀行監査役。 30卒、高岡米穀取引所常務理事。
明治23卒、村長。 29字、東菅波'iIB会議員。同年、祭会議員。明治 36平、再度県会議員。（
改進党〉また‘花野農学校の創立考。
とのように松島は、代々の村役人の家柄。出身の地主であり、政治・簡奔・社会の各方面には左
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ば1ましい活躍をした有力者であった。
大矢四郎兵衛。既出。
擢草子町近辺の発包人についてはどうか。
山田正景。（東鼠波郡福野町）
山田は代々、！日市村の家柄であれ明治時代陀入ってから、酒造業を営み、また桑園を開き、養
蚕K従事。
明治12年4丹、第1回石川県会議員となり‘中途で辞職。明、冶22年 6月 14日～24平2月
2 7日、初代の宇野町長。息子の正平は、明治44年9月～大正5年の県会議員。
大正 14年の県多額納税者10 0名中の第41位。昭和 7年の第32位。との泉多額納税者表で
の山田の職莱はI飽i宣菜となっている。
とのように山田は、！日十村の家柄の地主であれ明治時代vc;iってからは穫艇"JVC他産業（穏造
業、養蚕業） ~《手をだし、酒造業者として成功し’、また県会議員にも選出された有力者であった。
念事子、福野町には、福野銀信両務銀行bよび田中銀行が設立されているが、とれらの銀行の設
立に山田の関係したととは十分に考えられるが、その点、未詳。
桂井他八郎。（東璃波郡福野町〉
桂井は、 「明治5卒、新Jl県日大蔵省報湾理K付書上jの文書中の「米蔵之事Jの項κ、璃波
郡借蔵として
「2・60 0石福野町桜井他八郎蔵Jとあれ元地主であるζ’とがわかる。
在主示、桂井は、明治24年がら 26平安で、山田正景についで、第2代自の福野町長であり、明
治25年7月～27年 12月の県会議員。
西能源四郎。（東璃波郡広安村（現福野町〉〉
明治l9年？月’～21＇年2月、 2 1年5月～25年 6月、 29平 8月～同年 10月、いずれも県
会議員。明治41年5月 15日、衆議院議員（改進党）。をな、西能は、明治33年κ福野町で創
立された両璃波銀行の初千頃取であった。（’『福野町史』 39 9頁〉
福光町近辺の発起人につ加て。
松村和一郎。（西薦波郡福光町〉
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和一郎は、現衆議員議員松村謙三の父で、売薬と金融業で産を左した中規模の地部（飛見氏よ
りの聞取〉
中村林造。（西璃波郡福光町〉
『越中史料』巻四の 50 6頁によれば、中村林造は、明治26年 10月10日、産業(IL貢献した
ζとによって、緑綬愛章をうけている。それは、中村治主養蚕・裂糸の改良につく，し、製糸会社を
創立し‘製糸器械を備付けτ生産Kつとめ、横浜市場の好評をは〈し、蚕糸業を富山県著名の物産
としたからである、とされている。
~ ;J;~， 『富山県統計書』明治26年によれば、中村の製幸子議の倉1撲年月は明治8年 7月と左つて
なり、資本金は 45. 1 1 0円、職工人員 15 6入、蒸気機関数人馬力数15と走っている。っき
り、中村は当時としては、最大規模の製糸工場を経営していたし、をた当時の福光町になける数多
〈の中小のマニユフアクチヤ製糸工場の経営主たちの代表者の一人であったと考えられる。数多〈
のマニユフアクチヤ経営主たちの代表者の一人として、中村林造が中越鈍fiの発起人κ名をつらね
ている点は、十分に注意されねば左ら衣川。
念台、中村の場合、そのマニユアヂクチヤ経営の創業資金をどとからえたかは、未詳である。彼
は、大井長平のどとく地主ιして他産業への進出としてマニユフアクチヤ経営(ICのりだしたのか、
それとも商業活動によって資金をえたのか、または「下からJの生走者として零細企業から出発し
たのか泊、興味ある問題だ力、未詳。
『越中史料』巻四の 13 7頁によれば、明治8年に福光町Vてないτ製糸業の一社が創立されたが
「営業2卒、収支相償わず、会社解散せし惑に於て中村林造独力との事業を継承し、中村製糸と
称し、製糸の方法悉く最新式の方法を用同尋で清封土・拡福社・磁土・有光社組後等の工場設立
ざるに至りぬJとある。左主子、この 13 7頁には、福光町Kかける明治 39年末の現況として、
2 5 6戸
生 糸製造 数量 7, 6 5 0貫
価株 497,250円
1 5戸
玉糸製造 数量 3 5 0貫
価格 8, 7 5 0円
去でている口
一円一
佐々木権四郎。（西璃波郡吉江村荒木（現福光町））
佐身木については、くわしいととは未詳であるが、明治29卒8月～29年？月に県会議員をし
ているととから‘福光地方の有力者で、なぞら〈相当の地主であったろう。
河合八＋八。（西磯波郡石黒村＝Jl合田村（現福野町〉〉
河合の場合も、〈わしいととは未詳であるが．明、冶27年7月～同年12月、 28，平1月～29 
王手6月の二期連続県会議員をしていることから、福光地方の有力者で、 r なぞら〈相当の地主であっ
たろう。
城端町関係。
荒木文平q （東嘱波郡城端町）
『城端町史』κよれば‘荒木家は善徳寺を福光から勧請した荒木大躍の後葡と伝えられる名門。
荒木文平（ 9代目〕は、嘉永2年5月15日K福光町の石崎平九郎の末子として生まれ、明治3年
7月‘荒木家へ入籍。 7雫 7月、家督相続。町会議員K当選数回、地主総代、富山県農会名誉会員
を歴傍。も明治26，年12月6目、株式会社璃波銀行を創設、頭取κ就任。 29年、県会議員に当選、
五4年 12月再選、県会副議長と左る。家業は従来の酒造業を廃して、米穀倉庫業を営む。
1 0代B文平は、明治元年4月8臼、父文平（ 8代目）の 2男として生まれ、明治7年文平（ 9 
代自〉の養嗣子と~!J.明治 44年8月、家督相続。 26 年、父と共~璃波銀行を創設し、 4 5年
1月？代目文平の死亡κよれ頭取に就任。大正8$12月、城端町長に就任。
r越中史料』巻四の23頁fてよれば、 「明治5年．新Jl県工り大蔵省御調理K付書上jの文書中
の「米蔵の事」の中i宅、
［三 28 8石余城端町 荒木文平蔵Jとあれ大規模左米蔵をもっていたととがわかる。
とのように、荒木文平は、城端町の名門の大地主であり、をた米穀倉庫業を経営しも地方銀行を
設立するなど他産業κも積極的K手をだした人であれ政界活動K沿いても城端を代地する有力者
であった。
鴎部長左エ門。（東嘱波郡城端田了〉
『城端町史』によれば、岡部は慶応5年 10月2目、城端町西新国に誕生。素封家で米穀肥料商
をいと念む。明治25卒、 26オで城端町会議員κ推された。
翌26年、当時の生絹問屋と仲買人のうちの青壮年層を説き、生絹組合を創立し、組合長となる。
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その主たる業績の一つは、全町10 0戸の約？割を占めていた！日手織機〈俗称チンカラ機〉の機屋
を組合の傘下同区議。明治39弔越後五泉より佐々木兼助を招いて郷市とし‘始めて城端羽二重
の製織を開始奨励。 42竿、従来の生絹組合を城端織物組合Vて改組し、共同乾燥場を造って乾燥を
統一し、責任畳居を標記し取ヲ！の正確をit＇！し、製品の価値を高め、京都市場で好評をえた。大正初
年、手織機を電化し‘動力機械に入れかえ、城端織物界Vて新紀元を画した。
明治31年 1月、町長Vて推され、大正2年まで4期連続町長。明治 40平？月よkl1期県会議員。
中越鉄道敷設の関係では、たん~'C発起人に名前をつらねているのみ左らず、当初人福光より井波
へ予定されていたのを福光より城端へと変更させるのに尽力したととが注目される。（『城端町史』
p 1, 2 7 2～7 3) 
らL上のように、岡部長左エ門は、名門の出で地主であ勺たのみ左らず、米穀肥料商をいと宏み、
かっ城端織物界C指導者．組織者として大き左足跡、を残した点は注意されねば~らぬ。
井波・青島近辺の発起人。
大谷彦次郎。（東務波郡j物支町〉
大谷は、明治.2.3年の県多額納税者15名中の第 8位を占めてなん明治 30年Kは第 15位で
あった。との乙とからして、大創立明治2、 30平代（'L＇立、泉有数の高額所持者であるととがわか
る。左な．県多額納税者名簿Vては職業は萌業とでている。
『越中史料』巻四の 50 9～5 1 0頁間宮、大谷は明治 31王手5月五 1臼t亡、産業に貢献した功
績によって緑綬袋章をうけている。その時の主旨は、 「夙ニ祖業ア継承γ、力ヲ織造ニ致ス。土産
生絹ノ粗製ニ流ヘ声価失墜スルヲ憂ィ、同業者ヲ奨励シテ製絹組合ア設ケ、推サレテ組長トナリ、
品質ア改メ販路ヲ拡人事きニ輸出羽二重織伝習所ア創メ...・H ・.・H ・－－井波羽二重ノ名漸ク世ニ揚リ、
遠近模倣スノレ考多、ンo……...・ H ・－…jということである。
また『富山県統計書J明治26年によれば、大谷の紹識物業の創業は明治21年 7月と左つてな
れ資本金35 0 G円、職主主設は 20人である。
とのように、大谷彦次郎は、井波羽二重の有力左マエユフアクチヤ経営者であれ県有数の高額
所得者であった。をな彼の土地所有関係は未詳である。
春田嘉一郎。（東璃波郡井波町）
『現今北国人物志』κよれば、春田は農応2平 7月22日の誕生。明治17卒、生糸製造所を設
立し、製糸業を営み、また生糸仲買業Kも従事。 20卒、富山県蚕糸組合璃波郡部議長針よび組合
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本部評議員氏当選。 23年3月、庄！！沼港封土開土長、 27年取締役K就任。 28年、共済生命、
大阪火災保検株式会社の代理店を営む。 29年、県絹餅w業組合西部（東西璃波郡一円〕組長K当
選。 30卒、製糸業を廃業。 33年、県西部輸出絹織吻同業組合長に当選、34年辞職。
一方、明治25年4月、井波町会議員補欠一級選挙K当選。 31年4月町会議員一級議員に当選。
また大正 12 !i手？月～昭和2王手？月の県会議員。
『富山県統計書』明治26年によれば、製糸業の創業年月は明治 15年4月と念つてなh 資本
金呪 00 0円、 3車交工数 60入、蒸気機関’1で、馬力数は 5馬力と在っている。
とのように、春田は明治26平の時点では、職工数 60人、蒸気機関1をもっ製糸業のマニユフ
アクチヤ工場の経営主であり、また蚕糸業組合璃波郡部議員・組合本部評議員等をしていたととか
ら’みて、当時の井波町製糸業の代表者の 1人と考えてきしっかえない。
1主主計春日の場合仏大谷と同様、その土地所有関係は未詳。
菊野久太郎。（東璃波郡松原上野村（現福野町）〉
菊野は、明治23年の県多額納税者15名中の第 14位であった。との 23－＂手より 39年まで、
県多額納税者のうち大体第13' 1 4位の位置を占めてなり、県内有数の高額所得者であるととが
わかる。との県多額納税者名簿での菊野の職業は農業と 7まってなり、大地主として巨大左地代収入
をあげてv.たととがわかる。土地所有規模については、時代はぐだるが、大正13卒の到の調査で
；ま菊野ふみ・ 10 5町歩と念つてなり、呉西地方第8'位の巨大地主である。
菊野｛江、中越鉄道の発起人の他K中越銀行の発起人Kも左つてな!J＇また高岡共立銀行、北陸人
造肥料株式会社の各段査役をも歴任している。
岩倉与吉郎。（東璃波君！焼波町〉
岩倉について、詳し加ことはわからをいが、例の「明治5卒、新川県よ D大蔵省御調理に付書上l
の中の「米蔵之事j1:は、
「30 4 9石井波町 宕倉与官邸蔵Jとでてたり、巨大左米蔵をもっ地主であったと考えら
れる。
田上六太郎。（東硝波郡東山見村〉
目上についても；、詳しいζとはわからをいが、ただ第1章第2節で述べたどとし明治40年2
月、野村島村の不モE地主たちが、野村島村のノトイ乍人の分与米廃止を申入れた時の、不在地主の’一人
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として伎の名がでて加るととから．カミ在タの大地主であったとみられる。
野村辰太郎。
未詳であるが、野村安太郎というのが、大正8年9月～12年？月に、青島村からでて県会議員
に左っている。もし、との両者が近親者であるとすれば、野村辰太郎は青島の人というととに左る。
大谷次郎作。
未詳であるが‘大谷姓というととで、一応井f凌・青島近辺の関係K入れてな〈。
長谷川孫三。（東璃波郡山野村（現井波町〉）
それ以外は未詳。住折は中明宗平氏からの間取りによった。
以上で、中越鉄道発起人のうち、璃波関係の 26名のうちの 25名をみたわけであるが、備波関
係で在公残るのは、程調町の高広次平のみである。他の25名は、すべて中越鉄道の高岡一城端聞
の駅のるる町村、または沿線の町村と井波近辺の人たちであったが、高広のみは沿るお冶ら相当離れ
た福向田了の人である。
彼は、明治23年の県多額納税者15名中の第7位を占める県下有数の高額所得者であれその
職業は農業とでているととからみて、大地主である。彼（合、との明治23.:'i手以来、大正・昭和を通
じて、県下有数の高額所得者の位置を保持してなんたとえば明治 36年κは第2位、大正3王手に
は第4位‘昭和7年κは第1a位のごとくである。明治時代の土地所有規模は未詳であるが、例の
大正 13平の調査では 16 5町の貸付耕地を有ナム呉西地方第五位の巨大地主であった。
1.:主子高広は、福岡同盟銀行の頭取であ勺たし、高問共立銀行の取締役、頭取、北陸人造杷料株式
会社取締役等々の役職を歴任している。息子の高広次平は‘昭和 18平に県下の諸地方銀行が合併
して、 l纏銀行が創立された時V亡、高岡銀行（大正9年、高岡共立銀行と合併）の代表であり、北
陸銀干背り立当時の高iJ頭取κ就任している。このととからもわかるどとし福岡町の巨大地主、高広
家は、．県下の金融界になWても代表的左有力者の位置を保持してきたのである。
政界では、高広次平は、明治33年6月2日、景族院議員に当選している。
以上治元発起人の 32名であるが、との明治26平9月のt±1ilHてなける協議会で、発起人の 32 
名でもって、株数 19 2 a株、株金96. a a a円を引受け、残りの 2.4 s a株、株金124. o a o円
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は一般に募集するととiモ在った。とのととからして、発起人の 32名i宮、単＇＇（形式的に発起人とし
て名をつらねたので念いととがわかる。ついで、翌27 !i.手4月4日発起人会を開き、創立事務所を
高岡市片原町に必き、次の創立委員7名を選ん・だ。
正村義太郎 藤井能三 t 堀二作 島田孝之 大矢四郎兵衛 巾播直次’吉田茂勝
（まな、 7月 11日、高広次平を加えてJ創立委員は8名と左る。〕
明治28年4月25日、出町に沿いて創業総会を開き、島田孝之を会長に推し‘定款及び倉！操費
等を議定し、取締役 7名、監査役2名を選挙した。（『開業 20周年誌』）
取締役7名と監査役2名の氏名は『開業20周年誌』が主び．中島氏の研究によれば次の人々で
あったの
取締役 大矢田郎兵衛 島田孝之
矢後孫ニ ’佐有木権四郎
菅野伝右エ門 志摩長平
正村守太郎
監査役 安田善幸四郎 正村義太郎
との取締伎の互遣で、大矢a社長K就任した。
さてイ上述のどとし発起人の32名は、当時Kなげる璃波地方と高岡市・伏木港のそれぞれを
代表するような有力者・著名人たちであゥた。とのうち．璃波地方からでている 26名は、そのほ
とんど仇各町村を代表する対主主たちであったし．また彼ら大地主の多くは産業開発K意欲的念
開明的地主として、他産業（対領・ E関商・酒造莱・養蚕・製が諜・続物業・銀行業等）~積樹9
K乗Dだしていた入たちであ勺た。との発起人26名のうちの多〈は、県政界の重要人物たちであ
b、県会議長に名をつらねるのは 16名の多きをかぞえ、衆議院議員Kは4名、貴族院議員には 1
名が名をつらねている。いかK璃波地方の有力者たちが網羅的K集っていたかがわかるのである。
とうして、濡波地方の中央部平場地帯の有力町村の代表的大地主だちと、背後地帯である山寄り
山ろ〈の有力町村の代表的在地主や‘マニユフア夕刊径醤主溺Z結集して.t罵波地方を商業都市高岡と
伏木港Vて結ぶためによ発起人として参加したのである。つまり、璃波の米と米作のための魚日巴’な
よび生糸・絹織物等身を輸送するという点に主計いてど彼6は共通り利害関係に立っていたのである。
中越鉄道が実際vc着工されるのは．明治2.9年6月からで‘高間・城主常間の開通するのは‘ 31 
年1月であれ をた高岡・伏木間まで延長されたのは33年のととであー勺たoとの問κ、工事着工
直後の 29 平 7 月の大洪水をはじめ、幾多の困難I'[直面し‘ついに社長の大失効縮財を~げうっと
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とになるのは、明治33年である。
ζの点について、中島氏の文章を引用しよう。
「中越鉄道は創設当初は、資本金35万円をもって着工ぜしも‘抜競憩請通の頃には、すでに資
本~不足を告け・たのであ・ゥた。ざれば 3 0卒、社鏡 15万余円を起したが、更に 31王手上半期に資本
不足となり、加うるに：伏．木線計函ありて、 70万f.IJに増貸することとした。然る処、営業振わず．
配当率低し更に払込金延滞者続出し、カ日うる（rC伏木続の建設をみるや、をたまた約20万円の不
足をみるK至った。ととにがいて中越鉄道の名声援わず‘株式はで落し、ぞの停止するところを知
らなかった。翁、痛〈憂慮いその暴落を防止ぜんとして感んにその買収を試みたのである。然る
に突如であったο債権者は支払を迫った。翁ととにな加て‘訴、々と自己の信念をのぺ、中越駒コ将
来は有望でるし更生の道．確然たるものありと説くも、遂に容るる所と念らず。翁と ζだないて、
万事運命と諦め、父祖伝来の田畑山林を売却して中越銀行その他と清算し．一切の関係を絶つK至
ったのである。 j （中島桃太郎『大矢四郎兵衛研究』〉
すでに、第2章第 1節の分県当時の明治16・17平の璃波地方の県経済Vて占める位置づけを検
討したことからもしれるどとしとの中越沙4蓋敷設の時期にないても、親波地方は、依然として農
工業のいずれにないでし県経済の先送怠也帯であった。（相対的には若干地位の低下のあったとと
は確かだが。）それ故に ζそ、官線である北陸綿の富山県への敷設Vて先きがけて．県下に唯一づ、
との鉄道が一致設されたのであった。次節では、との中越鉄道敷設と相前後して、稿波地方の有力町
村iぐなlハて続出した地方銀行の設立と地主層との関連を追求しよう。
2項 昭波地方Vてなける地方銀行の設立と地主層との関連
1項ぽかいて、中越鉄道敷設の発起人32名の略歴を検討した際、礎波地方関係の 26名のうち
？名古でが、明治 ZY正問lj立の中越銀行の発起人であったととを知った。中越鋭註敷設の発案・計
図から、着工・括＆；vcいたる日清戦争前後の時期はも中越銀行のみならず、県下にがいて、地方銀
行があいついで設立された時期であった。この地方銀行の設立期κあって．議波地方は他の地方K
くらべて、設立数が多〈、有力町村にないて地方銀行が続出した。
いを、明治 30年 12月 31臼現在K：弘、ける、富山県の地方銀行の一覧表を示めせば、第11表
のどとくである。との第 11 表に工れば、 ~J3治 3 0王手lぞないて、ぷ下（'L3 2の地方銀行が録業して
いるか、 ζのうち、 30平より以前の時期に設立されているのは、震山市の第十二銀行、第四十七
回立鈎了、高岡市の高同銀行、下新川郡の泊銀行、婦知；Eの八尾室長行‘来璃i皮郡の福野銀行、共通
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合資会社、野村銀行、西璃波郡の福岡同盟銀行の？行である。残Dの23行、す7l:わち、 32行の
うちのす以上は、日清戦争前後の時期K沿いて設立されたものであり、いかKζの時期が、地方
銀行設立のブームの時期であったかがわかる。
さて、との時期以前に設立された？行のうち、ナでκ銀行としての形式6 内容の整勺でいた富山
市の十二銀行、第四＋七国立銀行と高岡市の高岡銀行の5行を別Kすれば、他の6行の場合、『
県統計書』にでている創立月白というのが、どζまで正確であるか、また倉i泣当時と明治30年 12 
月31日現在の時点とでは、4名称、組織が同一であったかどうかは、疑問である。その点で参考vc
iるのはr北陸銀行20年史』κかかげられている「北陸銀行合併系統図J( 8質主9頁の間には
さまれた図表〉である。
第 1 1表 銀行 覧表 （明治 30年 12月 31日現在J
名 称 本店所在地 創立年月 株 金
！株式
会社第十二銀部 ’一 富山市袋町 明治10年 8月 2.0 0 o,O 0 0円
， 第四十七国立銀行 富山市中町 1 0年 8月 300,000 
， 富山貯蓄銀行 富山市姥町 2 5年10月 30,000 
I/ 富山橋北銀行 富山市愛宕町 2 9年 2月 150,000 
I 富山倉庫銀行 富山市殿町 2 6年 2月 100,000 
， 密 回 銀 行 富山市西町 2 9年 6月 70,000 
I 高 岡 銀 行 高岡市御馬出町 2 2年 4月 300,000 
I 高岡共立銀行 高岡市守山町 2 8年 12月 300,0 00 
I 高岡貯蓄銀行 高岡市源平板屋町 2 8年 10月 5 0,0 0 0 
It 滑 J I 銀 干T 中新川郡滑）I ilHT 2 6年 1月 100.000 
， 新 Jfl 銀 行 中新川郡五百石町 2 8年 12 }I 50,000 
I 桜 庄 銀 行 下新川廊三日市町 2 6年 5月 100,000 
I 泊 銀 干す 下新川郡泊町 1 7年 2月 6 o.o 0日
’F 越中商業銀行 婦負郡八尾町 3 0年 12月 200,000 
， 八 尾 銀 行 婦負郡八尾町 2 4年 4月 30,0 0 0 
， 氷見貯蓄銀行 氷見郡氷見町 2 9年 8月 1 0,0 0 0 
， 新 湊 銀 行 身、対く郡新開T 2 8年 12月 200,000 
』ー-I
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名 称 本店所在地 創立年月 杉長 金
株式璃
会社 波 銀 干了 東璃波郡城端町 明治27年 1月 7 0,0 0 0円
If 中 越、銀 行 東調波郡出回T 2 7年 12月 i 300，目。
’F ネ高 野 銀 行 東璃波郡福野町 1 3年 12月 1 8,0 0 0 
， 福岡同盟銀行 西璃波君E福岡町 2 3年 8月 100,000 
勧 農 i'-ヨ 資 メ，＿.，＿J、 社 東璃波郡野尻村 2 8年 11月 2.0 0 0 
共 通 メEコミh 資 金 社 西嘱波郡戸出町 1 6年 11月 2 0,0 0 0 
合名野
会社 村 銀 干T 東璃波郡城端町 2 0年 12月 5 0,0 0 0 
株式
会社魚 津 銀 行 下新川郡魚津町 2 9年 7月 1 5 0,0 0 0 
’F 荻 生 銀 行 下新川郡荻生村 2 9年 7月 3 0,0 0 0 
f’ 黒 東 委長 干了 下新）I間泊町 2 9年 6月 5 0,0 0 0 
/ 伏 木 銀 干了 jド:17..k~B伏木町 2 9年 7月 1 0 5.0 0 0 
/ 水 橋 銀 干T 中新川郡水橋町 3 0年 5月 2 o.o 0 0 
/ 入 善 銀 行 ITI'f JI間入善町 3 0年 2月 7 0,0 0 0 
’r 五箇庄銀行 下新JIf郡五箇村 3 0年 B月 35‘0 00 
合資鷹
会社 栖 銀 fr 西璃波郡鷹栖村 3 0年11月 1 o.0 0 0 
（『富山県統計書；』明治 30年より〉
〈注） 共通合資会社の本店所在地は、 ζの『県統計書』 30年では、本店所在地が東橋被郡庄
下村（矢木村〕となっていたが、『県統計書 J3 4年～39年では東穂波郡油田余人 4 0年以降
では西璃波郡戸出町と在っているから、と ζでは戸出町としてないた。
まな、共通合資会社（共通銀行）の社長は油田村の桜井宗一郎、常務取締役は大井長平（古住
村＝戸出国了の隣村〉であ勺たから、本店所在地が庄下村というのは問題である。
以下、その点Kついて樵ナしよう。
治銀行は‘『思統計書』では‘創立年月は明治17年 2月と左っているが‘ 「合併系統図Jf'Lよ
れば、泊銀行と改称されるのが26年 11月であれとの泊銀行の前身である保久社の倉位は17 
年 2月とを勺ているのである。す左わち、『県統計書Jvcでている治銀行創立の明治17年2月と
いうのは、 「合併系統図Jの場合の、泊銀行の前身‘保久社の創立年月と一致しているのであるか
ら、『県統計書』にでている、治銀行の創立年月日の明治 17年 2月というのは疑問である。
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との泊銀行の創立年月については、同じく『県統計書1であっても、年次によって相違している。
『県統計書』に泊銀行の名がはじめてみえるのは明治22年からであるが、この22年から 25年
てまでのr県統計書』では、その創立年月は22年4月と左っているのにたいして、 26年からは、
明治 17年2月の創立と在っている。この点からしても、『県統言字書JKでている 17年2月とい
う創立年月は疑問である。したがって、明治 17年 2月の創立というのは、泊銀行の前身の保久社
のととであD、その後、治銀行と改称されたのであるう Q
共通合資会社は、『県統計書』（ 3 0年）では、明治 16年11月の創立と念っているが、これ
も「合併系統図jでは、共通株式会社の創立は明治26年と左つてなれ後、明治40年1月κ共
通銀行に改称されている。とのように、共通合資会社の場合も両資料で創立年月が相違しているの
であるが、『県統計書』の 29年以前を調べてみると、共通合資会社の名がはじめて記載されてい
るのは、 29年{IC:):,-¥rlてであれ創立年月は 16年 12月とさtっている。とのととは、かりに創立
は明治 16年に間違凶まかったとしても‘ 29年まではみるべき営業活動が7まかったというととか、
てまたは、 29年以前は、ぞの前身としてのものにすぎをかったと円うととであろう。どちらV亡して
も、明治 16年の創立というととには、あまり重要性i＇左いというと去にえとる。本穏では‘共通合
資会社〈会たは共通株式会社〉として、形式・内突をととのえるのは、少〈とも「合併系統図J{IC 
創立年次とされている明治26年以降と考えたい。
明治 13年 12月創立となっている福野銀行についてはどうか。 『県統計幸子』にないて、福野
銀行の名のでているのは、明治28年から 32年までであれ 33年以降は名は消えている。との
福野銀行については‘『北陸銀行20年史』の 33 1貰には、 「博有社明治 13年設立．後福野銀
行と~ !J 、その後廃業」とでているo との叙述とてらしあわぜると、『県統計書 ~{ICでている福野
晶官行の創立の明治 13年というのは、福野銀行そのものの創立年次では左〈、その前身としての博
有社の創立の時であったととがわかる。博有社が、 28年に才師銀行と改称されたから、『県統計
書』の 28年のととろに、はじめてその名がでているの．であろう。次に福野銀行の名が『県統計書』
から消える、ちょうどそ¢明治33年から、その所在地であった福野町に両嘱銀行が創立されて拘
るのでさうる。それで、との両璃銀行と福野銀行との関係である刃L とれきトトκ引用じた I:tト時銀行
2 0年史』の叙述Kしたがって、橋野銀行は「その後廃業iしたのか、あるいは、両蕗銀行に引継
がれたのかは、不明であるが、いまのところ福野銀行の名が『県統計書』から消えた、ちょうどそ
の33年から、 i可じ福町田了（IC沿いて両璃銀行の生まれてwるととに注呂して：）：，－とう。
左手子、 E福野町史』によれば、肉腐銀行の創立されたのは、明治33年とをつてなり、その点、
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上の叙述と一致しているが、橋野銀行の廃業は「34年どろ」と念ってかh 両璃銀行の創立と一
年ずれているととを附記してなや。（『福野町史 J)3 9 9頁〉
明治ZU牛 1~月創立と日米統吉1筈』 c 3 0牛 ）vcでて円ゐ合名会社野村銀行についてはどうか。
「合併系統図Jvcよれば、野村貯蓄銀行の創立は明治30年2月と7まってな夕、ぞれ以前には野村
銀行の名はでてい左加。その所在地は‘東璃波郡城端!lTであるが、『城端町史』を調べると、城端
町 57 9番地の野村理兵衛が、明治 30年に合名会初野村銀行を創立したと在ってふサ、創立年次
に関するかぎり、 「合併系統図」と一致している。（『城端!lT史』 12 7 1頁〉と ζろで、明治 29
年以前の『県統計書』で野村銀行のととがでているのは、明治29年に沿いてはじめてである。し
たがって、野村銀行の創立は、ほほ明治29年か 30年とみて間違い左かろう。
明治24年4月の創立と念っている八尾銀行Vてついてはどうか。『県統計書』では、明治24年
から 40年までに‘八尾銀行の名はでてなれとくに創立年次とされている明治24年の『果統計
書』から‘その名が記哉されはじめている点からして、 24年の創立というのは間違V>1.とかろう。
八尾銀行が『県統計書』から名の消える 41年以降については、『ヰ雌銀行20年史』 33 1頁tて
は、次の叙述がある。「八尾銀行明治24年設立明治24年岩脇銀行と変更大正 13年両越
銀行新立合併（昭和7年解散）J。
福岡同盟銀行は、『泉統計書』.（ 3 0年〉では、明治 23年 8月の創立と念っているが、 「合併
系統図jでは明治28年 5月となって主功、両年次は〈いちがっている。ととろが、同じ〈『泉統
計書』でも、 28年κはその創立は 28年 5月となってなり、 しかも、との 28年の『泉統言博』
から、福岡同盟ま財子の名がはじめて記載されるのである。
以上の点からして、福岡同盟銀行の創立年月は 28年 5月としてな〈。
以上、明治50年前後の地方銀行続出期以前に創立をみたとされている？行4「果統計書』 30年
にないて〉のうち、第十二銀行、第四十七国立銀行、高開銀行の 3行をのぞいた、他の 6行の創立
の時期を検討した。 との 6行のうち、八尾銀行の創立年次の明治24年というのは間違いないが
他の5行は、たとい10年代または 20年代前半期Kないて、すでに創立されていたとしてしそ
れは、 30年当時とは、名称・組織の巽左：ったものであ勺たし、また銀行として、まだ十分に基礎
の固まってい左かったものといえる。
念事、、 f合併系統図Jvcよれば、明治10年代Vてないて、治銀行の前身・保久社の他にも、滑川
銀行の前身として漸進社（ 1 5年 5月創立〉と広通銀行の前身として広通株式会社（ 1 4年？月創
立）の名かでているoまた、明治30年創立の鷹栖銀行KつW ても、中島氏の夢前（第 1章第2節
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参照、〉によれば、ぞの前身として、村内金融機関であった分透社が明治15、 16年どろに創立さ
れている。ところ刃込漸進社、広通株式会社なよび分通社については、『県統計書』lζは、何らで
てい念ぃ。したがって、少〈とも明治10年代については、 『思統計書』の言説求ば十分に信頼しう
るものとは加え左加。
とうじて、富山県になWて、明治30年前後の地方銀行続出割以前の、 1 0年代または 20年代
前半期に創立され、ぞの形式、内容ともに整V>，銀行の名K値するもりとしては、明治 10年代に
は富山市の第十二銀行と第四十七国立金防予の2行のみであ勺たし、ぞれに 22年κ設立された高同
銀行を加えて、ただの 5行にすぎ乏か「た、といって過言では左かろう。残りの諸銀行は、 24年
創立の八尾銀行をなぞらく唯一の例外として‘ぞの他は、すでに 10年代または 20年代前半
期にかいて、その前身として町村の金融機関程度のものは設立されていたとしていまだ十分に銀
行としての内実をとも左わ左かったから、まさにとの 30年前後の時期が、地方銀行設立のブーム
の時期であったと円えよう。
次に、 30年前後の時坊になける璃波地方の銀行創立の状況を、他地方との対比にないて梅fじ
ょう。
上述の明治30年の『県統計書』から引用した＿＿：＿＿覧表（第 11表〉κよれば‘璃波地方の銀行と
しては、次の8行がある0
1. 福野銀行〈明治13年 12月創立？ なぞら〈明治28年）資本金 18, 0 0 G円o'
両璃銭行（明治 33年 1月創立）東礎波郡福野町三
2. 共通合資会社（明治 16年 11月創立？〕 共通株式造社（明治26年創立〉西璃波郡戸出
町、資本金20, 0 0 0円
3. 野村銀行（明治 20年 12月創立？明治29年か 30年〉
東璃波郡城端町、資本金 50,000丹
4. 福岡同盟銀行〈明治28年五月創立〉
西礁波郡福岡町、資本金100,000円
5. 璃波銀行（明治27年1月創立〉
東璃波郡城端町、資本金70, 0 0 0円
6. 中越銀行（明治27年 1月創立j
東璃波郡出函了‘資本金300,000円
ス 勧農合資会社（明治28年 11月創立〕
? ??
東覆波郡野fL村、資本金2.5 0 0円
8. 海栴銀行（明治 31年11月創立〕
西晴波郡鷹f西村‘資本金 10,000円
との東西南璃波郡の8行Vとたいして、他地方ではどうか。富山市・高岡市関係の銀行をのぞ〈と、
下新川郡には、新潟県境から菌の方に向って‘治銀行・黒東銀行・五箇庄銀行・入善銀行・荻生銀
行・桜庄銀行・魚津銀行の 7行がある。中新川郡(ICl士、海）1銀行・ 7_kl喬銀行・新）, ，銀行の 5行があ
る。婦負郡では八尾銀行と越中商業銀行の2行がある。射水郡佐新湊銀行と伏木銀符の 2行があり、
氷見郡は氷見銀行の 1行にすぎZとい。
らL上、富山市・高岡市をのぞいた、郡部をみると、下新）I陪Eの7行というのは、嘱波地方の8行
とほぼ同数であるが、中新川郡の 5行（滑川町、水橋町、五百石町）、婦負郡の2行（ ＼ハずれも八
尾町λ 射水郡の2行（新湊町と伏木町）、氷見郡の 1行に比較すると‘璃波地方の8行と下新川
郡の 7行は数の多wζとで目をひ〈。ととろカミ下新JI聞の7行とUつうのは、その数lぐないて、稿
波地方の8行に匹敵するが、それら 7行の地域的'h:1故らばりぐあいをみると次のどとくである。新
潟県境に近い泊町にな付る、泊銀行と黒東銀行の2行と、入善町の入善銀行、なよび月山村にかけ
る五：箇庄銀行とをあわぜて4行は、一つのまとまりのある泊・入善地域にあるとみてよい。ととろが、
三日市の桜庄銀行と‘その隣村Vてある荻生銀行の 2行は、治・入害事地域から相当に隔った地点にあ
りよ支えとの三日市地区と、 ζれまた相当隔勺た魚津町に魚津銀行がある。 ζうみて〈ると、下新
川郡の 7行という場合、治・入養地域の 4行と、三日市地域の2行と、魚深町の 1行と、 5地域に
介敬して存在するのであり、下新川郡町立、まとまって7行が存在していたのでは左いoとの下新
Ji I郡の5地域への分散状態K比較すれば、東西両穂波郡の8行というのは、福岡銀行のみが、若干
はずれた地点v'L~うるが、他の 7行は、中越銑萱の駅、または繍洛にそって、城端町Vて 2 行、下宮子［サ
に 1行、野岡村(IC1 行、鷹栖村~1 行、出町(IC 1行、戸出町に 1行と、帯状vcつらをつて存在して
wる。つをし璃波地方の場合l立、他地方のように、特定の有力町村に銀行が散在していて、ぞれ
らが単に点として存在していたのとは兵宏って‘いわば、中越鉄道に沿勺て、有力町村をペノレトで
結ぶ、そのベノレトにそって、 7銀行が30年前後K創立されたのである。とれば、璃波地方は、他
の地方と異左って、璃波中央部の平場地帯は地味豊か左穀倉として、有力な町村が多数存在したと
とと、当時、との平場地帯の後菅地としての山寄れさたは山ろ〈地帯に、生糸、絹、綿、麻等の
餓物業の多数のマニユフアクチヤ工場をもっ有力町村の経諦力を基盤として、地方銀行が設立され
たζとによるのであろう。一方、同じ時期V亡、との豊か左穀倉としての中央の平場地帯ξ、その背
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能血の山寄り、 jJ際のマエユフアクチヤ町村を高岡・伏木氏結ぶものとして、中越鉄道が敷設され
たととはすでに述べたが、この中越鉄道の敷設と、一連の地方銀行の設立の時期と場所。．きわだ
った対応．一致に注目したい。
（注） 3 0 年の時点では、嘱波地方の銀行数は以上の8行であったが、その後数年間の推移は
次の如〈である。中越鉄道が城端一高岡・伏木間の工事を完了した翌年の34年には、 30年の
8行のうち‘勧農合資会社・福野銀行の2行の名は消えている。とのうち、勧農合資会社はすで
に32年に名が消去てなれ ぞれ以後『泉統計書』に名がでてν吐い。福野樹子は 33年V亡名は
消えているが、そのかわりに、同じ年に同じ袴野田T"1:両嘱銀行ー（資本金20万円〉が創立され
ているととはすでtてのぺた0 3 4年に新たに名のでているのは‘井波銀行（東璃波郡井波町・資
本金5万円入広通銀行（西璃波郡高波杓北高木、資本金34. 3 7 5円〉、神沢銀行（東嘱波郡
出町‘資本金2万5千円〉と戸出貯金銀行（西穂波郡戸出町、資本金7万円Jの4行である。と
うして明治34年の時点では、名の消えた観操合食会社、干醒T銀行のZ行f（；たいして、 D干T＼.阿
磯銀行をも含めて）が加わり．明治30年の8行にたいして 11行となる。 ζれで‘嘱波地方の
地方銀行はほぼでぞろうのである。
つぎに、とれら日電波の地方銀行の創立と地玉との関係を検討しよう。
前掲第11表になける、明治 30年の駕波地方の 8行のうち、創立の発起人・役員関係を知りう
るのは、中越銀行、罵相銀行の 2行にすぎ左い。中越銀行Vてついては、『中越銀干王創立三十年誌』
（大正14年 1月干IJ)があり、鷹栖銀行については、『鷹栖村史』 lζ該当する記事がある。
（注｝ 富山県の地一方銀行の沿革史につWては、現に手K入るものは‘『ヰ腿銀行20年史L
『第十二銀行史』、『中越銀行創立三十年誌L 『神鴻里行沿革史』、『 45年誌・滑Ji!銀行』
『水橋銀行45年有終誌L 『小杉銀行沿革誌』、『氷見銀行三寸年誌.I]. If高岡共立銀行有終
史L F富山県農工銀行株主名簿Jがある。
中越銀行倉u立の発超人および役員。
明治27年7月？臼、設立認可を申請し、？月 18日に認可をえているが、発起人は次の 18名
である。
岡本八平 大矢四郊兵衛 矢後孫三 小幡直次 桜井宗一郎 大井長平
根尾宗四郎松島与信
島本正孝 安念次左エ門
吉田仁平 土倉弥平 藤井長太郎
上埜＋右エ門 加賀谷四郎三郎
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高広次子
菊野久太郎
ヰじ休九郎平
明治 27年 11月17日..,fji撲総会を開き資本金20万円．株式4千株（ 1株 50円〉をきめ、
役員は次のと ;J;~ !J 0 
取締役 間本八平 桜井宗→E
安念次左エ門 矢後孫二
監査役 上埜十右ヱ門 小幡直次 松島与信
取締役の互選によって
頭取岡本八平 支配人安念次左エ門
と決定。
中越銀行は、明治 30年12月31日現在にないて、第 11表のどとし璃波地方の営業中の上
述の8行のうち．その資本金は 30万円（ 6千株）じ最大規模であれ第2位の福岡同盟銀行の
資本金10万円、第五位の礎波銀行の 7万円と比較して．断然大きな資本規模であった。
当時、富山県全体の32行のうち、最大の資本規模は‘富山市の第十二銀行の 20 0万円であるが
これを別格とすれば、それについて：第 2位の資本規模は、中越銀行の30万円であり、 30万円
というのは、中越銀行の他には、富山市の第四十七国立銀行、南青市の高同銀行と高岡共立鏑jの
3行にすぎな加。とのように中越銀行は、当時、破波地方第1の資本規模をほとる代表的銀行であ
ったのみ走らず、全県下にかいても第 1級の資本規模の銀行であったし‘富山・高岡両市の銀行
と同格の資本規模をも，つものは、郡部のうちではとの中越銀行のみであった。とのととむかつ、
璃波地方κ、中越銀行以下8行という数多〈の地方銀行をもっていたとWうととからしても、当時
の璃波地方の、県経済・白金融界に占める優越した位置づけを知るととができる。次κ、中越銀行の
本店所在地は、西璃波君＇~出町であるが、出町は地理的に、東西両璃波地方のほぼ中心（！［泣置してい
るとともあって、当時全璃波地方の中心地であったといってさしっかえ在加。それ故陀とそ、中越
鉄道敷設を発議する最初の協議会も、出町κないで、両嘱波・高岡・伏木の有力者が集って開催さ
れたのであった。
とれらのことから、当時の璃波地方の中心部の出町に本店をなく、中越銀行は、嘱波の8銀行の
うちの中心的、代謝ヲ銀行であったととがわかる。
との中越銀行創立の発起人 18名のうち、すでK検討した中越鉄道敷設の発起人に名をつらねて
いたのは、次の？名である。
大矢四郎兵衛 矢後孫二 小幡痘次 大井長平 松島与信 藤井長太郎
高広次平 安念次左エ門 菊野久太郎
一－ 1 n月一ー
つまり、中越銀行創立の発起人18＇名のうち丁度半数が、中越鉄道の発起人氏名をつらねて wた
のである。との？名のうち、出町がよび、その近辺の人は、小幡直次〈出店了〉、大矢田部兵衛〈鷹
栖材〉、安念次記エ門〔太田村〉、藤井長太郎（中野村入ぞれに庄JI!をへだてた庄東地域の松島
与信（権正寺）の 5名である。戸出向近辺では、大井長平（台住村〉と矢後孫ニ（横越村）の2名
があるG以上7名は、出町と戸出可を中心とし、との両貯の局辺の部落からでてwる、代表的大地
主・有力者たちである。以上7名の他に菊野久太郎と高広次予は、両町から相当隔った地点の人で
さちる。すなわち、菊野はよ色町よ担もむしろ井波町に近い松原上野の巨大地主であり、高広次平I玄、
出!lfはもとより、戸出町からも相当に隠った福岡田了の包大地主である。
つぎK、中越銀行の発起人 18名の5ち、りこる？名の主だった人たちを本館すしよう。
間本八平。五鹿屋村＝五郎丸材
五郎丸村は．出!lfの近辺にある部落で、岡本八平はぞの巨大地主である日彼Kついては、すでに
第1章第2節で関説したQ 岡本は、明治 40年4月、燐村の野村島村の不在地主として、イ也の不在
地主の田上六太郎（来山見村〉、宇野直次（井波町〉らとともに4野村島村の分与米廃止を申入れ
た当事者であった。明治 40年当時、岡本は. 8 6. 7可所有の巨大地主であった（農政調査会『富
山県璃波地方にかける慣行小作権の構成と農地改革，P 3東芝き照） (j大正13年の調査では 59町
の貸付地を有する、呉富士出方第 1る悉ー 目の大地主であった。
岡本は、県多額納税者として、明治 37年には第15位、明治44年にも 15位に位置していた。
をな、岡本と大矢との関係は、明治16年 6月に、璃波'!JB連合町村会議員選挙亡両者が対立し、
大矢が当選したととが、中島氏の研究にでている。
また岡本は、明治 33年 11月の県会議員の補選で当選して、ー 36年9月までも県会議員であっ
？と0
協キ宗一郎。東璃波郡油田村・
大井長平の実兄であり、油田村の大地主。明治 12年2月、璃波郡池田村大字三郎丸材外20ケ
村の戸長に就任‘ 13年五月辞任。 17年7月‘三郎丸村外23ク村戸長に就任、 1 9年辞任。 20
年以降、璃波義念会議員、郡会大地主議員等を歴任。中越長財子の取締役の他に、共通銀行社長、出
町倉庫株式会社、戸出貯金銀行の各取締役立子よび高岡共立銀行、高岡米穀取引明の監査役を歴任。
土地所有規模は、明治時代は未詳である刃込大正13年の調査では、 72町歩で‘呉西地方第11
番目。大地主であった。
また、泉多額納税者としては、問、治 36年に、第 13位、大正14年には第 29位を占めて円ろ。
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根尾宗四郎、東低波郡庄下村＝矢木村
矢木村の大地主で、明治時代の土地所有規模は未詳である設、大正 13年の謁査では、 1 0 2町
歩の貸付地を有ずる呉西地方第？位の巨大地主である。
中越銀行の発起人の他に、出町倉庫株式会社取締役を歴任している。
政界でi士、明治 36年？月に東嬬波郡会議員と左夕、 10月Kは郡会議長に当選もまた明治40 
年？月～44年？月の県会議員である。
j展多額納税者としては、明治 37年の第11位、明治39年の第13位で、県有数の多額所得者
であった。
吉田仁平。西燐波郡戸出町
『戸出資料』Kよれば、吉田家は、元l夜存間よ人庄下郷歌元村Kあって、麻布製造に従事し、
明治年間に戸出村へ移住して事業を設議したことがでている。（ 3 1 5頁）この『戸出資料』の叙
述からなして、吉田家はもともとの大地主では左〈、麻布製造の生走者また麻商人として産を左し、
次第に土地集積をしたものであろう。吉田の明治時代の土地所有規模は未詳であるが、大正 13年
の調査では、 55町歩貸付の大地主。
中越銀行。発起人の他に、戸出貯金銀行の頭取、戸出物産株式会社社長（綿緋物生窪〉、製絹合
資会社なよび高岡共立銀行の各役員をしている。つまり、吉田仁平は、同じ〈大地主の対段平、
桜井宗一郎とともに、戸出、出町の地域にシいて、他産業K積極的に手を出した顕著左例である。
なな、戸出町にある製絹合資会社は、『県統計書』明治 34年によれば、創立は明治31年？月
であ九絹羽二重を生霊し、雇用人員は、 14才以上では、戦工として男子5名と女子30名、徒
弟として、男子2名、女子4名を雇用し、また 14才未満では職工として女子 5名、徒弟として男
子6名、女子20名を雇用している。当時としては相当大規模なマニユフアクチヤであった。また
戸出物産株式会社は、明治29年10月創立で、 14才以上の戦工は男子5名、女子i5名、＇ 14 
才未満では女子15名を，雇用する工場であった。
加賀谷四郎三郎。西司書波郡植生村
加賀谷については、〈わしいことは未詳であるが、大地主であることは、大正 13年の説査で、
貸付地 60町歩をもち、，呉西地方で第 15 位であるととからわかる。な;Jo~ ，加賀谷の住所の植生村
は、出町、戸出回了からはるかに離れた場所にあ九石動町のi簿村であることに注目したい。
以上のほかの土倉弥平、島本正孝、上埜十右エ門、北村九時平については未詳である。
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以上、明治2?!rj三の中越銀行創立の発起人 18名のうち、略歴のわかる 14名を検討した。 ζの
1 4名のうち、中越鉄道の発起人に入っていた？名はもちろんのこと、それに名をつらねていなか
った、岡本八平、桜井宗一良恥複尾宗四虫E、吉田仁平、加賀谷四郎三郎の 5名も、当時の嘱波地方
の代表的大地主であ夕、有力者であったことがわかる。大地主という点については、略羽は大分〈
だるが、大正13年の謁査にないて、会呉西地方の50 lJ歩以上地主24名のうちには、との中越
銀行の発起人に名をつらねている人たち治決きま比率をしめている。す左わち、呉西地方の 50町
歩以上の大地主24名のうち、前節の高岡商人＝地主のととろで述べた、金日居丈以下の高間関係
の？名をのぞいた、残りの 15名のうちでは、中越銀行発起人から 8名が入っているのである。そ
の氏名と土j也所有規模をかかげよう。
高広次予 西嬬波郡福間町 1 6 5町
菊野ふみ 東婿波郡山野村（松原上野〉
根選宗四郎 東議波郡庄下村字矢木村
桜芽宗一郎 東穂波郡池田村
加賀谷四郎三郎 認議波郡植生村
岡本八三子 東端波郡五施谷村（五郎丸村〕
吉国仁王子 商閣波郡戸出町
安念次郎左ヱ門 東臣室波君快田村
1 0 5町
1 0 2町
7 2町
6 0町
5 9町
s 5町
52町
次vca意すべき点は、発起人 18名のうちの、上K検討した 14名の住所であるが、その大部分
は出町、戸出向ーを中心として、その近辺の人たちであ今た。しかし、その中tては、福岡町の高広次
予、石動取昔、埴生村の加賀谷四郎三恥井波町にち治的松原上野の菊野久太郎の5名が入って
いるととからして、本店の所在弛が出町にあった中越銀行は、地理的、地域的 VCIV~波中心部に位置
していたとともに、発起人は全紙波的左規模であつまっていたといえる。もちろん、これを中越鉄
道の発起人のうち嬬波関係26名の地域的分布状態に比較す4れば、中越鈎7の場合は井波、おむ様、
福光、権寄の各lJから発起人が入っていないのであるから、その地域的ひるが台にたいて、劣ると
とはたしかでるる。しかし嬬波地方で、地万銀行がこの時点で、ただ一つの中越銀行たけカ2創立され
たのでは乏いから、それは当然のことである。むしろわれわれは、 ζの時期に他にも多〈の地方銀
千羽2設立されたにもかかわらず、この中越銀行｛て卦露波的規模で、大地主、有力者力結集している
ζとに注目したい。
いま一つ注意すべきことは、とれら発起人のうちには、中越鉄道のみならず、広く 1也の芸誌も元企
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業；て関係していた人の多いととである。福岡町の高広次平は、福岡同盟銀行の創立者。一人であり、
ずっと頭取をつとめていた。桜井宗一郎と大井長平は共通銀行の創立者、桜持、対九吉田仁平は
戸出貯金銀行の役員、また大井と吉田はそれぞれ当時としては大規模まマニユフアクテャの経営主
であった。大矢四良浜衛は鷹栖銀行の創立者c一人でるった。まれ高広次平をはじめとして吉田
仁平、桜井宗一広菊野夕、太郎は、たんに暗雲波地方にないて広〈他銀行、他企業にl鶏係していたの
みならず、明治28年創立の高岡共通銀行に重要な役員として入っていた。かくして彼らは、議波
地フ干と高岡市を合めての全呉西地方での経済、金融界での代謝令有力者であったことがわかる。
鷹栖銀行にフいて。
『隠栖村史Jvcよれば、「明治30年日清戦争後の好景気に伴って、村内有志相計b銀行業の開
始を左すζとに決し、大蔵大臣の免許を得て発起人は左の20名が名をつらね、各人金 50 0円宛
を出資して金一万円の資本をもって合資会社鷹栖銀行が発起した。 J( 9 0頁〉とある。
との発起人 20名の名をあげる前に、時措銀行の前身として村内金融のために明治 15、 16年
どろK創立された分通社の関係者にフいてふれてbこう。会通社は、中島氏の研究Kよれば、大矢
四良浜衛の主唱によ九資本金5千円で盆iJ立された札銀行条例の公布施読により解散した。その
記念として石窟龍一道を征清記念碑前に建立しそのそばの石に加入者の氏名がきざまれている。氏
名は次のとかタである。
大矢四郎兵衛
多田茂三郎
大谷三郎
中西甚太郎
渡辺栄次郎
中谷壮平
四谷与平
チ虐師嘉作
吉田七次郎
以上の？名のうちの大部分はすでに第t章第1節にないて様守した人たちであ九鷹柏村の代表
的左大拙主、有力者たちで‘あった白すなわち、明治8年の土地所有規模でいえば、大矢は 24. 8町
吉田は 11. 6町、中西は13町、韓師は 5.4町、渡辺は5町、多国は 4.7町、四谷は 4.8町であタ
彼らは鷹栖村の上佳と地所宥者の大部分であった。（第1章第1貧rn1項の第1表参照）。また、
中谷は、 1 3年 1月～ 17 !fミる月の公選の戸長であった。
次V亡、明治 30年創立の庭樹長行の発起人をみよう。
島田寿吉郎 大矢四郎兵衛 四谷儀平 四谷与平 原田与吉
多国茂三郎 砂田三太郎 砂田善蔵 吉田七次郎 今井信平
上国豊太郎 原伺八百蔵 山本宗太郎 池田勘友ヱ門 j虐師孫太Rr
中明文平 田中次乎 小倉金右ヱ門 小倉政五郎 林卯三EB
iO 9ー
この 20名ば当時になける村内の有力者、上位土地力持者たちを網羅的に集めた顔ぶれであった
（第1表参照）
片噛銀行‘ f湾栖銀行以外では、福間同盟銀行、持重合名会社（共通銀行〉、J 戸出貯金銀行の役員
についてはすでに若干ふれf九ぞの他では、城端町の野村銀行とi腐波銀行！Z:フいては、前者は野村
理兵衛が明治30年（'L創立した鋭行であ九野村家は先代が呉服麗を営み、美濃縞を取扱って産を
左した家である（『町史J)1271貰）。古磁波銀行は中越議道の発起人の一人であった大地主‘荒
木文平が創立者でかつ、減取であった。
（注〉 仲沢銀行は、 F神沢室長行fd草史』によれば、明治31年？月 1日、神沢まつの個人銀
行〈資本金2万5千円〉として皇位されたものである。神沢まつについ，ては〈わしいととはわか
ら之といぬ呉板商であった。土地所有関係は未説
これを安するに、明治＿， 0年当時の副長並立地万のこれら地方銀行。創立にあたっては、大地主たち
治決定的な役割をはたしたといえるし、しかも彼らの多くは中越鉄道敷設の発起人であった。 ζ う
して彼らは政治的、経済的、社会的にも代表的左有万石ぎたちでふったのである。
第4節要約と展望
i溶 1主主では、戦前になける暗波地方の民事栖村と射水郡の大島村のi両村（'L砕ける地主層と他産業との
調達を検討した。鷹栖村では、すでに早〈日清戦争前後以来、大地主たちは積極的に他産業に予を
だしてρたのにたいじて、大島村では、昭和 10年どろまでは、特殊投例外をのぞいては、地主で
他産業に手をだしたのは絶無といってよかった。躍栖村の；場合は、明治 31年の氷小作権の確立に
よって、小作｛闘のt1十作権が安定・縫立し、したがって地主側からの収奪の強化や、小作地の売逃げ
は菌難になったととが、地主j醤の他産菜への進出の根本的友理由の一つであった唱しかし、この地
主三層の他産業への進出は、氷小作権の確立を根拠とし、前提としてのζとには間違hをかったが、
たんにそれのみの理由によるのでは左かった。
民訴吉村を包含する！縞波地方K沿いては、その中央平担部は、富山一平野の穀倉として農業生主主力が
高かったとととも ζの中央平担部の背後7与謝？である山寄れ山際には、生糸、構織物を中心とする
撤挽l業。訟多くのマニユフアクチヤ工場をもフ一連の町村が存在していたととから、この平担者五と
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背後地帯の両者をつうじて、一つの犠波経済麹ともいうべき広汎左社会的分業が展開されていた。
との社会的分業の展開、したが勺て商品生産、商品流通の進展K媒介されて、一般に婿波の農村で
の消費生活は豊富多様化し、家族家計費、交際費（冠婚葬祭）が膨脹した。それ故K鷹栖村Kみら
れたどとしそζでは、大島村の場合よ.！Hi;.地主の地代水準（取分〉は高かったにもかかわらず、
費用倒れのグースが多かった。地封膏は、との家計費拶脹K対処するためV亡、奴入増大の必要K迫
られたのであるが、その際、氷小作権の強固左枠の故K、小作側へのしわたせKよる収入増大の途
は困難であった。 ζのととが、地主たちをして、積極的に他産業へ進出させた理由でるったと考え
られる。それKたいして、大島村の場合は、湿田雄滞で反当収量が低かっ九それのみ左らず、大
島村は地理的K高岡市とイ必町。丁度中間K位置していたが、高岡と小杉を含めた意味での経済鱒
の確立、したがって社会的分業の展開はまされるKはいたら左かった。もっとし売薬の元締，と完
子という関係では、大島村は高岡市と小杉町とによって支配される関係Kあったととは疑い左いが、
一般的にいって、大島村は両者から分離、孤立した、いわば一つの 島Hと考えられる状態にとど
まって、商品経済の展開はなか十分では念かった。とのととが、その地主たちの他産業への進出の
みられ念かった理由であろう。
かくして、両村l{:;I;-ける、地主層と他産業との関速にがけるー相違は、あきらかκyそれぞれの経済
の発展段階の相違に対応していたものといえるのである。しかし、この発展段階の相違Kもかかわ
らず、両村の最大の、がそらくは唯一のとも称しうる嚢産物である米と、また米作のための魚胞と
の価格決定と売買vci.~いては、商業都市高岡の米穀・肥料の取引所K よって‘両村は高岡商人たち
によって掌握支配されていたのであれその点では共通であった。
第 2章にたいては、明治噺＼VCかける積波地方の県経済に占める位置と、嘱波地方と高岡市との
関係を検討し九
穂波地方は、富山県が石川県から分県した明治 16年から、明治20年代をつうじて、農、工業
のいずれに沿いても、県の最先進地帯として、県経済に圧倒的比重を占めていた。との先進地帯の
璃波地方を、県の商業界の中心地の高岡市むよび伏木港！'C結びつけるものとして、中越鉄道治宅敷設
されたのであった。中越鉄道敷設の発起人として参加した 32名は、当時の婿波地方と高岡市、伏
木港のそれぞれを代表するよう左大地主、大商人たちであったd とのうち、婿波地方から名をつら
ねている26名の発起人たちに沿いて、当時Kなける大地主たちの他産業への進出の典型的事例を
みるのである。（もちろん、 26名のうちには、大地主のみならず、山際地帯の一連の有力町村か
らは、代謝怯マニユフアクチヤ主たちの入っていたことは、すでK検討した。うしかも、彼ら大
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地主たちは、鉄送敷設のみまらず、他の諸産業へも積極的K乗bだした開明的な地主たちてあった。
中越鉄道敷設の明治30年前後は、了度、富山県になhて、数多くの地方銀行の続出した時期で
もあった。どくに滋波地方では、他地方よbも、・はるかK多くの地方銀討が有力町村にないで軒並
；て創立された。とれら地方銀行創立の発起人たちも、 fてθ室長くは、ぞれら町村の代主史的左大地主た
ちであった。とくに、編波地方最大の資本規模をもって、地理的K踊波のはほ中心地でるゐ出町に
設立された中越銀行の発起人1"8名のうち、半数の？唱を！プでが、中越妖道の発起人 26名のうらに
入っていた大地主たちでおった。 ζの？名を含めて、中越銀行の発起人の大部分は、中越鉄道と中
越銀行のみならず、他の諸産業、企業代も積極的に手をだした人たちであった。
ちて、中越鉄道敷設の縫波WUからの発起人のほとん主力込他産業に手をだした大地主たちであっ
た7＼ 高岡一I官、伏水港から参加していた人たちしそれぞれを代表するよう左大商人、対自主、有
力者たちであっ九
つまれ中越鉄道の敷設というのは、当時の県館斉の良、工業の両面にわたる先進地帯であった
曙波地方を、~ミ商業界の中心地の高岡市と浮鑓ーの良港、伏木港に結ぶものであ人そのためにそ
れぞれの代表的左大地主、大商人、マニユフアクテャ経営主たちが発起人として結集したのであっ
た。換ぎすれば、それは、明治16年の分県以末、米穀肥科等の取引所をつうじて、県商業界を掌
握していた高岡市を中心として、その背後地滑でるb、米と儲均の県最大の生産t!Wぼである暗波地
方ともまた話調市の玄関口としての県髄ーの伏木港を、中越鉄道によって、より完全に結ぶことで
あって、それはまた、犠波＝高岡・伏木地域の県経済にかける先進性、優越控を示すものでもあっ
た。
とのように、中越鉄道φ敷設カヘ婿波地方の県経済にかける先進性・優越i挫の結果であったが、
との鉄道敷設の時期が、この地方の県経済にふ寸ナる地位の低下のはじまる時期でもあった。つまb
日清戦争総m法業窓会の F何時聞け牛 L臭事茎渚｛とたけb中道力のJ交イ十のはじまる日鵠耳でもあったわけ
である。
それを示すのは、次の 2点である。
第七弘富山県分県の明治 16年から、ほほ20年をつうじて、庭、工業の雨前にわたって、母語
波地方プQ＇~長の最先進地帝であったが、大体 3 0年どろから、その地位の相対的低下がはじまる。
まず異業生産をみよう。
明治1 6 、 7 年の時点で、認波地方は~~造業の死命を制する米作にbいて、県下で圧倒的比重を
占めていたζ とは、すでに述べた。ナ左わち、縞波地方は、耕作反剥にかいて、県下(I)3割是らず
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の割合にもかかわらず、 i反獲量vO缶、いては4割を占めてい；しそれにたいして、新jf[・婦負・射水
の各郡は、収獲量Kないても反当収量K沿いていはるかに低い水準であった。ところが、沼齢出
方の ζの圧倒的優位は、すでに20年末から低下をはじめる。だと九は、明治 31＂存reは、（ 6 0 
年は、ウンカの発生で例タ同ヲ左凶作の年であったから、除外する〉、確波地方は、東西礎波を併わ
せす十算すれば、耕作反別は、県全体の 5割前後c2虫2%）と、明治 17年当時とかわっていな
いが、収獲量の占める比率i;J；、大きく低下して、 3割を若干上回る水準c3三2妬〉にすぎなくな
~，，－c いる。それにたいして、新川地方は、上、中、下の三郡をあわせた計算では、耕作反別の比率
の4割あま !J(42.2%）にたいして、収獲量の割合も 4割ちかぐ（ 3 8 .2 % )JC左っているので
ある。つま九時波と新）1.v同地方は、明治 17年当時に比較すれば、いずれも反当収量の順当左
上昇をみせているのであるが、その中VCfo＇いて、新川地方の方がはるかに碩著であり、その結果と
して、両者の反収にかいては、在制高波の優位は間違いないが、絡差はいち仁るしぐ縮少している
のである。（明治 17年端波妙方1.8 3石，f 、統ll:t也プ＇］O91 5石／ ・明治 31年、磁波地、一 .・反 ・皮
方2. 1 8石令、新JII地方 1.7 6石令。）
とうして、米作にお、ける昭波地方の地位の相対的低下は歴然としているo
つぎに工業生産にでついてはどうか。
明治1. 7年当時の主要工業生建物としての私添佐製品にないては、 fj~波地方以外では、魚津近辺の
白木綿と婦負郡八尾町の生糸、羽二重とを特殊な例外として、織物工業全体をとってみれば、福光
をはじめとする井波、成端、福聖子の各町：τbける生糸、網、綿、麻緋励の生産lてかいて、綴波地方
は県下できわだった優位をしめていた。ところが、中越鉄道敷設後の明治34‘5年の時点では、す
でvc網織；I{勿にないて、中新川郡治-'Ji!自著左進出をしめして、協波地方をま友いているのである。もちろ
メ九織物業全体とすれば、之とな税波地方の優位ほ争え左いととろでるるが、当時の：最重要ま織物で
ある縞識物では、かつての後進地併の中新川郡にあって五百石町、上市町等Kないで、日清戦争後
の時点で多〈のマニユブアクチヤ工場φ援生したととは注目されねば左らぬ。
中毒切If郡にかいて、五百石町、上市町を中心として絹織物業のマエユフアクチヤ工場の接生のは
じまったのと、ほほ同じ時期である明治28年 12月Kは、その五百石町にかいて新川銀行が創立
されている。との創立と、マニユフアクテヤ工場の急激友族生とには、密強校関連があった。（そ
の点は、後述の第2編の中心的テーマであるo 〕それはとも角として、中越鉄道敷設後の明治34、
5年の時点で絹鵠物業に沿Wて、髄波地方の優位の〈ずれたことは重要である。
ζ うして、農業（'L；！：；戸いても、工業に沿いてい｛穏波地方の県経済にかける圧倒的優位の時代が去
bつつある ζとがわかるのである。
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第こにあぐべきは4つぎの点である。
呉西地方にがいて中越鉄道敷設の着工、完成をみる、了度その同じ時期に、富山市では有力者た
ちが結集して、新産業である電気産業の基礎をすえたととである。
す左わち、明治29年 7月2.ak富山電燈株式会社の設立願書が提出され、 .30年 11月2.3日
には富山市Kかいて創立総会がもたれ、 32年4月25日VC.I玄関業をみているのである。畠山電燈
の設立願書の提出した 29年は、丁度、中越鉄道の楚工された年であ九開業の年の 1年前の,31 
年Kは、中越鉄道は城端、高岡間が開通し、経営されているのである。つま b呉西地方では、嘱波
地方をはじめ商両市、伏木港の有力者たちが死力をつくして中越鉄道の敷設に打込んでいたその時
期に、釜山市の有力者たちは、その後の議山県経済の基軸になった家漉業の電気産業の基礎をすえ
るために力を結集していたのであった。その中心人物は、 3 0年 11月23日の創立総会で社長に
就任した金問又左ヱ門でるった。
這山電穫は、明治 3・2年 4月25臼の開業の直後の 8月11白に、富山市の大火にあって材土建
物と諸設備を焼失するという一大打撃をうけ、 ζれを契機としで翌33年同士、資本金を10万円
から 6万円に縮少するにいたる。しかし、この障害をの bζえで、明治36年には営業成績がすこ
ぶる上って、 1割 7分の高配当をするまでにな九資本金も 6万円から？万円へと増額するのであ
る。 ζの明治36年という年は、金岡と同じ〈改進党の代議士として、ともに国会で活鼠していた
曙波地方の大矢四郎兵衛は、中越鉄道敷設事業で失敗・没落して、北海道岩内郡に移住した年でる
る。富山電燈は、さらに日露戦争後の明治'41年には、資本金を？万円からー拠に 60万円に増額
して、その名称も富山電気株式会社と改称いことにその基礎は由るのである。
一方、高岡市VC;1'.,＇いては、富山市にややがくれて、富山電燈株式会社の開業した翌年の明治 33 
年5月K高問紡績株式会社が、兼営事業として電鍵供給事業に手をだすカ九同年6月の高岡市の大
火で、 ζの計画は失敗する。高岡電燈株式会社治元高岡結績よタ経営権を譲渡されて独自に設立さ
れたのは、明治36年であり、この会社の社長になったのは、高岡市の代表的商人であb地主であ
る菅野伝右ヱ門（ 2代目〉であったoところが、この高岡電燈は、釜山電燈K比して、資本規模K
沿いても工場設備にがいても格断に劣ったことは否定できまし'bかくして電気産業にないては、そ
の本拠は富山電気株式会社であった。
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資料 I 明治時代の国会議員選挙
（「富山県政史」芳四巻より〉
第1回貴族院議員互選（ M23. 6.10) 
馬場道久（自由）
第1回衆議院議長選挙 M2'3. 7 
第1区（富山市‘上新川郡．婦負郡）
⑨関野善次郎〈改進党） 落重松覚乎｛犬同派）
③磯部四郎（大同派） 落小林 1Ef愛国公党〉
→辞職2五11. 1 8補選
⑧石坂専之介（立憲自由党）落重松覚平（犬同派）
第2区〈下新川郡）
③田村儀昌〈改進党〉 落片山修造（大同派）
。伊東裕寛仁 ~ ） 
第5区（高岡市‘射水郡〉
③南 誠一郎（大同派） 落大橋十右エ門（改進党）
第4区（腐波郡）
③島田孝之〈改進党） 落武部向 it（大同派〕
臨時総選挙 M 2 5. 2.1 5 
第1区③岩城隆常（北陸自由党） 落関野善次郎〈改進党〉
③原 弘三（克党掲負郡長） 落菅原滋治〈自由党〕
第2~ ③谷 ！痕平（ヰb陸自由党） 落田．村惟昌（改進党〉
第五区③稲垣 示（北陸自由党〉 落本林 篤〈改進党〉
第4区③武部其文（北陸自由党） 落島田孝之〈改進党〉
一喰裁判の結果‘島田の勝訴と念る
第5回総選挙 M 2 7. 3. 1 
第1区⑧関野善次郎（改進党） 落重松覚平〈自由党）
③原 弘三（国民協会〉 落神保東｛乍（自由党〉
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第2区＠）野村修造（改 進 党〉 落伊東裕寛（自由党）
第3区③稲垣 示（自 出 党） 落岩間覚平（自由党）
第4IB:⑨島田孝之（改 進 党〉 落武部英文（自由党〉
第4回総選挙 M 2 Z 9. 1 
第 1区＠）金問叉左エ門（改進系無所属） 落重松覚平（自由党〉
③内山正治（雌系無所属） 落神保東作（自由党）
第2区③漆間民夫（改 進 党〉
完結5区③筒島間作（自由系無所鴎）
第4区③島田孝之（改 進 党） 落武部其文（自由党）
貴族院議員互選 M 3 0. 6. 1 0 
③菅野伝右エ門（岳 出 派〉
第5回総選挙 M 3 1. 3.1 5 
第1区⑪内山松世（進 歩） 次馬場道久（白 由）
③金山従革（進 歩〉
第2区⑨西田収三（進 歩〉 次長島武右エ門（白 由）
第5区⑪坂井敬義（白 由〉 次黒田儀平（進 歩〉
第4区③大矢四郎兵衛〈進 歩） 次上埜安太郎（自 自）
第6回総選挙 M 3 1. 8. 1 0 
第1区③内山松世（憲 政〉 落金山従革〈憲政〉馬場道久（憲政）
③金岡又左エ門〈憲 政〉 落林豊二（憲政〉森正太郎（憲政）
第2区③西回収三（憲 政） 落長島武右エ門（憲 政）
第3区③稲垣 示（憲 政） 落坂井敬義（憲 政）
第 4区⑪大矢田郎兵衛（憲 政） 落上埜安太郎（憲 政）
貴族院議員選挙 M 3 3. ι． 2 
③高広次平（憲本旧進歩党） 次井上清治（
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第7回総選挙 M 3 5. 8. 1 0 
市部③関野善次郎（憲 本〉 落牧野平五郎（準政友〕
③鳥山敬二郊（政 友〉 落安藤謙介（中 立〉
郡部③大橋十右エ門（憲 本〉 落米沢蚊三郎（政 友〉
③上埜安太郎（政 友〉 落乗杉教存（仏教徒）
③田村惟昌（憲 本〉
③金問又左エ門（三 四 倶）
⑨大矢四郎兵衛（憲 本〉
第8回総選挙 M3 6. 3. 1 
富山市⑨牧野平五郎（中 立〉 落関野善次郎（憲 本〉
高岡市⑨安藤謙介（吏 党〉 落筏井甚吉（政 友〉
落鳥山敬二郎（政 友〕
郡部③米沢紋三郎（政 友〉 落大橋十右エ門（憲 本〕
⑪大矢四郎兵衛〈憲 本〉 落
③上埜安太郎（政 友）
③安念次左エ門（憲 本〉
③田村惟昌〔憲 本〉
貴族院議員補欠選挙 M 3 6. 4. 2 4 
③井上清治（婦負郡速墨付）
第？回総選挙 M 3 7. 3. 1 
市部②関野善次郎（憲 本〉 落牧野平五郎（申 立〉
③鳥山敬二郎（政 友〉 落岩田徳太郎（政 友〉
落大橋十右エ門（憲 本〉
落安藤謙介（吏 党〉
郡部③米沢紋三郎（政 友） 次泉 関次郎（ i:p 立）
③金問文左エ門（憲 本〉
③上埜安太郎（政 友〉
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②田村惟昌（憲 本）
③安念次友エ門（憲 本〉
貴族院議員互選 M 3 Z 6. 1 0 
③中田清兵衛（中 立〉
貴族院議員互選 M 3 9.1 1. 2 4. 
③浅野長太郎（政 友 派）
第10回総選挙 M 4 1. 5. 1 5 
富山市③牧野平五郎（中 立〉 次岩田大中（準政友）
高岡市③筏井基吉（政 友） 次岡本八平（憲 本〉
郡部③岡崎佐次郎（憲 本〉 次乗杉教存（仏教派）
③西能源問郎（憲 本〉
③上埜安太郎（政 友）
③神保東作（憲 本〉
③伊東裕賢（政 友〉
貴族院議員互選 M 4 4. 6. 1 0 
⑪佐藤射し郎（ 2 代 日〉 次内山松世
第11回総選挙 M 4 5. 5. 1 5 
富山市②岩田大出（政 友） 落高見之通（准政友〉
落前田制邦（准国民）
落窪見昌保（無所属〕
高岡市⑪木津太郎平（政 友） 落金部為秋（准国民）
落摺 二作（政 友〉
郡部③森丘覚平（国 民） 落田中清文（准国民）
⑨武部其文（政 友〉 落畑 弥右エ門（無所属）
②上埜安太郎（政 友〉
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③広瀬鎮之（政 友〉
③野村嘉六（国 民〉
資料E 富山県多額納税者一覧
c r富山県政史』方四巻より〉
明治 2:> と球三
国税納円税額 住 所所 職 氏 名
1, 9 8 1. 5 9 4 上新川郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久
1, 8 5 5.7 6 5 下新Jl郡泊町 農 ィ、 沢 与 一
1, 4 7 0.5 5 4 婦負郡速星村 農 検 野 長太郎
1, 2 8 6.7 5 0 高 間 市 商 菅野 伝右エ門
1, 2 9 1.3 9 2 下新川郡入善町 農 米 沢 紋三郎
1, 2 1 3.8 7 8 4扱 桐山村 農 P 長島 1 武右エ門
1, 1 6 0.2 5 0 西璃波郡福岡町 商 高 広ω 次 平
1, 1 5 2.7 5 0 東稿波郡井波町 商 大 谷 彦次郎
1, 0 6 3.2 3 9 高 岡 市 商 正 村義太郎
1, 1 4三09 7 婦負郡速星村 農 井 上 T青 治
995.095 東日産波郡城端町 高 野 村 理兵衛
953.601 下新川郡若栗村 農 西 国 豊 一
941.747 上新川郡東岩瀬町 商 米 回 元官邸
936.190 東砺波郡山野村 農 菊 野 久太郎
881.107 婦負郡鵜坂村 農 間 崎 藤十郎
明 治 3 0年
円
3,442.268 上新川郡東岩瀬町 商 罵 場 道 久
2.173.859 高 同 市 商 菅野 伝右エ門
1, 8 3 8.4 4 0 西橋波郡福岡町 農 高 広 次 平
1, 6 6 1.9 6 7 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
1, 5 8 3.5 3 2 下新川郡入善町 農 米’沢 紋三郎
1, 5 0 3.17 3 射水郡新湊町 商 南 易 間 作
1, 4 8 6.1 5 0 下新川郡柄山村 農 長良 武右エ門
122ー
円
上新川郡東岩瀬町 商 米 田 元吉郎1, 4 0 9.0 0 3 
1, 1 4 0.7 5 0 中新I!tB 滑Ji！偲了 商 斎藤 仁左エ門
1, 0 5 4.2. 1 5 婦負郡速星村 農 井 上 i管 治
1, 0 8 6.9 1 2 今 百塚村 農 内 山 松 世
1, 0 6 7.2 4 6 高 同 市 商 木 津 太郎平
1, 0 6 5.0 7 6 4砂 商 平 古E 五兵衛
1, 0 6 3.7 0 3 東日震波郡山野村 農 菊 野 久太郎
1, 0 6 3.2 2 2 1- 井波町 商 大 谷 彦次郎
明治背 是正
5,251.588 上新川郡東岩瀬町 商 ，馬 場 道 久
a“ 
3, 1 9 4.8 4 8 東日露波郡柳瀬村 土木請負 佐 毘接 助九郎
2. 9 7 5.8 8 5 高 間 市 斑 菅野 伝右エ門
2,574.540 西璃波郡福岡町 農 高 広 次 平
2, 2 4 5.3 9 1 下新川郡入善町 今 米 沢 紋三郎
2, 0 1 2.0 4 4 4少 相山村 今 長島 武右エ門
1, 8 7 0.0 9 1 婦負郡速星村 多 浅 野 長太郎
1, 8 3 9.6 8 7 中新川郡滑川町 商 斎藤 仁左エ門
1, 5 9 0.6 1 2 1高 岡 市 今 平能 五兵衛
1, 4 8 0.0 2 3 婦負郡速星村 農 井 上 清 ぷf五口、
1, 4 3 3.6 7 5 今 百塚村 1- 内 山 松 世
1, 4 2 3.5 8 4 高 同 市 商 正 村 義太郎
1, 3 9 4.1 5 7 。 今 木 津 太郎平
1, 3 9 4.0 3 6 射水郡牧野村 農 岩 脇 孫 八
1, 3 1五39 0 東璃波郡山野村 1- 菊 野 久太郎
明治 5円6 年
5, 1 1 9.5 7 9 上新川郡東岩瀬町 運漕業 ，慢3 場 道 久
2,766.773 西璃波郡福岡町 農 高 広 次 平
2,322.985 婦負郡速星村 1- 浅 野 長太郎
2,246.827 下新川郡入善町 今 米 沢 紋三郎
2, 2 4 5.2 0 4 東日産波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎
1, 7 1 1.1 4 9 局 問 市 高 平 古E 五兵衛
1, 6 4 8.9 6 4 ’シ イシ 木 津 太郎平
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1, 5 9♂4 2 2 婦負郡速星村 農 井 上 清 治
1, 4 9 6.8 0 9 中新JIi郡滑川町 商 斎藤 仁左エ門
1, 4 1 5.7 3 8 婦負郡百塚村 農 内 仏j 松 世
1, 3 6 6.3 3 6 東穂波郡山野村 ク 菊 野 久太郎
1, 3 5 8.0 3 1 射水郡牧野村 タ 岩 脇 孫 八
1, 2 9 8.0 8 7 東璃波郡池田村 今 桜 井 宗一郎
1, 2 1 4.5 9 9 下新J1郡泊町 J歩 松 国 春太郎
1,193.160 4シ 若葉村 。 西 国 厚 良
明治 37 年
円
4, 5 7五18 3 上新）［！郡東岩瀬町 商 ，罵 場 道 久
2, 6 8 4.1 0 6 西磯波郡福岡町 農 局 広 次 平
2,323.386 下新川郡入巻町 タ 米 沢 紋三郎
2,261.001 東日産波郡福野町 貸金業 回 中 7青 文
2. 1 7 4.1 1 4 。 柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎
2,170.284 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
1,795.40 4 高 間 市 商 平 官主 五兵衛
1, 7 5 0.6 7 6 下新Ji!郡入善ilf 農 米 沢 与三次
1, 6 1 9. 1 2 5 中新I1郡滑川町 肥料商 斎藤 仁左エ門
1, 6 1 4.4 3 2 婦負郡速星村 農 井 上 清 治
1, 5 2. 1. 8 2 7 東嬬波郡庄下村 。 根 尾 宗四郎
1. 4. 9 8.0 3 7 今 山野村 ク 菊 野 久 孝
1, 4 3 1.1 1 6 婦負郡吉塚村 dシ 内 LU 松 世
1; 4 2 0.5 7 4 室 山 市 商 中 田 清兵衛
1, 4 1 .78 3 7 東面電波郡五鹿屋村 農 岡 本 八白 乎
明治 3 9 年
円
9,523.6/4 上新川郡東岩瀬町 商 馬 場 道 久
5,137.913 西礁波郡福岡町 農 高 広 次 平
ヰ， ι8五87 0 東璃波郡福野町 ペ少 回 中 清 文
4, 5 9 3.0 8 0 下新J1郡入巻町 。 米 沢 紋三郎
4, 2 5 4.9 4 1 婦負郡速星村 。 浅 野 長太郎
3,877.833 下新JII郡入善町 。 米 沢 与三次
3,873.061 中新川郡滑JI!~吋 ijf:'. 料商 斎藤 仁左エ門
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ゑ87 f.12 7 5 fー局』 同 市 高 平 宣告 五兵衛
3,791.291 東日震波郡柳瀬村 土太請負 佐 藤 助九郎
3, 4 9 4.2 0 0 富 山 r!J 薬種商 同コ 国 清兵衛
3, 1 4 4,0 6 2 婦負郡速星付 農 j土 上 i育ー 冶、
ゑ116.448 室 山 1市 金貸付業 内 野
2, 9 2五20 6 東隣波郡庄下村 農 キ畏 尾 宗四郎
2. 9 2 1.0 7 0 ’〉 山野村 。 菊 野 久太郎
2, 7 3 9.2 8 0 下新川郡泊町 4シ 阿部 孫右エ門
明治 4 4 金三
円
東日高波郡柳瀬村 土木請負 佐 藤 助九郎9,046.150 
7,88Z855 上新JII郡東岩瀬町 商 ，罵 場 道 久
5, 6 2 0.8 4 5 ！笥 間 市 イ〉 菅野 伝右エ門
5,456.595 東燃波郡福野町 農 回 中 7青 文
5, 1 2 5.8 2 0 下新 川入善町 。 米 沢 与三次
4,79Z190 婦負郡速星村 ク 浅 野 長太郎
4, 5 7 9. 6 3 5 東 f蕊波郡福岡町 // －両4司島 広 次 平
4, 1 5 6.7 6 0 富 はj 市 薬種商 中 自 精兵衛
3,766.450 t尚 同 市 商 平 能 五兵衛
3, 4 7五92 5 上新川郡新庄町 。 金問 又左ヱ門
3,348.830 婦負郡速星村 農 井 上 清 ；引以口内' 
2, 9 7 8.8 0 0 上新川郡東岩瀬町 E五 畠 L! 小兵衛
2. 9 3 6.8 4 0 射水郡守山村 イシ 橋 清治郎
2.931.325 婦負郡百塚付 農 内 山 松 世
2.880.395 東璃波郡五鹿屋村 。 間 本 入 平
大正 円3 年
1 1,1 2 3.2 1 0 東日露波郡柳瀬村 商 佐 藤 助九郎
7,046.625 上新川郡東岩瀬町 。 4馬 場 道 久
5,445.260 東穂波郡福野町 農 国 中 清 文
5,018.510 西i震波郡福岡町 。 高 広 次 平
4, 6 4 1.7 4 0 下新川郡入善町 。 米 沢 与三次
4, 5 9 0.8 8 5 婦負郡速星村 。 浅 野 長太郎
4, 3 4 3.5 0 0 高 ！司 r!J 商 平 育E 五兵衛
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4, 2 6 :r6 8 5 高 間 市 高 菅野 伝右ヱ門
ゑ474.730 上新 i郡新庄町 ク 金問 又左エ門
3, 2 3 2.8 6 5 ?/ 東岩瀬町 ’M 畠 山 小兵衛
3, 1 7 2.8 2 0 富 山 市 4砂 中 国 清兵衛
3,040.370 射水郡守山村 。 橘 清治郎
2,747.320 婦負郡百塚村 農 内 山 松 世
2.740.625 r<吉 同 市 商 木 善言 太郎平
2.631.175 婦負郡保内村 農 岩 林 梅太郎
大正 7 年
円
農9,657.130 東穂波郡柳瀬村 佐 藤 助九郎
7, 2 3 5.8 7 0 高 岡 市 商 平能 伊右エ門
6,599.900 下新川郡入善町 農 米 沢 与三次
5,588.200 上新J! I郡東岩瀬町 高 馬 場 道 久
5, 5 2 2.8 2 0 射水郡守山村 。 橘 i脊治郎
5,035.950 高 同 市 今 大 土平 富次郎
4, 8 0 1.4 0 0 西璃波郡福間町 農 をFき百r せ三 次 平
4, 5 8 9.0 1 0 上新 J1郡東岩瀬町 蕗 米 国 元吉郎
4, 2 3 1.9 6 0 東穂波郡福野町 農 田 中 清 文
4, 0 4 5‘2 9 0 t主 岡 市 商 平 古巨 五兵衛
3, 8 8 5.1 2 0 富 山 市 4シ 中 国 i管兵衛
三783.490 ?/ イ少 蓮 沼 安太郎
3,742.300 高 i蒋 市 1' 菅野 伝右エ門
ゑ518.110 今 ?/ 木 津 太郎平
三185.450 上新川郡新庄町 φ 金問 又左エ門
大正 1円4 年
2 5, 5 6 4.9 2 0 東穂波郡柳瀬村 農 佐 藤 助九郎
1 0,8. 2 4. 5 5 0 下新川郡入善町 今 米 沢 与三次
号84 4. 8 3 0 上新川郡東岩瀬田T 言寄 米 田 元吉郎
8.738.270 富 山 「白 0・ 蓮 沼 安太郎
8,038.140 中新川郡滑川町 請負業 カ日 藤 金次郎
8.430.290 富 山 市 高 中 田 清兵衛
る， 769.500 西穂波郡福岡田T 農 lb・さTG 広 次 でTr, 
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ι，6 4昂l1 0 上新川郡新庄町 商 金岡 又左エ門
Z58Q.530 富 山 市 今 須 国 藤次郎
5, 9 5 6.5 5 0 婦負郡速星村 農 浅 野 長太郎
6, 1 7 4.7 0 0 射水郡守山村 4シ 橘 清次郎
5, 8 3 4.9 5 0 東研震波郡福野町 今 回 中 清 文
5, 0 8呪： 88 0 上新）1郡東岩瀬町 商 畠 山 小兵衛
5,053.580 にお新川郡滑川町 4シ 佐藤 仁左エ門
4, 8 1 4.9 6 0 I宵 同 市 今 菅野 伝右エ門
5, 0 7 0.8 2 0 居正口士田~ 山 市 太物商 一 井 治 平
4, 6 8 0.4 7 0 高 問 市 酒造業 荒 野 権四郎
4,5 6 5. 2 3 0 婦負郡速墨付 ノ.£.スJ、 吏 井 上 、清 孝
3, 7 5 2.0 7 0 上新J1郡東岩瀬町 漁 業 森 正太郎
3,712.760 東璃波郡庄下村 2昌弘、 吏 根 尾 宗四郎
五220.310 fロ司 問 市 金銭貸f様 片、問 若太郎
ゑ176.720 射水郡新湊町 漁 業 八 島 八 良E
2,998.010 言f珂さず 岡 市 会社員 木 津 太郎王子
2, 9 9 5.3 2 0 下新川郡道下村 農 活凶ヰ 欽太郎
2,8 8 8. 9 8 0 上新川郡新保村 ィテ 高 占』4主' 一 直E
2. 8 8 1.9 1 0 高 同 市 金銭貸付業 メ宜ヘ 国 眉 丈
2,779.260 中新川郡西水橋町 :L下a、 吏 石 金 長四郎
2, 7 0 4.1 0 0 → ［＜＇る 間 市 金銭貸付業 井 上 東 策
2 6 0 1. 8 6 0 東関波郡池田村 農－ 桜 井 宗一郎
2,5 5 6.2 0 0 下新川郡石田村 -A 、－ 吏 浜 松 与八郎
2, 5 5 0.8 2 0 富 山 市 売薬業 長谷Jl 伊三三郎
2, 5 3 9.5 1 0 射水郡水杉町 醤油醸造業 片 口 安太郎
2,4 8 8，ヲ 20 富 山 市 紙麻商 大 場 彦三郎
2, 4 7 6.5 4 0 下期郡泊町 農 草野 孫右エ門
2,308.940 東略波郡五鹿屋村 今 間 本 八戸 平
2, 2 7 5.5 4 0 上新川郡山室村 今 震 主,ill.主 伝四郎
2.275.020 下新川郡若葉村 :L示A、 吏 西 回 厚 良
2,209.680 氷見郡氷克町 海産物業 堀埜 与右エ門
2, 1 8 6.4 5 0 射水郡新湊町 漁 業 袴 信一郎
1'136.230 4シ 牧野村 農 ；.石w 脇 孫 A 
2.057.530 東璃波郡福野町 酒造業 山 国 正 年
- 1 27 
2. 0 5 2円. 0 1 0 iZ'i腐波郡播生村 蚤 加資産 四 民日
2,03Z500 下新Jl郡魚津田了 肥料商 高 野 由次郎
1, 9 6 3.5るO 上新川郡東岩瀬町 漁 業 縄 栄次郎
1, 9 5 6.6 6 0 中新川郡東水橋野了 売薬業 石 黒 七 次
1, 9 3 0.8 4 0 射水郡海老江村 農 中 西 清 八
1, 9 2 3.8 0 0 婦負郡鵜坂村 ~ 岡 崎 佐次郎
1, 9 0 2.6 9 0 上新川郡奥閏材 。 竹 江~刀 寛
1, 9 0 0.0 3 0 下新川郡三日市町 酒造業 出 田 六郎平
1, 8 9 9.9 6 0 宮 山 市 呉服高 大間知 喜一郎
1, 8 9 6.6 9 0 予定穂波郡出町 麻布蕗 神 田 七次郎
1, 8 9 4.7 1 0 射 71<郡下関村 農 南 林 仁十郎
1,866.100 I埼 向 市 呉服商 盤 若 伊 子
1, 8 5 1.2 7 0 西腐波郡石動町 米 商 岡 本 吉次郎
1, 8 4 9.1 7 0 下新川郡入善町 会社員 竹 内 啓 一
1, 7 9 9.5 4 0 富 山 7行 売薬業 藤 井 諭
1, 7 8 5.2 4 0 射水都新湊町 農 r首L噂 林 彦九郎
1, 7 7 6.9 9 0 婦負郡熊野村 砂 舟 木 良 材
1,749.030 下新 J1郡村格対 ク 寺田 孫右エ門
1, 7 2虫53 0 富 山 市 質屋業 永 井 正一郎
1, 7 2 3.6 2 0 高 岡 ：声 毛皮商 木 下 市三郎
1. 7 1 1. 6 1 0 射水郡横田村 農 堀 一 ｛乍
1, 6 6 5.1 4 0 富 山 市 問屋業 蓮 沼 友次郎
1, 6 6 0.5 0 0 氷見在、氷見町 醤油醸造業 本 JI! 藤三郎
1，る 55. 3 9 0 射水郡新湊町 運送業 金 木 喜－ 作
1, 6 3 6.5 7 0 I局 間 市 海建物語 荻 布吟 宗四郎
T，る 30.750 。 菜種商 井 上 一ノ」、
1, 6 2 0.2 0 0 射水郡横田村 公 更 堀 豊
1, 6 1 7. 4 4.0 今 大江村 農 竹 内 喜 子、
1, 6 1 4.7 2 0 今 伏木町 廻送業 栗田 喜左エ門
1, 5 5 8.1 1 0 高 間 市 会社員 藤 平 長 門
1, 5 4 7. 1 6 0 上新川郡豊臼村 農 赤祖父 牛 松
1, 5 4 5.3 7 0 西矯波郡伊出町 ク コ口』 国 仁 平
1, 5 4 4.3 1 0 一rt」主 関 市 。 樋 ロ 主幹 助
1, 5 3 1.1 7 0 西稿波郡高波村 イシ 江 て・＂1‘「・ 与三三平
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円
吏1, 4 9 0.5 7 0 中新川郡東水橋町 ノiス-' 小松 武石エ門
1, 4 8 5.4 9 0 東磁波郡東般若村 イ少 菅 野 結 次
1,477.950 射水郡小杉町 4 老 回 伊三郎
1, 4 6 8.4 8 0 4 。 農 松 長 茂
1, 4 5 4.4 0 0 西覇者波郡西野尻村 イ？ 富 回 茂 正
1, 4 5 1.1 9 0 婦負郡熊野村 。 舟 木 定 治
1, 4 2呪74 0 射水郡海老江村 4 長 沢 長 1、d旦fと
1,427.370 婦負郡百塚村 今 内 山 桧 世
1, 4 1 1.5 0 0 中新川郡滑川町 三等郵便局長 関 取 政次郎
1, 4 0 7.8 2 0 射水郡大島村 貿易商 新 井 政次郎
1, 4 0 3.9 5 0 下新川郡大布施村 農 森 丘 凡,,. 平
1, 3 9 9.3 9 0 上新川郡堀川村 dシ 平 井 嘉 之
1, 3 9 7. 9 0 0 富 山 市 金銭貸付業 向 拶H 重一郎
1, 3 7 3.3 5 0 中新川郡高水橋IHI 肥料商 藤 木 治郎平
1, 3る3.4 9 0 西舷波郡松沢村 農 r首み喝 I疋= 成
1, 3 5 4.5 1 0 氷見郡熊野村 酒造業 片 折 十次郎
1, 3 4 9.6 8 0 高 岡 市 イ少 一 谷 長八郎
1, 3 4 1.8 6 0 上新川郡熊野村 農 安 井 文 雄
1, 3 3 7.9 2 0 高 岡 市 4シ 堺 幸
1, 3 3 5.5 4 0 下新川郡横山村 今 広 J 1 周 造
1, 3 3 0.9 0 0 射水郡小杉町 鶴治醸造業 結 域 孫四J!IB
1, 3 1 4.9 8 0 氷見郡氷見町 酒 造業 湊 嘉平次
1, 2 9 3.0 0 0 東腐波郡庄下村 差是 島 回 兵四郎
1, 2 8 1.7 5 0 富 はj 市 小間物商 太 国 米太郎
1, 2 4 1.7 5 0 嘱波郡太田村 農 安念次郎左エ門
昭和 7 年
7.966~520 東穂波郡柳瀬村 会社員 佐 藤 助九郎
6,912.150 中新川郡滑 J1町 請負業 カ日 藤 金次郎
5,169.300 d邑~ 山 市 薬種商 中 田 清兵衛
4, 7 4 4.5 6 0 4 無 耳哉 蓮 沼 安太郎
4, 3 3 0.1 0 0 上新川郡東岩瀬町 肥料商 米 田 元吉郎
ゑ934.530 品 同 市 毛皮商 木 「 市三郎
3,852.900 。 金銭貸付業 Jι1 _, 問 若太郎
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日 82~5 9日 上新川郡新庄町 菜種商 金問 叉左ヱ門
3,314.970 震 山 mηヰ3ー・ 砂 糖商 須 田 藤次郎
三218.570 西穂波郡福岡町 農 問問J 広 次 平
3,048.110 下新川郡入善町 。 米 沢 与三次
2,679.430 婦負郡速昼村 ク 没 野 武 雄
2,5 5 0. 7 8 0 上新川郡山室村 4少 貴 堂 伝四郎
2.393.390 中新川郡滑川町 肥料商 斎藤 仁左エ門
2, 3 1 6.1 5 0 宮 山 市 売薬業 藤 井 諭 一
2, 0 3 4.9 6 0 東穂波郡庄下村 農 根 尾 宗四郎
1, 8 9 2.1 3 0 上新川郡東岩瀬町 会社員 畠 山 小兵衛
1, 8 5 4.9 7 0 東f焼波郡福野町 農 国 中 清 文
1, 7 7 1.2 5 0 中新川君B茜水橋町 肥料商 石 金 長四郎
1, 6 8 4.8 7 0 写さr 同 市 会社員 菅野 伝右エ Fそf賢司
1, 6 5 9.4 6 0 東儀波郡山野村 ク 菊 野 久太郎
1, 6 4 8.6 2 0 上新J1都新保村 農 局 A占L~ 売 づ口= 
1, 5 3 3.9 5 0 射水郡宇山村 会社員 橘 林太郎
1, 4 3 0.4 1 0 上新川郡東岩瀬町 漁 業 宮 城 彦次郎
1, 3 9 6.3 2 0 高 間 市 農 堀 一 f乍
1, 3 8 3.5 5 0 東宮高波郡井波町 建築請負業 松 井 角 平
1, 3 5 1.3 2 0 。 庄下村 ~ 吏 島 回 兵四郎
1, 3 1 8.7 1 0 ’シ 池田村 農 桜 井 宗一郎
1, 2 7 7.6 1 0 下新川郡生地町 ノふλ、 吏 漆 間 唯 一
1, 2 5 0.0 0 0 高 間 市 農 金 回 庖 丈
1, 1 7 9.9 4 0 富 山 市 油 商 石 黒 岩太郎
1, 1 5 1.9 5 0 東璃波郡福野町 酒醸造業 山 国 正 年
1, 1 4 7.0 2 0 高 岡 市 会社員 木 津 太郎平
1, 1 4 4.8 9 0 下新川郡英国村 今 谷 欽太郎
1, 0 8 6.5 3 0 ~ 魚津町 肥料商 高 野 由次郎
1, 0 7 5.4 9 0 上新川郡奥田村 '.l、2、 吏 竹 島 寛
1, 0 7 4.1 9 0 下新J! I郡石田村 。 浜 松 与八郎
1, 0 7 3.6 9 0 。 治iHT 農 草野 孫右エ門
1, 0 5 4.2 0 0 東開波郡出町 織物商 宇中 自 七次郎
1, 0 5 3.2 4 0 4少 五鹿墨付 農 間 本 ／＼、 平
1, 0 4 8.3 0 0 震 山 市 織物商 大間知 喜一郎
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1, G 3 fろ 0 下新 Jii郡入善ilj 請負業 米 沢 ザ民＇； －寸L工ー 品白r主' 
1, 0 2 3.2 3 0 東穂波郡井波町 蚕種製造業 毘長 ？只 正三郎
1, 0 0 0.0 3 0 "'" 畠 山 7守 紙 商 大 場 彦三郎
993.140 射水郡作道村 農 本 林 均
970.240 下新川郡若栗村 '.J下λ、 吏 西 国 淳 良
963.180 z邑』 山 市 薬品商 並 木 i管 七
958.070 西璃波郡植生村 農 加賀屋 四 長B
950.970 東嘱波郡出町 会社員 神沢 新右エ門
946.830 射水郡小杉町 醤油醸造業 片 口 安太郎
939.420 局 岡 7ぢ 雑貨商 野村 太＝次郎
930.790 富 山 市 砂糖商 堀 甚 七
927.280 今 貸 家業 蓮 沼 友次郎
918.970 ク 売薬業 志 甫 常次郎
ヲ16. 2 2 0 氷見郡氷見罰了 醤油醸造業 本 J 1 藤三郎
913.040 富 山 市 薬種商 経 井 伊兵衛
911.460 下新J1郡村絡村 よf下み、 吏 寺田 孫右エ門
ヲ03.030 位邑三ェ， 山 市 金銭貸付業 写fc生司デ 柳 重一郎
900.990 。 金物言語 ＂《Z、 岡 忠 冶、
8 8 z 2 7 0 中新川郡舟橋村 農 野村 長右エ門
8 8 4.3 9 0 ，》 東水橋町 売薬業 石 黒 七 次
8 8 2.7 2 0 射水郡海老江村 農 中 西 清 ノ＼
870.950 問E J 同 市 ク 樋 口 幸 助
870.820 ク ~ 堀 豊
8 4 4.7 2 0 西日感波郡石動町 会社員 岡 本 吉次郎
8 3 5.2 .60 東璃波郡城端自了 料理店業 黒 Jf { 由次郎
829.750 下新川郡泊町 三等郵便局長 中 J 1 寛 治
823.960 上新川郡東岩瀬町 会社員 森 正太郎
807.630 ～ 「口司 問 市 農 南 林 仁十郎
799.100 婦負郡鵜坂村 砂 間 出辱 佐次郎
791.910 東嘱波郡太田村 。 安念次郎左エ門
7 9 1. 3 9 0 西穂波郡福岡町 三等郵便局長 上野 兵左ヱ門
781.880 上新川郡婦Jil!ET 売薬業 五個 野 定次郎
781.570 局 間 オ7 農 堺 幸 一
7 7 z、72 0 中新川郡滑川町了 三等郵便局長 J.i侍b1 取 嘉三郎
1 3 1ー
7 4 8.円5 1 0 射水郡｛乍道村 長量 荒 子杖 泰
746.880 ？富 山 市 料理店業 八 ユ仁 宗一郎
732.830 。 金銭貸付業 永 井 庄一郎
7 3 0.6品。 イ少 小間物商 太 国 米太郎
7 1 2.2 " 0 西穂波郡石動町 沼造業 高 国 清太郎
7 0 5.8 7 0 氷見郡氷見町 4シ 湊 嘉平次
7 0 5.3 9 0 東穂波郡東般若村 ノJ乙1〉、 吏 菅 野 祐 次
702.900 中新川郡東水橋町 今 小松 武右エ門
6 9 4;8 1 0 射水郡大江村 重量 う守 内 喜 平
る94. 5 4 0 富 山 市 売薬業 阿 音E 初太郎
693.600 射水郡海老江村 農 長 長 造
685.170 向 問 市 会社員 喜義 平 長 門
6 8 2.6 4 0 婦負郡熊野村 民.o:-. _ 7む 木 定 f合
6 7 7.ι9 0 射水郡小杉町 醤油醸造業 結 城 孫四郎
676.840 富 山 市 呉服商 tr 崎 正太郎
674.060 。 金銭貸付業 奥 野 徳、 平
657.410 東橋波郡北般若村 農 大 井 長 平
6 5 5.1 5 0 上新川都新保村 ~ 津 野 幸 作
6 5 4.3 6 0 婦負郡神明村 ク 若 林 松太郎
653.300 西璃波郡福光町 呉服蒲 吐Eコ＝ 江 作太郎
る51.940 射水郡小杉町 。 老 国 伊三郎
649.890 氷見郡台員無村 ~ 造業 片 折 十次郎
6 4呪03 0 下新川郡横山村 農 広 J 1 周 造
646.290 中新川郡音杉村 有織牧製造業 紹 J 1 庄太郎
641.840 東1罵波郡井波町 今銭儲寸護軍 プk ヰ♀ 芳日 一
資料理
大正13年調査富山県の50町歩以上貸付耕地所有者氏名
呉西地方
金田 扇 丈 商 高 岡 市 1 7 5町
菅野 伝右エ門 商 Ii毛 I勾 市 1 6 8町
高 広 次 平 有 西穂波郡福間包丁 1 6 5 ilT 
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ti£ 清治郎 （銀行業） r~右 同 市 1 5 0町
木 津 太郎平 商 高町間 市 1 4 9町
回 中 ご宿 文 無 東璃波郡福野町 1 4 2町
佐 藤 助九郎 （詩負業） 東璃波郡宇！Jp瀬村 1 3 9 宮下
菊 野 ふ み 無 東璃波郡山野村 1 0 5町
中良 尾 宗四郎 （銀行業） 東防波郡庄下村 1 0 2町下
坂 田 秋 生 農 E宣穂波郡埴生村 8 5 !HJ 
桜 井 宗一郎 無 東眠波郡油田村 7 2町
南 慎一郎 （弁護士） 高 問 市 6 9 田了
荒 野 権四郎 （酒造〉 r~コ•] 間 市 6 5町
南 林 仁十郎 農 IT! 問 市 6 1町
加賀谷 四 虫E 農 西南波郡埴生村 6 0町
間 本 八 平 無 東嘱波郡五鹿屋村 5 宇田r
片 口 安太郎 （醸造業〉 射水郡小杉町 5 9町
中 西 エf円お 八 農 射水郡海老江村 5 8町
i'コ"' 回 仁 平 （会社員） 西穂波郡戸出町T 5 5町
江 て-r 与三平 農 西穂波郡高波村 5 4町
岩 Eあ 孫 八 （銀行業） 怠 同 市 5 4町
安念次郎左エ門 無 東1震波郡太田村 5 2町
J寸. 井 兼 τti 農 高 f向 市 5 2町
本 林 均 無 射水郡イ乍道村 5 1町
米 沢 与三次 無 下新川郡入善町 4 1 6町
米 田 元吉郎 商 富 LlJ 市 2 5 2町
馬 場 正 治 無 出品 山 市 2 0 7町
竹内弥ニ右エ門 無 下新川郡入善町 2 0 6町
内 野 信 一 （会社員〉 富 斗J 市 1 6 6町
島 山 小兵衛 （会社員〉 富 山 市 1 4 5 附了
渋 野子 長太郎 農 婦負郡婦中町 1 4 2 !!"[
斎藤 甚左エ門 商 中新川郡滑川町 1 3 9町
蓮 沼 安太郎 商 宮 LlJ 市 1 3 0宙r
宮 域 彦次郎 （会社員） ~ L!J 首7 1 2 5 回了
井 上 清 孝 7襲 続負郡婦南町 1 1 4 J汀下
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浜 キゑ 与三嗣 無 下新j1郡桜井町 1 0 0 i!1下
浜 松 与八郎 （公吏〉 下新川郡桜井町 9 0 I可
金問 又左ヱ門 （薬種業〉 ι毘う 山 子行 8 8 IBT 
谷 欽太 ~5 農 下新JII郡道下村 8 3 fil下
竹 内 啓 一 （銀行業） 下新J1郡入善町 8 1 r:i-下
i奇 堂 一 長E 農 上新j1郡新保村 7 s BT 
池 国 定 知 農 下新川郡桜井町 7 6町
西 回 厚 良 （公吏） 下新Jl郡桜井町 7 4 ＇＂了
草野孫右エ門 農 下新JiI郡泊町 7 2 fil下
T主笛3］ 野 由次郊 商〉 下新 JiI郡魚津町 6 9 位了
広 JI! 周 造 農） 下新J1郡横山村 6 9首τ
寺 国 孫初郊 農〕 下新川郡桜井町 6 6町
金 山 従 主事 農〉 中新 J1都立山村 6 6 fiT 
石 黒 七 次 商〉 中新J!I郡水橋町 6 4自T
間 u碕 佐郎虫5 f，当玉｝ 婦負郡婦中町 6 0后T
舟 木 良 材 ( 農 婦負郡熊野村 6 0町
舟 木 定 治 長 婦負郡熊野村 6 0貯「
石 ヨ；－工. 長四郎 百筆 中新川郡水橋町 5 9 DJ了
,vr 島 寛 最 富 山 市 5 6町
谷 龍 蔵 （医業〉 下新川郡横L村 5 5 a!T 
森 丘 覚 平 長差 下新JIi郡桜井町 5 6 !ilT
鬼 原 秋 義 農 下新川郡新屋村 5 3町
r.p J 1 寛 ｛告 （会社員） 下新川郡泊町 5 1町
若 林 為太郎 差是 婦負郡音JI村 5 1勾
小松 武右エ門 高 中新川郡7J<僑町 5 1町
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第 2 篇 中新川郡に忠、ける地主層
と他産業との関連
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第 1 章 舟橋村の地主届と他産業との関連
舟橋村 県税、村税、毎戸等級 a村会記録』より）
第 1表 明治 33年度 第 2 表 明治 39年度
前年度 本年度 3 4年度！予算
野村長右エ門 5戸 5声 5戸 野村長右エ門1 5.1戸｜ 5.1戸
士註原費支を 4 4 4 塚原義是正1 4 4.1 
松田三郎 2.2 2.2 2.2 杉田 八良佐ニヰ門｜ 2.9 2.9 
杉田 八民佐コ門 2.5 2.5 2.8 松田政保l 2.1 2.1 
補 図健まE 2 2 Ef Jfl 栄次郎i 2.1 2.1 
三鍋泰一 2 2 2 肝移吉平i 2.1 2.1 
竹嶋 i管平 2 2 ι つ 酒井平事実l 2.0 2,0 
酒井平成 2 2 2 二胡泰一｜ 2 2 
吉川学専右エ門 2.2 2.2 2.1 森麟嘉十郎i 2 2 
森崎禰平 2 2 2 森崎孫平｜ 2 2 
野哲吉平 ワ 2 2 古田勝次郎l 2 2 
明和伊兵エ 2 2 2 稲隠健清i 2 2 
吉田勝次郎 2 2 2 立回 方右エ門｜ 2 2 
立自万右エ門 1.8 1.8 2 中田芳次郎i 2 2 
野越初太郎 1. 6 1. 6 1.5 竹島安次郎i 1.9 2 
森 l崎嘉十郎 2 2.1 2 明和伊兵エ｜ 1. 9 1. 9 
竹 Ui鳥宗七郎 1. 9 2 1. 9 金森武右エ門l 1. 9 1. 9 
塩医与三辺 1. 9 2 1. 9 島田久作l 1. 9 1. 9 
松田平三郎 1. 9 1. 8 1.8 野越与次郎！ 1. 9 1. 9 
松田角次郎 1. 7 1. 8 1.8 森崎初次郎i 1. 9 1. 9 
塩原嘉右ヱ門 1.8 l 1.8 竹島宗七郎i 1. 8 1. 9 
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第 5 表 明治 3 3年度 祭税仲買商税
金 60銭 竹 鼻巴 竹 i頼 与四郎 土地．建物仲買
If 海 老 江 鎌4 Jf ! 作次郎 土地．家庭仲買
” I 常時 王子右エ門
" f 山 産 イ山次郎 屋 摂 板
I ／？ 山 ）干4 金次郎 酒！菜、英子
I f 杉田 八E駐ヱ門 杷料、立山潟泉
!I 下 国 Z霊 濁 j:jニ 健 f今 米屋、精米、製粉
I I 佐 渡 果次郎 売考妻、学校用品販売
I 古海老 iT 前 四 与 桧
I 丹子 橋 松 回 幸次郎 人力車引き（富山一上市）
H I 浦 7青 τg フτ三巴＝ 薬
" " 竹 ~~ 再審次郎
I " 村木 甚右ヱ門
金 70銭 I 酒 井 安 平 とうふ、醤油、菓子、小店
金 50銭 I 榊 ！京 常次郎 選 3τまZ~ 寅
I 東 芦 森 五 王子
言十 2円 40銭 1 6人
（注 右欄の商業の内訳ば、間取タ lセエり記入したもの）
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第 4 表 明治 33年度 県税務士税
金 2 5銭 東 円＿，.・ 原 季、 回 i守四郎
fl 舟 橋 渡 辺 校次郎
I 竹 内 土 井 イ山次惚
／ 東 芦 原 中 田 浅次郎
令 2 4鏡 丹干 橋 野 H特 五 助
金 2 6銭 竹 内 円ー一？ー 回 ？原 車長
令 2 5銭 東 声 原 森 d停 伝 平
i 海 老 江 言； 鯉 平右門
fl 位、 生 寺 格 明 久 平
" 海 老 在 意気 J 1 作次郎
I 東 芦 原 ュ竪 道 虎次郎
I 海 ：者 江 士 m~ 桧次郎
fl I 明 手目 浅次郎
fl ft;f 芦 i烹 長 瀬 カ次郎
I " 1 自奈 万次郎
" 仏 生 寺 存 理聖 鶴次郎 仲 員
" I 桧 下 直次郎
” 広’ 4急 田長 て亡と1 
言十 4銭 5 0銭 1 8人
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第 5 表 舟橋村 上位土地所有者の推移 （劫和名寄隈よP作成）
M 4 3. 4 4. 4 5 T 4.5.6 'l 1 o. 1 1 
f盆 L「EヤA- 義 孝 1 5 0反20 3 1 2 1反 30 8 
一
、、 ナ
T 1 1. 
ドー 司ーー ← R 4.F買41 5 
事長 定 5反 82 0 
警手 キサ 長右エ門 1 4 7反 10 5 1 4 7反 10 5 T 1 2.6 1 4 7反31 6 
白1色 命 6 2 JS之82 7 
T 1 o. 
王立KLlJL_
トー
杉 田 八郎左ヱ門 7 0反80 0 7 5反 50 4 
トー一一一一一一ー～一一一
"'c:土T' J 1 栄次郎 4 7反 40 6 4 8反る 23 
善右エ門
野 越 '! 二マ 平 4 4反 60 9 3 0反 80 0 
野 越 与次郎 4 2反 11 2 2 6反 61 7 
ト
T呪5
喜 義 4反 72 4 ？反01 1 
立 問 万右エ門 4 0反92 2 3 3反 30 0 1 3 3反 70 3 
トー司ー－時 いゆ命司”ー』
鍋 泰 4 0反 52 2 4 0反 52 2 
s 2.5. 1. 
泰 霊長 4 1反 02 2 
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s ι s 1 2 s 2 0 825改革前 s 2 5改主主後
6 6反51 6 5 3 f支62 0 5 2反81 7 5 2反 20 0 1 4反 30 8 
5反01 1 5反 42 7 1反 71 7 
s 3. 1 a 2 5 3反20 7 2 5 3反30 2 821.11.1 2 4反31 7 254W710 78fi7912 
長 多
s 1呪7.1 
3反 6a s ・? 9 Fil ? nι 
隣 子 821.11.1 a. 1 2 8 43fi7626 
正 子 2 4反 60 2 8 2 3 
信 子 6反81 1 0. 7 0 9 
一
キ 岳、 3 9反32 5 2. 8 1 3 
とし子 4 7反20 4 0. 2 2 3 
厚 斉 0. 2 1 4 
杉田昭久（孫）
s 2 5. 4. 1 
6f£.62Z 
5 4反21 2 s 1呪 改主主後
5 4反10 5 2 3百 81 5 
野理正一〔孫）
s 2 5.4. 1 
7反日 00 
T 1 4.4. t s 1 3.1 
1 E応 52ーも 1弓JV5 ？る 1 2反91 6 
野哲義雄（孫〕 5反 10 9 
3 7反 41 2 s 8. 3. 1 1 4反 70 4 4 a万 11 4 
立田義一 1 6反 31 1 
8 z 1 2. 1 
4 1反21 1 s 1 8.1 2. 1 42iV403 39fi70 0ι 1 7反 50 4 
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M4ミ44. 4 s I T 4. 5. 6. 
金 羽ウ升てミ三 武右エ門 3 9反 50 2 T 2. 3 9反 00 3 
カ次郎 5反 71 5 T2 5反品 19 
文 電設 5反 62 1 
1 L'. 
7反 92 1 
竹 島 宗七郎 3 9反40 3 3 9反 11 4 
、清 一
清 イ乍
稲 国 文 平 3 8反 12 9 
T定 原 嘉右エ門 3 7反 62 9 3 7反 60 0 
菊次郎 4反00 0 4反 00 0 1 5反52 3 
明 f D 伊兵エ 3 5反 61 2 2 9反 90 2 'l 1 4. 5. 1 2 0反 71 7 
車問 孫 －ノA、． 3 4反 42 0 3 4反 42臼
古 国 勝次郎 3 3反 61 4 2 9反92 2 
勝 f台 T虫1.1 2 9反 71 9 
錆 徳、次郎 3 2反 71 8 2 7反2・1 6 
T13.10.1 長 コ仁bl 
2 5反 10 7 
森 崎 初次郎 3 2反 62 8 T2.8.15 T8.1.1 3 3反 62 3 3 5反20 9 
嘉 r; T14.4.1 8反 60 5 
稲 国 与七郎 3 1反 9D 9 I ιT 2.5. 3 D 4 4反 72 7 
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s 。寸－・ s 1 2 白人J 2 0 s 2 5改輩前 s 2 5改業後
明雄（文哉の子） 830.6.6 4IV612 
。反02 1 
s 9.4. 1 811.11.1 825.4.1 s 25.4.1 829.6.18 
2 0反 31 5 1 7反52 2 1 9反 12 1 1校 415 1夜 414
未（滑作の奏） 821.11.1 1反 60 4 
83.10.1 3 5反 10 6 3 4反 60 8 2 2反 40 7 3 4反 12 9 
4 4反50 3 2 6反 10 3 s 1 6.呪1 825.4.1 825.4.1 1 2反 90 7 1 2反 91 3 1 0反 32 0 
喜代治（菊次取市 1 4反21 1 1 3反20 9 
1 1反 02 8 
明示日清隆 P反 61 8 
s 8.1. 1 s 1 1.4. 1 
2 3反 20 0 3 4反 72 4 3 6反32 8 
／古田勝晴 84咋 7反51 7 
3 2反 71 3 勝 治 "-I 勝利 1 5反 72 6 
3 0反01 9 s 1 3.1 2 3反40 9 3 1反40 2 
83.1 0.1 s 1虫
1 8反 92 3 2 9反42 2 2 9反 42 2 
87.1.1 
嘉信 6反 11 4 1 4反70 7 
s 5.9. 1 S呪2.1 s 1 1.4. 1 811.2.1 
3 8反 71 2 2 0反21 4 7反50 5 2反22 9 
健 ず台 813.4.1 5反01 5 4 Fi2 1 6 
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←ー
M43.44.45 T 4. 5. 6 T 1 0 
竹 長主 モ金次郊 3 1反日 29 3 6反 70 5 
T11.3.1 
4 9反90 8 
す空ま 品集
一 二1ア－eロCl 原 与三辺 3 0反 70 1 3 0反 81 6 
森 i臨 嘉十郎 3 0反 21 6 3 0反 21 6 
浅次郎
嘉一
．骨
民B
桧 回 政 保 1反 62 4 
' 
ス ズ 2 8反92 5 
政 徳
桧 回 角次郎 2 9反日 02 2 9反 10 2 
徳 平
松 回 平三郎 2 7反 72 5 2 7反 82 7 
秀 雄
喜事 国 梅次郎 2 7反 5.1 4 3 0反 30 3 
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守、二〉、唱 ι s 1 2 s ' 2 0 s 2 5改輩前 s 2 5改主主後
一
810.12.1 6 4反 11 8 
9 0反 40 6 8 7反 22 8 8反00 5 
821.11.1 
2 8皮 00 7 15f¥Z316 
s 5 S官 11. 1 s 1 9 2 9反70 4 
3 1反 90 4 3 1皮 82 2 3 1反82 2 
一一 一一一一一一
7反41 7 
s 1 0.4. 1 
7反51 1 7反 51 1 
3 5反 80 9 5 3反81 6 4 8反 01 8 2 7反81 2 
3 4反 02 7 
813.1.1 
3 3反 80 8 3 4反 60 7 1 8反 72 2 
s 5.8. 1 81 3.1.1 s 1 9 
3 5反01 0 1 6反20 3 1 5反 21 2 5反 60 0 
ドm
清次（子）
S40.1.1 
1 4反 71 6 
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和一一 一
T '4 5. 4 4. 4 5 T 4. 5. 6 T 1 0 
高島 国 久 作 2 4反42 5 2 1反90 5 
ト キ 1 4反 51 8 
点 一
明 'f日 久兵エ 1 6反 31 1 
号電三松
T 3. 4. 2 O T 5. 6. 2 O 
4反 50 4 1 9反 52 8 
主笠ー 車需
T 1五10. 1 I 
1反 31 9 
～ 146 -
sι1 2 s 2 0 S2 5改輩前 s 2 5改：輩後
嶋回静香（楠 ？度41 0 
s 5.1. 1 
。反0[I 7 1 1反n2 s 
S空3.1 
2 6反21 5 
1 3反： : ; : s 4.7. 1 s 1五1.3 0 
3 4反G1 2 3 0反 61 6 3 0反 42 8 1 0反
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中新川郡舟橋村は、呉東議業地域平地農村に地域区分され、常願寺川右館、同扇状地の中涜域lて
位置しているa 明治22年市町村帝i強行以来、町村合併が主？とをわれず今日に及び、総商積3.4 
"wtの1］、区域の寒村である＠地玉虫！的問士、 「宮山市一上市J間の県道の要路にあり、夷北部Kは白
崇11の清流があり、西の富山市へは 8K:紘東南の！日五百石町へは4励、東のと市町へは 4Km、北の
水橋田丁へは 4K:慢の位置Vてある。
舟橋村について、明治時代の資料として現在するのは、つぎのとかりであゐ。日村会議実害』、
『村会議決害』『材会記録』は明治33年度から、『続言十台J懐』は明治40年から、また『地相名
寄懐』は明治43. 4 4年からがある。とのうち前二者は‘大正時代以降はそろってい7をいが‘『地
租名事慢』は農地改輩以芦筆、現在までの今が完備してWるのは、大変費震である。との『地相名寄手
帳』から、上位土地所有者（大休5田了以上層）の土地（田）所有規模の推移を作成したのが、前掲
第5表である。『地利名寄幌』による上位土地所有者のでているのは、明治4五44年からである
から、それ以前のととは、との名寄幌からばわから左加。ととろが『村会議案害』『村会議決書』
にでている戸数別の等級表から、明治32年・ 33骨三度の状態が大体わかる。との明治32年・
3 3年頃花上位にあって、すでK明治末の 43・44年代没落しているのは、松田三郎、稲回健義、
竹嶋清平、酒井平哉、森崎孫平の5名である。との5名は、明治32年・ 33年Jては、最上位10 
名内iてはいっているととからみて、最上位10名のうち5名古でが、明治32年・ 33年～43年
・44年の 10年間伐没落してwるのである。在なこの伶K、明治32年・ 33年代は戸数割等級
の上位20位以内からはずれているが、明治初年代は長瀬戸三治、また良i修家あたりも、相当の土
地所有者であったというが、すでに明治30年以前lては没苓している。とうみてぐると、明治時代
に、舟橋村の最上位10章子ぐらいのうち、大半ば没落しているのであり、栄枯盛衰のはげしさを
物語ってW る。その点は、『村誌』第二編の中心的左執筆者である、平野長松氏、な工び現村長吉
田勝晴氏も認るととろである。
以下、とれら没落地主たちにつV＂＞て簡単に検討しよう。
長瀬喜三治 〔慶応2年生大正6年72ォで死亡）
長瀬は、稲田竹店経（［）二男〔f建義の弟）で、長瀬家の養子Vと左った人。『村誌JHてよれば、明治7
年自宅を謂放して、化育小学校と称して、教育の任にあたってWる。明治 11年第二大区イザ可区竹
内村外40ケ村の部戸長になってま？夕、また明治 13年8月に石川県会議員に当選し、同 19年 5
月まで在職している。当時県会議員に当選するとωうととは、村内のみ左らず、新JI！部でも有数。
名門であったととを物語ってwる0 ;c:色、、長瀬がJ宗会議員をつとめているのは、 ζの明治13年8
月～同 19 年 5 月の~；坊のみである。
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土地所有規模は、平野長格氏［と工れば、明治初年代 7～呂田了の所有規模であり？とと加うが、明治
4 4年7月1日現在の所有規模l士、 1 3反 7とあり、その大部分を失りているととがわかる0 ；また、
戸数割の等級では、すでに明治 33年度では上位20位以内｛ども仕いりてい乏い。
：長瀬の土地を失りた原因は明瞭では念いが烹ら〈政治活動Vてよる失費に工ってであろう。
良峰家は、明治20～3 0年代lてつぶれたといわれるが、幕藩時代は肝煎をしていた名門で、 7 
～8町の土地所有規模であったという。
稲田健義 （天保8年 6月生明治34年 9月死亡）
稲田は明治初期、竹内村外40ヶ村の戸長。明治22年5月～ 34年？年の第一田村長。
明治33年度の戸数割等級では第5位だ≪fc.の坊、 39年皮』ては第 12位（稲田健清、息子）に下
っている。
明治2年のばんどり騒動の時の肝煎であ抗理主奪のちと六三郎の時内主10町〈・肋勺の土地所有規慢であ
った。ととろが、明治44年5月7日現在の土地所有規積は、『地租名容隈』によれば、 1 8反
8 0 1ですでに大部介の土地を失りているととがわかる。との稲田の場合も、弟の長：殺事三治と同
様、政治活動と浪費で、土地を手離したものと思われる。
桜田三郎 （天保 11年生 明治35年5月死亡）
松田家は、明治初年のばんどり騒動の時、ばんどり党一行代会かゆをふるまったととが『村誌J
第二編にでている。 〔p4 3 6) 
三郎の恵子の政保は道楽で、浪費に工りて渋落したQ 明治初期には、 20町位の村内きつての大
地主であったQ 明治33年度の戸数割等級では、 1まな村内第5位にあったから、当時は空7ぞ大地主
であったのたろう Q ととろが、明治44年 3月15日現在では、政保の奏スズは 28反92 5、政
保は明治44年4月1臼現在で1反 62 4 とでて .t~ ]J＇すでに大部介を失って、没落してし司るとと
がわかる。
竹島清平
竹島清平は、竹島家の本家であり、宗七郎、吉次郎は介家である。
明治33年度の戸数割等級では第7位と上位（！［if>るが、 39年f変ではすでに 15位（安次郎は清
平の息子）と、大きく転落している。
『地租名寄帳Jvてよれば、明治43年4月1日現在で、 0.1 0 3反とあり、全〈土地を失ヮてい
るとと;0；わかる。
清平の土地手離の原因は、明治41年の白岩Jl改修の時代、下請工事をやり、それに失敗したと
とである。 （平野氏の言） （白岩川改修の年次は、古い方の『村誌』では 40年と左 ρているが、
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いまは『村詑』第二編にある41年にしたがってがわ
持干橋村の上位土地所有者の一人である竹島滑王子が、白岩J!I改修ρ1マ請工事に手をだし、しかも失
敗して、土地を手離しているというのは興味ぶかいととである。舟橋村十てとって白岩JIfのはたす役
答弘影響は、まだ陸路が発達せず、物資運搬が主として水路に頼ヮていた当時にあジて、甚大であ
った。芸事務時代から明治時代をつうじて‘舟橋村は、白岩Jlfの）1障に工つで繁栄したといって過言
ではない。その点について、 r舟橋村誌』の叙述をみよう。
「白岩J!Iにおうた舟橋、寺聞方面は本郡でも最も早〈開発されたものであるQ 今工り数百年前
は仏生寺を中心として白岩川を上下する物資は必ず此の地に集ヮて百了成繁昌したらしい。帯橋治ミ
ら浦田、寺聞方面支でK十二坊の寺が立並び、多〈は真言宗であっ？と。……往時の隆盛時が自
前にせまる 0 ••••••••• 0 
明治40年K改修されて7}c流がJ:（をりだが、其以前ば）11~ま甚だし〈迂回し、水深〈舟の往来
は甚だ昼寝んであった。特十て陸路の発達しをかりた菅は本郡唯一の交通路で〆j、さ左舟抵は絶えず往
来し、下流主り担料海産物は積まれて此の地に陸上を左し、涛〈岩崎寺附近会でj富ばれ、本郷の
産物であるうたは多〈との地代集まり、との）1よb各地代遼ばれた。成功した米、肥料商家もとの
河筋に多かったJ ( P.4、左か『五百石;f:{!i方郷土史婆』の 74頁を参照せよ。〕
このよう；て舟橋、寺田村は五百石地方の主産物である米が、ととlτ集まれと ζから臼岩）I！の7k
i室で水橋まで遼とばれ、 7k橋渇から県外(IC輸出されていたし、逆Vて米作のための魚肥〔緋）や海産
物が、水橋港 fまたは東岩瀬港）から白岩）1の水運で舟橋村のイム生寺まで遥とばれ、 ζとで陸上げ
されて、後背の五百石地方に配布されたのである。したがって幕務時代工夕、明治時代をつうじて
舟橋村、会予と王子田村は、物資の集散地とじて栄え、ととfて米、肥料窃の活躍するのは当然であった
いまた毎年のどと〈雨水期の洪水氾濫がありたので、白岩川改修のための請負工事が会となわれ、
との請負工事代手をだす人のでるのも当然のととである。竹島清平はその一人であれとの工事の
下請で失敗して没落したのである。
竹島i守王子は、 ζのように失敗した例であるが、清玉名の分家の竹島吉次郎は、逆に土木事業で成功
した顕著なーイ刊である。吉次郎は、後述するどとし明治末の 5町歩の土地（回）所有規模から、
大正 11年代（＇；）： 4 9反、昭和る年Kは64反、昭和 12年代は？町歩と着実に所有規模を拡大し、
ζの昭和1.0年代には、野村長右衛門t!L次ぐ村内第二ο大地主にのしあがっている。 1.):.Jo＞竹島吉次
長[.Itて士、舟橋村の以外にも約 10町歩の土地を所有するにいたりていた。
竹島清平、吉次郎の他tて土木事業（！［，.手をだ、したものは、 i略国浅松（明治 19年5月20日生〕が
ある。 i母国は古い方の『村誌』によれば、佐膝助次郎の配下として請負工事代活躍したことがあげ
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られてめるQ
なか、 IPn:百石地方郷土史要』によれば茶器時代は、 1i8右前方の年貢米は、 7k橋御蔵、岩瀬御
蔵、滑川御竣、岩J，者寺御稜の 4つの御哉入と在っていたが、とのうち水橋御稜入が事：大の景：を占め
てかれ 五百石町村御印の全紙利回村村調印の一部外、寺田村村街j印。全部、下段村村間印の全
f王手会ケ開材村間印の全吉弘立il村村街：印の－f！）介は水橋御稜入と；在っていた。高野村については
託載されていないが、少ぐともその一部かは水橋間薦入とをっていたであろう。滑JII御時入は、東
谷村の全部と上段村の令部と陀それに高野村の一部今であり？と。宥時事御嘆入は、大樹守の全書！九五
百石町の一部、それに立山村の一部であった。表崎寺御稜入は、立山村の一部外のみである。 1i:to＞、
『郷土史要JHてよれば、利田村のうーちの横沢村のみ力、魚津街路建入とをっているが、地理的？てみて
ありえてtV>とと左ので、とればj怒ら，（7j(橋か岩瀬の間違いであろう。とうみて〈ると、五百石地方
の宣言石町、矛lj田村、寺田村、高野村、東谷村、上段村、下掛寸、名ヶ澗村、立LlJ札大森村の
1 0町村のうち、水橋僻笥入となっているのは、五百石町の全部、寺田村の令部、下段村の全部、
集付朝村の全部と利回村のー苦丸立山町の一野、高野村の一部と究まってかり、最大の5H量を誇って
v泊。、とれらの7大橋間唆入する米穀の犬部分はいったん舟橋村、寺田村へ集められ、白岩J＇の栴還
で水橋の街｝＂建設で還とばれたのであるからィ舟附場の~クた舟橋村の JII筋の国主君、竹内、舟橋、仏
生寺にかいて、商業が長年ん（と在るのは当然のととであった。
ととろが、明治41年（あるいは4（）年）陀白岩）！！の本格的な改修工事が没され、平翌年工事が完
成Lた結果、洪水に工る被害は少〈在ったカえそれまでの曲折多〈、ゆるやか念流水が、舎、涜と念
ヮたためfて増便の交通が困難になった。とのととが、村内道路の貫通による道路整備とあいをつて
千件使はほぼ明治時代で姿を消すととlぞ左る。 （『材誌』第二編、 39 6頁、参照）舟使の衰えると
とは、その安全後背地としての五百石地方と水橋港を結ぶ物資の舟崎場としての舟橋村の地位の寝屋
代つ左がるもοであった。
酒井平環 （嘉永5年？月品目生 明治44年 7月死亡）
溜＃は、精田健義十てつく。、，第2代目。村長（明治34年4月～明治42年6月）をやって辛子れ
その他Vて村会議員として、第1回（明治22年4月五 0日～明治25年 4月29日）、第5回（明
治28年4月29日～明治31年4月27日）を障壁任して阿る。とのととから、村の名門であると
とがわかる。
明治33年度の戸数割等級では、第8位、 39年度は第7位の上位十てあった。ととろが、『地相
名君子帳』によれば、明治43年4月1日現在で土地所有規模は 0.1 2 1反Vてずぎ左〈左りている。
平野氏によれば、最盛時の明治2.3 0年代｛どは 4～5町歩の所有規模であったという。
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奪回長三郎氏 （明治 10年5月10日生れで、教え年89才の衰年長の一人）からの間取り に
よれば、平哉の子の健治は精米、精粉業θ舟橋村での元組であり、水橋、新庄、滑Jflの米屡へ精米
した米を送りていたという。前掲第5表代よれば、明治33年度のよ畏税仲買商税支払者の舟橋村の
1 6人のうち酒井健治は税金として 60銭払りているととがわかるQ ととろが、日露戦争前、水橋
の米商人がつぶれたので、そのあなPを〈ヮて、 1湾井家は没手害した。をた健治は、宮山市、高岡市
で開設されてV>fr:_取引所で米の定期相場もやっていて、とれで失敗して＼｛）る。その結果、酒井療は
明治4.4年 7月16BK高岡市へ移住したω （『村誌』 15 6頁）
在主子、土地は 1反25 0円ぐら加で、村内の人たちに売りたという。 〔喜四氏からの聞取）
森崎孫平
村会議員（一級）明治25年4月30日～28’年4月28日、明治31年4月28 E3～3 4年4
月29臼の二期連続歴任しているととから、上位土地所有者であ ο？とととが考えられる。
明治33年度の戸数等lj等級では第 10位、 39年度も祭主 10位である。ととろが、 『地穏名苦手帳』
では、明治44年6月20現在で0.0 0 8反と金〈土地を失ってし支っている。
平野長桧氏vcよれば、宅事平の家は、森崎家の本家で、長男は白露戦争で戦死し、親ぜきが多〈、
費用倒れに7まったという。最権時の土地所有規模は4～5町歩だった。
以上の長瀬主奪三治、稲田健義、松田三虫B、竹島、清平、酒井平哉、森崎椋平の 6人は、明治2、30 
年代代没落した人？とちである。とのうち、稲田、長瀬の二人（児弟）は政治で、 1会問は道楽で、竹
島、酒井の二人は事業（土木請負、商業、相場）で、また森u容は費用倒れによってである。明治33
年度の戸数割等級の上位 10人のうちの 5人と、すでVてそれ以前に没落している長瀬、良峰を入れ
て7人までが明治 2.3 0年代K没落しているのであるから、いかに盛衰がはけ”しかったかを物語っ
ている。
次代明治末から昭和初期にかけて没落した人たちをみよう。
塩原義孝 〔ミナ、議定）
塩原家は明治44年7月 1日現在で 19 a反の土地所有規模であり、当時としては野村長右衛門
の1.4 7反（明治44年 7月1日）を抜いて、村内第1位の大地主でありた。ととろが大正10年
忙なると、ミナの名義で84反となり、半減してωる。とれは、息子の義定は全〈の坊ちゃん育ち
で浪費したからである。議定は『村誌』によれば、富山中学を中退し、北陸タイムえの記者をやっ
たととがあり、 f遊芸に趣味あり、東京の長唄大学K学び、大正 12年芸名岡安喜代次郊の名取と
なる」という風流入であったa村政関係では、収入役、助役をつとめた。
杉田八郎左衛門
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杉田家は、明治33年度の戸数割鋒織では笈4位、 39年度も第5位であれ大体、野村、旗康
fてついでの名門であヮた。 （杉田についでは、松田、稲田、；酒井というととろであヮた。）
土地所有規模は、明治43年7月1日現在で 70反で、当時村内第5位の所有規枚、大正4$4
月1日現在で75反とあろが、大正6年以確を記載した地fi名F慢の第2時§（ては、すでにその名
は見えな円。つまり、杉田ば大正5.6年どろに、一拠に所有地を失って、没落したととがわかる。
野村家の佐代記によれば「大正 11年 10月16日ニ、杉田八郎右衛門家厩壱棟、九問、十二間五
葺ノモノヲ金6,3 5 0円ニテ買得セリJとある。すなわち、杉田家（j:大正5.6年どろに所有地を失
い、大正11年Vては、？問x1 1聞という巨大在家塵を野村家陀完済して、完全に没著して1月り？と
のである。
杉田は、舟橋村になける代表的宏事業家といって工〈、債－(IC、米肥料商（責点は肥料〕であり、
肥料商（魚杷）としては、明治前期には、野村実右衛門よりも潟大にやっていたという。 （奪回長
三郎氏の言）第二代、明治33年どろ、立山混泉を買ヮて経営した。立山潟泉Id、利田村の深見家
（五百石で間取りをした深見原氏の家）から買い、杉田が歎自に念ってからは、杉田から滑）！！の大請
負業者、加藤金次郎へ移った。との立山温泉でi旬、杉田のもとで、 UJ岸全次郎、明和浅次郎らが働
いていた。第三は、米の定期相場をして、との相場で失敗したのが、杉間没者写の最大ο原肉である。
被は雪山市殿町に米相場のための店舗を張りて凶たという。境四に、常願寺JI！の砂防工事業？とも関
係し、とれにも失敗したQ
との工うtて杉田は、多彩な事業活動脅したが、没落の決定的原因け、米の定期相場での失敗であ
るという。 （現村長古田勝晴氏の言）
左念、上市税務聖書調べiて工る明治40年の所得額の内訳は次のと余りである。
回6,9 5 0円、畑 53 0円、宅地21 0円、周旋手数料 1.0 0 0円、工事請負 72 1円70銭、
千魚八百物ゑ 00 0円、立山海泉収入 2.1 0 0円と左ヮていて、多彩念事業活動していることが記
載されている Q とのうち、自のる， 95 0円というのは回の価額であり、田fてよる収入ではなし田
畑による収入としては別に 72 6円と左りている。したがって、干魚八百物つまり肥料商としての
収入の 3,0 0 0円とまた立山温泉収入。 2,1 0 0円という高額が自をひ〈のである。をな、，との明
治40年の所得調べでは、野村長右衛門は杷料小売として 1,4 5 0円となりでなり、杉田の 3,00 0 
円工りも大外下廻っている。
野越育平
野越家l士、明治33年度。戸数割等織では第11位、 39年度では第6位であった。
土地所有規模は、明、治43年4月1日現在で44反であれ大正5年3月11日現在で30反で
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ある。とどろが大正 6年以降は、『地租名寄摂JHてはでていな加。 （奥地改輩後の昭和25年 4月
1臼現在では？反〕
とのとfとからして、里子也も杉田のとと〈、大休、大正6年どろ！と土地を失い没落ιている。
野越家は、昔、肝煎をやっていた名門（平野長松氏の言）だ qたが、浪費で財産を失った。所有
地は大部分、中間滋次郎むととろへ移った。
村政関係では、明治34年 10月～ 3.5年3月K助役、明治25年4月30日～ 28年4月28 
日K村議をやヮている。
塩原与三辺
明治33年度の戸数割等級では第18位であるが、 39年度は 20位以内Vて入っていな加。
土地所村見模は、明治44年 12月20日現在で30反、大lE5年 TG月1日現在で3.0反であ
ったが、大正る年以降をしめす『地租名郡懐』の第Z冊目にはその名はみえ左加。平野氏の言tてよ
れば、士笹原は土地を売払って、大正10年頃代立山町lて移住していったという。土地を売払った理
由は浪費であれその大部介は土木工事で成功した竹島吉次郎のととろへ拘った。
金森武右衛問
明治33年度の戸数割等級には 20位以内忙入っていをいが、 39年度は 17位である。
土地所有規模は、明治44年7月1日が39反、大正2年8月15日が39反であるが、それ以
後、急速に大郊外の士fl怖を失りている。とれ（士、長男の力次郎、次男の文意買がともに若死にしたと
とにもよる。
金森は、肥料、蓮百五をやりていたが、魚ijf'.:を運ぶ川舟がひっ（_i)かえづて損をしたことがあるQ
また土地を殖やした時、無理をして買いとり、それが後に大き念負担vcなりたともいれ （平野氏
の言）
明治40年ω一上市税務署の所符調べKよれば、回 4,9 2 0円、世科小売 1,3 D ・O円、荒物卸
1. 5 0 0問、貸金 50 0円と左づている。
とのように、金森は農業の他l'C、肥料、荒物言語なよび金貸業もやっていたととがわかる。
左手託、金森は、明治34年4月30日～3.7年 4月29臼K村会議員（一級）をやっている。
らL上の埠原‘杉問、野越、塩原（与三辺）金森の 5人は、大体、明治末から大正5.6.年どろ(ICか
けて没落した上位土地所有者たちである。とのうち積環的K農業以外の事業に予をだしていたのは
杉悶と金森の二人で遣うれとくに杉田は上述のどとし肥料商、立山温泉経営、土木事業、米相場
と多彩な事業活動をしたという点では、 7令僑村随ーでありた。両塩原と野越の3人は浪費で没落し
たノ＼たちである。
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との大正 5、 4年以燥でl士、井干橋村の上位土地所有者で鰐幸専念人目をひくよう念没予著者は見
当らず、その点で大正中期以降農地改設までの 30年間i才、上位土地所有者の所有規模に大き左変
化のみられない安定〔停滞）した時代であるというととができる。
次V亡、以上。没落した多〈の地主ーたちとは対照的に成功者として、土地集積幸子した上昇地主につ
いてのぺ工九上昇1拘主としてあげうる開若な仔！！としては、野村長右衛門と竹島吉次郎の二人があ
るc
野村長右衛門家は、全くの赤貧から出発して、酒小売、持油製造、貸鍋業、杷料耳否、貸金業左ど
で一大成功し、千守橋ttのみ授らず中新川郡全休をつうじての屈楕の大土地所有者？て在った典型的宏
一・17］である。〈わし〈は、後述する刃人昭和24年の袋地改撃当時、舟橋村村内の土地所有規模は
2 5町歩であり、その伶花、約40町歩の巨大な建摘をイ也町村に所有した巨大地主であった。野村
顎ま、村内では村長、 t会議員等の役職についたαはもちろんのとと、県会議員、利fl会議員lせも当
選し、全た、五百石町の菊けil銀行の取締佼（明治 4u ;q:）、大宕電気の佼只蒋を兼ねていゐ。乙り
野村家繁栄の某礎をかためるのは明治時代であり、幕末、明治初年どろからはじめた肥料商がそゐ
原動力であった。
竹島吉次虫日
吉次郎の家は、 f青平のか療であり、明治33年度の戸数割等紗の20位以内Iてはもちろん、 39 
年度にも 20併以内？とは入ってい左かった。
明治43年4月1自の土地所有規模は 31反であり、大正9年4月7日でも左会36反』て寸ざを
いQ ととろが、大正 12年には 62反とな夕、当時としては、野村長右衛門、塩原さナlてつく1第三
位D土地所有tて念りている。間和 10年Yては 90反とをり、野村についで第二［ずの土地所有忙なり
ている。農地，改草当時は、村内で吉次郎87反、息子の義盛は 28反と、あわせて 11 5反の大土
地所有者であり、なbその他に村外ι約 10町歩の土地所有していたという。したがって、等地改
革当時、村内外で約20町歩。大地主でありたわけである。
とのよう（I[，竹島が着実に土地集積をしていったのは、常願寺川改修をはじめ、土木事業に手を
だして成功したととに工るという。 （平野氏の言）
竹島吉次郎が村会議員になるのは、やっと大正4年からであれ同じ竹島姓でも、本家の竹島i菅
平は明治 34年代、また介家の竹島宗七郎が明治40年忙村会議員vてなっているのに〈らべみと、
だいぶん年次がなぐれている。ととろが息子の竹島義礎は昭和22年 4月～26年4月の村長とな
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っているα
以上、明治時代以降、昭和24年。農的改革支での、舟橋村ic急斗？る上位土地所有者のうち開寒
衣没落者と上昇者とをみた。それによると没落地主の目立ってWるのは、大休明治時代と大正5.6 
年までであれそれ以後の顕著左没著地主はみられをいし、上昇:tb主は、上述の野村長右衛門と竹
島吉次郎の二人のみである。野村ー竹島の二人のうち野村家の安栄の骨格のかたまるのは明治時代
であり、竹島家の上昇過程は大正時代以降である。とうみてくると、舟橋村；てなける地主たちの感
義交代のはげしい時代は、竹島吉次郎の場合を唯一の例外としてて、明治時代であるとみるととが
できるし、大正5.6年どろをでは、明治時代の続き、または後産の時期とみるととができるのであ
る。それに反して大正中期以降の舟橋村は、上位土地所有者たちの地位の安定した、あるいは停滞
していた時代であるというととができる。との明治米または大正初期全での変動期と、それ以援の
安定停滞期との転換の時期は、ほほ白岩川改修の完成する明治41. 2年と重念りあうのは興味ぶか
い。白岩川改修の完成する明治末さでは、舟橋村や寺田村は、後背地の五百石地方と水橋港を結ぶ
拠点であったわけであり、五百石地方の主産物である米ば阿ったん舟橋村、寺田村代集まり、とと
から白岩J1の］I揮で7j(橋港全で運ばれたし、逆？て米作のための魚肥や、海産物は水橋から舟橋村、
寺田村全で白岩J1の川還ではとばれ、 ζとから五百石地方に配布されていたのである。その結果と
して、舟橋村（寺田村のととについては捨象する）の地主たちは、米肥料商ゃう長相場、きた土木事
業代手をだずにいたるのは必然であり、地主たちの興亡盛衰交代のはけaしかりだのは当然である
といえる。それ故、明治時代。舟袴村は白岩J1IJ1還の拠点として、経済的に活気十てあふれる村であ
ったとみて差支え左かろう。ととろが白岩川改修の完成する明治末以降（士、改修の結果としての急
流イヒじ村内道路の貫通整備によって｝！躍が衰え、そのととが舟祷村の停滞化に結ひやつけているの
ぞある。
とにかし白：岩JIIのJ1遠の践んだった明治時代は、米肥料省、米相場、土木事業等vc積極的に手
をだした地主たちの興亡盛衰のはげしかりた時代でありた。たんに地主たちが積極的に他産業に関
係していフたのみ左らず、他町村との関連も多ヮて、村円分業がか左り進んでいたことは、’明治
3 3年度の県税仲買萌税や職工税を支払っている人数からも推察される。第5、第4表（ 1 3 8、
1 3 9頁）のどとく仲買税を支払ヮている人数は 16入、職工税を支払っているのは 18人である。
ζの人数は、舟橋村の世帯数がほぼ20 0であるととと比較すれば、か左タ；寄1ハ比率であるとVIワ
て主加。
（注） 戸数は、明治33年度は末詳であるが、『村誌』lと工れば、文久5年（ 1 8 6 3年）
- 1 56 -
2 2 3世帯、次iE5年 （1 9 1 6年） 2 0 7世帯、昭和元年〔 19 2 6年） 2 1 1世帝、同和
1 9年（ 1 9 4 4年） 2 0 6世帯であ夕、約 80年にほとんど世帯教に変動が左＼／）o
仲買萄としてあげられてwる16人の商売の内容は記載されていをし令ので明療では左いが、喜田
長三郎、半野良松の両氏から間取りlてより記入したのが、実5の右穏のどとくである Q 左お、それ
とは別代、両氏ょ Dの聞取りを参考にして、明治時代の村内の商業の主左るものをあげれば、次の
どと〈である。
問料再零
米商
土木請負業
杉田八郎右衛門、野村長右後7門
金森武右衛門、明和弥三按
青木勇’次郎、佐革審清次
杉田八郎右衛門、立田万右衛門
酒井健治、明和弥三松、佐藤清次
竹島、清平、竹島吉次郎、崎田浅松
ζれら 杷料、米商、土木請負業のイめlセ、 33年度の仲買務税の支払者ーの中には、湾、官妻子・薪の山
岸金次郎、豆腐、警油、穂子荷のj筒井安平、姦商の榊原常次郎をどがあるQ 会？と明治40年の上市
税務署の所得税調によれば、金森武右衛門は杷料の他陀務切卸を、青木常次郎は米、落、荒物再請を
営んでいるととがわかる。とうしてみると明治時代の舟橋村は、村内介業が相当Kすすんでいたと
みるととができる。とれら者業のうち、把科研、土木請負業ば、たんに村内相手の荷こ奨では左〈、
他町村との関係が深しと〈陀野村長右衛門の場合は、司子樹サのみ在らず、他町村〔三郷、上段、
下段、各ケ淵村等）の土地を自己所有として集積していったテコの役割を果したのが、廃家への魚
杷の前貸であった。 （それらの点、については後述する）
ただ、明治時代の舟橋村の村内外雲寺が相当Viごすすんでいたという場合、次の点が留意されねば念
らない。
第 1i'Cは、分業の進展の度合！とないて昨年夏（昭和 39年）調査した綴波の照栖村、射水郡の大
島村と比較する場合、結論的にいえるととは、富山県の先進地帯としてのTi1電波の中央に位費して、
担金的介業が高度にすずんでwた）ft栖村！と劣り、他方、再事業都市高岡市と小杉の中間vて位置して、
経済的にはが島f の状態にあり、ほどんど村内分業の展開されてい念かクた大島村よりは進んでい
たといえる。
院栖村の場は、同じく明治33年度l亡がいて、卸売小売維商の営業税を支払りている者の数は
5 4人であり、総支払需が32円40銭であるとと、また侍栖村は営業一税支払の等級の 1等は 7円
2 0銭 2人； 2等は T円 4人； 3等は 90銭 6人………等と在っているのKたいして、肝
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f離すの場合は、イ中責務税の支払者数ば f5人で支払総額は2円 40銭であるとと、をた支払績の等
蜘土品7tfi7 0銭は 1人、 60鍔 13入、 !:iu督責2人となクていゐ。これからしでも、支払者数、支
払総額、 1人当支お規模からみても、舟伊村は！慣柏村の比でないζとがわかる。えだ、支払者数に
ついては、 fi＇＂栖村の 54人は、’村詠世帯数は38 6.であるのにたいして、舟橋村は約20 0である
から、絶対数のみでは比較できないが、総t立干狩菱立に対ナる比率からしても、 ＠首雪村の方がはるかに
高V>0 したがって、舟橋村は、大鳥村［ぐ比較寸れば、村内介業の展開［そないて優りているが、 W＼•栖
村lセ比較すれば、段階を異にすると称していいぽどに、その度合が劣クていたといえる。
第2vては、舟橋村をその後背地方の五百石地方と比較しで、自につ〈 ζとは、五百石町、高野村
等では明治30年前後から急救？て輸出羽二重の機躍が続出する（後述）のであるが、子持橋村！とは、
明治時代をつうじて一車干の機屋も出現していない点である。もっとも舟梼村の場合も、多〈の農家
にかいて、自家消費のための綿犠物の生産きれていたととは、平野長松氏も諮るととろであるが、
控営として綿織物生控のなされた例をみな加点では、五百石町、高野村等と異在るのであるQ
第 3vては、 しかし、帝京蕎芋寸の今κ限定していつなりは、こり明治時代の村内介業の韓関の度合は、
それ以後ほとんど進展せず、停滞じた状態で、ほほ昭和20年代までKいたりていたことである。
台ハ方の照末日3年稿の『約誌』lてよれば、商業戸数として大正4年一 1 3 戸、昭和 2 年~s 戸とを
つでがれ半介以下化激減しているーもっとも、との数字はどと主で事実を伝えて円るかは問題で
あるカえとflでみると、大正初期から昭和初期にかけて、百事業戸数が相当減少したとと、少〈とも
戸約の熔fぞいフ't¥1'iと舟ば間透W左いわけでるる。次託、昭和38年編。『村誌』第こ編｛てよればも
就業人口数とじて、昭和25年花は卸、小売業は28人となっている。との28人とW ヲ就茶人口
は、はたして商：業戸数正して何戸に在るのかは不明であるがー大正4年の13戸を大き〈上回る屯
のではなかろう。との昭和25年以降は卸小売業の就業人口は相当代増加し＇ .例えば30年では
4 3人と~りている。しかし、との 3 0年の 43人という数字も、明治時代、大正初期K比較して
格段K高い数字とは一加えないのであり、 ζ うして、舟橋村では村内介業という点では、明治末、，大
正初期の展開の度合からほぼ停滞して現在？でいたっていると見てよいであろう d
次に、舟橋村の商業にとって、見逃すととのできぬ重要なものとしての売薬につwて検討しよう【
平野、害事国の両氏からの間取りを参莞忙して、明治時代の売薬関係者をしめせば、次のと公りで
ある。
明治初耕J:9の者は、
事白梅次郎、平野三右衛門、舟， il 弥七、佐渡：堅次郎
町鴻滑 rき
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の5人であ夕、それに明治4a年代に加わづえのは、桧合亀次郎、錯鼻カ次郎、 7筒井望号次郎の5
人であ夕、大体乙れら8人が明治時代の売薬行務者たちであった。
明治40年、向41年の『村統計台帳』Vては、売薬についての記僚としては、人数のみ在らず氏
名もでてwる。いま 41手の分をしめそう。
「営業 1人 舟川啄七 3a 0円
請負 5人 舟川弥七 3a円 増田粂次郎 10円 怯倉儀次郎 3a円
舘鼻力次郎 1 5同 酒非主宰平 5同
行商 5人 市川l赤七、秀格（子） 3 s a円 桧合主義次郎、初次郎（子） 32 0円
舘鼻カ次郎 5 0円J
とあり、行商では、舟川父子は3s a円、校倉父子は 32 0円という、相当高い収入をあげている
のが注目される。古~方の『村誌』8 6頁によれば、明治42年の米1石の傭段は 16円であり、
反当収量は 2.1石である。とすれば、帰川家の行商収入の 3s a円は、
3.5 1円÷16円／石＝ 21.25石
2 1.2 5右÷2.1石／反＝ 1 a反
というととで、ほほ1町歩のう択の収量の傾段？て相当する額である。
第 2章 舟橋村野村長右衛門家の塵 R:
本章では、農地改革当時、舟橋村vc;t＞~て 2.5 町歩の農地を所有する村内随ーの大地主であった
げかhマキ全仁隊約の東三郷や五百石f仇方のト段、下段、各ケ開不T等V<:;t＞いて約 4a田］歩の巨大な
農地を所有するにいたった野村家の謄史lぐっiハてのベエラ。との夏（昭和 40 年）、舟橋村を調査
し？と時、野村家でWろ~.ろ聞取りするととができたし、その上、野村家の好意K エヮて、年 hの『
大福帳』と『さき家年代記』とを拝見するととのできたのは幸いであった。年々の『大概i慢』につい
て拝見したのは、その一部分にすぎ左いが、『当家年代記』はぐわし〈拝見した。『当家主手代記』
は初代から六代にわたる年代記が誌るきれていて、大変貴重念資料である。との『当家年代記』に
よって、野村家六代の歴史をしるととができるのである。 ζとにわれわれは、全〈の無一文の赤貧
から出発し、酒小売、貸斜業、霊安治製造業、と〈？？と二代目Vていたってはじめた杷物業（魚肥）に工
って着々利潤をあげ、かつ日常生活は質素をきわめるととによって、官を蓄積し、次第に土地保積
をすすめてい〈有様をしるととができるのである。土地集積のすすむKつれて、三代目Vていたゲて
村政の枢要部Vてすすみ、村長K就任し、かつ郡会議員、照会議員を暦任ずる！といたる。また明治
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4 0年代は、五百石町かよび近郷のやf々 の代表的大地主交ちととも｛之、五百石町に所在ナる新Jil銀
行の取締役に就任し、立た大岩電力株式全社に関係する。とうして、 全〈の赤賓から出発して、商業、
今貸悟動全テコ忙して、仏生寺宇部落の一野村から、舟梶村第一番の地主、ついで中新川郡屈指の巨
大地主にのし上りてい〈一つの典型例をみるのである。
以下『当家年代記』を中心として、野村安六代の歴史をたどりてみ工う。
聖子村家の初代 長右衛門
寛政7年（ 1795.年）～天保 14年 （1 8 4 3年） 4 9オで死亡
野村作右衛門の三男で、 18オの時、江戸へ出稼にゆき、貯金をたずきえて 24、5オの頃帰国し、
野村次右衛門の座敷の一室を借り、満小売業を営んだQ 酒小考業の他代、孝彦油製造、宅再手明貸業を
も営み、かたわら農業（小作）に従事し？と。初代は、
「性 勤倹ノ美徳ヲ具へ1宅リエ費サズ。村中断然頭角ヲ、頭スア以テ目撃ーノ目的トセリ Q J 
「衣寒害フ礎グア度トシ、祝儀櫓礼トテモ綿暇ヨリハ用ヒズ。台紋ノi紋付位ハ最上トセリ。
食ハ年貢米ア上納セシ残リノ粗悪米ア侠うtf:トスノレニヨリ、橋キj竣リス Jレトテ白米ハ半捧ノモノノ
如シ。朝寝ハ粥ニ｛貨物、中無モ同断、晩餐ハ稗ノ携粉ア上震ニシタ Jレ街健ナ ！） 0 E肩沼エ尽侠ニハ爵
う1モヲ携テ粉ニシタル団子ヲ食九叉米糠ヲ節シテ餅ニテ発シ、粉ア取リテ粥ニ混ゼシト。
住居ハ唇トテハ用イノレモノナク、産ノ上ニ起居シ、座敷ニ上敷トテ護1荏ニ裏ア付ケタルモノア敷
ク。是レトテ時祭ノ外ハ仕末シテ、汚損セザノレ様ニ貯へリ。 J
f資産 江戸ョリ惰ケ来リシ会ア以テ、野村作右衛門ヨリ草高五斗ヲ譲受ケラレシモノニテ、熱
心商業ニ従事シ、店舗ニテ売Jレノミナラズ、近郷ノ村々へ荷ヒユキ、販売アナ‘ン、漸々利潤ア占メ、
文化十三年 c1 8 1 6年）草高一石ニ究室シ、其後二年、即チ文化十五年、孫平ヨリ草高一石ア買得
スQ 業時始メテ今ノ屋敷ア求人前代フ得タ！Jト。」
とうして、天保九年（ 1 8 3 8年）には、 「合計二子二石三斗余ノ反別ア求メ家蔵ア建九無一
文ノ者ニシテ如斯ノ資産ア造Jレ非常ノ傑物ニアラザレパ熊ノ、ザJvナリ Q J 
ことで、初代についての記録は終って－！／＇る。とのように、初代は無一文から出発して、酒小売、
餅牒等、とくに潜小売業に打込み、 「村中断然頭角ア顕スア以テ唯一ノB的Jとして、質素勤倹
をきわめる生活に終始し、商業であげた.fl肺・f',lで土地買取りにまわじ、晩年｛ては22石5斗余の反別
を所有するに至っている。
二代目 長右衛門
文政8年（ 1 8 2 5年）～明治23年（ 1 8 9 0年） 7 2ォで死亡
r~：但ノ：遣業ア継ギ、湖、醤￥$， 鰐業ヲ営さ、農業ア行ヒシガ文久 2 王手（ 1 8 6 2年）肥物営業
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ア併セタワ。二、三年ニシテ先キノ者業ヲ廃止シ、担物専業トナ、ン、岩淵， ＊橋地方ヨリ仕入業リ
大イニ拡張シ利潤ヲ占メタリ。即チ杷物精コソ今代ノ資産ヲ降セシ茶ナリシナリ。 J
「性格二代中興ハ商業ヲ,b-Jテ家ア興セシダケアリテ、機敏エシテ豪明、警ク理財ニ長ズQ 青年
ノ頃、酒ヲF詩人家運隆タザリシカパ、 37、8才ノ頃禁湾シ、 42、5ォ、交久二年ノ頃ニ杷料
商ヲ開始γ、衷心一意家運ノ隆昌ニ努力シ、大イヱ父侶ノ資産ア増殖シタル中興関山タノレナ IJj 
「衣月侵 資産ノ嵩マノレニ従ヒ、社交上綿再度ヲ許ササソレ場合ハ稀レニハ絹布ヲ用ヒシガ、妻君ノ経
済ナ 1).ンタ人失費砂ナカリシト。
食 朝尽ノ二句ハヲ将、吻餐ハ粉号変タ Pレコトハ別ニ進イヒセザリシ…・・・。娩年ニ及ピテハ雨入共美
食ヲトラレシト。
住 初メテ座敷ニ費ヲ入レシハ明治五、六年ナランカ。其頃ハ仏生寺エテモ八右ヱ門ノ外、管ヲ
敷キシモノナカリシト。後、家ヲ新言周シ宏壮ナル住宅ヲ構へ近郷比ナキノ住居フセナリ。 J
「資産 中興戸主トナリシ頃ノ、、父ヨ 1）二十二石余ノ草高ヲ譲受ケシガ、村中自今以上ノ資産フ
有スルモノハ八右エ門五十石、善助、王室右エ門、徳平ノ繋上位ヲ占メケレパ、是レガ下位エ立ツテ
憤慨シ、孜々勤続ノ結果……明治8年ニヘ四十一石何斗ノ高持トナリ、仏生寺村第一筆ノ；格＝
至リシト。 J
その後も年々、土地を集積し、晩年には総反別17、8町歩陀までいたっている。その点たづいて、
「要スルニ年々歳々藤高ア買得セザル年ナシ。交ヨリ二十二石余ヲ譲リ受ケγモノガ、一生ノ間
ニ総反別十七、八町ニ達γ、卸シ米百四石、自作大凡四田了ノ資産ヲ造ル。実ェ丹子搬す第一ノ富ヲ致
人真ニ中興ハ英傑タリ。子々孫々宵シク但宗ノ意ヲ継承γ、益々資産ア増殖シ以テ祖宗ガ卿等ガ
為メニ辛苦懇難ニ携へ美回ヲ贈ヘシ1享意ニ酬イ英害警ヲ永ク地下ニ安ンズペシ。 j
以上で二代自についての記録は終っている。二代自について注意すべきととは、初代i＇滴小売、
警油製造、貸鋼業で利潤をあげ、それを土地買収ire~ わしていたのVてた加し、二代目は、幕末から
明治期への交替期V亡、あらたに肥料こ業をはじめ、 2、3年後vc杷料事業一本Kしぼり、巨大を利潤を
あげ、彼の晩年記加たるまでの20年索引 5、6町歩という一大土地集積しているととである。つまり野
村家は幕末の文久2年fて肥料Vて手をつけ、 2、 5年後に杷料専業となれほほ明治時代のはじまり
とともK商業活動を杷料一本忙しぼって、巨大左利潤をあげているのである。日酔↓の商売民社、現
金売買はむしろ例外であり、一般には杷料を前貸し、秋の収穫後にはじめて代金支払を受H'るから、
肥料商と農民の間には貸借関係の生ずるのは至極〈当然でるる。それvc両者間vc金銭の貸借関係の
加わるととも多〈、その結果として借金のかぎんだ農家は土地を引渡すという例が多〈念るのであ
る。野村家の場合も、『大福帳』からもみられるごとく、杷料掛売りの伶氏、貸金の例が実？？と多〈、
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両者が結びあわされてピ土地集積の原動力となったのであろう。 Jどうじて二代自の晩年の明治20 
年頃には、土地所有規模は17、8ilT歩、卸し一米 10 4 石の舟格付第→般の大地主にのしより~（ Ii"' ゐ Q
tf1,主としての卸し米の他t'L、自作として約4出了歩を耕作していゐγ地玉刀ヘぞのげ1何泡υー掛か
を手作り寸るというのは；明治時代？と一般にみられたととであるが、野村家の場合に特徴的をのは、、
手作君豪義経営がそれ以後も一貫して継続され、終戦当時の昭芳！J2 tJ年 K沿いてもi下男ど〈ミr－：.，；か
つて、 5町歩程度が耕作ぎれていたととである。
三代目 長右エ門
慕永4年 （1 8 5 1年）～大正 14年〔 19 2 5) 
f第三代主人ハ四十オの時、宅とニ今レ、五十二ォノ時、母エ離ル。内窒ハ下合剛寺新村、渡辺伝
右ヱ門姉ア繁Jレ。五男二女フ生ム。次男ハ大村飯合平兵衛べ養チド潟ノレQ 五男ハ其ノナトナJI>。長
女ハ富山市谷村英台へ嫁ス。三男義章ハ帝国大学法科ヲ卒業シ夫死ス。四男害容量ハ東岩瀬植村家へ
養子縁組ス。 J
どのす童手引用したのは、三代自の奏として、下金河！J寺新村の渡辺伝右ヱ門のととろから吹いで
きていることがわかるか白である。渡辺伝右エ門は、後述するどとし金司i新を代表する開指の大
地主であb、明治28年vc輸出羽二重の機業を創業した人である。
（注） 宏弁、との「四男秀章ハ東岩瀬植村家へ養子縁組スJとある、植村家とは、現富山大学
経活学部植村元覚教授の家であり、秀重は植村教授。ヨとにあたる人である。植村教授から
の間取hire工れ位、主主一棒の相変は令問IJ新の海辺伝右エ門家から稲村家ヘ寮十どしてき，7之人
であるQ 五百石町、余剛新の機業につV＞て知るためには、金剛寺の渡辺家電？訪問する必要
のあるととを教授から示誌をされ、かっそのための便宜をばかりで何た命、えととを探く感認
するものである。
「三代目λ肥料業を営宅、又農業ニ熱心ナリシガ衆望アリ長ク高野用水江務惣代ヲ勤ム。文村会
議員、郡会議員、舟橋村長ニ選任セラル。」
とあり、三代自にいたヲて、野村家は村政の枢要部に位置するすう柁左り、 1主流郡会議員火当濯
し、二代目までの経済活動］本とは様相を異？てする。プとだ’し、公務以外の時は、勤倹K終始じたの
であり、それをしめすのは次の文章である。
「母ト同ジク勤倹ノ美徳、アl具へ、幼ヨリ下僕ト労働ア共ェ、ン、休日中アラザル以上ハ一日毎朝飯
前モ遊費セラレシコトナジー公務ノ為ニ外出セラノレルトイエドモ、朝夕関アレバ必ズ家僕の苧？式ヲ
ナス。………抵意周到楼ク理財ニ長ジ、組宗ノ意フ縦ギ資産ア増殖セラ Jレ。イ灸世ノモノ：亙ジク；滋
ア体γ、主主々努力スベγ 。J
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事業では、 r •，（ ノ死スルヤ翌年〔明治 2 4年）、大船破損ノタメぞ千円余ノ損害jをとうかつて
wるが、土地集積はますます進んでいるQ とoc三代目！と至って、舟橋村以外の俄村の土地集積i'
同すつ工うlて友りている。その結果、大正5年3月末現在調では、
「田畑38昨3反？畝〔約8万5千円、反22 0円として1
卸し米 33 4石〔 35町歩）
自作米 7 0石 （3町5反 9畝j
その側代
新川銀行券10 0検 f全額払込済 5,0 0 0円）
貸付金 1万円 令計約 10万円J
の資産と在っている。
をか、新川幸塁手干の取術待に就任しているのは、明治40年である。 ｛『7k橋銀行45年有終史J
J: ｛）〕新川銀行については後述するカミ明治28年 12月5目、資本金5万円で、五百石町大子松
本開18番地で開業した地方銀行である。発起人、役員［どは、 7i百石の大地主、再軍人等を中心とし
で、，，千郷の村々から代表的左大地主たちが参加している。野村家の二代田1Ji.、新川被付ω車イ交とし
て参加しているととは、野村家はさ当時、もはや単K舟橋村の野村家というにとどまらず、都会議員
にも当選し、政治経済的lぐ中新川郡を代表する大地主、大商人としての位置を占めていたととを物
語るものである。
四代目惟 命
明治7年 5月13日～昭和24年
明治44年郡会議員Vて当選し、ついで郡参事会員＼'l'.)Jfi;仔。
大正2年4月以来、村会議員。
大正4年 8月、丹子橋村村長代就任。
「大正六年一月二十三日、ローズ問ヨリトシテ無名ノ脅迫状到来j
「大正八年九月二十六日、中新川郡選出、宮山県会議員ニ当選ス、運動費約壱万円」
「大正十年一月五日、午後三時三十分、子守女ノ放火ニテ全戸焼失ス。損害約二万円。大正十年
一月二十四日、午前十時、同一子守女ノ放火ニテぐ），J、堅再焼失」 (0は不明）
「大正十一年十月十六日、杉田八郎左エ門家宅壱棟、九間ノ十二間瓦聾ノモノフ金六千三百五袷
円ニテ貿得セリ」
「大正十二年九月、新川銀行取付アリ、休業状態ニ隣リ十二月八日株主総会エ於テ調査委員ヲ選
挙シタリケレパ、五十万円ノ欠損アルフ発見、重役トシテ賠償金壱万五千円ヲ提供シ、責任ヲ免除
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セラ 1ノタリ（六月三十日〕 J
c注） 新）I脱行の休業状態？て.：：；：色h 野村家が主主役として賭償金15,000円を携供したととは
『1k橋幸興行45年有終史』｛'Cよれば、大王 14年6月.25日とZ去りている。
なか、と。大正 12年fて至るまでに、相変らず、次々と土地集積し、をた株式投資も意欲的｛之主？
と在っている。株式投資の状撃をあげれば、ほほ次の如し＂
「大正五年一月二十四日大岩電機株三十株ヲ四十円払込ノモノア毎株十八円宛ェテ、言十金五百四
十円ア支払ヒ、滝川作三ヨリ買得J
「大正六年十一月、十二緩行株新株百八十五円ニテ権利捨株ヲ買得スJ
「大正七年三月二十三日、立山製紙会社新株二十五株ア応募スJ
「五月十一日、近藤積業株式会社株券十株ヲ応募スj
f大正八年四月十五日、滑）1銀行株十五株応募スJ
f大正九年二月、十二銀行新株ノ権利三十株分ア植村党次郎ヨリ九百四十五円〔一株主十一円五
拾銭〕ニテ買収ス。立山軽便鉄道株三十ヲ三百七十五円ニテ買収スj
「大正十二年七月二日、大岩電気ニ百十株フ所有シ、第一回払込令二千六百二十五円ァ支払セりJ
f大正十三年九月二十二日、浅野セメント株二十株ヲ千六百三十円ニテ東京日本橋区兜町、山一
合資会社ョリ買求ムJ
とうして、大正14年の『大福帳J]Vてよれば、大正 11年2月1日調で、資産は、
「1. 田畑反別 4 8町2反 14畝 （村内 1 4町 7反大正 12年 6月1日）
時価 2 4万円（反50 0円として）
1. 新JI!銀行株！日株 12 5株 6 2 5 0円 時価58 7 5円、
新株 83株 41 5 0円時価29 0 0円
1. 十二銀行株！日株 10株 5 0 0円 時価65 0円
新株40株 1 0 0 0円時価11 a o円
1. 大岩電気株旧株10.6株 5 1 0 0円
新株21 a株 26 2 5円時価50 0 0円
1. 立山製紙株 13株 ι5 0円時価60 0円
1. 立山鉄道株 30株旧 10株新20株 15 0 円時価9o a円
1. 近藤鉱業株 1 0株 1 7 5円時価。
1. 滑川銀行株 i 6株 8 0 0円時価sa 0円
1. 朝鮮事業公債 1 7 5円
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1. 興業銀行債券 2 0 O円
1. 五介利公債 2 0 0円
1. 貯審債券 5 0円〔 10円券5枚） 1 O円〔5円券2枚）
他ニ在庫米 3 5日石代 1万20 0 0円 （3 4円／石として）
大正 11年収入予算
1. 1方50 0 0円
卸米 46 0石 自作米 40石代 （3 0円／石として）
1. 1440円公債株式券 1万80 0 0円配当（年八朱トシテ）
1. 1480円貸金1万14 0 0円年1割5外ノ利息
言十 1 万79 0 0円」
との収入予算をみて自をひくのは、すでfてとの時点では、商業収入の左〈在ってwるととである。
との点は、との夏の野村家での聞取りでも、杷料商は大偉大正年間十て廃止したとのととであり、そ
のととカえとの収入予算fてあらわれているのであるQ 授が、『当家年代記』の末尾のととろに事付
けられている、明治41年 1月31日立案。資産増殖案陀工れば、明治40年の貸付令は約6300
円であり、とれは年1割2介の利患で75 6円。収入となり、との利思収入。他K卸し米13 5石
。代金20 0 0円、肥料収入として 80 0円が記入されている。つまれとの明、治40年当時は、
左b肥料収スは貸金収入と国苛司績でき3ったととがわbるのである。ととろが大正 11年に左ると肥料収入は
全〈計上されて左〈、収入予算計 1万79 0 0円のうち、 1万50 0 0円という B割を上回る圧倒
的比率は寝業収入となりているQ との寝業収入のうち、手作りに工る自作米は 40石であり、卸し
米は 46 0石である。 ζの卸米の 46 0石は、 1万38 0 0円となり、とのを防長だけでも、総収入
予算。7割7分、という巨大在比率忙なる。それに自作米の分が加わって、総収入予算の 8割4介と
いう圧倒的比率となっているvである。残りの2割に足り ;1:い額を、公債株式収入と貸金収入とが
丁度折半している Q とうして大正 10 年当時、野村家は、すでに商業活ー動を廃止して :t~b ＼挟式投
資を意欲的にはじめては回るが、その収入は左な総収入の T寄りにみた左い少重要であり、地主として
の地代収入が総収入の8割ちかい巨大在比率を占めてWるのであるG
1万79 0 0円という収入予算Jてたいして、同じ大正11年の支出予算［ず次つどと〈である。
「10 2 0円飯米34石代（石30円）
2 0 0 0円諸掛公課
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5 0 0円 2人の子棋学費
3 0 0円 酒代 （柊算 31 0円）
3 5 0円 君子代 （決算 30 0同）
1 0 0 0円太物代（決算 16 5 0円〕
2 0 0円薬代
3 0 0内保険料
2 0 0円 肥料代
5 0 0円 争経費
1 3 0円 ！努袖豆腐代
青十 6 5.0 0円
差引 1万14 0円所得j
大正14年 4月3a日？て、三代思長右エ門が死亡し、それ以後も年々土地集積・と株式投資がすす
む。昭和忙入ってからは、大体昭和 10年とろから、土地集積よタも、味天；投資V"Cl夏風か移グιい
るQ つまり、土地集積はほぼ昭和12年どろに終って、それ以後の投資対象はほとんど株式投資と
念りている Q
以下、『当家年代記』Kでている、昭和11年以降の投資額をひろってみよう。
昭和 11年中の投資額 7 0 5 0 円
昭和 12年中 グ
昭和 13年中 I 
昭和14年中 fl 
昭和1・5年中 I 
？方3019F11
4 7 0 0円
1万86 4 9円
1万 56 7 0円
三代舌長右エ門死亡の大正 14年よ b、昭和 i7年迄の総投資額は、金 15万円vc左ると、 『当
家年代記JlfC誌、るされている。
五代目、長多は、明治33年11月8日生で稽野造業学佼卒業で、現Uて：病臥中。
六代目、厚寿は、昭和 16年生れで、富山大学経済学部を昭和38年に卒業じ、現lfC3町5反歩
を耕作している。
間取り調査によれば、農地改主主当等、舟橋村内［そ 25 flJ歩（仏生寺20町歩、他部落5町歩）、
他村Vて約 40 !ilf歩（約30町歩は上段、下段、釜ヶ淵村、約10町歩は三毒事駅F付近）むき十 65町
歩の巨大在；護士告を所有し、モー のうち 5CTf歩十土作男2人をつかって手作b耕作していた。農地改革の
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結県現在は5町5反歩を織作している。
らL上が、 『当家年代記』を中心として、たどってみた野村家六代。青春史である。との野村家の官
。蓄積、土地集積。過程をたどってみると、その活動はたんfて併橋村にとどまらず、岩瀬、水橋工
り魚、肥を仕入れて、白岩JiIの｝1還で舟橋村Vてい売れ舟橋村はもとより、ととからきらに白岩JIL上
流の五百石地方に魚肥を販売、貸金して次々fて土地集得していったのであれきらにまたヲ王百石町
の新川銀行や大岩管気。重役lゼ就任するととによって、聖子村家の活動範囲は白岩JII治いに中新川郡
全体(re:fo~ J:んでいた。
本章では、野村署交の富の菩靖、土地主義務、幸併子会社役員就任さ撃の清朝r（＇てみちびかれて、われわれ
の研究は舟埼村の簡明をこえて、主百石地方Vて会ですすんできた。次牽では、五百石町vc関殺ぎれ
た新川銀行について検討し工う。
第 3章 新川銀行の設立と地主層
新川銀行は、明治28年 12月5目、中新川郡守王宮石町大字秩本開 18番地Vてがいて、資本令5
万円、払込資本金？方2‘50 0円で開業された。とれより先、明治26年？て林墜ニ瀦井小平、坂
井喜一郎、酒井耕作の先覚者Vてよって発起ぜられ、 27年2月15日付で、時の大捜大臣渡辺国武
主り認可があたえられている。それにもとづいて、 28年 1月18日創立総会を開き、次の役員を
決定。
頭 取 林
?
取締役 堀自伝六酒井小平
渡辺八郎
松島三平
との創立総会にもとづいて、実際！と開業するのは、冒頭にのべた同年12月3日である。
当時すなわち、日清戦争後の明治30年前後十て中新川郡irei≫ v-て設立開業された地方銀行は、と
佐々木義高
の新J1保行の他に滑川銀行、水橋銀行の二行があった。（第 1繍 P98ー ？？の第 11表銀行一覧表
参照、のとと〕滑川銀行の創立は明治26年1月であり、水橋領行よりも 2年早〈設立ぎれている。
ζの中新川郡の三行のうち、滑JI！、水橋の両行は、ともViと滑）1、水橋という中新川郡θ海難線Vて位
置し、米、魚BE等を中心とする諸物資の輸出入港でさq，，かつ売薬、魚業の拠点としての、産業、
商業、交通の要笥のftgf'C創設されたものである。それにた加して新）！！主財7は、 7J(橋港から南へ白岩
J ! Iの川治で一塁の位置』てある舟橋、寺田村をへて、さらに南へ一塁のととろ（そ位習：ーする内陸の五百
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石自nc創設された。五百石町1士、中新川郡山勾皇室地方む中心地であり、玄百石町の周辺には、北K
隣接ナる舟格付から右廻りに、北東C寺田村、東の高野村、東南の下段村、南西の大森村、西北の利
自村の 6ケ村が礎接している。左が、下段村の南は主主ケ瀬村が、冬ケ淵村の南には立山村が、をた
高野村と下段宇：？の東には上段村、上段村。東』Jどは東ぞ子析が時援している。
現在は、五百石町を問む 6ケ村のうち、舟橋村をのぞ（5ケ村代、釜ケ潟、立山、上段、 J東谷包コ 4
ク村が加わって、立山町を様成し、その役場ば旧在百万町児所在しているQζ 'DJ:うに、五百石町
は、中新川郡tJ白岩川流域。内陵地方の中心地であり、ととに明治28年代新J1手陣行が設立ぎれた
のである。
われわれの誤琶である新川銀行役員と地主！習との関淳の検討にうつろう。
まず、最初の役員である、頭取の林義二、取締役の潤井小平、堀田伝六、渡辺八郎、佐々木義高、
桧島三平、；！＇，＞工び発起人の一人である坂井喜一郎を検討し工う。
頭 耳立 林
? ??
林嬰二は、寺田村の人で、初代。寺田村村長を明治22年 4月から 30年 T月20日全でやヮて
いる。県会議員としては、明治27年7月をはじめとして、その後も数回当選している。
ま？と、明治31生存8月 10日の衆議院選挙には憲政会から立候補して、落選してwる。その昨δ
富山県常一区の当選者は内山松世、金問又左ヱ門の二名であり、落選者は林の俄｛宅金山従華〔立山
村。大地主）、馬場道久、森正太郎であるQ 以上の村長、県会議員と iハう役職からみて、林豊二は
寺田村を代表する名門で:h~＇ 大地主であったものと考えられる。友会、林家ば、明治 2 年のばん
どり騒動の時に、ばんどり党に襲撃された林十兵衛の家である。『舟橋村誌』第二編の43 6～ 
3 7頁Kは「寺田極楽寺ーの十兵衛方へ向ぇ、と発した一言が電波。如〈伝わり、怒壌の如〈群を左
して同家を襲った。十兵衛宅は当日法要の最中で一時狼狽したが、主人は気転をきかして附人を指
捧して、一行に酒、探P飯を炊出して事左きをえ？と。 JとあるQ と0ζとからみても、林家は寺田
村怒楽寺になける名門で、必そら〈村肝煎でもやロていたものと思われる。林家の土地所有規模は
明確では没いが、例の明治40年の上市税務署調べの『第三種ー所得税証怒書類』Kエれば、
f寺田村極楽寺
国
宅地
貸家料
保険貸業支配手数料
林
? ? ?
2, 1 0 0円
1. 1 0 0円
1 2円
f回 1 0 0円
貸 金 る， 50 0円
1 8, 1 0 0円 j
とあり、それにたいする所得調査額として
1ι8 -
「田畑
貸金
其地
l 0 4円
????
??? ? ?
??
1 6 4円
7 8 0円
1 2 8円
1 2円
1. 1 8 8円j
と左っているQ
との回の 2,1 0 0円というのは、国による収入で伐をし同のイ損得であり、帽を含めての間畑？て
よる所得は 10 4円であり、貸令fて工る所得の 78 0円は、貸金6.5 O 0 filVTr主1害U25}V額で
ある。雪て、自の価格2,1 0 0円という出土、 Eれだけの規模であるかは明らかでは左加が、問実
顎lてでている舟格付仏生寺の野村畏右ヱ門の場合と比較すれば、大依推演！附つ〈。野村lてついては、
「イム生ミ与 野村長右ヱ門
? 2 0, 8 1 0同
???? 8 5 0円
"f; 戸~ 地 1 8 0円
~tr: 料 1. 4 5 0同 J
と在ってがり、とれ陀対ーする、所得調査縄は、
f田畑 1, 9 3 1円 宅地
ノk
'.5l7ぞ 5口O円
1 9同
??
1 6 6円 言十 2. 1 1 6円J
と在っている。との田畑所得。 1.9 3 1円という領は、前述した野村家DF悟史のととろで、明治
4 1宇 1月31日立実の資産増構築の中にある卸し米 13 5石の代金2.0 0 0問｛ぐ符合するも0で
ある。ただし、 41年1月31目立案？て段、当時の野村家の貸付金v:t約6,5 0 0円とあるが、 f：市
税卓会署の書類には貸金50 0円とあって全〈桁ち7]>1ρであるカ込とれは、何人的を貸付令のととで
あるから、主持務寒で(r:l十かに杷嬉でき7士かったものであろう。ととろで、野村家の聞の価額の
2 0,8 1 0円l士、どれだけの規模であるか、舟梼村の『地種名苦手帳』 lセ工れ（司、明治441;芋7月1
日の回。所有規模は 14町 7反である。野村の場合、明治40年から 44年までに、か左りの出所
有規模をi努力I]しているが、いま仮りに明治40年当時の所有規模を 14町歩とすれば、林竪この田
の価埼2,1 0 0円は、野村の 20, 8 1 0円のほぼよであるから 林の所有士見模ば 1出J4反歩ぐら1 0 、
円、換言すれば2町来満。所有にすき、たいとと［と左る。舟橋村の平野長松氏の言fて工れば、明治初
年、林家は恐らく 20 0石ぐらい（ 2 0町歩） Di弓持であったろうというととだから、 40年当時
には、すでにその所有地を大部余手離してか九彼。所得源泉。中心は令貸業やその的の手数料か
ら左っているととがわかる。左：芸子、 ;f本豊二7うて県会議員としてでる最後は三回自の明治32年？月～
3 6年？月の時期であれとの 36 5F当時仕をが新川祥行の摂取りをつとめているQ
以上。ととからして、林義二｛立、五百右町の北東fて隣接する寺田村の代表的念名門であったばか
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りではをし中新川郡の有力者であったととがわかるのであれとてコ林が、新）Ii銀行の初回の頭取
りに就任しているのであるQ
酒井小平
酒井代ついては、『五百石地方郷土史要Jivc f明治 16年5月、湾中国は石川県より分れて雪山
県と~ !l本町松本開K戸長役場設置ぜられ、松本開外 17ケ村を管理ぜり。時の；主任戸畏は満井小
平氏まりき。 J f下編、 2頁）とでてし司る。乏な酒井は、すでに明治13年lτ郵便局設置K努力し、
をた苦言光寺の北側代私立文学会を創立し、町の子弟。教育に尽したととが、『郷土史要』？てでてい
る。 （下編27 6頁）
松島伸次氏、深見栄氏、和田喜一氏等からの間取り！と工れば、酒井は 20 0石 （2 0町歩）の土
地を所有する大地主の一人であb、合た酒造業を経営していた。ととろが、明治24年3月［宅自宅
から出火して、酒井宅から下の五百石町の約半分に及ぶ81戸に延焼する大火と7まったQ その後、
酒造業をやめている。
とのように、酒井小平は、富山県外県当時の主任戸長をつとめ、会？と20 BlT歩を有する大地主で
酒造業を経営する五百石田了の有力者の一人であヮたQ
堀田伝六
堀田は五百石町の助能町会議員を暦任し、土地所有規模は 20 0石（ 2 0町歩）の大地主の－
t人であり、左主子大正末期ある加は昭和初期から醤油製造等をはじめている。
松島三平
松島は明治26年4月から.28年 3月までの五百石町長をつとめている。明治初年、五百石町最
大の地主であり、千石祝 c1 0 0町）をしたととがあるち、桧島の分家の人である松島伸次氏は母
から時いているという。ととろが、明治30年代には 30 0石程度代所有規模を減少している。
松島三平と弟の勇三郎は共十て相当念浪費家であり、次々に土地を手離し、三平が死亡した明治
3 3.年墳には、その所有地の大部分を失っていたQ
以上の満井小平、爆国伝六、松島三平の三名十：士、五百石町の人であれともに大地主であれ町
政の枢安部花関係していた五百石町の代表的有力者たちであったQ
佐k木義高
明治2年6月6日生れで、束三郷村大字新堀の人。先侶は朽木姓を名のる旧十村役の名門であり、
佐々木姓は明治初年の改姓によヮてである。例。明治2年のばんどb綴動では、先代朽木兵三郎宅
は襲撃されている。
長高は明治29年 11月K束三郷村村長、 3l年には村会議員、 32年には再び村長K就任して
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加る。また34年2月!'Clま中新川郡会議員忙当選している。
佐々木家は旧十材の名門であれをた寅三郷村の村長fても就任しているととからして、会そら〈
大地主であっただろうととは、推測されるが、土地所有規横は来詳。
渡辺八郎
渡辺は玄百石町の東陀隣接する高野村の金刷新きつての大地主で、同じく大地主の渡辺伝右ヱ門
家の介家である＠明治27年5月26日から30年4月10日までの高野村村長。
明治30年どろの土地所有規模は大休20町歩程度。本家の渡辺伝右ヱ門家も大休20町歩規模
で、両家はほぼ同程度の土地所有規模。
坂井喜則氏からの開取りによれば、伝右ヱ門と八郎は、大体同規模の土地所有であったカミ村内
でD所有規模では八郎が便夕、村外の掛作では伝右衛門の方が優っていたという。
『富山県続計書』Kよれば、渡辺八郎は、明治27年2月”渡八工場，という輸出羽二重の機業
をはじめている。とれば『県統計書』の記録によれば、五百石町、高野村地区V'C:J>~ける機業創業の
一番早い例である。
とのように、渡辺八郎は、五百石町の実K隣接する高野村V'C:J;＇ける代表的宏大地主であり、村長
をつとめ、また五百石町、高野村地区で最も早〈機業をはじめた人であれ彼沙え新川銀行の創立
当時の役員として参加しているのは興味ぶかい。
与L上の6入が、明治28年1月18日創立総会！＇［ i>＇いて就任した最初の新 ）, ，時行の役員である。
との他に、銀行創設K努力した人として、坂井喜一郎、酒井耕作の名があげられている。 ( r 7k橋
銅守 45年有終史jp 3 3) 
坂井喜一郎
安政2年？月 13日、喜助の長男として生れ、大正11年8月10日Vて死亡している。
坂井は、五百石町の先覚者であると加われた人であP、日Tのあらゆる事業と文化。輸入に全身を
打込んで尽力した。『郷土史要』 27 6頁Kは、 「先覚者、坂井喜ー郎氏Jとして、多彩在活動が
誌るされてwる。 「本町発展早急策とじて逓信交通機関完成を期し、立山軽便鉄道の開通に特V'C尽
力し、相続き運送会社の創設、更に特設電話架設lそ、豆立は五百石富山間乗合自動車会社を設立し、
当五百石富山間の軌道電車の急設実行せんと言十商ぜれ Jまた立山製紙、中越電池KK等K関係、し、
そο他？ても活版事業を辛子とし、新聞配達業を経営した。
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とのように、台工そ五百石町vcj;,＞いて、発案、吉十司、開業された新事業で坂井の関係ぜめものは
なかった、といヮて工いtまどであった。
しかし沼井の場合、その事業活勃』てがいて特徴的左のは次の点である。す左わち、彼の長男喜則
氏〔明治18年2月13臼生 現81ォ）や、現に五百石の天精神社境内？てある穂先覚者成井手写一
郎”の顕彰碑の建立のために中心？となって尽力した一人である、深見栄£｛；（ 63才・元主主百石町郵
便局長〕からの聞取りに工れば、被は事業を興して、それで金をもうけるとと工りも、次から次と
新事業を思いつき、その事業を興すためK一身の利害をかえりみず、東奔西走するが、ひとたび開
業されるとでtると、開業後ρ事業は人Vてをかぜて、自分はき？と次のアイデア lて
飛びつき、ぞれ｛ぞ熱情をかたむけるといったタイプであったという。とうして
坂井は、 生援事業熱につかれて、玄百石町の凡ゆる新事業計習に関係し、五百石町発展のため
に尽力し、次第陀私財をすりつぶしていった。彼は、一部の人からは、あ主りにもF軒て離れοした
奇想天外在発想と世の常識をはみでた行動（たとえば、事業熱！，てつかれて、直接、東京の宮家を訪
問して訴える等々）の故化、ヤ喜子人”だといわれ、鴫気違い”扱刊にされたとともあるが、深見氏
の言うどとし彼は五百石町。「あらゆる現代的念ものをつ〈った張本人であり、いろいろ宏事業
の火付け役であったJ0 
われわれは、との酒井喜一郎の生渡にかいて、失賞者。一つのタイプをみる0であるが、機波の
大矢四郎兵衛、伏木港の藤井能三、宮山の会開叉左ヱ門等のようK、一つの事業（中越鉄道敷設、
瓶棋にかける三菱会社との死斗、電力事業）の発案・計開・開業そして経営のために生渡の熱情
をかたむけつ〈すといったのとは、異ったタイプをみるのである。
彼は上述の事業活動のみをらず、五百石町助役を二期、町会議員を四期、その他、団体見学旅行
を組織する左ど、広汎多彩左活動をしてwる。それでは、そのための財力をどとからえてwたか。
彼の父喜助は、高野村野町の坂井哲次郎の介家であり、分家した時、五百石町fて：家を建ててもら
い、会た商売金ももらった。商売は貸事告、貸鍋、貸蚊f授業を営み、屋号を”鍋屋”と称した。との
商売の他代、百姓もや人土地所有規模は最盛時（明治3oq三須）では、 2!ilJ歩程度であったとい
うa （酒井喜氏lj氏からの閣取り） c M力。程度を示すものは、明治20～3 0年代vc貯の戸数割等
級の割当で、喜助は2‘5悉の地位をしめていたというから、主として商業活動から、 相当大
きな財力をも σてwたものと考えられる Q き〈喜助のこの財産を、喜一郎は熱情的事業熱で次々につ
ぶしていったlのである。設の晩年の事業計画。資金は息子の客員IJ氏（明治五？年から昭和21年ーま
で満洲に在住して、貿易業で一大成功をとげた）からの仕送biてるないでいた。
J露共喜一部は新J1銀行の創設に努力lましたが、創業後の役員としては参加して加な加。
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友会、そのイむに祈Jil銀行創設に尽力した人として挙げられている酒井耕作については、空？：ら〈？酒
井小平と関係あ九五百石町の人と忠われるが、未詳。
とのように、明治 28年 12月5日、五百石町絵本開 18各地VC！開業した新川将行は、五百石町
の大地主、商人、実力者（酒井小平、堀問伝六、校島三平、坂井喜一郎、酒井耕作）を中心として、
五百石町？て隣接寸る寺田村、高野村、実三郷村の大:lz主‘有力者らが加わって設立されているので
ある。とのととからして、新Jj限行はたんVて五百石町の事業活動のための事併7では左〈、五百石町
を中心と十る近隣の村々を含めての事業活動のための銀行であった。との役員のうち、高野村の村
長であり、五百石町、高野村地区の最初代機業をはじめたとされている、高野村令剛新の渡辺八郎
カミ設立当初の取締として参加して阿るのは、機業開営と祈JI！害時行。関係からして注目されるとと
ろである。
次vc「水橋手県行45年有終史Jvcでている新川銀行Vて関する記録｛ぞ工れば、明治 36年？月 15 
日の決議vcJ: ti、 36年 12月15日付で資本金10万円vc増資登記をしているが、当時の役員は
次のとbりである。
頭取 林 豊一
取締役 酒井小平 渡辺八郎 鳩 自 伝六
黒田 義秀 小池義務
監査役 菅原喜八郎 高江忠右ヱ門 藤木普一郎
とれらの役員のうち、上述の人たち以外の黒田義秀、小池事長籍、菅原専八郎、；寄江忠右ヱ門、藤
木善一郎について検討しよう。
黒田義秀
‘明治5年 7月、五百石町生れる。
『現今北国人物誌』〔参籍、越中州ノ部、明治 36年 11月刊！）によれば、黒田家は代々質屋を
営み、義秀は 28年 7月、五百石町長Vて就任している。 29年 4月、中新川郡会議員、 3 1年5月
五百石町教育会評議員、幹事に就任。また 34!¥f3月？ては富山県輸出絹駅物同業組合議員に当選し、
3 5年 6月？ては中新川郡常東合口用水組合会議員、同年 7年代は富山県工業会理事に就任している。
機業関係については、次の叙述がみられる。
「29年機業場を新築し、初めて輸出羽二重を製造す。当時幾多の同業者勃興して各自互に競争
を加うるや、其の反動は逐lと経済界lて一大恐慌をと七じ同業考過半は被産の悲劇！／と陥りたれど、君r<ti
b比間lセ端然介立して操縦を普〈しEきも名誉と信用とを失践するとと念し0 J 
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念品、、『富山県知名人物大鑑』（第一軒閉和5年3月22日刊） vてよれば、 KK立山咲道取締
役、立山寧揃取得役、玄百石町外五ケ村組合立農業専修学校管理者等化就任していることが記され
ている。
『五百石村長方郷土史要』によれば、 「五百石町長として吋自治；て精励し、教育発展花寅軟し、自
治功労者として県知事より表彰を受けしとと十数回、：町長としては明治28年7月有給町長を 1年
務め、更に 39年7月より現今（昭和 10年 4月現在）？て至る 30余年陀及ベPJ。 「な J,~郡会議
員る帝国農会議員予備員、県農会議員並（l[f,iy農会長六期戸其の他県教育委員会理事、常実用水言葉員
vc歴任せりJとある。
とのよう代黒田義秀は、現荏参考しうる文献からすれば、政治、経済、社会γ教育界にかいて五
百石町を代表する人物であるととがわかる。ところが、’深見、和田、村田氏等からの間取りによれ
ば、五百石町にとって、それほど重要望E人物でありたという強烈左印象をうけて加友い工うである。
黒田の土地所有規模は大き〈乏しぜいぜい2町歩程度であったという。をた彼は、質麿営業か
らもそれほど巨額の利潤をえていたという印象をうげてい~\n という。彼は、相木村出身で五百
石町で開業していた金木浩一郎（祭会副議長、県医師会会長、雄山町初代町長、等特任）の政治的
代弁者であれ令木から政治資金を受けて＼／＂＞ 7たのでは念いかと¥n;0 
黒田の機業経営？てついては、上に引用した『現今北国人物誌』vet士、 「経済界？と一大恐慌を生じ
同業者過半は破産の悲劇Jて陥り？とれど、君独り此間1:-'1需然介立して……喜善も名誉と信用とを失墜
するととなしjと力説されてはいるが、『富山県統計書Jによれば、創業は明治32年10月と在
って会h f現今北国人物誌Jの刊行された明治36年の年末の統計では、雇用職工数は 14オ以
上の男子1入、友子1G人であり、との雇用数は 36年現在で五百石町Vてがいて経営されていた7
機業のうちでは小規模の方である。 7機業のうち、最大の雇用規模は後述する菅原喜八郎の機業で
あれすでに『県統計委』の明治40年末の工場細分jでは、黒田の名は見えてい左円。つまり、
『県統計書』からみる限P、彼の機業はむしろ小規模なも Dであり、かつ 10年足らずの聞に良稽
を廃止してwるのである。したかって、『現今北国人物誌』にある黒因。機業経営についての評価
は過大であるといえよう。
それにしても五百石IH｝＂致。代表的人物である黒田義秀が、明治 36年の時点で新川銀行の取締
役についてbb、ゴ主fヒ彼が五百石町で輸出羽二重の機業を経営しているのは、さきの金制新の渡辺
八郊とともに興味ぶかいととであるα
可－ 17 J. -
小池義範
慶応2年生れで、明治30年 7月 1,s B～4 0年 10月 1白の上段村村長、その他、明治44年
9月～大正4午9月号〉県会議員、政友会支部の顧問b ( F富山県知名人物大鰐』第一輯）
土地所有規模は、明治30年どろ 40 0石〔40町歩）。とのようた小池は、上陵村の頼指の大
地主で、代表的名士であるととがわかる。
菅原喜八郎
息子。徳三氏、深見栄氏、村白星是正氏からの間取りを総合すれば、次のとかり。
菅原家は、はじめう附巴料商を時営し、それでもうけて、明治3o＊代の土地所有古見模は 10 0石
(1 0 fiT）ぐらいであっ犬。土地の伶花、貸家を20～3 0軒：をもっていた。
機業は、 『県統計書写』によれば、明治30年 5月の創業で、 36年末の域主雇用規模は、上。黒
田英秀：［）ととろで述べた工う｛口 1 4ォ以上の男子2入、女子30入、在名、その他V<:1 4オ来満の
男子1人、女子2人で、合計35人であり、当時宜百石町での機業7草干のうちで最大規検であった。
『県統計三容』の主場細別のととろには、明治末の 44年 12月31 B vととろまで菅原の名はみえ
ているが、大正2年以降、その名は消えている。つまり、菅原は日清戦争後の明治 30年代創業し、
五百石町の機業のうち最大規模の経営をしていたが、明治の終りとともに、機業を廃止してwるの
である。徳三氏の話によれば、機当きをやめた時、徳三氏は中学生だった刃、当時手持の土地4～5
町歩には手をつけをか ρたし、をた家電敷を手強し？ととwうととも左かったという。つまり、当時
中学生でありた徳三氏には、機業をやめたととが、菅原家唆落。運命的安大事件であったとし吋う印
象を与えて仰ないのである。ところが、機業努業とwうととが、中学生でありた得、三氏にあたえた
印象ほどK簡単左ものであったかどうかは、疑問であろう。たしかに、家f宅敷を手難すととも、所
有地？て手をつけるととも左かったかも知れを加が、 2、30車干もありた貸家等についてはどうか。そ
れらの点は左；；！；~検討を要するととろでおる。
とに角、菅原喜八郎は明治30守ーから明治末まで、五百羽町にかいて最大規模。機業を経営した
五百石町ο代表的機業家であったし、彼が、同じ〈機業を経営していた五百石町政の代表的人物で
ある黒田義秀とともV亡、明治36年には新JIJ銀行。役員をして1ハるのであり、との点からしてゐ、
五百石田丁の機業と新川銀行。密接な関連を読みとるととができるつである。
念会、菅原家は機業廃止後は、酒、警油製造販売業をはじめ、現在にいたっている。
-- 1 7 5ー
藤木善一郎
藤木については、『五百石地方郷土史要』下編。 4頁ーには、五百石町役場は f明治26年4丹、
藤木善一郎氏方へ移転、同27年 4月坂井喜一郎氏へ移転……JとあるQ きた藤木源作は明治
2 9年9月～ 36年5月の五百石町長である。もし源イ乍が害事一郎と近親者ーであるとすれば、上の五
百石町役場が善一郎宅を使用していたとととあわぜて、彼は町の有力者で~りたととがわかる。
藤木の土地所有規模は、深見、桧烏の両氏は 10～ 1 5町歩、和田氏は 5～6町歩だというコい
ずれ忙してもか念りの地主であるととがわかる。
高 i江忠右エ門
高江は明治37年 12月15日～ 38年3月25日の寺田村村長であり、土地所有規模は 20 0 
石（ 2 0 l!了歩）であったとwぅ。寺田村は五百石町の南東陀隣接する村であれすでに述べたどと
し新｝fl銀行の初代頭取りは、寺田村の初代ホ展であった林豊二でありた。い安全た、‘高江忠右ヱ門
が新川｜銀行の役員として入っているととをみると、新川銀行とミ学問村の関係が密接であらたととが
考えられる。
左；！：，~，新川銀行は明治 4 0年 11月15日の決議？てより、 41年 2月8日資本金を20万円に増
資登記をしている。当時の役員は、
頭取 堀田伝六
．取締役 高江忠右エ門 黒田義秀 小池義範
野村長右エ門 清水弥平
監査役 菅原喜八郎 金山太次郎 山林次郎三郎
である。
との時点で新たに役員として名を見せているのは、取締役の野村長右ヱ門、清水赤平と監査役の
金山太次郎、 lJ林次郎三郎の 4名である。
とのうち、野村長右ヱ門は、すでに第九第2主主で検討した。
清水弥平は五百石町の人で、 7～8貯の土地所有者であり、郡会議員をやh 富山、高岡の米穀
取引所での米の相場師であった。
金山太次郎は、明治34年 10月7日～38年 10月6日必よび大正5年 10月？日～ 5半 t0 
fj 8日の二期、祭ケ淵村長を務めている 0 2 0町歩所有の大地主
山林次郎三郎は、明治30年 3月～ 34年 11月の林畿こにつぐ第二代包王寺田村長・r:, 2 0指了歩
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所有の大地主。
とのように、明治40年の時点では、新｝！ !JJ~行の役員として新たに五百石町からは清水弥平と、
舟橋村から野村妄右ヱ門、舎号ケi明寸からは金山太次郎、寺田村からほ山林次郎三郎が加わってな夕、
五百石町の清水弥平以外は、いずれも舟橋村、令モクi閉村、寺田村を代表する大地主、村長たちであ
る。
以上は、明治28年 12月5呂、五百石町大学桧本開 18替地Vて必いて開業ぎれた新川銀行の明
治41年当時全での役員や創業lぐ尽カした人たちであるQ 以上の人たちの的化、大正14年7月
2 1日［之、新川銀行が水橋事同行代吸収合併きれるまでに、役員として関係したのは、次の人たちで
ある。
大正3年 1月23日の決議により、大正5月12月7日資本金30万円に増資主主記した当時の役
員は、
頭取 堀田忠義
取締役 高江 i滑 f乍 野村長右ヱ門 幾島幸生
清水弥平
専を査役 菅原喜八郎 金山太次郎 黒田義秀
である。とのうち、新たK役員として参加しているのは、堀田忠義、高江清作、幾島幸生の三人で
あるが、堀田忠義は五百石町の堀田伝六の息子であり、高江清作は寺田村の高江尽右ヱ門の息子で
ある。
幾島幸生は、明治40年 10月14日から大正4年 10月17臼までの上段村村長であり、 15 0 
～2 0 0石 （1 5～2 0町歩）持の大地主である。
大正8年7月28自の決議vcよ夕、大正8年 12月29日資本会？を 60万円を滑資授記している
が、当時の役員は、
頭取 高江忠右ヱ門
取締役 堀田久義 野村長右衛門 幾島幸生
清水弥平 金山太次郎
監査役 菅原喜八郎 黒田義秀 斉藤幸太郎
である3 とのうち、新役員として参加しているのは、堀田失義と斉藤幸太郎であるが、堀田久手話は
伝六の孫である。
斉藤幸太郎は、五百石町の人で、郡会議員、県会議員を樫任し、 25 0～3 0 G石〔25～3 0 
町歩）持ちの大地主である。
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大正11年7月20目、資本金 60方円を 10 0万円K増資決議し、何年12月認可をえ、大正
1 2年7月、株式を募集したが、不成功氏終ったα当時の役員は、
頭取 高江忠右エ門
取締役
監査役
堀田久義
斉藤幸太郎
菅原喜八郎
野・村長右エ門 金山太次郎
黒田主主秀 藤.) fl 辰次郎
である。とのうち、新役員として参加しているのは、藤JfI辰次郎である。藤川は五百石町大窪む人
で、 15 0石c1 5町歩〕持ちの大地主である。
大正 14年4月7目、資本金 60万円を 15万円に減資決議し、異欝ある債権者は 6月30日迄
申出ありたき旨を 4月18 .f3公告したととろ、その期間内に続k異言葉の申出があったためも減資実
行不可能に陥る。大正14年6月25臼、責任賠償金として次の内訳通り合計金？万19 0 0円の
提供があヲた。
堀 回 久 義 金2万5,d 0 0円
斉 藤 幸太郎 金1万5,0 0 0円
野 村 長右エ門 金1方5,0 0 0円
金 山 太次郎 金1万5,0 0 0円
幾 島 幸 生 王p立、 7, 0 0 G円
菅 原 喜八郎 金 5, 0 0 0円
藤 J 1 辰次郎 金 5, 0 0 0円
黒 田 義 秀 金 4, 0 0 0円
大正14年4月29日、水橋銀行と合併仮契約を締結したが、当時の役員は
取締役
監査役
の6名である。
松倉清次郎
谷口成高
藤井十 f乍
小泉安太郎 米自徳三郎
清水隆吉
との決算時の役員のととについては、幸い現代五百石で健在の小泉安太郎氏（明治16年 12月
？日生 8 3ォ） vて会う ζとができたので知bえた。
小泉安太郎氏は、五百石町の人で、明治32 q: 4舟忙五百石町で機業を創業した小泉伝三郊の長
男であり、氏自身仏大正？年5月！ぐ五百石町で輸出羽二重生産のための日本機業株式会社をなと
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している。小泉家はもととんにゃ〈の製造販売業をやりていて、屋号をH とんtて平〈麿M と称した。
相当在地主で土地所有規模は4～5町歩でまうった。
小泉安太郎が社長であづた日本機業株式会社は、新川銀行が大正 14年？と71く橋銀行？と吸収合併ぎ
れたθ陀ひきつづいて、昭和2年ごろにつぶれて、借金1え00 O円を背負いとんだという。
松倉清次郊は、寺田村若宮の人で、退役の憲兵大佐であり、小地主（ 2～5町歩）であった。清
算当時、新川銀行株を 70株所有L，ていた。
米国徳三郎は、下段村日俣の素封家で、 10町歩以との農地をもっ大地主であった。
谷口成高は、宮山市の人で、後！と弁護士に在った人である。富山市の人である谷口が取締役とし
て入りているのは、水橋銀行fて吸収合併されるという特殊念事情があったからであろう。
藤井十作は、大森村八ツ屡の人で、 5～6町歩の農地をもっ地主であった。
清水隆舎は、五百石下前沢の人で、小学校教員あがりで、当時代言人のよう左ととをしてlハた人
だという。
とれらの役員たち［てよ ρて、大JE1 4年7月21日に株式総会が開かれ、水橋銀行との合併仮契
約が承認可決されて、明治28年創設以来31年聞の新J1銀行の幕は閉じたのである。
（注） 左台、最後の株式総会をめぐりての役員、株主たちの刺害対立・爾策・暗躍等について
興味深い経過を小泉安太郎氏から間取るととができたが、その点は省略する。
以上、われわれは明治28年 12月に開業して以来、大正 14年 7月水橋銀行に吸収合併される
までの新川銀行3 1 年間 VC;i;,~ よぶ役員たちについて検討してきた。
との役員（なよび創業VL関係した人）たちのうち、五百石町の人は次の 15名である。
酒井小平、堀田伝六、松島三平、坂井喜一郎、坂井耕作、黒田義秀、菅原喜八£！！）、藤木善一郎
清水弥平、堀田忠義、斉藤幸太郎、堀田久義、藤J1辰次郎、小泉安太郎、清水隆吉
との 15名は1、2の例外をのぞいて、それぞれ大地主、商人（米、肥料、酒醤泊、質屋等）たち
であb、いずれも五百石町ο経済政治上の実力者たちであった。
とのうち機業を経営したのは黒田義秀、菅原喜八郎、小泉安太郎の三人であるQ
五百石以外から役員になったのは、
寺田村 林 豊二 高江忠右ヱ門 山林次郎三郎
高江滑イ乍 松倉清次郎
。5名である。とのうち林豊二、高江忠右ヱF号、山林次郎三郎はいずれも寺田村村長をつとめてな
り、大地主で、寺田村を代表する実力者たちである。
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束三郷村からは、 i臼十村の佐々木義高が加わっているし、高野村からは村屈指の大地主で、高野
村村長をつとめ、かつまた機業を経営した渡辺八郎が加わっている。舟橋村からは野村長右ヱ門、
土段村からは小池義範、幾島幸生の2名、祭ケ淵村からは金山太次郎、下段村は米国徳三郎、大森
村からは藤井十作が参加しているQ との工りに五百石町以外から役員として参加しているのは、次
の留のどとし五百石町を取りまく周辺の村々からであり、東三郷村から右廻bk、舟橋村、寺田
村、高野村、下段村、大森村、それに上段村、毛主ケ潮村と宏ヮていて、参加者のほとんどは‘それ
ぞれ各村を代表するよう左大地主や村長たちである。したがって、約！開行は、五百四了。代表的
左大地主、商人たちを中心として、それK五百石町市周辺の村々の代表的大地主たちが加わ ρてー盲IJ設
きれ、経営された地方銀行であった。
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第4章五百石町 高野村地方におpける機業の盛衰
前章ire;1;~1ρて明治 2 8年12 月 Vて、中新川郡五百石町 jrC:J;~凶て開業され、大正 1 4年7月代水橋
銀行［〈吸収合併された新川銀行の役員たちについて検討してきた。役員たちは、五百石町の代表的
左大地主、商人たちを中心としてを百石町周辺の村々の代表白扶地主たちであった。との役員たち
のうち、五百石地方の輸出羽二重の機業の経営者fさったのは、五百石町の菅原喜八郎・黒田義秀・
小泉安太郎の三名と、高野村金剛新の渡辺八郎であった9 本章t'C;1;~ ＼（）ては、五百石地方t'C；！；~ける機
業経営者たちと地主層の関連会工び。機業経営と新川銀行の関連を追求じよう。
五百石地方では、五官石町と高野村金剛新を中心として明治27、8年晴つまり日滑戦争どろか
ら輸出羽二重の機業経営が急激K続出し、それが明治の終りととも陀、急速に消えてゆ〈のである。
いわば、五百石町、高野村金剛新？てお追いて、輸出羽二重の機業経営が虹のどと〈現われ、虹のどと
〈消えていったのである。
明治36年当時Vては、五百石町には？社、高野村金剛新t'Cは8社が営業されてbb、その他に高
野村Kは金剛新以外t'C3社、上段村には2t±，東谷村ireは1社が存在してV>fr:_。つをりをEf石地方
には、五百石町の？社、高野村金剛新のB社を中心として合計23社という多数の機業が存在して
いたのである。それら機業の創業は最も早いもので、明治27年であるが、犬多数は日清戦争後の
明治30年前後K成立し、そのほとんどは明治時代とともに終h 大正8年まで経営をつづけるの
は、五百石町の森与次郎の機業のみとlハう有様であづえ。とのプームの時期に自分自身も機業を経
営した経験をもち、 V>'"S:;i ;1;~健在する唯一の人である金剛新の渡辺長作氏（明治 1 2年生 8 7 ;r) 
の象徴的な言を以ってすれば、 「明治陛下のがか〈れと共V亡、五百石、金剛新の機業は終った…
jのである。
加を、『富山県統計書』より作成した、明治、大正時代の五百石地方の機業一覧表をしめせば、
第6表のどと〈である。五百石町の機業。創業年月のうち括孤内の数字は『泉統計書』の各年次Vて
より創業年月が異る場合があるのを、しめしたものである。
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第 6表 五百石町、高野村地匿の機業一覧
〔『富山県統計書jM3 O～T9年から作成）
五百石町
口とコ口 名 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 菅原喜八郎、徳太郎、徳三 M 3 0. 5 (2 9.1 1 〕2 7. 9 
円ム 2年
If 原 伝次郎、数次郎 M 30. 7 (3 0. 5) M40年2 9.1 1 
If 平崎庄作、信邦 M 32. 6 T T年
I 黒田義秀 M 32. 1 0 (3玉10) M 4 0年
If 森与次郎 M 3.0. 5 (2 9. 1 1 〕2 8.1 1 
T ？年
I 藤井義時（明） M 33. 5 (3 2. ~） M 4 1年
／ 2呪1
I 小林六助、政次郎 M 30. 5 (29.11) M 4 1年
If 小泉伝三郎〔安太郎） M 32. 4 (2 9. 1 1) T 3 6年
' 一 I 笠原義光 M 3 ~え 3 M4Q年
I 中田常（＇［買） It 11~ M 3 7. 8 T 2年
／ 佐伯盛信 M 32. 1 O 〔？〉 T 4~三
I 森長次郎 M 4 1. 3 （？〕 T 4年
I 杉原勝次郎 M 42. 3 （？） T 4年
If 筒井織物合名会社 T 6年 T 7年
I 東洋綿織物 KK 'l .7 8 T 8年
I 日本機業KK （小泉安太郎） T .9 年 s 2 !ifミ
I 東野商会（東野勇次） M32.11 〔？） M 3 5年
綿織物 松井義之助 M 3 3. 5 M 3 4年
麻真田 中田常次郎 T 3 年 T 4年
f 小林政次郎 M 4 5年 T 7年
If 藤縄利雄 T 5. 7 T 6年
If 備 健次 T 5. 2 T 7年
f 浦田喜重 T 3. 3 T 7年
館 山本重量次郎 T 3. 4 T 4年
1 82 -
? ? ?
野 町
品 名 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 渡辺八郎、繁成（分家） M 2 7. z 《 T 元年
I 渡辺伝右ヱ門（本家） M 28. 4 M 4 0年
I 被辺伝吉（伝右ヱ門の弟） M 3 8. 7 M 4 1年
I 渡辺宗一郎、栄次郎 M 32. 8 M 3 8年
I 波辺長作〔伝右ヱ門の作男｝ M 3 6. 8 M 4 3年
I 秋元竹次郎 M 3 2.10 M 4 2年
’f 秋元源次郎 M 3 6. ？ M 4 2年
， 松沢ォ次郎 M 3 1. ？ M 3 9年
I 東野興次 M 32. 11 M 3 8年
I 村上四郎三郎 M 3 2.1 1 M 3 8年
I 平井与次郎 M 3 4.1 1 M 3 8年
麻真田 平崎信邦 M 4 5. 8 T 4年
上 段 村
品名 名
M 32. 1 2 
氏 創業年月｜廃業年次
羽二重｜ 碓井善四郎
1 I 城戸安衛 M 32. 12 
M 4 O年
M 3 6年
東 谷 村
羽二重十薄田時次郎
I I 筒井成次郎
M 3 . 2 .. 8 
M 4 .1 2 
M 4 0年
M 5年
品名 氏 名 創業年月｜廃業年次
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第 6表（ 1 8 2～ 1 8 3頁）にみられるように多数の機業経営が、大体日滑戦争後の明治30年
前後に虹のどと〈出王見l~ また虹のごと〈消えていヲた。考えてみれば、交通の要衝である水橋港
から白岩J1の）I慢で南へ一塁の舟橋村、寺田村から立山連主宰の方面に向クて、左！台南へ一塁の内陸
地方である五百石町と、五百石町から東へ約半里のととろにある高野村金制新K、一斉に多数の機
業が出現し、との地方次機業ブームの活気死満ちた一時期を出現し、ぞれが明治時代の終タととも
に、消えていりたのであるから、興味のある全え不思議な現象であるω しかも、との機業ブームの
了度そや時（I[五百石町に新川銀行が剖立開業され、その役員として、有力な機業経営者が参加して
いるのであるc
との五百石地方の機業経営は円かなる経路を経て、創業される工う？て宏りたか。また、ぞの子医透
者は誰であ ρたか。それについては、との地方の機業経営創設の推進者は泉袈裟太郎であったとい
う考え方がある。
（注） との泉袈裟太郎7地主、現に五百石Jてかいて八百皐を経営されている村田鹿正氏〔明治34 
年生 6 4オ）の主張である。はじめK、泉袈裟太郎のととを聞いたのは、との夏（昭和 40年）
旧五百石町にある立山町役場を訪問したがb、立山町の佐伯教育長からである Q 佐伯教育長が泉
袈裟太郎のととを f:t~Jいたのは同町の野崎重作氏からであると＼／＞う。そとで筆者が野崎氏花、泉袈
裟太郎のととを聞いたととろ、野崎氏は、村田氏から泉袈裟太郎のととを聞いたのだと Hう。そ
とで、日をあらためで、五百右中央の天精神宅士の近〈で手広〈八百屋業を常む村田盛正氏を訪問
した。
村田氏は、父常次郎〔明治2年生れ、本年夏死亡〕から聞いた話として、泉袈裟太郎の ζとや
その他のととを実K詳しく話してくれた。村田氏と話していると、突に物語りで、しかも、物語
る事実は正確であり、古の語部というのは、とうW う人であったかとい5印象をうけたQ
村田氏の物語る事実の正確ぎを示す一例をあげれば次の如くである。
まず泉袈裟太郎の［ケサ太郎」という名前であるが、立山町役場で聞いたととろでは、 「ケサ
太郎」「ケサ次郎Jfケサ六」とW う三つの名前が挙げられ、また［ケサJというのはどういう
字かはっき bせず、 fとに角、むつかしい字であったJとwうにとどまった。ととろが村田氏K
よれば、 「クサ太郎Jであり「ケサJは衣の袈裟でるるととが明確？とされた。をた袈裟太郎には
5人の男の子がいたが、その名前を一々あげて、長男は源一、次男は章一、三男は佐一、四男は
信一、五男は政ーといった。長男。源ーは村田氏工］？ 3才年長の明治31年生会れであり、次男
豊ーは村田氏と小学校が同級だりたという。どうして、 5人の男の子の名を正確！と憶えているか
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といえl《 5人F本名前の下の一字は必ず「ーjがついて、宮市；一、喜一等と左ヲていたからだと
いう。
村田氏の父常次郎はやはり八百穏を営んでいて、実に物言襲bfどりたという。父常次郎から聞い
た話として、泉袈裟太郎は、福井生れで、 1主ず高野村合刷新fてやοてきて、金剛新の機業場の技
術指導をやりたという。余悶lj新lとは渡辺という、五百石町、高野村地区では一番古い機業所があ
りた。そとの機業場で技術指導をやったというのであるから、泉袈裟太郎が、との地区。機業創
業の推進者としての役割をはたしたととは十介Vて考えうるととである。袈裟太良部ま、後に家族を
引きつれて、母ともに玄百石町？て住みつい？と。袈裟太郎の生年月臼はE者家十てはわからない;bi、村
田氏の父常次郎工りも若かったとと、また明治27年明、合同4新！と機業の按術指導』て来ていたと
とからして、明治5、 6年頃と思われる。五百石町での袈裟太郎は、村田氏の記憶では、はじめ
自転車販売業をやり、かたわら料理屋も経営していて、 60ォどろ（昭和5、 6年）忙五百石町
で死亡した。
村田氏の記憶では、袈裟太郎は、風変わりな人で、五百石町での自転車販売業の元祖であれ
者売上の関係もあって、自転車競争大会を聞いたとともある。町政には関係してい左かったが、
料理屋もやっていたのは、芸者を二号忙していて、彼女に料理患を経営させてwたのであるa 後
Vては自転車の方は息子にゆずb、自分は料理麿の方K専念するよう Iになりた。袈喜安太郎の住んで
いた家は、はじめ東横町の現在はしもた尾である松井秀一氏のととろであり、後Vては現在の薬局
栄光堂（坂井喜則氏）の隣りの家？て住んだ。坂井喜則氏はずで忙第5章で述べたどとし五百石
町発展の先覚者である酒井喜一郎の長男であり、喜一郎の長男の妻は渡辺八郎の家から来ていた。
以上が、村田氏から聞取った泉袈裟太郎代聞するととである。
そζで筆者は、五百石町、高野村金剛新地区の機業創設Kついて一つの仮設（三位一体説）を考
えてみた。
金剛新部落、いや五百石町をも含めて、との地区で最も早〈創業された機業場は渡辺八郎の経営
する H渡八工場，でありた。『富山県統計書』Vてよれば、創業年月明治27年2月となりている。
とれは同じ金問I]新(,z:;f,~ける渡辺伝右ヱ門の 2 8 年 4 月、五百石町Ki>~~ずる菅原喜八虫E、森与次郎
小林六助の 30年5月工りも早い、最も古い創業である。つをり渡辺八郎は、との地区機業場の草
分けである。渡辺八郎は、第5主主の新川銀行の役員のととろでも述べたどとし渡辺伝右ヱ門の分
家であるが、両家は金剛新を代表する豪建であり、明治20年代（IC（士、いずれも 20町歩前後の土
地所有規模の大地主であった。その上、八郎は明治2.7年5月26臼～ 30隼 5月10日に高野村
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村長をしている点からみても、村内きつての有力者でありだし、新川銀行開業当時の取締役でもあ
ヮた。との渡辺八郎が、金剛新に沿いてはじめて機業を創業するに当って、機業経営や技術経験の
ある泉袈裟太郎が相談Vt:あずか夕、かつ技鮒言導をした。それにいま一枚、坂井喜一郎が加わる ζ
とによって、金剛新にかける機業創業の役者がでそろう。坂井喜一郎の父喜助は、ィもともと寓野村
野包丁θ出身であり、喜一郎の妻は温辺人民自の家から出ている。喜一郎はすでに第5主主で述べたどと
し五百石町vc.；！：，－－.ける凡べての訴しい企画の火付役であb、推進者であり、新しい思w付Vて1飛ひ・っ
き、それに熱情をもやす先党者でありた。との坂井喜一郎が輸出羽二重の機業の有望なととにBを
つけ、近い親類で豪農で、積極性Vて富む渡辺八郎vc働きかけ、渡辺の財力と泉袈裟太郎の機業経営
技術経験が結びついて、金問I］新tてないて、との地区の草分けとしての機業が創業されたと考えられ
る。念会、坂井喜一郎と泉袈裟太郎の関係、結び付は、後十亡袈裟太郎が五百石町vc.移 οて住んだ第
二番目の家が坂井喜一郎の隣Dの家だった ζとからして、両者？で相当深川関係のあり？とと ξが、推
測されるのである。もっともとの両者の関係は、 27年2月K金問！J新の渡辺八郎の機業創業の前か
らあったのか、それとも創業後代生じたかは明瞭ではiいが、先覚者坂共喜ー郎の広沢左活動範囲
からして、まず喜一郎と袈裟太郎の関係ができ、その上で豪農で財力があり、かつ新川銀行の重役
にもなる積権性をもっ渡辺八郎へ喜一郎から働きかけたと考えたQ
とうじて、次の三位一体の図式がなりたった、
資本・経営………渡辺八郎
構想 ………坂井喜一郎
技術・経営………泉 袈裟太郎
しかし、との仮説は、金剛新の渡辺長作氏に会い、長作氏からの間取りによって完全Kぐずれた。
高野村金剛新vcj:,＞ける機業fてついて
をず、樹す元党教授の紹介状をもって、金剛新部落の渡辺重義氏の宅を訪問しむア重義氏の夫人
K会刷、ついで重義氏の父与三次氏(IC会う。
渡辺与三次氏は、明治18年6月12日生材、伝右ヱ門の養子である。与三次氏から、明治時代
の機業のととにつりで閣取りしようとしたが、氏はすでに王手が遠〈なり、かっ記憶力がKぷヮてい
るようであれらちがちが左かった。ととろがさ善い左ととに、重義氏の夫人と与三次氏の話じから、
与三次氏よbも年長で、現在なな元気で記憶力がしっかりしていて、かつ自介自身;i＞笑擦に機業経
営の経験者了である渡辺長作氏がいるととを知れ長作氏を与三次氏の家に呼んでもらって、いろい
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ろ間取るととができたQ （その後、植村教授から知りえたととろによれば、渡辺与三次氏は、本年
（昭和41年）＇ 1月？と亡〈なられたそうである（ 8 2オ）。つつしんで哀悼の意を表すものである）
以下はその時の開取りと、念か後に臼を更めて二度、長作氏の宅を訪問して知りえたととである。
渡辺長作氏は明治12年12月21日生れで、本年、数え年で87 オの老人であるが、~義夫人
や与三次氏の言。どとし ~.j:,~元気で、記憶力が確かであった。ぽつぽつ、明治時代のととを話し
合っている問に記憶が鮮かによみがえってきた。間取った事実は正確であり、話し合いのうちκ、
長作氏の律気で勤勉宏、かつ誠実在人柄がうかがわれると同時κ、87オの老人Kしては、実(IL頭
のしっかりした人であ丸頭の良い人だという印象を強くうけた。
長作氏は、渡辺伝右ヱ門の家でイ乍男として6年間働いた。はじめの3年間は馬をつかって、田ん
ぼを耕作した。後の 3年聞は伝右ヱ門の経営する機業場で働いた。その後、独立して機業をはじめ
た。それは明治36年のととであり、長作氏25 /JV時であった。長作氏の経営のととについては
後述するが、氏の語る泉袈裟太郎のととに話をうっそう。
長作氏によれば、泉袈裟太郎は福井の人で、富山市の模範工場で先生をしていたが（との点は間
違い一一一一筆者）、後、組合羽二重検査所の検査員として五百石町Kやってきた。その後明治
4 0年どろに県立検査所が設立された時、袈裟太郎はその検査員Vてをれ左〈て、五百石町で小規模
左機業場を経営したが、数年でやめてしまク売。長作氏は、新J1銀行の離れの奥の聞に草ずった組合
検査所で、実際K泉袈裟太郎から羽三重の検査を受けた。当時五百石町の組合検査所の検査員は、
泉袈裟太郎一人でありた。
袈裟太郎が、県立検蒼所ができた時、その検査員に念れ授か 9たので独立して小規模左機業所を
はじめた場所は、五百石町の東横町の現在は高江米蔵氏の宅の隣りだと加。た。 ;xi>~~ 長イ乍氏『てよ
れば、袈裟太郎が実際K金剛新にやってきて、機業の技術指導をしたと 1ハう事実は~いという。
以上が、長作氏から間取った泉袈裟太郎のととであるカミとの長作氏の諮る事実は大体現K残り
ている記録や村田盛正氏の語るととろと符合する。
第ーに、泉袈裟太郎が福井の人であるという点は、村田感正氏の主張と一致している。
第二に、袈裟太郎が組合検査員をしてWたという点であるが、長作氏が機業ーをはじめたのは明治
3 6年で25才の時で、機業を廃止したのが、明治43年であれ彼の製品を実際K検査員であり
た袈裟太郎によって検査されるのであるから、とれも間違いないととろである。
第三に、長作氏のいうととろでは、明治40年どろ組合検査所から県立検査所Vてかわh、その時
に袈裟太郎は県立検査所の検査員に左りたかったが、なれなかったので1虹主して小規模の機業をは
じめるという点であるが、『富山輸出綿織物検査年報』の昭和3年の介に検査所の治草がでている
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ので、それと照し合わせてみよう。『年報』昭和3年版の治輩によれば、 「製品ノ不統一ハ勿論、
粗製滋造ノ弊漸ク甚シカラントシ海外ョりノ苦情臼ア迫ツテ頻出スルノ状態ナル為、斯業ノ先党者
等大ニ之ア憂ヒ当時各地ニ分立セノレ小組合ア合同シテ新タニ富山県絹織物組合ア組綴スルト共ニ組
合ノ規定トシテ製品ノ検査ア行ナフコトトシ県費の補助ア仰ギ明治27年機業ノ中心地タル富山市、
井J皮町及ピ上市宮了ニ輪出羽二重検査所ア設ケタリ。之絹織物検査所ノ激犠トス。問 34年重要物産
組合法ニ依リ組合ノ組綾ア変更スルヤ、七ク所ノ各部会事務所に検査所ヲ併置シ検査規定ア改正シ
テ一層検査ノ厳正ア期セルモ、漸次当業者トノ間＝情実関係フ築キ公正ナル検査ア期スコト困難ト
ナルア以テ、組合長高桑安次郎等ノ主唱ニテ之ヲ泉営ニ移サントシ、陳情書ヲ知事ニ致スト共ニ種
h奔走ノ結果、同39年漸ク之ガ実現ヲ見、同時ニ製品統一土従来ノ検査所ア全廃シテ新タニ富山
市西三番町ニ県立検査所ア設置セリJとある。
これによれば、五百石町にも組合検蒼所が併置されたのは明治34年であれ組合検査所を廃止
して県立検査所tて在ったのは、明治39年である。したがヮて、明治4.0年頃に県立検査所のでき
た時t亡、袈裟太郎が県立検査所の検査員vc左れ左かったという長作氏の主張はほ Y記録と一致して
いるわけである。 'it＜：長作氏が彼の機業所をはじめたのは明治36年であるから、その時fとは 34 
年K五百石町（ぐ辛子いて併置された組合検査所で、製品の検査を受けたというのは時期的に筋のとb
りた話である。君主子、上に引用した記録K工れほ、明治39年K県立検査所の設立されるに玉三った
原因として、 「漸次当業者トノ間ェ情実関係フ事実キ公正ナル検査ア期スルコト園難トテレルフ以テJと、
授かをか意味深長在ととが語られているが、五百石町の組合検査所検査員泉袈裟太郎と当業者との
聞に情実関係が存在したかどうかは、何んともいえ設いととろである。ただ、長作氏の誇るととろ
によれば、泉袈裟太郎が検査にあたっては、別VCV>ばりちらすととも左し忠実K職務を果してい
たという。
第四Vて、袈裟太郎が明治39年Vて県立検査所が設立された時、その検査員に左れ左か οたので、
東横包丁の現在は高江米哉氏の隣りで小規模な機業場をはじめたという長作氏の言については、村田
盛正氏のvミう袈裟太郎の五百石町での最初の住所は東横町の現在の桧井秀一氏のととろであヲたと
いうのは場所として一致する。すなわち、筆者も現地を歩いてみたが、高江氏と松井氏。住宅は隣
り同志左のである。
第五K、袈裟太郎氏が明治39年（あるいは 40年）花束横町で小規模な機業をはじめたと長作
氏が云うが、『富山県統計書』の工場細別のととろには、泉袈裟太郎名儀の工場の名は全〈でてい
左い。しかし、 ζれは、当時の『県統計書Jの工場細Jjlj一覧表にでているのは、職工数10人tuこ
の工場であるから、袈裟太郎の工場が10人未満のものならばでて念いのは当然であるQ 長作氏に
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よればも袈裟太郎は、との小規模左 10人未満の工場を短期間 （2 ,.-3年〕でやめたとlハうから、
1 0人以上の職工を震うことK左ら-fvてなわったのだろう。
第六に、上の長作氏からの聞取りのととろでも注記して会いたように、袈裟太郎が五百石町にや
って〈る前代、富山市の模範工場Kいたというが記録に工れば、宮山県織物模範工場の事業開始は
明治36年 11月であるから、五百石町にも輸出羽二重の組合検査所の併設きわた明治34年以前
Kは、模範工場は存在していない。 〔『富山県織物模範工場』）したがヮて、袈裟太郎が五百石町
』て組合検査員lそしてやヮて〈る前Vて富山市の模笥工場lぞいたというのは間違いである。
とすれば、袈裟太郎が組合検査員として明治 34年K五百石町にやって〈る以前はどうしていた
かは、長作氏の間取りからはわからをい。そとで、金剛新で渡辺八郎が、明治27年Vてはじめて機
業場を経営した時V亡、袈裟太郎が按術旨導者として＊剛新fてやってきて、ちをに五百石町｛ぞ移りたと
いう村田格正氏の主張は、長作氏から聞取った事実と照し合わせても矛盾してEW わけであり、時期
的κ十分可能でるb、両者を継ぎ合わせても一向差支え左いようlとも考えられる。
しかし、長作氏は、袈裟太郎が金問I]新へきて、技術指導をしたという事実はないと、何回も繰り
返zし答えた。というのは、筆者Vては、村田氏からの聞取りに工って、明治27年の全阿I］新での渡
辺八郎の機業創業Vどは、泉袈裟太郎が倍びついていたという説が空白陀とびり付いていたil)で、英作
氏十てた加して、その点を何回も繰P返えし質問したのである。長作氏からの何回もの確答か．らして、
やはり、泉袈裟太郎と令問事庁干当主きの創業との結び付はないものといえ工う。そのと！とは、次の点か
らもいえる。長イ乍氏が彼自身、機業をはじめたのは明治36年で25 ォの時であるから、話~5ll八郎
の機業創業の明治27年というのは彼の 16オの時である。とすれば、 16方。時lて袈裟太郎が、
実際lて金刷新Vてやってきて1 機業高！J業に大き在役割を果して、そのととが、それ以後tても部落にと
っての重要1.:＜：語りぐさの一つVてなっていたのならば、長作氏の頭には、金問lj新機業の創業との結び
つきにbいて、泉袈撃を太郎というものが残ヮてい左ければ左ら左いはずである。
与しとの点からして、五百石町・金制新地方での機業部業fてあたっての、最初。推進者は泉袈裟太
郎であったという見解は、全〈〈ずれた。長作氏からの間取りの後K、村田氏にいま一度念を公し
て尋ねてみたととろ、村田氏自身は明治40年以前のととはよ〈知らないカえただ氏。父常次郎か
ら、との地方の機業の創業には泉袈裟太郎が深〈関係していたと聞いていたからだが、袈裟太郎が
組合検査員をやヲて’ρたとwうのをら、組合検査員をやっていたというととから、ぞう考えたて〉か
も知れない。また袈裟太郎が検査員をやめて小規模左機業場をはじめた場所という東横目Iは伎の最
初の住居。ととろだから、恐らく長作氏の主張は正しwだろう．と長作氏の主張をみとめた。
では、との現方の機業創業。推進者は誰であり、また創業にいたったい空きつり苫うか。
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その点、渡辺長作氏によれば、そもそも金問lj新の機業の草分けは、秋元健治であるという。秋元
健治は、農地5町歩ti,_上の所有者で、大変立派在家に住んでいたが、とれば火事で焼けた。秋元健
治は、当時、上市町音杉村Kありた細川機業をよく見にいヲた。音杉村は、：金剛新の北方、約 1旦
あ空bの所tてあり、歩いて 1時間2、30分の距離である。たびたびの細川i機業の見学の結果、秋
元は、金剛新ではじめて小規模左機業をつぐった。創業Vてあたクて、出来物の職工を一入、細川機
業からかりてきた。当時細川機業は、自宅の土蔵で仕事をしていて、職工は 30～4 0人であった。
秋元は 4～5人の人を雇ヮて、彼の二階で時営していたのであるが、景気一定ぜず、やりていても
駄目だと患りて、数年でやめた。
との秋元健治に続いて機業をはじめたのが渡辺八郎であり、伝右ヱ門であった。
以上が渡辺長作氏の語る金剛新にかける機業の草介けの縦兄である。
細川機業Vてついては、後に〈わし〈述べるが、差当って、次の点だけふれてどがとう Q 『宮山県統
計書』によれば、細川！機業の創業は明、冶24年または 26年とをりてかり、とれは金剛新の渡辺八
郎の創業明治27年2月よりもEf-V>。しかも金剛新と音桜村とは、わずか1里あをりの近距離であ
るから、金剛新よタも早〈機業場のあった音杉村から、それを見左らりて、機業が創業されるとと
は十分に芳えうる ζとである。
次は、『高野村史』tてよれば、秋元健治は村会議員（一級）、区長、村収入役等を歴任している
ととがらみて、村の上層階層十て属していたととがわかるQ 土地所有規模は 5町以上でおりたとwう
から、村の上層部f'(~ ］？，実力者の一人であれまた積極性のあった人とみて間違いなかろラ。と
の彼が、しばしば細川機菜を見字にいっ之、 Jどれで機業の創業にふみきったものであろう。ととろ
力主彼の機業場は白分の家の二階でやっていたうな小規模なものであれしかも長続きし左かった
のだから、後の人たちには、大規模に経営し、かつ長〈続V>tヒ渡辺八郎、渡辺伝右ヱ門が、金剛新
機業の草分けだと記憶され、空たそう記録されているのである。たとえば、『高野村史』 6資Vては、
f明治30年頃、渡辺八郎、同伝右ヱ門両氏は、輸出羽二重を起して、殻賑を極めしも経済界の
変動に遭遇して破綻を見たる当部落（金問lj新）は勿論、本村のため遺憾、左 bJとある。
ζうして、金問lj新の機業の草分けは、泉袈裟太郎の推進によっでではなく、金剛新より早〈機業
場をはじめていた音杉村の細Jilt授業をまねて、秋元健治が小規模を機業をはじめ、その後渡辺八良恥
渡辺伝右ヱ門らが本腰をすえて機業経営Kのりだしたとwうととであろう。
次代金剛新部落の各機業につwて。
渡辺長作氏の機業経営の推移Q
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長作氏。場合は、全くの貧嬰ポ、 ~:Z業開業する一典型をしめすものである。
上述のどとし長作氏は明治 12年 12月21日生れで、本年〔昭和40年）数え年87オであ
る。機業をはじめたのは日露戦争前の明治36年であれ廃業は明治43年である。機業を1せじめ
る前の 6年聞は、金問lj新部落、最大の地主の一人、渡辺伝右ヱ，門の家で百姓男（作現）として働い
ていた。 6年間の前半。 3年間は、田を耕作し？と。当時、慢辺伝右ヱ門ひととろでは、常時、作男
。4～5人がかb、耕馬が2頭いて、長作は馬をつかって耕作し？と。後半の 3年間は伝右ヱ門の経
営する機業で働いた。
長作が独立して零細な機業をはじめた明治36年は、数え年25オの時であり、作男として耕作
してwたのは 19オから 21オ全での 5年間であったカミ作男としての 1年間の報酬は米3石であ
づた。当時、作男の報酬は、最高で年5石4斗であり、少いものは2石以下の場合もあった。と〈
(IL 1 2、 5オの少年で作男として震われでいる者付、もクと少ν、額であった。つをり作男の 1年間
の報酬は、最高で5石4斗であったが、低いのはきりがなかったという。なか、当時米 1石の俺段
は大体 10円であったから、長作の 1年間の報酬は大体30円であったわけだ。
後の5年間働いた機業での 1日の賃金は 15銭であヮた。女工は男工よりも 2割安す〈て 12銭
でありた。だから彼の Tヶ月間の賃金は、大体4円前後、であった。食事仕向うもちであった。賃金
の支払方法は、年2回勘定であったが、長作の場合は、 5年問。賃金をそのまま伝右ヱ門のととろ
陀預けていて、独立して機業をはじめた時に支払ってもらった。
2 5オで独立して機業をはじめた時、 3年間の賃金として‘伝右ヱ門のととろから 12 0～1 3 0 
円の金をもらい、とれを、機業開業の資金『として．開業(IL~うたって、犠機 2 台ではじめたが、 2 台
とも伝右ヱ門の工場の中古を 1台 10円ぐらいで買いとヲプヒ。工場としては、当時、金剛新で大規
模に機業経営をして失y牧した金剛会社の主場の一部を買いとった。金剛会出士、渡辺八郎を中心と
して、秋元竹次郎・秋元源三郎・渡辺仙次郎（八郎の親類）幅長平（大正5年2月、五百石村で麻
真田の工場をはじめた幅健次の父）らが参加し、 B人で経営していた会社である。工場。大きさは、
2 2間に 4聞の総コ者で、当時としては、大規模念工場であり、職工50人ばかりを雇っていた。
との金阿lJ会社がつぶれた時、工場を三つに間仕切りして、長作はその一部かである 6間Vて4問を、
8 0～9 0円で手陀スれたn 三つκ開仕切りした他の部外を買ったのは、渡辺栄次郎と桧沢ォ二郎
の二人であった。
長f乍の工場では、はじめは彼を中心として兄嫁、妻、弟の4人で働いた。妻は五百石町の菅原喜
八郎の工場ゃ、富山市U清水町の工場左どで女工をしていた、織機K経験のある女をもらりた。委
を長作(IL世話したのは秋元源三郎である。源三郎は、寺田村浦田の出で、秋元竹次郎の家Vて竹次郎
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の後見人として5軍開いて、後秋元家の養子になった人でありたQ 謙三郎の世話で、機業V亡事務会の
ある棄をえて、それに兄嫁、業が加わヲて、他人を尊重とわずK家族ぐるみで、経営のスタートを切
ったのである。
以上カミ貧農の次男として、全〈土地を持たず、豪農の渡辺伝右エ門家で作男をして加え長作が、
無一文から出発して、零細規療であるが、とに角、機業を創業しえたいきさつである。
なか、長作が、渡辺伝右ヱ門家で 6年間働き、若干の金を貯めた時、なぜ土地を買わずにー機業
をはじめたのか。 長作加わし 「金の百円や二百円では、回の 1反か2反を買える｛そすぎ左いQ
（当時、 1反は 13 0円～ 15 0円）それでは百姓を大き〈やるととほでき左い。機業授らば、 1J、
き〈ともツマツマやっていけば、何んとかや σていけだからだJと。
生糸の仕入れは直接糸崖が金剛新まで姐ヲてきたし、会え宮山市の糸寝から仕入れた。宮山市三
番町の繁昌与一郎は、糸、羽二重の務人であれとの桑畠から原料の生糸を主として買りた。羽二
重製品の売異は、玄百石町でなとなわれた。五百石町へ製品を買いにうたた商入信、桑畠与一郊の他
Vて、富山市二番町。永井平助、清水町の針原治平の 2人が主左ものであった。妻子景気の時には、そ
cイ也』て下新川郡の読人（うち一人は魚i深町の安藤三郊でありた7も2～3人きて、全体で5～6メ
も集るととはありたが、それは例外で、ほとんどは富山の 3人の商人であった。
（注） 長作氏のあげた永井平助、針原治平，l)2人は、『県紛計書J('Cでてか夕、羽二主空機業のコ
場経営者と左っている。すをわち彼らは、いわゆる merchant-manufactl1rer（商メ
製造業者）できらったのだろう。
永井平助＠富山市こ番町、創業明治26年5月、製品羽二重、職工 14ォ以上の女17入、
1 4万未満の女8人。
金十原治平。富山市、清水町、創業明治32年5月、製品羽ご重、職工14 T以上ο女22入、
1 4オ未満の女6入。 （『県j統計•iii：』明治 4 1牟 12月末日現在）
とれが商人とり関係であるが主蕊i攻引にないて新）Ii銭仔が密宗左！芙係をもっていたので、その点
につwて検討しよう。
長作は、羽二重製品を、4金剛訴で精練業を営む渡辺伝言（伝右ヱr1の弟） :or青練工場か、をプとは
五百石町の原伝三郎の結線工場にiさじ：、そとで仕上げした製品を新）I闘行に入れる。新）Ii銀行か
らは、精練所へ長作の製品が何主ーに（何匹）入口元？とい οて、受取古ーを出ナn 当時、新）1 l袋行内の離
れの奥の聞は、羽二重り組合検査f:に左って冬、台、ととで検査員の泉袈裟太郎治ミら検査を受けプ亡Q
なお、検査済の製品の市場として利用されていたのも、同じとの奥む問でおり、乙こで商取引が左
10ワ〆ム
ぎれた。売れ残り品は、新川銀行の倉庫K入れてなく仕組になっていた。一方、原料tてついても、
生糸の購買の際、金剛新K直接商人が廼 ρて〈る場合は別として、宣言石町で仕入れる時は、仕入
れた生糸を拘ったん新川銀行fて抵当として入れ、長作付商人K新Jli線行発行の小切手をきり、銀行
が商人K支払する。製品も務取引される前に、まず製練所から銀行へ摂当として入れ、特行内の検
査所をとbし、同じ銀行内の市場で、商人？とちは伊〈行と取引をしたのである。
とれを図示すれば、次のどとく左る。
仕上げ品
｜ 支払
LL z 
¥j 込：：~~） J_J;
イメ切手
一→生産者 p 製練所_J， 
生糸 羽二重
との図は、長作氏から聞いた機業者と銀行の関係を図示したものであるが、金問Jj新、五百石地方
の機業者たちの商取引にとって、新川領行がいかに重要在役割をはたしていたかがわかるのである。
たんK、商取引ばかりではをし機業の創業、符営tてあたって、新川銀行が積格的K融資しただろ
うととは、重役陣lそは、金問Jj新の渡辺八郎、五百石町の菅原喜八郎、黒田義秀左どの有力な機業経
営者たちが参加しているととからも十分にうかがえるのである。融資という点では、後にふれる金
剛新の機業K最も積極的に打込み、精練工場をも経営してlハた渡辺伝言（伝右ヱ門の弟）の場合は、
その顕著な一例である。とD工うに、明治28年に開業した五百石町。新J1竜財子は、ほY同時期Vて
との地方K続出した多〈の機業への融資と商取引への深い関与というとと治、そθ主要左業務であ
ったといえる。
長作の話にもどれば、彼。機業経営の最盛時Vては、 10人余の人を雇用するにいたヮた。『富山
県統計書』明治41年12月現在。工場細別一覧Kは、 1 4才以上の女12人を雇用し、 1日の賃
銭は 30銭、労働時間は 11時間、 1年間の就業日数は 28 5日とでている。長作氏の語るととろ
では1人 1ヶ月で羽二重5本（匹）を生産した。 10ヶ月で5日本であり、 1 0人だと年50 0本
の生産であるQ 原料は、羽二重10 0本生産するοf亡、生糸を 25寅使用したという。
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2 5盲
片 x 5 0 0本口 12 5貫
1 0 0本
生糸 1梱Kは？貫目が入ってお‘夕、値段はタテ糸だと ss a円、ヨコ糸だと sa a円。
'1 2 5貫÷？貫／禰＝ 1 4梱
( s a a～s s a円檎）× 14梱＝ 7000～7 7 0 0円
とのように 10人規模で生産する場合、大体年間7～sa a 0円の原料を仕入れるわけだから、
事併す信用の左いときは、円滑に事業運転をしに〈かったろう。
長作が銀行取引をするにいたりたのは、彼は律気な物堅w男で、真面白V亡事業をやっていて信用
があったからであろうが、をた新JII銀行の役員は大体顔見知りであヲたからだという。新川銀行fて
とっては、機業と関係し融資し、商取引Vて参与するととは、主要を業務の一つであつだから、務行
の方からも積極的K手をかしたのであろう。銀行創業の明治28年当時の発起人・役員十ては金問I）新
の代表的地主の渡辺八郎が参加してかり、長作は渡辺八郎と同部落であれ八郎の本家の伝右ヱ門
家で6年間作男・職工として務めあげたととから、長作の実直で物堅い人柄は十分tて知られて，＼ハ？と
ととであろう a 念が、長作が銀行取引をしていた当時の新川銀行の頭取は、堀内伝六だったという
から、『 71<橋~£1行 4 5年有終史』に工れ＆-f、堀内伝六が頭取だったのは、明治4a年どろでありた
から、長作の銀行取引の開始はL機業創業の明治36年の時期ではなし数年後の明治4a年どろ
だったのだろう。創業当時む長作と児嫁、妻、弟の全〈他人を含まぬ、家族4人での零細規模の
家内工業ともいうべきスタートであれ原料仕入れも、金剛新部落まで廻ヮて〈る生糸寝入から寅
クていたものが、銀行取引をするようKをつてからは、糸の仕入れも、仕上げ品販売もあげて五百
J郡丁の新川銀行でがこなわれるようにをった。
長作が機業をやめたのは、明治43年であり、その理由は、輸出羽二重の輸出がうまぐいか左か
クたからだとwぅ。輸出羽二重が駄目になった時、内地向羽二重陀転換しようとしたカミそのため
Kは設備も変えねば左らぬい多額の費用も要るので廃業した。
廃業の時、新川銀行の株券〔50円株〕を 25株もっていたのを、 15株を 1株50円で売り払
った。とれは 7s a円であり、事業を清算したとき、 4、5百円残った。その金で渡辺伝右ヱ門か
ら2～5反の農地を買った。その他K小作地としで、渡辺裁きから3反 5畝を借り、なか他vc2～ 
5反の小作地をあわせて、当時7～8反を耕作していた。
農地改革後の現在は、自作地2町T反歩を耕している。
なな、賢治43年廃業当時もフていた新）i銀行の株券のうち残Pの10枚は、最後Vては1株 10 
円でしか売れなかったという。 （新川銀行が、水橋銀行κ吸収合併ぎれた大正15年どろのととで
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あろう。）
以上仇貧農 の次男として、豪農の渡辺伝右ヱ門の家で、 6年間作男、職工として務めあげ、
明治 36年、 25オで機業をはじめ、明治43＆：！ミ・K:廃業するをでD推移である。長作の場合は、家
族労働を中心として、無理｛〈大規模念工場建築や設傍授資、また生糸相場Vて手を出すとと左〈、堅
実に経営を伸ばしてきた'Dで、廃業の時も借金を残すととま〈、経進しえた。
次に長作氏からの間取りを中心として、合問｜｜新部落の僧。機業家たちをみよう。
渡辺八良匹、渡辺伝右ヱ門
両者は、本家（f去右ヱ門）分家関係であり、ともに金問lj新きつての最大の豪農であり、比較的大
規模な機業経営をやりた．金剛新部落、五百石町地方での代表的機業家であった。二人とも、本稀
でのとれをでの叙述忙なWて何回か触れてきた？九と（ K:渡辺八郎は、高野村村長、新｝｜！銀行取締
役をやれをたとの地方。機業の草分けであると考えられている人であれその機業創業は、明治
2 7年2月であり、『県統計書』の記録では、との地方の最も古い創業と宏 Dている。本家の渡辺
伝右ヱ門は八郎にかぐれるとと一年の、明治28年の創業であれとれは記録上は二番自に古い創
業である。それ故『亡、『高野村史』では、草分けは渡辺）＼虫丸同伝右ヱ門ゎ両氏であるとぎれてい
るが、しかし念切lj新機業の真の草分けは両者の前Vて秋元健治がいたととはすでK述〈夜ととろであゐ
長作氏Vて、両渡辺家はいずれも大地主で、かつ常時作男の 4～5人も使って手広〈手作緋作をし
てWて結構裕福だったのだから、何も事新らし〈機業経営という冒険をやらを〈ともよかヮたので
はない治、と尋ねたととろ、 「人問。欲lそはきりがないもので、もうかると在ると事業を始じめる
ものだ。また、他の人が始めたから俺らととも始じめる、というものだ］と語やた。
渡辺八郎は、明治27年2月の創業当時は、門。内債I）で織機5台をつかって生産していた。羽二
重製品は、音杉村の細川企業かまたは有沢機業加とを材1ていた精練所K還とばれ、そとで仕上げ工
程が念されていた。との点からしても、金剛新部落の機業と上市町の機業との密楼念関連を知りう
る。八郎は上述。長作氏の機業っととろでも触れたどとしそο後、金剛会社の中心となり、 4間
に24間の総こ階の大工場で羽二量生産をや ρていたカえそれに失敗し、金剛会社は三つに仕切ら
れ、渡辺関矢渡辺栄次郎、松沢ォ次郎の三人κ切り売りきれた。との金剛会社の後κ、八郎はま
た4間(IC2 0問。総2階の工場を建築して機業経営をつづけた。
『県統計書』明治36年 12月末日現在の工場細男1ト一覧Vてよれば、当時の渡辺八郎の経営規模は
次のとなりでるる。原動力は水力を使用し、職工として 14才以上の男7入、女24人、 14才未
満の女3人で、合計34人を雇用している。職工1日の賃銭は、 1 4才以上は男女」とも 20銭、14 
ォ未満の女子は 16銭となって会h 年間の就業回数は 32 5日である。との明、治36年lてお速いて
一円5 -
麗用職工の 34人と＼／＞うのは、震用規模としては第一級のもθであり、五百石町、金i埼！j新で、渡辺
八郊の34人を上廻りているのは、わずかK五百石田了の菅原喜八郎の35人のみである。たんに五
百石地方のみならず上市町近辺を含〈めての全中新川郡をとりてみても、雇用人員30人以上の機
業は、音杉村の細川械業11 3入、上市町の弘主主社 73入、六庄社40入、滑川町の小沢綿織場
5 9入、宮川村の橋本機業34入、音杉村の：育、沢機業3 1 人のわずかに 6 機業にすき＇~＼／＞ o とのう
ち上市町の六庄社は羽二重のみならず、製糸業もイ井ぜがと左門てb!>< 1幾業のみでは 30人未満で
あるQ したがって、制噺Jf I郡をとりてみても、 30人以上を雇用する機業は、音杉村の細川機業の
1 1 3人をJ]IJ格として、上市町の公益社73入、滑Jf I町の小沢絹織場 59入、五百石町の菅原喜八
郎35入、会問I）新の渡辺八郎の 34入、宮川村の橋本機業34入、音杉村の有沢機業31人のわず
かに7機業にすぎないのである。それ故、渡辺八郎の機業ば、明治36年の時点では全中新川郡を
つうじて第一級の大規模なものであるというととができる。
渡辺伝右ヱ門は、長作氏の諮るととろに工れば5開(I[5問の総二階の工場を経営していえという。
『県統計書』明治36年 12月末日現在の工場細別一覧tてエれほ、原動力は水力を所用し三 14オ
以上の男5入、女21人の合計24人を雇用し、一日の賃金は八郎のととろと同じく 20銭を支払
刷、年問。就業日数も同じく 32'5日である。伝右ヱ門も当時とすれば、相当大規績な工場経営し
ていたととがわかる。
ととろが両家とも明治末には機業経営を廃止してW る。伝右ヱ門はすでに明治40 f卒、八郎は明
治45年には、工場細別からその名は消えている。
とうして金剛新を代表するこ大地主である渡辺八郎、渡辺伝右ヱ門の両者は、五百石地方の代表
的在機業家として、大規模に機業経営を主？となっていたが、両家とも決定的な打撃を受けて、事業
をやめ、土地を失＼／＞，家を手離すにいたっている。
（注）伝右ヱ門が機業を廃止した明治40年から、 60年を経た、本年の夏（昭和四十年）、三回
にわたって金問！J新部落を訪れた2凡伝右ヱ門家rb広い屋敷には、かつての豪壮な三階建の母屋
も、それにふさわしい門もすでに念い。かりての三階建の家屋は、伝右ヱ門家に通ずる小路ぞ
加の左手前に現在する尼寺の本堂となっている。また、 5聞の総二階の王場のあった場所には
その跡形は全〈なし円安は水回と変っていた。
渡辺伝言
伝吉は、伝右ヱ門の弟で、長作氏の語ると ζろによれば、彼は長作氏と同じ明治12年生でまbb、
長作氏よりも早〈機業をはじめた。との機業創業の年次Kついては、『県統計書Jによれば、明治
3 8年と；をつてな夕、長作氏よりも 2年後となっているが、 ζの点は長作氏治主張κしたがりてb
くQ
伝吉は、 5間tて12問。平冨C王場を建築し、羽二重生産ばかりで念仏精練業もはじめた。
伝吉の精練所の開始にエってそれまでは羽二重の仕とけてE程t土、音杉村の紹川i機業か有沢機業で
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主？と左われていたのが、伝吉のととろでかと左われるととになった。伝手舎は、金問lj新の機若干療のう
ちだl士、最も熱心に、仕事に打込み、また、大規模な宗主営をやった一人でありたa最害事時には 30 
～4 0人の人を雇ぃ、とのうち半分は金刷新で寝治りし、傾:D半分は近郷からの通勤考で；ちった。
伝言は、営業資金を兄V1支右ヱ門から借り、また新Jfl全財子からも融資を受けていたが、そ。保証
人K在ったのは伝右ヱ門で怠ったロまた彼は、岩瀬縛行とも関係をもっていた。岩瀬銀行との関係
は、伝右ヱ門の家から東岩瀬の栂村家へ養子（現楠村元覚教授のi祖父） ireいりていたから、有献す家
をとがして幣ばれたものかも知れ左加。
日露戦争後、羽二重の輸出が不娠になちいった時、内地物生産Vて切換えんとして努力し、女工一
人をつれて、楕生まで研究にいっ売。との工うVてf三官は、金問ij新の機業家むうちでは、彼のみが精
練書きをはじめたし、 1をた輸出羽二震が駄§（'L在った時tては、内地向に転換をほかるために桐生会で
出向いて＼／＞ （といった努力をはらい、 Eとまでも機業に執着していた。しかし『県統計三零』によれ
ば、明治41年i'Lは、事業をやめてW る。
{i;吉の場合は、長作とは異 οて、積極的f'L新しい物を取り入れ、そのための設傍授資、工場構築
等々のため［ぐ巨大念資金を要した＠そのためK、反動も大き〈て、失敗し、やめた時は、，彼のみを
らず、 f皮の保証人でちった伝右ヱ門も大きを損害を？とシかれ土地を新川l~i!行｛ぞとられたという。
渡辺栄次郎
栄次郎も、長作同様に若ν、頃、伝右ヱ門の ξとろで作男、職工をしていて、後独立をして零細念
機業をはじめた。彼の工場は、長作、松沢ォ次郎との 5人で、金問！J会社を三つ』て閉仕切りした一部
分を、それぞれ寅取りたものである Q
『県統計書』明治36年 12月末日現在の工場綱男｜ト覧に工れri、原動力として水カを用ヘ
1 4オ以上の男3入、女8人の計 11人を聴用し、 T自の賃銭は男女とも 20銭を支払っている＠
長作によれば、後は五百石町で製品を売り憎んで、金沢へ委託販売して大損をしたとW 九経営を
はじめたのは明治32年であり、やめたのは明治 38年である。
松沢ォ次郎
はじめ大機業場で働いていて、明、冶31年tて独立して零細な機業をはじめた。織機のできる女を
妻tてもらい、長作、栄次郎との三人で、金刷会社の 1/3ずつを、それぞれ買った。後、 4間lぐる
聞の工場を建築したが、失敗して、明治39年VてはすでK事業をやめている。
秋元竹次郎、源三郎
竹次郎は、渡辺長作、渡辺栄次郎、松沢ォ次郎の場合と異ヮて往〈の貧困から出発して、作男や
職工をして、その間の貯金をもとにして、小規模左機業をはじめたというのでは念加。『高野村史1
Vとよれば、明治43年4月22日から大正2年4月30日まで村会議員（－＊めをしているととか
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らみて、村では上！習にK属してwたとみられる。もちろん、夜辺八郎や、伝右ヱ門のよう左金問lj新
屈指の大地主というのでは左かりたが、ヰ～5町歩のご在地は所有してwたであろう。
竹次郎は、はじめ〔明、冶32年）小規模攻機業をやヮていたが、途中で4間（！（ 1 0間の新工場を
建てて経営した。『県統計書J明治41年 12月現在にエれl'f、竹次郎は 14 :;r,&l上の男 T人、女
1 2人の言十13人を雇用していて、事業をやめたのは明治42年である。五百石町の村田事是正氏か
らの間取りKよれば、竹次郎は、機業に失敗した後は、米肥料商をやり、晩年は米の定期相場師κ
なったという。
源三郎は、すでに長作の機業のととろで触れたようだ、寺田村浦田の出で、秋元家の養子』て左り
た人。『県統計書』明治41年lぐ工れば、 1 4ォ以上の男 1入、女12人の言十13人を雇用してい
る。事業をはじめたのは、明治36 ！生であり、やめたのは明治42年である。
以上が、金剛新部落の機業経営：＇？；－ 8人の状態である。との 8人を次の三つのタイプK分けるとと
ができ工う。
1. 大地主の渡辺八郎と渡辺伝右ヱ門白または伝右ヱ門の弟伝吉。
彼らは大地主としての財力を蒸礎としそれK村内での村長、助役、村会議員等の役職や、五
百石町の新川銀行の重役（渡辺八郎）、または親類関係〔渡辺伝吉）をたよって、大規模で積核
的を経営をかと左りた人たちであり、金問!J新部落の機業の代表的1J:人たちできうった。と〈に渡辺
伝言の場合は、金剛新で彼のみが精練業をもはじめ、録行からも多額の敬資をうけた。彼らは、
大胆で冒険的念、投機的ともいえる設備投資や工場建設をやりた。したがって、失敗した時の反
動は大き〈て、決定的な打撃を受けるKいたったのである。
2. 中小地主の秋元竹次郎と源三郎
彼らの、機業経営の開始fてあたりては、他人資金を借りる必要のな円程度の対力はあるが、 1
のタイプの大地主たちほどの財力も役職もな円から、それほどの大規模な機業経営はできない。
したがって失敗した時の反動も、それほどで左仰といえるのである。
3. f妻鹿で全〈の貧困から出発した、渡辺長作、渡辺栄次l郎、樹同ォ次郎。
彼らの場合は、豪農のもとで長年作男をやるか、または大機業場で長’年働wて最小規模の機一業
を開業しうるに足る貯金をして、独立する。開業にあたっての労働力構成は、家族労働を中心と
して、他人を緩うととは例外である。とくに妥Kは、紙械に経験のるる女をもらい、 ζの妻をう
るととが、機業開始の有力左手がかりとをb、彼女が労働力の筏斡となる。彼らの場合は、堅実
在経営で、無理念経営規模の拡大をやら左いから、経営が行詰って転業するときも、大き左負債
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を残さずにやりえたのであるQ
以上の 1、2、3Vタイプを通じて、とれらの機業家たちと新川幸男行との関係は非常に密接であ
クえととは、すでにのべた。銀行の離れの奥θ問は、組合立検査所として、また羽二重市場として
利用され、機業者たち、検査員、有人たちが興行（と集り、羽二重がよび原料の生糸宅〉商取引が念青
れ、機業者、商人たちは、害時行から融資をうけ、てfk銀行。小切手を矛lj用するなど、実K密援を関
係をもりていたのである。
究百石町の~~業家たち
以下、簡単に明治後期K五百石町にかいて活躍し、明治末Vては消えて行った、機業家たちVてつい
てふれてがとう。
管原喜八郎、黒田義秀
菅原、黒田の両者については、すでに第5章。新)fl銀行の役員のととろで述べたつで、ととでは
更めて触れをい。ただ3菅原喜八郎は、明治30年。創業から、機業をやめた明治末全で、五百石地
方fてないて最大規模。機業経営をしていたととと、黒田義秀とともir新川銀行の役員をしていたと
とを銘記して会とう。
原伝三郎
原は、明治30年7月に機業をはじめ、明治40年はすでにやめている。彼ば菅原専八郎同様、
肥料、米商で産を左し3町歩の土地を所有し、また2～5軒。貸家をもっていた。
彼は五百石田nてないて、機業。み左らず羽二重の精練所をも経営していたQ 渡辺長作氏Vてよれば、
氏。製作した羽二重は、金剛新の渡辺伝吉ο精練所か五百石町。彼の精練所かで仕上げ工程が左さ
れたという。『県統計者』明治36年 12月末日現在K工れば、原動力として水力を用加、職工は
1 4 7f以上の女20名、 1 4オ未満の女4名の言十24名を雇用していた相当大規模な経営を主？と念
っていた。
原は、企業精神陀富んだ人で、明治40年K機業をやめた後も、いろいろ念事業K関係している。
肥料米商で産を左したととは、すでに述べたが、機業廃止後は中越電池株式会社を、高江忠、右ヱ門
和田喜一、坂井哲次郎等とではじめたが、とれば新JI ！~財子。破産の時につぶれた。授が、原θ棄は
高江忠右ヱ門の妹でありた。 （村田盛正氏からの聞取）
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森与次郎
森は明治30年5月に機業を創業し、機業をやめるつは大正？年である。つ会り、森の場合は、
他。五百石町、金問1新の機業者たちは例外在〈明治末Vては機業をやめているが、彼のみは大正時代
史で機業経営を続け、大正時代でも第一次大戦後にいたってほじめて機業を廃止しているのであり
との地方では最も長〈機業活動をつづけた人である。
村田感正氏その他からの間取9Vt:よれば、森は飯坂村からn百石町にやってきた人であり、 H 飯
坂屋H と称した。松島伸次氏によれば、彼は使坂村で5白丁歩程度の鶏地をもヮていたが、それを売
払って玄百石町VてやってきたDであり、それを資金にして機業をはじめた。彼は子持？とずであり大
酒を飲み、全た糸相場もよ〈やっていたという。彼θ場合は、 f出の機業者と異って、機業一本であ
り、機業がうき〈いかをい場合も逃げとむべき、農地をもた左かったととが、例外的に長期の経常
を続けた理由であろう。
f県統計書』明治36年12月末日現在lてよれば、職主として 14ォ以上の男2入、女16人、
計 18人を雇用している。全た明治41年末の記録fてよれば、 1 4オちl上の男2入、女12人で、
言十14人を務用している。
在台、彼（［）5子家。森長次郎も機業を経営していた。
平i際庄作、 f言邦
王子l時は高野村金刷新の出身であり、信邦は恵子である。信邦の妻は原伝次郎の妹であり、信邦は
質躍を姥営していた。
明治32年6月に機業をはじめ、大正元年にはやめている。恵子の信邦は機業をやめた後、大正
元年から大正4年金で高野村で麻真由。集結業を経営している＠後、金沢K移住し、金沢で死亡。
『県統計書』明治36年 12月末現在によれば、職主として、 1 4ォ以上。女20入、 14ォ未
満の女5人の計25人を雇用している。明治41年末の記録によれば、 14オな上の女20人を雇
用している。との雇用規模からすれば平崎は、五百石田丁では、 30人以上を雇用する菅原喜八郎に
次いで、原伝次郎とともに相当大規模な経営をやヮていたととがわかる。
小林六助、政次郎
六助は、明治30年5月代機業をはじめ、明治41年lとは止めてlハる。息子。政次郎は明治45 
年には続真自の製造をはじめ、大1E7年fてやめている。
松島伸次氏。言によれば、六助は土地をほとんど持たず、頼母子講の金を主？として機業開業の資
『??? ?
金としたという。村田昇是正氏。言によれば、とれとは異ヮて相当の資産家であったという。夜辺長
作氏。言κよれば、小林は、小泉伝三郎、藤井義明とともに一番小規模の機業場だったという。以
上、三人の主張はそれぞれ異在るので、と Lでは、そのままかかげてか〈。
『県統計書』明治36年 12月末現在Vてよれば、耳紅として 14ォ以上。男 1入、女13人の言十
1 4人を雇用している。
藤井義明何？とは義時）
藤井の名前は、 『県統計書』の年次が異るVてつれて、時Vては章表明、時fとは義時と左りていて何れ
が正しいのかわから左いが、いまは義明としてb 心
『県統計書』明治36年 12月末現在に工れば、 14オ以上の女？人と 14オ未満の女1人で計
1 0人を謄用して1ハるととがわかる。渡辺長作氏からの間取りに工っても最小規模。経営だったと
いう。機業をはじめたのは、明治33年であれやめたのは明治41年である。そο後、藤井はど
うしたのか、をた家族の動静はどう左っているかは、不明であるという。筆者が五百石田丁を歩いて
聞いたととろによると、五百石町には元来、藤井姓の家は少〈。現K花火屋をやりている家と、う
どん翠鵠販売をやってW る家の二軒でるるという。ととろが花火患の藤井家をたずねても藤井義明
｛をたは事者時）というのは全〈心当りがないとwう。次Vてう苫ん製造をしている藤井家をたずねた
ととろ、相当左老人がでできての話によれば、藤井義明というのは、彼の家とは全〈関係ないが、
夜逃のようにして五百石町を去ってW ったという。
小泉伝三f!［｝、安太郎
伝三郎は『県統計書』によれば、機業創業は明治32年 4月であり、明治36年代はすでKやめ
てなれ機業経営は全〈の短期間にすぎ左V>o 伝三郎の長男の安太郎氏からD間取りによれば、伝
三郎は実Vて頭のよい人で、失敗をしたととつない人でありたQ 機業をはじめたが、はや〈見切りを
つけてやめた。それで機業では損をし左かりた。機業をやめた時Vて、工場を千円ほどで売り払って、
その金で新川銀行。株券を寅ヮたという。
小泉家はもともととんにや〈製造をしていて、 H とんにや〈雇II という毘号をもりていた。相当
在地主で5～6町の土地を所有していた。渡辺長作氏Vて工れi-f、小泉は、イ寸本、藤井>7-Eととも』て
最小規模。機業経営だヮたとiハう。
長男の安太郎については、すで陀第3牽の新川銀行。ととろで触れたοで、ととでは、〈わし〈
ば述べないQ ただ彼は、小学校の先生をやめた後、大正？年(IC羽二重生産。日本機業株式会社をが
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とし、太正14年新川保行カミ水橋銀行の吸収合併されたときの、取締役であったととだけをのべ
てかとう。
以上の？人が、明治30年頃tて、五百石町で機業をはじめた人たちである。との他に、明治40 
年どろにはじめ、数年をし司でずしてつぶれていりた、笠原義党中田常次郎、佐伯一刷言、杉原勝次
郎らの人であるが、省略する。
菅原、＠黒田・原・森与次郎・森長次郎・平崎・ 4淋・藤井・小泉の？人のうち、新JrI鍔行の役員
として参加したのは、菅原、黒田の二人であり、その他に小泉。長男安太郎がある。
地主としては菅原10町歩、小泉5～6町歩、原3町歩、黒田2UJT歩で、菅原の 1.0町歩を）］Ifと
してもそれぞれ相当左土地所有者である。その他に森与次郎は鮫坂村tて4～5町歩の土地をもり
ていたが、それを売払らって、機業経営の資金とした。ただし、純然たる農業一本の人はむしろf例
外であD、菅原・i京の聴料米務、小泉のとんに手〈屋、黒田・平崎の質患という風t亡、いずれも荷
主、金融業で財産をつ＜ lJ、それで土地を集積した人たちでありた。ととでi注意して必きたいとと
は、機業をはじめたとれらの人たちの土地所有規模をみると、新Jll~財子の役員として参加した人た
ち｛と〈らべて、土地所有規模がー廻り小さいととである。
とり？人の機業者たちは、金時IJ;t斤より数年シくれて日清戦争後にいりせい『て機業を創業し、大休
明治の終Pとξもに、ほ Y全機業者が廃蒸して円るのである。まさK虹のどと〈現われ、虹のどと
〈消えて＼／）ヮたのである。ただ、五百石町では郷笠の飯奴村で土地を売払って機業一本(IL打込み、
逃げとむべき余地をもたない森与次郎のみは例外で、あ〈までも機業に執着し、第一次大戦後まで
機業をつづけているが、大正？年κは行詰 ρて機：業を投げだしてwる。また平l崎とづ吋本の二人は、
明治40年どろに羽二重生産の機業をやめた後に、大正初めに麻真自の生産をはじめているが、と
れも数年をいでずして廃止してしまっている。
とのように、五百石町では、金剛新部落よ bも、数年な〈れて日清戦争後、一時に機業が続出し
たが、金問ij新同様、明治末には一斉V亡消えてしま ρているのであるc
では、五百石町、金問lj新の機業の急速な崩壊の原国は何であるか。その点、か左らずしも明確で
はないが、以下、渡辺長作氏・和田喜一氏・坂井喜則氏から聞いたととを中心として述べ工う。
①輸出羽二重の価格変動がはげしかりたとと。
② 日露戦争後から明治末Kかけて、輸出羽二重の輸出が不長Vてなちいったとと。とれが、たとえ
ば渡辺長作の廃業の直接のきヮかけとなヲた。
③ 原料の購買・1PJ!品。販売fてないて、商人K支配されていたとと。との点tてつい、て、『五百石町
誌J1 6 8頁v-Cは、 f製品販売が殆んど福井・金沢の商人へ委託されていたjととを京国のーっ
としてあげている。との点を渡辺長作氏K質問したところ、氏は理主人に買いたたかれたというと
とはなかったというが、との地方の輸出羽二重l士、 V>':Jlとん宮山市の商人が買いとって、次fて金
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沢市に送られ、金沢商人の手をとなして、金沢羽二重と称して横浜の問屠K売られ、そこからま
た輸出荷の手に移クたのであんとのようK富山商人一ゆ沢者人→横浜の問屡→輸出荷という経
絡を経在ければなら左かった。であるから、生産者の手を離れる時の価格の低ぐかりたとと、買
いえたかれるととのありたのは当然である。
③機業家の多〈は、原料のある生糸の糸相場（そ手をだして失敗した。との点を強調するのは、和
問喜一氏である。糸相場に熱を入れる結果、羽二重生産Vては打込ま左〈念り、とうして機業経営
K悪影響を与えるととにi5:る。利回氏は五百石町の機業家の多〈は、糸相場K深〈はをりとんで
いたという。渡辺長作氏vetれば、五百石町の機業家で糸相場Vて手を出じた人は多あったが、金
剛新の機業家で糸相場をやった人はなかりたという。
⑤ 長作氏。場合t.:Eではそうではだt¥.Aが、渡辺久郎、伝右ヱ門、伝合左左にみられるごとし大
砲で冒険的宏、投機的左設備投資、工場建設のために多箱の資本をつぎとんだ。いちどき (IL織機
数をふやしすぎると、他工場から熟練工を引抜かねばならぬし、引抜けば批難をうけるととにな
る。そとで、未熟練工を使うととに1去り、能率があがら念い。 －;tた設備拡張し、生産増大したが
経費がかさみ、不景気tてぶつかると経常不擦に陥いる。
＠新川銀行と機業者たちの関係が官接でありたとと。新川鍍行の重役として、代表的機業者であ
る投辺j＼、郎、菅原喜八郎、黒田義秀が入つてなれまた新JrI幸奥行D主要業務の一つが機業のため
の原率九製品の購買販売？と関与するととであったから、投機的な信用貸借と、放情念機業経営が
助長された。
第 5童 上市町地方Uてなける、代表的機業としての
細川機業
第 4章にないて、五百石町・金問I］新の機業の興亡鳴衰を検討したが、との五百石地方の数多〈の
機業のうち、創業：の最も早やかヮたのは、記録上は、金剛新の渡辺八郎の明治27年2月であり、
ついで同じく金剛新の渡辺伝；合ヱ門の明治28年 4月でありた。ってEり五百石地方では、五百石町
でよりも高野村金剛新部落での方が機業の創業が早かったわけである。ととろが、金剛新を訪ずれ
渡辺長作氏V亡会刷、いろいろ当時の話しを聞くと、金問iJ新機業の草分けは、渡辺八直E、渡辺伝右ヱ
門ではなしそれ工bも早〈同部落。秋元健治が機業をはじめているととを知ク九ただ車院の場
合、機業規模が小ざかったのと、経営継続期間が数年Kすぎなかりたので、一般代金問lj新音！轄の機
業。草分けは、渡辺八郎・渡辺伝右ヱ門と¥.AうととIてなりているDであるQ ととろで、金剛新部落
の機業の主主介けである秋元健治は、そもそも機業を創業する動機と在ったのは、彼が、金剛新郎：搭
から約一息あ会Pの近距離Vてある音杉村の細川機業をたびたび見学し？とととであった。したがって
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金刷新部落り機業の創業の源流は音杉村の細川機業というとと『てなるのである。とラじて、五百石
地方。機業の副菜Kいえる経路をたどヲて、われわれの研究は、音杉村の細川機菜『亡帆たクたので
ある。
島十下、細川！企業を中心として、上市町地方の機業について検討しよう。
第 7表は、『富山県統計書』の明治26年より大正？年tていたる工場細別一覧よれ上市地方の
機業・製糸工場を抜きだしたものである。とれκよれば、との地方Kは、上市町・音杉村C現在の
法音寺）・宮川村（現在の森尻村〉の三つり町村にないて多数の工場が明治2d年代かも大正初め
にかけて存在してIf¥たととがわかる。工場Vては製糸工場と機業の二種類があるがiいを羽二重生産
の機業Kついていう左らぽ、上市町。8社、音杉村の？社、宮川村の 6社。、あわぜて23社のう
ちで、創業年月の一番古いのは、音杉村の細川次郎左ヱ門である。きた、とれら23社のうち、
『県統計書』で工場細別のでている最後の年である大正？年の時点で、左主子機業が存続しているの＝
は、上市町の土肥浅次郎・酒井僕八郎、音杉村の細川次郎左ヱ門、細川庄太郎、有沢儀次郎、宮HI
村。高間正主主の 6社Kすぎない。との、うち細川次郎左ヱ門と細川I庄太郎は同家族であるから、上の
6社というのは5社というととである。っきuD、かつては23社が経営されていた上市町地方V<:jo~ 
いても、第一次大戦後の大正す年Kはすでfて5社を残すのみと在っているのである。
第7表 上市町地方の機業者
上 市 町
品名｜氏名
製糸｜荒木甚劫
創業年月i廃業年次1品名i氏 名
M21. 61 M3昨 l製糸！沢井久三郎
(. 池田藤七 IM22. 61 M3s年
広島和七郎き↑ M21. a°'j'：す'M'38年 I 
創業年月｜廃業年次
Mzz 61 Mz伴
I 松岡ー権七 iM25. Bi M41年
西田与次郎 IM 2呪 61 M 3 5年n 
” 
???????
??
???? ?
?
?
? ?
???
?
????????
?
?????
?
?
?
?
?
? ，
?
? ．
?
?
?
?『??
?
?
??
?
?? ?。??
? ，
????
??
?
↑?
、?
?
??ーー?
?
｝?
?
?
??? ?
?
?
??
?
???
?? ?? ?
I 
I 
” 
I 
I 
M 36. 61 M44年
M 28. 6j T 3年
M 2 Z 3 
M31. ?j M44年
M41. 41 T 1年
M41. 41 T 1年
I 清水庄吉 IM24. 61 M31年1
酒井議八郎JM 2Z 71 T 8年自
島田庄三郎 IM41. 41 T' -1年
酒井犠八郎 IM37.7I 
” 松井く告書四郎＇ IMzz ?j・ Mz9年 Ir:耳！ i地問 六庄
平井仙右ヱ門 IM 2 4. 61 M31年！ト麻真田｜斉藤 豊作If 
M 34. I T 3年
T 5.1 2j T 8年
音 杉 村
?
JI I :tj 
製品 氏 名 創業年月 廃業年次 製品 氏 名 創業年月 廃業年次
羽二重 細川次郎左ヱ門2 6.5 (24.6) 羽二重 斉蒋 三郎 M 2Z 8 M 31年
I l手間態台ヱ門欣却 M 2Z 2 I 橋本店作位三郎 M 2 6. 7 M 41年
I 細川！ 字作 M28.12 M 31年 I 高田 正章 M 2 8. 3 
fl 伊井伝四郎 M28.12 M 31年 I 青木徳一郎 M 2 9. 3 T 1年
fl 細川 太古 M28.12 M 30年 I 土杷直次郎 M 2 6. 4 T 8年
I 早川宗次郎 M27. 3 M 30年 fl 橋本 弘一 M 3 9. 5 T 7年
I 沢井 みつ M 3 7. 3 M 38年
I 細川 重治 M 4 0. 4 M 43年
I 細川庄太郎 M 4 0. 9 
（『県統計書』 M26-T9エり作成）
とれら 5社（細川庄太郎も 1社Vとかぞえると 6社）の雇用人員と原動機の推移をしめすのは、第
8表、第？表である。 （ 
との第8、第？表tてよれば、とれら 5社あるいはる社のうち、つねK最大の雇用人員を誇ってい
るのは、細川｜機業である。細川｜機業こそは、明治時代の上市町地方K営業されてwた20数社のう
ちで、創業年月が一番古しかっ常K他機業を圧倒する文字どう P第一位の麗用人員を擁する、との
地方を代表する機業であったQ との細川機業へ、一塁余りの道を歩いて、たびたび見学した結果、
細川機業を真似て、金問lj新部落の機業の草分けと在ったのは、秋元健治であったわけである。な会、
第一次大戦後の大正9年の時点Kないて、存続していた5社あるいは 6社のうち、昭和40年の現
在も左品、経営をつづけているのは、機J1機業の他には、わずかに二日E機業（現在は、浅次郎の孫、
篤こが経営）のみにすぎない。つ主夕、明治時代には 20数字士あった機業は、大正9年ー には5社
（あるいは 6社） vi.':減少し、現在では、わずかに 2社を残すのみとなっているのである。
細川機業は、現在は東洋レーヨン株式会社の下請協力工場として、従業員 1,3 0 0人を擁し、安
定した経営をつずけている。とうして、上市町地方の草分けとして、明治24年K創業され、現在
K至るまで 70年余の長年月にわたって、波乱K富んだ迂余曲折の歴史をへて、現tて県下第一級の
機業として存続しているのは、明治以来の富山県産業発達史Vてなけるー偉観である。ととにわれわ
れは、風雪Vてたえて生きぬv、た地方産業としての機業権営の一典型をみるのである。
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第 8表 庭用人員の推移
細川次郎友エ門（音杉村）
斗二 次｜ 男 女 男 女 計 原動機一M2 9一年1一4人 53人 57人
3 0 4 53 57 
3 1 8 1 1 0 1 1 8 
ト1 0 4 1 1 2 3 3 戸「工官 4 98 104 3 4 オ以上
3 5 1 0 35 14／叫 i.~N：委~1 104 
3 6 6 89 職安1；才未費 1 5 1'13 
3 7 8 142 3 1 5 1 6 8 
、 E
3 8 5 1 2 5 2 22 .1 5 4 
一一
3 9 5 140 一 1 0 155 
4 0 5 122 一 3 '1 '30'' 
4 1 8 85 2 1 5 ・110 
4 2 7 28 一 手』35'r、
4 3 1 0 60 －ー I 1 5 85 石油発動機
一4 4 8 60 2 20 、90 電 ゴ］
T 1年｜ 8 57 25 9ρ I 
2 60 2 25 9.5 I 
3 1 0 9 0 1 OQ I 
4 職工？ 86 労働人夫 1 ？る ， 
5 1 2 1 0 8 一「 1 2 1 I 
1 1 6 13Q I 
1 3 1 1 8 1 3 1 I r「
8 2 52 1 一 55 ；へ 令、.， ff 
ー碍 ー 』一一
？ 1 2 1 35 1 1 4 9 .'I( 
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細川庄太郎 （音杉村）
年 次 労 女 男 女 計 原動機
M 4 1年 1 0人｜ 50ノ、 人 石油発動機
1 4オ来満
1 4オ以上4 2 1 0 I 80 90 
， 
4 3 1 0 品目 20 90 If 
4 4 1 0 75 1 5 1 0 0 電 j] 
T 1年 7 53 一 20 80 If 
2 ？ 62 20 92 ’F 
3 1 0 80 90 / 
4 職 工 労働人夫 9 1 f ？ B_ 1 」一 - 圃』 一一5 1 0 1 0 0 1 1 1 1 If 
一一一一
6 12 108 1 1 2 1 ’F 
7 1 8 1 2 2 一 一 1 40 If 
」ー
8 1 6 124 1 1 41 f 
？ 
（『富山県統計書J!M 2 9年～T9年よ D作成〉
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第？表 雇用人員の推移
（『富山系統計書』より作成）
有沢 次郎 （音杉村〉
年 次 男 女 男 女 計 原動機
職男工ー1、4オ拡土 1 4才未満 徒弟 14オ以上 人
M35年 女5 男一、女5 男一、女15 男2、女15 白 40
36 1 4オ弘と1 30 3 1 
3 7 1 38 1 4す芸討鑑ー 4 43 
3 8 2 45 一 47 
3 9 47 一 3 5 1 
4 0 35 3 39 
4 1 32 一 2 35 
4.2 1 32 一 33 
4 3 29 一 3 33 
4 4 1 8 2 21 水 車
T 1年 1 7 一 5 1 3 電 カ
2 1 ？ 一 5 1 5 " 3 1 1 2 1 3 ， 
4 1 1 4 1 5 , 
5 1 1 4 1 5 ， 
6 1 14 1 5 ’F 
・7 1 1 2 1 3 , 
8 ｝ 7 7 , 
？ 
土肥浅次郎 （上市町）
年 次 男 女 男 女 計 原動機
M35年 1 4オ以上4.2 5 47 
3 6 2 5 1 53 
3 7 1 85 14オオ梢ー 1 0 96 
3 8 7 1 五 75 
五守 1 7 1 72 
4 0 80 81 
4 1 1 45 46 電 力
4 2 3 42 45 ， 
・43 40 41 ， 
4 4 40 41 ， 
T t年 1 40 労働人夫ー 3 44 ， 
2 一 45 一 一 45 ， 
3 1 47 48 ， 
4 1 43 3 2 49 It 
5 1 43 2 一 4.6 ， 
ι 1 4 1 42 ， 
7 1 4 1 42 ， 
8 1 4 1 42 , 
？ 一 40 40 , 
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土肥直次郎 （宮JrI村〉
年 次 男｜女 男 女 計 原動機
1 4才以上 1 4オ未満
M34年 20人 4 24人
3 5 2 1 8 2 0 
3 6 1 8 3 2 1 
3 7 
3 8 2 6 26 
3 9 2 5 2 5 
4 0 22 22 
4 1 24 2 4 
4 2 2 0 3 23 
4. 3 22 2 24 
4 4 1 9 2 2 1 
？ 1年 一 1 6 3 1 9 
2 1 2 3. 1 5 電 力
3 1 1 1 1 2 If 
4 1 1 2 1 3 ， 
5 1 1 5 1 6 If 
6 1 1 6 1 7 ， 
7 1 1 6 1 7 ， 
8 
9 
高田 正章 （宮川村〕
司 』 聞ー －－ - - -a 山 吋 d
年 次 男 女 男 女 計 原動機
1 4才以上 1 4才未満
M34年 1 5人 一 5人 20人
3 5 1 1 9 20 
五ι 20 一 4 24 
3 7 
3 8 22 22 
3 9 一 24 24 
4 0 1 7 一 2 1 9 
4 1 2 1 2 1 
42 2 1 3 24 
4 3 1 8 5 23 
44 1 7 一 ι 23 水 一芳
T 1年 1 3 3 1 6 電 五
2 1 0 5 1 5 ， 
3 1 5 1 5 / 
4 一 1 5 1 5 If 
5 1 4 1 4 " 
6 1 5 1 5 If 
7 2 1 6 1 8 If 
：寸 1 5 1 5 • I 8 8 ， 
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本年夏昭和（40弔の調査のピリオドを打つものとして、上市乃さ日「前ヲ細川機業株式会社内の門の脇陀
ある細川庄太郎邸を訪問したo庄太郎氏l之、現代細川機業株式会社の会長の職にあり、明治27年
8月28臼生れで、 i筒71オの方であるが、設な壮健であり、！日粋戸高商の卒業生である。
象者は、二回Kわたって庄太郎氏を訪問し、細川機業の沿革についてくわし〈間取りする ζとので
きたのは、大き 1l:喜びでるった。以下、庄太郎氏からの間取りを中心として、細川機業の創業のい
きさつ、機業の沿主主Kついて述べ玄う。
細川機業創業のhきさつを知るについての貴重左記録は、 『越中史料』巻四の 50 8～ 5 0 9頁
陀掲げられている、明治 30年 5月 14日付で、細川庄左ヱ門宛K緑綬褒主きがあたえられた時の表
彰文である。その内容は次のとなりである。
「富山県越中国中新川郡音杉村
細 ) 1 庄左衛門
資性混淳、夙ニ地方木綿織業ノ衰Jレヲ憂ヒ、！日主ヲ用ヒテ斯業ヲ輿サンコトフ図リ、所在ノ織場
フ参観γ、羽二重ノ貿易ェ利アルト、其織方簡易ナJレトフ察知γ、卒先機匠ヲ鰐γ、織貝フ改メ教
習甚タカメ、組合ヲ設グテ段直フ均斎γ、以テ海外輸出ニ適γ、又練張業ヲ創メテ当業者エ便益ス
郡村翁然視倣γ、織成年ニ多ク販路日ニ広マリ、越中羽二重ノ名声世ニ揚Jレ、其他カフ植林修路教
学等ノ事エ致ス、淘ニ実業ニ精U!Jシ、衆民ノ模範タル者トス、依テ勅定ノ緑綬褒章フ賜ヒ、其善行
Y表彰ス
明治三十五年五月十四日」
との表彰交に、細川機業創業の事情と、倉lj後の状況がつ〈されているといえる。その点、細川庄
太郎氏からの関取bからも確認されたところである。圧太郎邸を訪問した際、上の表彰文の書かれ
た証状と、緑緩褒主主を拝見させていただいた。在会、庄太郎邸の応接室の正面の援には、四代目富
山県知事、徳火i室範（明治 25年～29年、在任〕自筆の、細｝！｜圧左ヱ問の産業活動の功をたたえ
る大きな軸がかかげられていた。
では細川機業創業の年月はいつであるか。その点については、上掲の第7表にもみられるどと〈
『富山県統計書.Jvcでている毎年の工場細別一覧表から、一応知るととができる。ととろが、 『県
統計書』によれば、細川機業の創業については、年次の異なるにつれて、明治 24年 4月と明治
2.6年5月の二通bの創業年月がでてなb、いずれとも決しかねるのである。ととろが、との点に
ついては、 『富山県政史』第六巻（甲〉 （産業縞〉なよび『富山輸出絹織物検査所年報』昭和 3年
版には、次のようにでている。すなわち、 『県政.!i:'』第六巻（申〉の 45 9頁Kは、 「明治22年
礁渡郡井波町で輸出向絹織物製織に着手したのが最初である。とえて、同 24年上新川郡音杉村に
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製織を開始し、向26年lては富山市Kも輿1夕、いらい県下各地（そ伝絡するK至つ？とoとれば当時、
隣県の石川県及び楕井県K勃興した輸出向機業の刺載を受け、内地向機業から之に転ずる者が少〈
左かったからであるoJ とある。をた『検査所年報』昭和 5年版のグ富山輸出絹織物検査所沿~If
Kは、 「仰々宮山県ニ於グル輸出絹織物ノ；製織J、明治 22年東穂波郡井波町某ヲ以テ機失ト γ、主主
後異常ノ発達フ遂グ数年エシテ之ガ製織フ試ル者、県下一円ニ互ルノ盛況フ呈セリ」とある。
明治時代Kなける県下の機業創業年次の状祝をしめす文献として、筆者の見えたものは、 『富山
県統計書』の各年次の工場細別ー賢表の数字と、いま引用した『県政史』 （産業編〉と『検査所年
報』のものであるが、との三者を比較すれば、上述のごと〈，『県統計書』では、その年次を異にす
るVてつれて、細川機業の創業年月については、明治24年 6月と明治 26年5月の二通りがでてい
るが、 『県政史J （産業編〉では、はっきり明治24年とでているし、 『検査所年報』 Kは、引用
したどと〈、明治 22 6:j三の井波町の機業を 日露失として、その後数年にして他地方にもひろがった
ということであるから、細川機業の創業年次は、明治24年とみて差支え設かろう。友台、柳川勝
業創業の年月を、いっそう明確にしめしている研究は、石原重人氏の「上市町K於ける絹織物工場
K就いて」という論文である。石原氏のとの論文は、昭和 12年8月代出版された、県立滑川商業
学校編の F郷土産業研究』第十輯になさめられている、第五年生徒調査研究の一つできうる。す念わ
ち、当時、石原氏は滑川商業学校の五年生であれその調査研究として、との論文をまとめている
のである。との論文は優ぐれた内容のものであり、商業学校の五年生の生徒の調査研究のものとし
ては、実K、水準の高いものである6友好、との『郷土産業研究』第十輯は、現在、滑川図書鍔［と
一冊あるだけで貴重7まものである。乙の石原氏の論文によれば、細川庄左衛門は、明治 21年始め
て絹織物製造を企画し、明治23年K機業を起す腹をかため、群馬、福井、石川の三県K赴き、絹f
織物業者を訪ねてその実況を視察し、石川県小松町新田甚左ヱ門氏K依頼して原料機械の購入、指
導者の招聴を求め、明治24年 6月始めて羽二重量製造K着手した ζとが述べられている。との石原
論文K照らしても、細J1機業創業の年月は明治 24年 6月というのは、間違いのないととは明瞭で
d ある。この明治 24年の創業というととは、ーすでK第4主主で検討した金剛新部落の機業の年次と比
較しても、当然そう衣らねば左らをいはずである。
というのは『県統計書』の工場細別一覧表Kよれば、金剛新で最も古い機業創業の年月は、資辺
八郎の明治 27年2月と在っている。ととろが、揮を辺長作氏からの間取りVてよれば、金問｜！新機業のi千
草分けは、資辺八郎では念〈、実は秋元健治であったととは、すでKのべたoとの秋元の機業創業
の年次は明確では友いが、少〈とも時辺八郎の明治27年2月よりも早いととは間遣い衣〈、明治
2 6年あるいは明治 25年というととが考えられる。とすれば、もし紙川棋業の創業年月が明治
2 6年5月とすれば、全〈筋のとから友い話しと友る。湾辺長作氏の諮ると ζろによれば、秋元
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健治は、相Ji のるつた音杉村までたびたび出向いて見学した結果、細川機業を真以て、紡自身
金抑｜新で機業をはじめたのであるから、殺が：機業創業lと踏みきるまでには、少〈とも締川企業は創
業後すでに数年を経ていて、機業経営は有罪Iiであるととが判断された後のことと芳えられるのであ
る。 ζうLて細川機業鋭業の年次は、金問I！新機業の創業の年次との関連からしても、明治 26年で
はありえ設いわけであり、明治24年の創業というととに左らざるをえ宏いのである。
次K問題（r;t、庄太郎氏からの関取bで、氏の強調されたととの一つは、富山県全体としてみた場
合、絹織物生産の創始という点では、たしかに議波地方の城耕地方の城端羽二重の生産の方が早や
かったが、それは内地向のととであり、とと輸出羽二重の生産では、上市町地方とそ富山県斡出羽
二重の創始の地である、ということである。また、上市町地方の羽二雪生産の創始にあたっては、
穂波地方との関係政宏〈、礁波地方から技術を学んだということは？をいとも強調された。
ところが、輸出羽二軍制始の地は、穂波地方か上市地方かという点では、上vc引用した『県政~』
（産業繍〉でもまた『検査所年報』 IJ{2和 5年版にないても、両者とも、富山県輸出羽二重の塙失は
明治22年の璃波郡井波町忙なける機業創業；としてがb、それV亡必〈れて明治 24年Vては中新川郡
音杉村Uてがいて機業創業をみたと述べられているのであるから、その点については疑いは左かろ今。
したがって、輸出羽三重についても、創始の地は上市町地方では宏〈、開放の井波町とすべきであ
ろうむ『富山県統計書』の明治 26 年の工場初／~!J(ICよれば、井波町で絹織物産をしているのは、
太谷彦次郎であり、創業年月は明治21年7月とまっているoとの明治 21年7月というのは、明
治 22年というのとは若手ずれているが、ほほ同時期で忘ることは間違い念い。
投合、明治 26年の工場細別一覧表では、井波町で綿織物生産者としてでているのは、大谷彦次郎
一人であるから、 『検査所年報』昭和 5年版の＂富山斡出絹織物検査所治叢， Vてでている、 「仰々
雪山県ニ於ヶJレ輸出絹章受物ノ製織J、明治 22年東破波君g井波町莱フ以テ静矢トシ」という井被町某
社大谷彦次郎であるととは間浮いあるまいわ
大谷彦次郎Kついては、すでVて第 1：篇「庄｝1流域（iLi≫ける地主j議と他産業との関襖」にないて若
干ふれてないたゥナ左わち大谷は、明治23年の宮山県多額納税者上位 15名のうち第8位を占め、
また明治 3IJ年には第 15位であったoとのととから彼は明治 20～3 0年代の宮山県では、県下
有数の高額所得者であるととがわかるのであり、多額納税者名簿Kでている被の職業は商業と宏っ
ている。明治 21年7月創業の彼の絡事委物工場は、資本金 35 0 0円、職工数は 20人とででなb
当時としては、破波地方の代表的機業者であるととがわかる。 ζのった谷彦次郎にすといして、明治
3 1年 5月31日付で縁授褒彰が与えられたととが、 『越中~料J 巻田の 5 fl 9～5 1 0亥にでて
いる。それによれば、 「夙ニ祖業ア継承シカラ製造ニ致ス、土産生絹ノ組製ニ流ν、声倒失隊スル
j~f, ヒ、同業者フ奨励シテ裂枠組合ア設グ、推すレテ組長ト為リ、品質ヨ改メ販路ヲ拡メ、 Eぎニ斡T
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輸出羽二重織伝習所フ制メ、紗J匠ヲ耳事γテ工女ニ教へ、盛yニ之ヲ製出γ、井波羽二重ノ名漸ク世
ニ揚リ遠近模倣スル者多γ、尋テ斜子一楽、利久、博多、等各種ノ織法ヲ習得セジメ、以テ地方ノ
生産ニ株主主γ、莱他林木ヲ裁倍γ、金穀ヲ貧民ニ施与ヌルコト少γ トセス、治ニ実業エ精励シ衆民
ノ模範タル者トヌJとある。
乙の表彰文からもわかるように、彼は輸出羽二重生産をなと念っているのであり、とのと止から
しても、富山県輸出羽二重生産の創始者は井波町の大谷彦次郎であるといえるo念台、被は、中越
鉄道敷設の発起人 32名のうち一人として参加しているととは、前篤にかいて述べたととろである。
とうして、富山県輸出羽二重生産の幡失は、明治22年創業の東穂波郡井波町の大谷彦次郎の機
業であり、呉東地方では、中新川郡音杉村の細川｜圧左衛門による明治24年 6月の機業創業が草介
けであると結論ずけうるのである。では、東時震被郡井波町の輸出羽二重生産と中新川郡音杉村のそ
れとの関連はどうか。その点については、細川庄太郎氏からの間取bとして、両者tては何んらの関
係も念〈、また耐震波地方から、細川機業は技術指導をうけたよう念事実は左いということは、すで
K述べた。では、明治24年6月の細川機業創業の事情や、他の機業との関係はどうであったか0
とうした点を含めて、以下、細川！庄太郎氏の語るととろを聞とう。
明治 30年5月 14日付で緑緩褒主主を与えられた細川庄左衛門は、庄太藤氏の祖父であb、
天保5、6年項（1 8 3 4、5年） ~て主主れ、明治 3 2年（1 8 9 9年） K 6 4、 5オで亡＜ t.l:って
いるo庄左衛門は細川家本家の 11代目であり、細川機業の創始者である。細川家は、代k音杉村
の大地主であb、明治10年代K法音寺、上接音寺、大湾、務回、正印、正印新、河原因、横法脅
寺、北島、湯上野等の各村全体の戸長であったo庄左衛門生艇の地は、音杉村法音寺 19番地であ
り、との庄左衛門宅が戸長役場として使用されていた。土地所有規模は、 17～1 8町歩で、その
うち、 5～4町歩は手作りをしていた。との 17～1 8町歩という土地所有規模は、終戦後の農地
改革時まで、あをり変わら念かった。
農業の他tて、質屋、貸鍋、貸蚊帳業を経営していたo念念後の機業創業との関連K合いて見落し
て念ら念いのは、庄左衛門は、高岡の綿問屋〈恐ら〈正村家であろう一一筆者）から、綿を仕入れ
て、上市町な主びその近郊の村落の農家の婦女子の手内職として紡むがぜ、をた綿布生産をもさせ、
製品をまた高岡商人K売っていた。つまり、庄左衛門は綿の仲買人として、家内工業を蛍む農家の
婦女子たちに仕事を与え、かつ彼らを支配していたのである rと ζろが、明治 20年代、輸入綿花
を原料とする機械紡績工業が盛んに在るKつれて、綿買いが商売K念ら念〈念ってきた。
との事情が、す念わち庄左衛門がうけた緑緩褒章の表彰文Kある、 「夙＝地方木綿織業ノ衰フルヲ
憂ヒ、 IBエフ用ヒテ斯業フ輿サyコトヲ図リ」というととろK該当するととろである。また、石原
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主主人氏の論文では、とのととろが、次のように述べられている。
「吾閤に於ける羽二重機織業は群馬県桐生花削始せられ、次氏福井県福井、石川県金沢、次K本
県K至ったものである。本泉の卒先者は音杉村の故細川庄左衛門氏である。古来上新川郡（現在の
中新川郡〉は白木綿の産出を以って有名であったが、 i新次輸入綿布に庄伊jせられ斯業K従事ぜる者”
は多ぐ産を失ったo庄左衛門常に之を憂へ、明治 21年始めて絹密売物製造を企図したJ0 
さて、庄左衛門は熱心念仏教信者ーであb、たまたま京都の本願寺への旅K上った途中、石川県小
松、大聖寺、祷井県搭井地方でカテヤカチヤという音を聞きつけ、羽二重を織っているととを知b
白木綿織にかわるー農村婿女子K与える仕事は、とれだと思った。そとで石JfI、橋井両県の機業地
Vζ最もむき、絹織物業者たちを訪問し、実情を視察し、機業創始に踏みきるととK走った。そとで、
石川県小松町の新田甚左衛門K依頼して原料機械をもとめ、技術指導者としては篠松次郎を招いて
婦女子に機織を教えさぜ、生産をはじめたのである。との細川機業の倉！！始がきっかけと左って、上
布町地方の他の機業も創業をみるにいたった。
与以上i>~，庄太郎氏の誇る、細川機業創業のいきさつである。
とのいきさつからして、われわれは、細川機業は、東癒波郡井波町の械業とは無関係に、当時の
機業の先進地帯である石川県小松町の機業界の先覚者新田甚左衛門の指導のもとvc、機業創業にい
たったととを知るのであるo恐ら〈井波町の輸出羽二重生産も ζの石川県小松町の機業が源流と在
っているのでは左いかと考えられる。したがって、井波町と音杉村とは、時間的KたしかK井波町
の機業は明治 22年の創業であb音杉村は明治24年と、 2年の差があb‘井被町の方が早や沙為っ
たが、井波町機業が源流で、それに見倣って、呉東の中新川郡音杉村にかいて機業の創業をみたと
いうのでは左い。
次K、新回甚左衛門のととKついてふれてま？とう。最初K細川庄太郎氏を訪問した後、氏から、
筆者宛Kr功労者新回翁と緋維工業の根上Jという文献が送られてきた。 ζの文献Kよって、新聞
甚左エ門のととと石川県機業の治草を知るととができたのである。細川庄太郎氏の好意Kたいして
深〈感謝するものである。
ζの文献は、石川県機業界の「大混入故新田翁の徳、を慕ふるものと ζにあつまbて」翁が出生の地レ
根上町字浜開発の清地を選びととK其の記功碑の建設をみる、そζで「昭和十七年十月二十一日の
伴辰争トし・・・・・• o~ 新田重量の曾孫棄事平鱒「八オ〕の三手によ b除幕式が挙行~らるj K当って、
配布されたものである。とれKは、新田翁の略歴が相当K＜わし〈言己されている。
新田翁は、弘化4年（18.4 7年〉石川県能美郡江ノ島村〈現在根上町〉字浜開発の農家K生れ、
1 4オで父は亡っている。新回家は農業のみ念らず養蚕製糸業を先代からなと宏っていた。
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彼は明治 15年K石川県会議員K当選していることと、 i 7年 7月1B vc 戸長拝命~r.: よって、祭
会議長を辞職しているととからして、相当の大地主であb、また地方さつての有力者であったと
とがわかる。明治？？年6月には、能美郡蚕糸業幹事K当選し製糸改良のため郡内を勧奨巡回し
ている。をた生糸販売K沿いて好商？とちVてよ b寅たたかれるのを防ぐために自費をもヲて横浜港
K出張し、改良製糸の輸出計画をし、該地の生糸問屋への売？度予約をした。一手にきとめて輸出
するためには、莫大設費用を要するため、自家の財産を抵当として、金融の策をとうじたoまた
彼は、意を機業K移し、明治 1ヲ年、卒先して郡内有志と謀夕、機業の創設をねがって、日夜奔
走して、ついに能美機業改良会社を倉lj立するにいたり、明治 20年県知事の許可をえ、！百i年6月
社長の命を拝し 10月に開業し、業務を拡張し？とo 「小松町二位地ヲトシテ工場建築フナシ機具
三十七基ヲ僚へテ先ソ・羽二重縮緬組緒子琉拍等ノ製織ニ着手γ、併セテ染色及び絹線業ヲ創始ヌo
主主ノ製品ハ世ノ時妻子ニ滴γ遂ニハ外国ノ需要ニ町、ズ Jレニ否リ γヲ以テ、郡内当業者モ之レヲ模範
トシテ羽二重機業ヲ開始ヌ Jレモノ益々矯進セリ。更ニ郡内ノミナラズ互交J、江沼郡大聖寺町へ、
石川郡へ金沢市へ羽二重製移；方フ数回＝宣リ論説γ タ Jレ結果、ソレゾレ羽二重製織ヲ開始セリ。
或ハ求メニ町、ジ福井市ノ小JII、坪回、堤辺氏ヲ指滋ス」とある。
こうじて石川県小松町の羽二重生産は明治 20年 10月に開業し、とのふ松町を源流として石
• J 1県下また福井市にそれは拡ろまってし下ったととが記録されているのであり、小松町機業の先党
者は新田甚左衛門でるったわけである。との新田甚左衛門の指導のもとK、細川機業は明治 24 
年 4月に音杉村Uてないて創始されたのである O＇ζの石川県小松町を源流とずる、石川｜、福井、富
山の北陸地方の輸出羽二重生産は、当時Kあっては、桐生、西陣左どが閣内向生産地帯であった
のKたいして、わが国の代表的輸出羽二重生産地帯として栄えたのである。
~to~、小松町で段、明治 2 2年第十二国立銀行の出張1苫が設鐙され、製品荷為替な玄び生糸質
入れの貸付が宏されるK至っているc明治 34年、県Tを一地区とする組合そ組織し、その組長
K当選し、製品の改良発達Kつ〈し、 37年Kも組合長K再選している。明治 38.年、日露戦争
後の社会の大勢十てかんがみ、輸出機業界発展のため練業の統ーをはかり、同年 10月石川県精練
株式会社の創立と共氏、取締役K当選している。乙の間K、明治 2.5年2日、石川県第二区より
衆議院議員代当選してなb、病没したのは明治 41年 10月 12日であり、行年 62オであった。
とのように、明治 20年の石川県絹織物生産の創始以来、彼はつねに業界の中，[j.vcあって、彼の
経歴そのものが、石川県機業界の歴史をしめしているといって過言ではをい。
以上で、石川県機業の創業と新回甚左衛門の役割！を知bえたが、話を細川機業にもどうぞ。
細川庄左衛門は、上述のどとく 17～1 8町歩所有の大地主であり、かつ質業、貸鍋、安蚊帳、
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綿仲買等の商業活動をも活殺Vてやっていたから、機業創業にあたって、あえて他人資金に頼る必要
はをかった。また生活費は、農業からえていたから、機業の方は、何んをかうを〈いって〈れれば
よい、という余裕のある状態であった、と庄太郎氏は云うo機業の製品の侭格は景気の変動ではげ
しく動き、機業者たちの浮沈つね宏らぬものがあったが、細川i機業の場合は、価格暴落で危榔の時
は、農業収入と土地所有が支えてぐれた。機業開業以来、呂町清戦争後、日露戦争後、第一次大戦後
と恐慌K見舞われたが、とoc第一次大戦後恐慌時には深刻左危機K見舞われたが、その時は農地
を担保Kして、銀行から借金して、どうにか危機を乗り切った。
次K銀行との関係をみよう。
取引関係をもった銀行は、高開銀行であ担、高開銀行滑Jfl支店の行員が雪の中を普杉村の細川家
安でやってきて、いろりを囲んで話しとんでいたととを、庄太郎氏は記憶しているという。滑川銀
行とは取引関係をもたず、もつばら高間銀行一本だったのは、滑川銀行の創業は明治26年 1月で
あり、細川機業の倉I業の 24年6月には、をだ滑川銀行は存在してい左かったからだという。高開
銀行は資本規模が大き〈〈明治22年4月創立、資本金 30万円、滑JI!釦行は 10万円）、全間的
を取引網をもってなり、かつ事業Kたいして理解があったという。細川機業が、富山市の第十二銀
行〈明治 10年創立、資本金 20 0万円）、または第四十七国立銀行（明治 10年創立、資本金
3 0万円〉とは結びつかず、あえて富山市よりも添い高岡銀行と取引関係をもっUていたったのは、
機業創業の前、綿仲買商として高岡の綿問屋と密接に結びついていたととに関係あるだろう。と〈
に、高岡市の綿問屋は正村一族でなさえていたし、との正村一族が高開銀行の役員の中心的位置を
占めていたことからして、細川機業が銀行取引を結ぶ場合、高岡銀行と友るのは至極当然であった
ろう。
明治 20～3 0年代K2 o数社の多きをかぞえた上市地方の機業の多〈は、日露戦争後の恐慌で
つぶれ、さらに第一次大戦後の恐慌では、ほとんどの機業がつぶれてしまって、大正 9年の時点で
残存したのは、音杉村の細JI機業、有沢機業、上市町の土肥機業、酒井税事業、宮川村の高田機業の
わずかKS社を残すのみと在ってしまった。 〈第 7表、参照）
とれらの機業のつぶれた原因として、細川庄太郎氏のあげるのは次のものである。
⑦ 家内工業の規模から拡張して中小企業としての工場体制をととのえてい〈過渡期の工場経営
がむつかしい。明治 40年代のはじめ頃（4 2、43年頃〉、カ織機導入の段階K入ったが、各企
業はカ織機設置Kふみきったが、カ織機数が少いのでは効果が小さい、そとで多数の
カ織機を無理に設置するとなると、資金的fて無理を重ねるとと K念丸不況時に参
るととに在る。
②製品の価格相場の変動は実にはげし売った。
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③ 製品を金沢商人［〈委託販売したが、金沢商人K中間搾取されて、彼等の商略の犠牲に在ること
が多かった。
細川機業が何回かの恐慌による危彬を乗りとえたのは、一つには上述のどとぐ、細川家が大地主
て巨大左農繋収入ヤ所有地が、その支えと在ったわけだが、次第に金沢商人の商略から脱却してい
ったととも重要n:点である。機業創業の明治 2t，年の時点では、原料の大半71:金沢市から仕入れ羽
二軍製品を金沢商人の委託販売Vてまかぜていたcとうして原料仕：入と、製品販売の両前；てないて金
沢商人K握きずられていたわけであるのと〈に総長は、当初代紺川根君主内vuテいて精練（斜張〉工程
をも行って、完成品として、金沢商人に委託販売するのではをく、半製品を金択に送り、金沢で
仕上工程（線張〉が-t,:された後、販売されたのである。つまり金沢商人Kよって、単一に流通芳和：の
みを捺ぎられていたのでは宏〈・、仕上工存をも含くめて生産潟粧の一部も3配されていたのである。
もてコと具体的忙云えば、制JIIt歩手持、の半製品を、・金沢倉庫特綜株式会社（または一村商店、岸商店、
その他の問屋） vてお戸ざめ、そとてオ王土工和：（特練z 斜張〉が宏ぎれた後、販売さま1ゐ空での問、倉
庫K保管されていたし、その問、製品ば金沢の銀行へ担保として入れられている，仕組と？をっていた
のである。つまり金沢倉庫精紋株式会社は商人であるとともK、料練業者であり、ま？と倉庫業者で
あったわけであり、乙の金沢倉庫特絞株式会社が令、沢の鍔行と密接＼'L結びついてれて、 そ
の両者によって、細川機業は掌握され支配されていたのでもる。
との支配を脱却する第一歩として友されたのが、明治 26年代将Bil！機業内Vてないてなされた精終
業で怠る。との特紋業の開始により、それ；tでは、仕上げ工科の特紋が金沢でなされるととを以っ
て、富山羽二重が、金沢5}~ニヨIめ名称で販売さわていf’ーへ仁、川、が.~If；判事事；物－m場でが rt二•:fl二重の名
声をうるにいたるのでるるつ上K掲げた、表彰女咋，で、
「又練張業フ倉I＼メテ当業者ニ使益ヌ、都村系然視｛吹シ、織成年＝多ク販路日ヱ広マリ、走塁中羽二重
ノ名声世ニ揚Jレ」と述べられているのは、とのととを指しているのである。
次tて：、明治末、大正初めにいたってた、金沢商人をとなさずに、 E宣援に横浜の羽二重問慢V亡製品
を販売するよう VC7まり、金沢商人の支配から完全K税却するにい→たった。 ととろが、昭和 10年
どろ1妻、浜の問屋との取引がうま〈いか？を〈たったので、問屋左の関係をも絶って、細川機業の出張
所をも横炉、と神戸にないた。問｝主？とうま〈いかなかったのは、問屋は輸出商との中間Vてあって、製
品Uてク νームをつけるととが多かったからだという。
以上が、生産者の細JiI機業が、商人の支配から脱却していった過程である。
最後lて明治 24年創業以来、現在lていたるちまでの細川機業Kかける、製品の変還にふれてなとう。
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ぞれを図示すれば次のどと〈まるc
M2 4 
羽二重
フランヌ、テリメ y T 4. s 
T 1 s 
ベンベルグ s 5 6 
s 2 2 3 
s 3 1 
ナイロン s 2 7 s 4 0 
テトロン S53 s 4 0 
現住、細川携を業株式会社は、東洋レーヨンの下請協力指定工場として、 13 0 0名の従業員を擁
して、テトロ；／ 9割、ナイロン 1割の割合で生産をなと左っているoとのよ号に機業創業以来、
7 5年間の問K製品は 4度変われ羽三重→フランヌ・チリメン→ベジベルグ→ナイロシ→テトロ
ンと、順次新製品に移って来たc庄太郎氏Vてよれば、長い経営期間Vてないて新／梨品Vて：転換するタイ
ミングをいつつかむかの決断が、経営の基思表Vととって決定的に重要であるという。紙川機業が、上
市地方、五百石地方で最も古い創業を誇る機業であるばかりで宏〈、最大規模の機業として、他の
ほとんどの機業が消えていった中代、生き残b、現l(!L1300名の従業員を搾する安定した機業と
して、県下有数の経営であbえた原因の一つは、生産Uて打込み、新製品への転換に成功したことが
あげられるのである。
〔了〕
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南取りした人たち
f特橋村
平野長松 明治 31年 11月20日生 数へ年 68オ
F舟橋村誌』第二編の著者
喜田長三郎 明治 10年 5月 10日生 数へ8，ォ
最老令者の一人
五百石町
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現立山町中央公民館長
松島伸次 明治 33年 3月20日生 6 5オ
元五百石町役場吏員
村田盛正 明治 34年生 6 4オ
八百屋経営
小泉安太郎 明治 16年 12月9E3生 8 3オ
元新川銀行取締役、特業経営
菅原徳三 明治 28年 7月？巨生 7 1オ
7f:機業経営、現酒製造販売
坂井喜一副 明治 18年 2月 13日生 8 1オ
坂井喜一郎の長男
佐伯立山教育長
高野村金岡lj新
渡辺与三次
元機業経営
渡辺長作
先機業経営
明治 18年 6月 12臼生 8 1オ
（昭和41年 1月死亡）
明治 12年12月21日生 8 7オ
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東谷村
矛日 国 喜 明治 14年 1・ t月5日生 8 5オ
元村長、郡会議員
上市町
細川庄太郎 明治 27年8月28日生 7 1オ4
現細川i機業会長、神戸高商を
;J；穂町
尾嶋粂次郎 明治 20年 T月8日生 7 9オ
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